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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
試
訳
（
そ
の
一
）

鈴
木　

滿　

訳
・
注

＊
凡
例

１
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿

の
底
本
に
は
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. 

Leipzig, V
erlag von Georg W

igand. 1853. ; Reprint. N
abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
ち
な
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

２
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

３
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を

使
用
。
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D

eutsche Sagen herausgegeben von Brüdern G
rim

m
. Zw

ei Bände in einem
 Band. M

ünchen, W
inkler V

erlag. 1981. 

V
ollständige A

usgabe, nach dem
 T

ext der dritten A
uflage von 1891. 

ち
な
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an Legends of the Brothers G

rim
m

. V
ol.1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the 

Study of H
um

an Issues. Philadelphia, 1981. 

４
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の

下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る
Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場

合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、
本
文
に
注
番
号
を
附
し
、「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

５
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
殊
更
言
及
し
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

６
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に

は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る
弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ

び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ
た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

７
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

８
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。
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＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
一
）
の
伝
説

 

一 

ド
イ
ツ
の
大
河
ラ
イ
ン
の
話V

om
 deutschen Rheinstrom

.

 
二 

ス
イ
ス
の
民
の
起
源D

es Schw
eizervolkes U

rsprung.　
　
　

*D
S514 A

usw
anderung der Schw

eizer.

 

三 
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
ル
スSanct Gallus.

 

四 
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
の
修
道
士
た
ち
が
祈
り
を
捧
げ
て
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
授
か
るD

ie St. Galler M
önche erbeten W

ein.

 

五 

ダ
ゴ
バ
ー
ト
の
徴し

る
しD

agoberts Zeichen.　
　
　

*D
S439 D

agoberts Seele im
 Schiff. /  *D

S440 D
agobert und 

seine H
unde.

 

六 

テ
ル
伝
説D

ie T
ellensage.　

　
　

*D
S298 D

ie drei T
elle. / *D

S515 D
ie O

chsen auf dem
 A

cker zu M
elchtal./ 

*D
S516 D

er Landvogt im
 Bad. / *D

S517 D
er Bund im

 Rütli. / *D
S518 W

ilhelm
 T

ell.

 

七 

ル
ツ
ェ
ル
ン
の
ホ
ル
ン
と
殺
害
の
夜Luzerner H

örner und M
ordnacht.　

　
　

*D
S519 D

er K
nabe erzählt ,s 

dem
 O

fen. / *D
S520 D

er Luzerner H
arschhörner.

 

八 

ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
の
殿
た
ちD

ie H
erren von H

ohensax. 

 

九 

イ
ー
ダ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
クIda von der T

oggenburg.　
　
　

*D
S513 Idda von T

oggenburg.

 

一
〇 

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
と
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人D

er Pilatus und die H
erdm

anndli.　
　
　

*D
S150 D

ie Füße der Zw
erge.

 

一
一 

獣
と
魚
を
守
る
山ベ

ル
ク
マ
ン
ド
リ

の
小
人D

ie Bergm
anndli schützen H

eerden und Fische. 　
　
　

*D
S302 D

er Gäm
sjäger.

 

一
二 

群ヘ
ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
の
退
去D

ie H
erdm

anndli ziehen w
eg.　

　
　

*D
S148  D

ie Zw
erge auf dem

 Baum
. / *D

S149 

D
ie Zw

erge auf dem
 Felsstein.

 

一
三 

デ
ュ
ル
ス
トD

er D
ürst.　

　
　

*D
S 172 D

er w
ilde Jäger H

ackelberg. / *D
S270 D

er T
ürst, das Posterli 
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und die Sträggele. / *D

S312 D
ie T

ut-O
sel.

 

一
四 

有ド
ラ
ッ
ヘ

翼
龍
た
ち
と
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
た
ち
の
話V

on D
rachen und Lindw

ürm
en.　

　
　

*D
S217 D

er D
rache fährt aus.

 
一
五 

ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
と
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍W

inkelried und der Lindw
urm

.　
　
　

*D
S218 W

inkelried und der Lindw
urm

. / 

*D
S220 D

as D
rachenloch.

 

一
六 
カ
ス
テ
レ
ン
高ア

ル

プ

原
牧
場K

astelen A
lpe.

 

一
七 

おブ
リ
ュ
ー
メ
リ
ス

花
の
高ア

ル

プ

原
牧
場Blüm

elis A
lpe.　

　
　

*D
S93 Blüm

elisalp.

 

一
八 

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
現
れ
た
永
遠
の
ユ
ダ
ヤ
人D

er ew
ige Jude auf dem

 M
atterhorn.　

　
　

*D
S344 D

er 

Ew
ige Jude auf dem

 M
atterhorn. / *D

S345 D
er K

essel m
it Butter.

 

一
九 

巖い
わ
か
べ壁
の
聖
母M

utter Gottes am
 Felsen.　

　
　

*D
S348 D

as M
uttergottesbild am

 Felsen.

 

二
〇 

動
物
た
ち
の
楽
園D

as Paradies der T
hiere.　

　
　

*D
S300 D

ie Zirbelnüsse. / *D
S301 D

as Paradies der 

T
iere.

 

二
一 

悪
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

魔
の
橋

D
ie T

eufelsbrücke. 　
　
　

*D
S337 D

ie T
eufelsbrücke.

 

二
二 

牡シ
ュ
テ
ィ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

牛
の
小
川D

er Stierenbach. 　
　
　

*D
S143 D

er Stierenbach.

 

二
三 

よベ
ッ
サ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

り
良
き
石D

er Besserstein.

 

二
四 

十ク
ロ
イ
ツ
リ
ベ
ル
ク

字
架
山D

er K
reuzliberg. 　

　
　

*D
S340 D

er K
reuzliberg.

 

二
五 

骰ヴ
ュ
ル
フ
ェ
ル
ヴ
ィ
ー
ゼ

子
が
原D

ie W
ürfelw

iese.

 

二
六 

バ
ー
ゼ
ル
の
時
の
鐘D

ie Basler U
hrglocke.

 

二
七 

ア
ウ
グ
ス
ト
近
郊
な
る
異ハ

イ

デ

ン

ロ

ッ

ホ

教
徒
の
洞
窟
の
蛇
乙
女D

ie Schlangenjungfrau im
 H

eidenloch bei A
ugust. 　
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*D
S13 D

ie Schlangenjungfrau.

 
二
八 

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
公
誓
言
を
守
るH

erzog Bernhard hält sein W
ort.

 
二
九 

忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
の
話V

om
 treuen Eckart.

 

三
〇 
ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
家
の
起
源D

er Zähringer U
rsprung.　
　
　

*D
S527 U

rsprung der Zähringer.

 

三
一 
巨
人
の
玩お

も
ち
ゃ具D

as Riesenspielzeug. 　
　
　

*D
S17 D

as Riesenspielzeug. / *D
S325 D

ie Riesen zu Lichtenberg.

 

三
二 

蟇ク
レ
ー
テ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

蛙
の
椅
子K

rötenstuhl. 　
　
　

*D
S223 D

er K
rötenstuhl.

 

三
三 

粉
挽ひ

き
小
屋
の
熊く

まD
er M

ühlenbär.

 

三
四 

司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
王

ケ
ー
ニ
ヒChorkönig.

 

三
五 

聖
ザ
ン
ク
ト

オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
アSankt O

ttilia.

 

三
六 

父
と
息
子V

ater und Sohn.

 

三
七 

大
聖
堂
の
時
計D

ie M
ünster-U

hr.

 

三
八 

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
射
撃
祭
と
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
粥か

ゆStraßburger Schießen und Zürcher Brei.

 

三
九 

ブ
レ
ッ
テ
ン
の
小
犬D

as H
ündchen von Bretten. 　

　
　

*D
S96 D

as H
ündlein von Bretta.

 

四
〇 

ト
リ
フ
ェ
ル
スT

rifels.

 

四
一 

カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
の

赤
デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭

D
er Rotbart zu K

aiserslautern. 　
　
　

*D
S296 K

aiser Friedrich zu 

K
aiserslautern.

 

四
二 

舟
に
乗
る
修
道
士
た
ちD

ie schiffenden M
önche. 　

　
　

*D
S276 D

ie überschiffenden M
önche.

 

四
三 

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
鉢

シ
ュ
ッ
セ
ルD

ie Schw
abenschüssel.
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四
四 

シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
弔
鐘D

ie T
odtenglocken zu Speier.

 

四
五 

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ちD

ie Juden in W
orm

s.

 
四
六 

ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
一
族
の
話V

on den D
ahlbergen.

 
四
七 
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
象
徴　

W
orm

ser W
ahrzeichen.

 

四
八 
ラ
イ
ン
の
王
女D

ie K
önigstochter vom

 Rhein.

 

四
九 

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
近
郊
の
スシ

ュ
ヴ
ェ
ー
デ
ン
ゾ
イ
レ

ウ
ェ
ー
デ
ン
柱Schw

edensäule bei O
ppenheim

.

 

五
〇 

ジ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ムSiegenheim

.

 

五
一 

イイ
ェ
ッ
テ
ン
・
ビ
ュ
ー
エ
ル

ェ
ッ
テ
の
丘
と
王

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

の
椅
子

Jetten-Bühel und K
önigsstuhl.　

　
　

*D
S139 D

er Jettenbühel zu H
eidelberg.

 

五
二 

聖
ザ
ン
ク
ト

カ
タ
リ
ー
ナ
の
手
袋St. K

atharinen ,s H
andschuh.

 

五
三 

ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
進
発D

es Rodensteiners A
uszug. 　

　
　

*D
S170 Rodensteins A

uszug.

 

五
四 

エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
と
エ
マEginhart und Em

m
a. 　

　
　

*D
S457 Eginhart und Em

m
a.

 

五
五 

ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
一
族D

ie W
indecker.

 

五
六 

ロ
ル
シ
ュ
の
タ
ッ
シ
ロT

hassilo in Lorsch.

 

五
七 

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火

D
er H

eerw
isch. 　

　
　

*D
S277 D

er Irrw
isch.

 

五
八 

草
地
の
乙
女
と
く
し
ゃ
みD

ie W
iesenjungfrau und das N

ießen. 　
　
　

*D
S224 D

ie W
iesenjungfrau. / 　

*D
S225 D

as N
iesen im

 W
asser.

 

五
九 

沈
ん
だ
修
道
院D

as versunkene K
loster.

 

六
〇 

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍D

er Lindw
urm

 auf Frankenstein. 　
　
　

*D
S219 D

er Lindw
urm

 am
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Brunnen.
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一　

ド
イ
ツ
の
大
河
ラ
イ
ン
の
話

　

聖
な
る
川
の
幾
多
も
が
流
れ
出
ず
る
は
天
の
山
並
み
─
─
太
古
の
神
神
の
歌
謡
エ
ッ
ダ
は
そ
う
歌
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ン
、
祖
国
ド
イ

ツ
の
聖
な
る
大
河
も
神
の
山
（
聖

ザ
ン
ク
ト

ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
）
に
源
を
発
し
、
数
数
の
氷
の
宮
殿
の
中
か
ら
、
ア
ル
プ
ス
の
懐
の
中
か
ら
迸

ほ
と
ば
し

り
下
る
。
こ
れ
は
祝
福
の
河
で
あ
る
。
こ
の
河
に
つ
い
て
は
古

い
に
し
え
び
と
人
ら
も
既
に
い
わ
く
「
ド
ナ
ウ
は
あ
ら
ゆ
る
川
の
妻
。
さ
れ
ど
、
毅き

然ぜ
ん

と
し
て
そ
の
夫
と
名
乗
り
得
る
は
ラ
イ
ン
な
ん
め
り
」
と
。
─
─
そ
し
て
大
河
の
畔ほ

と
り

に
蟠ば

ん
き
ょ踞
し
て
い
た
原
住
民
た
ち
は
そ
の
流
れ

を
し
か
く
不
可
思
議
な
も
の
と
畏い

け
い敬
し
た
の
で
、
実
の
子
か
不
義
の
子
か
を
吟
味
す
る
た
め
に
嬰え

い
じ児
を
水
に
委ゆ

だ

ね
た
。
そ
の
生
ま
れ
が

し
か
る
べ
き
子
な
ら
大
河
の
流
れ
は
優
し
く
岸
辺
に
運
ん
だ
が
、
法
に
叶か

な

わ
ぬ
子
で
あ
れ
ば
、
河
は
怒
れ
る
復ふ

く
し
ゅ
う
し
ゃ

讐
者
に
し
て
不
正
の

審
判
者
た
る
荒
波
と
激
し
い
渦
を
起
こ
し
、
沈
め
、
溺
れ
さ
せ
る
の
だ
っ
た
。
聖
な
る
大
河
に
そ
の
最
も
大
切
な
も
の
や
駒こ

ま

を
生い

け

贄に
え

に

し
た
民
た
ち
も
あ
っ
た
。
高ホ

ー
エ
ン地
ラ
エ
テ
ィ
ア
の
ア
ル
プ
ス
の
峡
谷
を
通
り
抜
け
、
潑は

つ
ら
つ溂
と
し
た
激
し
さ
で
、
ラ
イ
ン
は
何
者
に
も
束
縛

さ
れ
ず
に
の
び
の
び
と
奔
出
す
る
。
そ
の
周
囲
に
住
む
の
は
自
由
不ふ

き羈
の
山
の
民
で
あ
る
。
彼
ら
は
重
く
の
し
か
か
る
苛
酷
な
負
担
の

桎し
っ
こ
く梏
を
昔
日
打
ち
壊
し
た
。
か
つ
て
ベ
ー
レ
ン
ブ
ル
ク
の
あ
る
城
代
は
農
民
た
ち
に
豚
ど
も
と
一
緒
に
秣ま

ぐ
さ

桶
か
ら
食
べ
る
よ
う
強
い

た
し
、
ま
た
フ
ァ
ル
ビ
ュ
ン
の
あ
る
城
代
は
穀
物
の
生
え
て
い
る
農
民
の
耕
地
に
草
食は

む
畜
群
を
追
い
込
ん
だ
。
更
に
ま
た
何
人
も
が

そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
悪あ

く
ら
つ辣
な
所
業
を
働
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
高ホ

ー
エ
ン地
ラ
エ
テ
ィ
ア
の
男
た
ち
、
灰グ

ラ
ウ色
髯ひ

げ

の
老
人
ら
は
寄
り
集
い
、

灰グ
ラ
ウ色
の
ア
ル
プ
ス
の
下
で
灰グ

ラ
ウ色
の
夜
に
方
策
を
凝
ら
し
た
。
ト
ヴ
ァ
ノ
サ
か
ら
遠
か
ら
ぬ
、
周
り
を
巖い

わ

で
囲
ま
れ
た
と
あ
る
牧
草
地
の

巖
の
裂
け
目
に
は
、
村
村
の
最
年
長
者
で
あ
る
老
人
ら
〔
＝
灰グ

ラ
ウ色
の
人
た
ち
〕
が
弁
当
袋
を
吊
し
た
掛
け
釘
が
い
ま
だ
に
見
つ
か
る
、

と
か
。
つ
い
で
彼
ら
は
ブ
ル
ン
ス
の
聖
女
ア
ン
ナ
礼
拝
堂
の
前
の
大
き
な
科リ

ン

デ
の
木
の
下
で
、
長
老
た
ち
の
慣な

ら

わ
し
に
従
い
、
野
天
で
集

会
を
開
き
、
誓
い
を
交
わ
し
て
同ブ

ン
ト盟
を
結
成
し
た
。
こ
の
同ブ

ン
ト盟
に
ち
な
ん
で
こ
の
古
い
地
方
に
新
し
い
名
が
付
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち

（　

）
 1

（　

）
 2

（　

）
 3

（　

）
 4

（　

）
 5
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灰グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン

色
同
盟
な
る
名
で
あ
る
。
山
山
と
谷
谷
が
存
在
す
る
限
り
こ
の
同ブ

ン
ト盟
を
存
続
さ
せ
よ
う
、
と
て
。
─
─
と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
ン
の
流
れ

を
、
ひ
ょ
ろ
長
い
坊プ

フ
ァ
ッ
フ
ェ
ン
ガ
ッ
セ

さ
ん
小
路
だ
、
と
揶や

ゆ揄
し
た
の
は
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
で
あ
る
。
河
畔
に
夥

お
び
た
だ

し
い
、
そ
し
て
世
に
も
名
高
い

司
教
管
区
や
大
司
教
管
区
が
あ
っ
た
か
ら
で
。
彼
の
言
い
種ぐ

さ

に
よ
れ
ば
、「
ク
ー
ル
は
一
番
上か

み
て手
の
ご
本ほ

ん
ざ
ん山
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
は
一
番

大
き
な
ご
本
山
、
し
て
バ
ー
ゼ
ル
は
一
番
陽
気
な
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
は
一
番
お
上
品
な
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
は
一
番
敬け

い
け
ん虔
な
、

ヴ
ォ
ル
ム
ス
は
一
番
貧
乏
な
、
マ
イ
ン
ツ
は
一
番
畏
敬
す
べ
き
、
そ
し
て
ケ
ル
ン
は
一
番
金
持
ち
の
ご
本
山
」
と
の
こ
と
。

二　

ス
イ
ス
の
民
の
起
源

　

昔
、
い
ま
だ
ス
イ
ス
の
地
に
人
が
住
む
こ
と
な
く
、
耕
作
が
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
頃
、
東
・
西
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
地
に
逞た

く
ま

し
く
か
つ
夥

お
び
た
だ

し
い
民
が
た
む
ろ
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
民
に
大
い
な
る
飢き

き
ん饉
と
忌
ま
わ
し
い
窮
乏
が
襲
い
掛
か
っ

た
。
そ
こ
で
各
市
町
村
は
、
自
分
ら
の
と
こ
ろ
に
は
人
間
が
多
過
ぎ
る
の
だ
か
ら
、
毎
月
一
群
の
民
が
よ
そ
へ
出
て
行
く
べ
き
だ
、
そ

れ
は
籤く

じ

で
選
ぶ
こ
と
に
す
る
、
と
決
定
し
た
。
籤
に
中あ

た
っ
た
者
は
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
さ
も
な
け
れ
ば
死
刑
に
す
る
、
身
分
が
高

か
ろ
う
と
低
か
ろ
う
と
、
女
で
あ
ろ
う
と
子
ど
も
で
あ
ろ
う
と
、
と
。
こ
れ
が
実
行
さ
れ
て
も
依
然
と
し
て
効
果
が
見
え
ず
、
窮
乏
に

歯
止
め
が
掛
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
更
に
、
毎
週
十
人
に
一
人
が
籤
引
き
で
退
去
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
六
千
人

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
が
出
発
、
千
二
百
人
の
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
人
が
こ
れ
に
同
行
、
何
人
も
の
頭
領
が
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
名
は
こ
う

だ
っ
た
。
ス
イ
タ
ー
、
ス
ヴ
ァ
イ
お
よ
び
ヨ
ジ
ウ
ス
、
更
に
は
ま
た
ネ
ス
テ
ィ
ウ
ス
、
ル
モ
、
そ
し
て
ラ
デ
ィ
ス
ラ
ウ
ス
。
彼
ら
は
舟

に
分
乗
し
て
ラ
イ
ン
を
遡そ

こ
う航
、
途
中
少
な
か
ら
ぬ
闘
い
を
切
り
抜
け
た
。
遂
に
彼
ら
は
あ
る
土
地
に
到
達
、
そ
こ
は
ブ
ロ
ッ
ヘ
ン
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

あ
る
い
は
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
（
ハ
ル
ツ
森

ヴ
ァ
ル
ト

に
も
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山ベ

ル
ク

な
る
場
所
が
あ
る
が
）
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
同
地
で
神
は
喜

（　

）
 6

（　

）
 7

（　

）
 8
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び
と
安
ら
ぎ
を
恵
み
た
ま
い
、
一
同
は
こ
こ
を
開
墾
し
、
耕
地
を
分
配
、
営
営
と
働
い
た
。
一
部
の
者
は
ブ
リ
ュ
ニ
ク
（
ブ
ル
ネ
ッ

ク
）
に
、
ま
た
あ
る
者
た
ち
は
ア
ー
レ
川
沿
岸
に
移
っ
た
。
ハ
ス
レ
の
町
（
現
在
は
デ
ン
マ
ー
ク
領
）
か
ら
出
立
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

人
の
一
部
は
ハ
ス
リ
を
建
設
、
そ
こ
に
彼
ら
の
頭
領
ハ
シ
ウ
ス
に
従
っ
て
住
み
つ
い
た
。
ネ
ス
テ
ィ
ウ
ス
は
城
塞
ネ
ス
テ
ィ
を
マ
イ
リ

ン
ゲ
ン
の
近
く
に
建
設
、
そ
こ
に
居
住
。
ス
ヴ
ァ
イ
と
ス
イ
タ
ー
は
ス
イ
ス
と
そ
の
地
の
民
に
総
称
を
与
え
た
。
彼
ら
は
ベ
ル
ン
の
地

も
を
獲
得
、
信ま

こ
と実
あ
る
、
温
順
な
民
と
な
っ
た
。
麻
布
の
衣
服
を
纏ま

と

い
、
肉
と
乳
と
乾チ

ー
ズ酪
と
で
身
を
養
っ
た
。
な
に
し
ろ
果
樹
は
当
時

ま
だ
こ
の
地
に
は
多
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
巨
人
の
よ
う
に
逞
し
い
人
人
だ
っ
た
。
力
に
満
ち
て
お
り
、
森
を
開
墾
す
る

こ
と
な
ど
提

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
琴
弾
き
が
そ
の
楽
器
の
弓
を
扱
う
の
と
同
様
や
す
や
す
と
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
ど
も
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
古
い

唄
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
一
部
が
頭
領
ラ
デ
ィ
ス
ラ
ウ
ス
と
ス
イ
タ
ー
に
率
い
ら
れ
て
ロ
ー
マ
に
向
か
い
、
闖ち

ん
に
ゅ
う入

し
て
き
た
異
教
の
民
相
手
の
戦
い
で
ロ
ー
マ
皇
帝
を
勇
猛
果
敢
に
救
援
し
た
し
だ
い
、
二
人
の
頭
領
が
皇
帝
か
ら
軍
旗
─
─
鷲わ

し

と
熊く

ま

た

ち
、
赤
十
字
、
そ
し
て
冠
を
戴
く
尾お

じ
ろ白
鷲
の
上
に
白
十
字
─
─
を
授
与
さ
れ
、
や
が
て
こ
れ
ら
の
軍
旗
を
新
し
い
故
郷
へ
と
運
ん
で

行
っ
た
し
だ
い
を
。
ア
ル
プ
ス
の
牧
人
た
ち
は
彼
ら
の
住
み
な
す
山
並
み
で
今
も
変
わ
ら
ず
語
り
合
っ
て
い
る
。
自
分
ら
の
先
祖
が
い

か
に
こ
の
国
を
移
り
動
い
た
か
を
、
そ
し
て
、
山
並
み
に
棲す

み
つ
い
た
の
は
谷た

に
び
と人
た
ち
の
居
住
よ
り
も
早
い
時
期
な
る
こ
と
を
。
彼
ら

に
よ
れ
ば
、
後
世
の
、
よ
り
若
い
世
代
の
者
た
ち
が
よ
う
や
く
谷
底
を
耕
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ほ
か
の
山
国

で
も
同
様
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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三　

聖
ザ
ン
ク
ト

ガ
ル
ス

　

も
う
早
い
時
期
に
キ
リ
ス
ト
教
は
ラ
エ
テ
ィ
ア
の
山
並
み
に
ま
で
達
し
た
。
そ
の
名
を
ル
デ
ィ
ウ
ス
と
唱
え
る
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
さ
る

王
子
が
海
を
渡
っ
て
来
て
、
初
め
て
こ
の
国
に
福
音
を
伝
え
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
と
フ
ァ
ド
ゥ
ー
ツ
領
（
リ

ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
）
と
の
間
の
峠
の
隘あ

い
ろ路
は
こ
の
王
子
の
名
に
ち
な
ん
で
ルル

ー
デ
ィ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク

デ
ィ
ウ
ス
の
山
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
次
い
で
ラ

エ
テ
ィ
ア
と
ヘ
ル
ウ
ェ
テ
ィ
ア
の
使
徒
た
る
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
ル
ス
と
そ
の
同
伴
者
マ
ン
ゴ
ル
ト
お
よ
び
ジ
ー
ク
ベ
ル
ト
─
─
前
者
マ
ン
ゴ
ル
ト

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
あ
る
王
の
子
息
─
─
が
聖

ザ
ン
ク
ト

コ
ル
ン
バ
ヌ
ス
と
と
も
に
ボ
ー
デ
ン
湖
畔
に
来
て
、
数
数
の
偶
像
を
破
壊
し
、
異

教
を
粉
砕
し
た
。
一
同
は
敬け

い
け
ん虔
な
隠
者
と
し
て
小
屋
に
住
み
、
病
者
を
癒い

や
し
、
福
音
を
説
い
た
。
グ
ン
ツ
ォ
な
る
ア
レ
マ
ン
族
の

〔
部
族
〕
公
が
当
時
イ
ブ
リ
ン
ガ
と
い
っ
て
い
た
ユ
ー
バ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
息
女
が
重
病
に
な
っ
た
。
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
ル
ス

は
こ
の
姫
を
癒
や
し
た
。
そ
の
礼
と
し
て
グ
ン
ツ
ォ
は
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
ル
ス
と
そ
の
同
伴
者
た
ち
に
広
大
な
森
林
山
地
を
贈
り
、
そ
の
所
有
地

と
し
た
。
こ
こ
で
彼
ら
は
そ
れ
ま
で
よ
り
も
豊
か
に
耕
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
最
初
の
入
植
地
が
の
ち
に
あ
れ
ほ
ど
名
高

く
素
晴
ら
し
く
な
っ
た
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
修
道
院
の
源
で
あ
る
。
こ
の
修
道
院
は
一
つ
の
町
と
一
つ
の
地
方
全
体
に
そ
の
名
を
与
え
た
と
い

う
わ
け
。
け
れ
ど
も
、
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
ル
ス
は
、
ま
だ
こ
の
現う

つ

し
世よ

で
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
、
た
え
ず
隠
者
暮
ら
し
で
過
ご
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
ジ
タ
ー
川
に
沿
っ
て
高
地
へ
高
地
へ
と
登
っ
て
行
き
、
適
当
な
場
所
に
新
た
な
庵あ

ん
し
つ室
を
結
び
、
牧
人
の
民
を
教き

ょ
う
げ化
し
た
。
こ

う
し
た
庵ツ

ェ
レ室
を
牧
人
た
ち
は
修ア

プ

テ

ン

ツ

ェ

レ

道
院
長
の
庵
室
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
が
ア
ペ
ン
ツ
ェ
ル
と
い
う
名
の
由
来
で
あ
る
。
牧
人
の
民
は
進
ん
で

キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
た
が
、
後
代
こ
の
強
大
な
修
道
院
が
彼
ら
の
自
由
を
脅
か
す
よ
う
に
な
る
と
、
闘
い
の
た
め
に
蹶け

っ
き起
し
た
。

聖
ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
の
修
道
院
長
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
救
い
を
求
め
た
。
し
か
し
、
高
地
の
堅
固
な
城
塞
ヴ
ェ
ル
ベ
ン
ベ
ル
ク
に
居
を
構
え
る

高
貴
な
伯
爵
の
子
息
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ル
ベ
ン
ベ
ル
ク
が
、
ア
ペ
ン
ツ
ェ
ル
地
方
の
牧
人
た
ち
に
味
方
し
、
彼
ら
を
率
い
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て
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
修
道
院
と
の
戦
闘
に
入
っ
た
。
シ
ュ
ト
ー
ス
川
の
畔ほ

と
り

で
壮
絶
な
会
戦
が
行
わ
れ
、
長
い
こ
と
勝
利
は
ど
ち
ら
の
も
の

と
も
決
着
が
つ
か
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、突
如
山
を
越
え
て
膨
大
な
数
の
軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵
が
牧
人
た
ち
の
救
援
に
駆
け
つ
け
た
。
─
─
ア
ペ
ン
ツ
ェ

ル
軍
の
敵
方
は
こ
れ
を
目
に
す
る
と
、
蒼そ

う
こ
う惶
と
し
て
戦
場
か
ら
逃
走
し
た
。
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
出
現
し
、
そ
の
姿
を
遠
望
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
敵
勢
を
追
い
散
ら
し
た
の
は
、
決
し
て
戦
士
な
ど
で
は
な
く
、
男
の
装
い
を
し
た
牧
人
た
ち
の
妻
や
娘
ら
だ
っ
た

の
だ
。
そ
れ
以
来
、
ち
っ
ぽ
け
な
ア
ペ
ン
ツ
ェ
ル
地
方
は
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
修
道
院
領
の
真
っ
只
中
に
あ
っ
て
自
主
独
立
を
維
持
、
自
治
を

行
っ
た
。
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四　

聖
ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
の
修
道
士
た
ち
が
祈
り
を
捧
げ
て
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
授
か
っ
た
話

　

な
く
て
は
な
ら
ぬ
葡ワ

イ

ン
萄
酒
に
関
し
て
か
の
堂
堂
た
る
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
修
道
院
に
重
大
な
懸
念
が
生
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
折
し
も
旱か

ん
ば
つ魃
の

年
と
な
り
、
そ
の
上
こ
れ
ま
で
長
年
の
間
補
充
も
一
向
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
さ
し
も
広
大
な
修
道
院
の
酒
蔵
に
貯
え
ら
れ
て
い
る
の

は
あ
と
僅
か
オ
ー
ム
入
り
樽た

る

が
二
つ
と
い
う
て
い
た
ら
く
と
あ
い
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
お
そ
ら
く
ど
う
し
た
っ
て
足
り
っ
こ
な
い
し
、

そ
う
な
っ
た
ら
敬け

い
け
ん虔
な
神
父
た
ち
に
、
葡ワ

イ

ン
萄
酒
が
欠
乏
す
る
と
い
う
ま
っ
こ
と
恐
る
べ
き
時
節
が
到
来
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

神
は
、
一
人
の
信
仰
篤あ

つ

く
か
つ
聖
な
る
御
仁
、
古
き
都
市
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
司
教
た
る
ア
ー
ダ
ル
リ
ヒ
の
心
に
働
き
掛
け
ら
れ
た
。

か
く
し
て
司
教
は
こ
れ
ま
た
同
様
信
仰
篤
い
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
の
神
父
た
ち
の
た
め
シ
ュ
テ
ュ
ッ
ク
樽
ま
る
ま
る
一
杯
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
そ
の
修

道
院
に
贈
呈
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
樽
が
途
中
ラ
イ
ン
で
溺
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
の
知
ら
せ
が
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
修
道
院
に
齎も

た
ら

さ
れ
た
。
ボ
ー

デ
ン
湖ゼ

ー

の
近
く
で
河
に
架
か
っ
た
急
勾
配
の
橋
の
上
で
御
者
が
輓ば

ん
ば馬
を
あ
ま
り
に
も
き
つ
く
駆
り
立
て
た
の
で
、
荷
車
の
車
軸
が
折
れ

て
、
樽
が
渦
の
中
に
転
落
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
や
は
や
、
な
ん
と
も
一
大
事
。
修
道
院
長
は
時
を
移
さ
ず
修
士
会
を
招
集
、

ほ
ど
な
く
十
字
架
と
幾
旒り

ゅ
う

も
の
教
会
旗
、
そ
れ
か
ら
聖
人
画
の
数
数
を
掲
げ
た
行
列
が
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
修
道
院
か
ら
し
ず
し
ず
と
ま
か

り
下
り
、
渦
の
傍
ら
で
聖
歌
を
歌
い
、
祈
り
を
捧
げ
、
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
た
。
僧
院
の
酒
蔵
管
理
係
が
何
人
か
で
、
幸
い
に
も
ま
だ
壊
れ
ず
に
、

渦
の
中
で
ぴ
ょ
こ
ぴ
ょ
こ
跳
ね
回
っ
て
い
た
そ
の
樽
を
、
綱
を
投
げ
て
捉と

ら

え
よ
う
と
し
た
。
渦
が
な
か
ろ
う
も
の
な
ら
、
シ
ュ
テ
ュ
ッ

ク
樽
は
と
っ
く
に
ボ
ー
デ
ン
湖
へ
と
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
ち
ゃ
ん
と
見
え
て
い
た
わ
け
だ
。
渦
と
い
う
も
の

は
と
き
ど
き
そ
う
し
た
役
に
立
つ
。
少
な
か
ら
ぬ
苦
労
を
し
た
あ
げ
く
、
聖
人
様
が
た
の
祈
り
と
執
り
成
し
の
も
と
、
シ
ュ
テ
ュ
ッ
ク

樽
は
首
尾
良
く
岸
辺
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
今
度
は
花は

な

環わ

で
飾
ら
れ
、
意
気
揚
揚
と
修
道
院
へ
運
ば
れ
て
行
き
、
そ
こ
で

「
主テ

ー

・

デ

ウ

ム

・

ラ

ウ

ダ

ー

ム

ス

な
る
神
よ
、
我
ら
汝
を
讃
え
ん
」
の
聖
歌
と
数
多
く
の
神
へ
の
献
酒
で
感
謝
祭
が
祝
わ
れ
た
。

（　

）
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）
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こ
れ
は
ま
こ
と
本
当
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
の
修
道
院
長
と
皇
帝
の
三
つ
の
質
問
に
関
す
る
「
世
に
も

お
ど
け
た
小こ

ば
な
し噺
」
は
決
し
て
こ
こ
が
舞
台
で
は
な
く
、
ア
ル
テ
ン
グ
ラ
ン
ト
の
ケ
ン
テ
ル
ブ
リ
ー
修
道
院
長
に
纏ま

つ

わ
る
も
の
で
、
文
人

の
口
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
の
地
に
広
ま
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

五　

ダ
ゴ
バ
ー
ト
の
徴し

る
し

　

昔
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
ダ
ゴ
バ
ー
ト
な
る
王
が
あ
っ
た
。
ク
ロ
タ
ー
ル
の
子
息
で
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
の
君
主
だ
っ
た
。
ダ
ゴ
バ
ー
ト
の

事
績
に
つ
い
て
は
今
も
な
お
数
多
く
の
語
り
種ぐ

さ

が
伝
説
と
な
っ
て
生
き
て
い
る
。ザ
ク
セ
ン
族
に
対
し
て
何
度
か
大
規
模
な
戦い

く
さ

を
行
っ

た
が
、
そ
の
折
も
公
正
か
つ
寛
大
だ
っ
た
。
動
物
を
相
手
に
し
て
す
ら
情
が
深
く
、
彼
に
つ
い
て
こ
ん
な
諺

こ
と
わ
ざ

が
民
衆
の
間
に
広
ま
っ

た
。「
食
事
を
済
ま
せ
た
ダ
ゴ
バ
ー
ト
王
は
飼
い
犬
た
ち
に
も
餌
を
や
る
」
と
。
別
の
話
だ
が
、
臨
終
の
床
で
王
は
飼
い
犬
た
ち
に
向

か
っ
て
こ
う
言
っ
た
、
と
の
噂
が
あ
る
。「
良
い
犬
ど
も
だ
、
お
ま
え
た
ち
は
。
し
た
が
、
人
生
に
は
見
捨
て
た
り
、
別
れ
た
り
し
て

は
な
ら
ぬ
ほ
ど
良
い
仲
間
な
ど
お
り
は
せ
ぬ
」
と
。
執
り
行
っ
た
遠
征
の
数
数
で
王
は
ス
イ
ス
の
ア
ル
プ
ス
地
方
に
ま
で
到
達
し
た
。

そ
し
て
特
に
ラ
イ
ン
河タ

ー
ル谷
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
ま
で
来
る
と
、
そ
こ
の
谷
の
巖い

わ
い
わ巖
に
大
き
な
半
月
の
形
を
刻
み
込
ま
せ
、
彼
の
領
国

の
境
界
の
徴し

る
し

と
し
た
。

　

良
き
王
ダ
ゴ
バ
ー
ト
が
死
に
至
っ
た
時
、
悪
魔
が
王
の
魂
を
引
っ
摑つ

か

み
、
一
隻
の
船
の
上
へ
連
れ
て
行
き
、
彼
を
乗
せ
て
出
帆
し

た
。
こ
れ
は
主し

ゅ

な
る
神
が
定
め
た
も
う
た
こ
と
だ
っ
た
。
王
は
ま
だ
浄
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
も
ろ
も
ろ
の
罪
か
ら
救
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
ダ
ゴ
バ
ー
ト
王
は
聖
者
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ウ
ス
を
友
と
し
て
い
た
。
こ
よ
な
い
愛
犬
た
ち
の
お
蔭か

げ

で
か
つ
て

王
は
こ
の
聖
者
の
遺
骨
を
見
つ
け
出
し
、
聖
者
を
常
に
極
め
て
高
く
尊
崇
し
て
い
た
。
お
返
し
に
聖
者
も
ま
た
絶
え
ず
王
を
庇か

ば

い
護
っ

（　

）
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（　

）
 13
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た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ダ
ゴ
バ
ー
ト
が
物
故
す
る
と
、
聖
者
は
主
な
る
神
に
、
王
の
魂
を
救
っ
て
も
よ
い
、
と
の
お
許
し
を
願
い
、

こ
れ
が
嘉か

の
う納
さ
れ
る
と
、
他
の
聖
人
が
た
と
天
使
た
ち
と
連
れ
だ
っ
て
、
悪
魔
が
ダ
ゴ
バ
ー
ト
の
魂
と
一
緒
に
い
る
海
原
の
か
の
船
へ

と
向
か
っ
た
。
船
上
で
天
使
、
聖
人
側
と
悪
魔
ど
も
と
の
間
に
王
の
魂
を
め
ぐ
っ
て
苛
烈
な
闘
い
が
始
ま
り
、
前
者
が
勝
利
者
と
し
て

留と
ど

ま
っ
た
。
か
く
し
て
た
だ
ち
に
天
使
た
ち
は
ダ
ゴ
バ
ー
ト
の
魂
を
久く

お
ん遠
の
恩
寵
の
懐
へ
と
運
び
、
一
方
聖
人
が
た
は
天
国
へ
と
戻
っ

て
行
っ
た
。

六　

テ
ル
伝
説

　

ス
イ
ス
国
の
歌
謡
と
年
代
記
は
か
の
テ
ル
を
苛
酷
な
圧
政
か
ら
の
解
放
者
、
ス
イ
ス
人
の
自
由
の
創
始
者
と
し
て
誉
め
讃
え
て
い

る
。
そ
し
て
彼
の
名
声
は
あ
ら
ゆ
る
地
方
に
響
き
渡
り
、
永と

こ
し
え久
に
生
き
続
け
、
消
え
去
る
こ
と
は
な
い
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
皇
帝
が
治
め
て
い
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
厳
し
く
か
つ
激
し
い
気
性
の
支
配
者
で
あ
り
、

そ
の
領
国
を
増
や
そ
う
、
と
試
み
、
ス
イ
ス
の
土
地
の
都
市
や
町
、
城
塞
を
数
多
く
購
入
、
こ
れ
ら
に
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
名
の
下
で
統

治
す
る
代
官
を
置
い
た
。
と
こ
ろ
が
三
つ
の
ス
イ
ス
の
町
と
周
辺
地
方
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
と
一
切
関か

か

わ
り
を
持
と
う
と
し
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
皇
帝
は
彼
ら
の
許も

と

に
二
人
の
高
貴
な
使
節
、
す
な
わ
ち
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
殿
と
オ
ク
セ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
殿
を
派
遣
し

た
。
両
人
は
こ
れ
ら
の
地
域
の
住
民
に
次
の
こ
と
を
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
そ
な
た
ら
は
な
ん
と
し
て
も
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
庇ひ

ご護
下
に
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
す
れ
ば
、
全
世
界
と
も
拮き

っ
こ
う抗
し
、
こ
れ
を
も
の
と
も
し
な
い
で
お
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
な
た
ら
が
こ
れ
を
肯が

え
ん

ん
じ
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
敵
に
回
る
と
の
意
向
な
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
か
ら
何
も
良
い
こ
と
は

期
待
せ
ぬ
よ
う
に
」
と
。
け
れ
ど
も
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
の
男
た
ち
は
こ
う
述
べ
た
。「
ご
両
卿
、
我
ら
、
満ま

ん
こ
う腔
の
敬
意
を
捧
げ
、
オ
ー
ス

（　

）
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ト
リ
ア
家
の
お
為
を
計
ら
い
、
ま
た
お
役
に
立
つ
に
や
ぶ
さ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
さ
れ
ど
我
ら
は
い
ま
だ
か
つ
て
一
度
た
り
と
も
ど

こ
ぞ
の
公
侯
に
侵
害
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
昔
な
が
ら
の
我
ら
の
自
由
を
保
持
す
る
所
存
」。
─
─
こ
の
会
談
後
使
節
ら
は
急
い
で
出
発
、

ウ
ー
リ
と
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
指
し
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
馬
を
駈か

っ
た
。
そ
こ
な
ら
自
分
た
ち
は
花
嫁
の
ご
と
く
迎
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
、
と
思
っ
て
。
が
、
と
ん
と
当
て
外
れ
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
、
三
つ
の
邦ほ

う

は
そ
の
前
に
既
に
同
盟
を
結
ん
で
お
り
、
一
致
団
結
し
て

行
動
し
よ
う
、
と
誓
い
を
交
わ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
三
邦
の
人
人
は
こ
う
も
言
っ
た
。「
我
ら
が
自
由
は
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン

家
の
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
皇
帝
ル
ー
ド
ル
フ
か
ら
特
許
状
で
保
証
さ
れ
て
い
る
の
だ
」
と
も
。
か
く
し
て
両
使

節
は
目
的
を
果
た
せ
ず
に
引
き
揚
げ
た
し
だ
い
。
そ
の
後
ほ
ど
な
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
二
人
の
代
官
を
送
っ
た
。
そ

の
名
は
グ
リ
ス
ラ
ー
及
び
ラ
ン
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
と
い
っ
た
。
二
人
の
う
ち
グ
リ
ス
ラ
ー
は
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
と
ウ
ー
リ
の
、
一
方
ラ
ン
デ

ン
ベ
ル
ガ
ー
は
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
の
領
地
管
理
官
と
な
る
よ
う
、
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
は
優
し
く
穏
や
か
に
ふ
る
ま
え
、
う
ま

く
行
け
ば
納
得
ず
く
で
民
の
心
を
動
か
せ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
、
と
の
命
を
奉
じ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
民
は
心
動
か
さ
れ
ず
じ
ま
い

だ
っ
た
。
す
る
と
代
官
た
ち
は
、
農
民
を
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
塗
炭
の
苦
し
み
に
陥
れ
る
よ
う
、
指
令
を
受
け
た
。
こ
れ
が
実
行
さ
れ
る

と
、
民
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
嘆
願
の
使
者
た
ち
を
送
っ
た
が
、
皇
帝
は
目
通
り
を
全
く
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
使
い
の
者
た
ち
は
皇

帝
の
国
政
顧
問
官
ら
の
許
に
行
き
、
穏
や
か
か
つ
真し

ん
し摯
に
、
な
に
と
ぞ
代
官
た
ち
の
専
横
搾
取
を
制
止
し
、
彼
ら
が
新
た
な
前
代
未
聞

の
課
税
で
民
を
抑
圧
す
る
の
を
妨
げ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
請
願
し
た
。
し
か
し
国
政
顧
問
官
ら
の
い
わ
く
「
あ
ら
ゆ
る
災
厄
に
責
め

を
負
う
べ
き
な
の
は
そ
の
ほ
う
た
ち
自
身
で
あ
る
。
そ
の
ほ
う
た
ち
は
な
に
ゆ
え
我
ら
が
主
君
の
ご
仁
慈
と
ご
庇
護
を
受
け
よ
う
と
し

な
い
の
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
ほ
う
た
ち
は
安
息
と
平
和
を
得
る
も
の
を
」
と
。
─
─
か
く
し
て
使
節
団
は
絶
望
し
て
悄し

ょ
う
ぜ
ん然
と
帰

郷
し
、
同
郷
人
ら
に
使
命
が
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。

　

そ
の
こ
ろ
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
に
つ
い
ぞ
曲
が
っ
た
こ
と
を
し
た
た
め
し
の
な
い
き
わ
め
て
誠
実
な
男
が
住
ん
で
い
た
。
彼
は
と
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り
わ
け
ラ
ン
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
憎
し
み
を
買
っ
て
い
た
。
そ
の
名
は
ハ
ル
デ
河
畔
の
メ
ル
ヒ
谷タ

ー
ル

の
住
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
い
っ
た
。
ザ

ル
ネ
ン
城
主
と
な
っ
て
い
た
ラ
ン
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
こ
の
メ
ル
ヒ
谷タ

ー
ル

の
住
人
の
牡お

う
し牛
た
ち
を
犁す

き

か
ら
解
き
放
て
、
と
の
厳
命
を
帯
び

た
家
来
を
一
人
彼
の
許
に
遣
わ
し
た
。
家
来
は
た
だ
ち
に
言
い
付
け
に
従
い
、
こ
の
男
の
牡
牛
た
ち
を
犁
か
ら
外
し
て
連
れ
て
行
こ
う

と
し
た
。
し
か
し
メ
ル
ヒ
谷タ

ー
ル

の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
言
っ
た
。「
止
め
ろ
、
わ
し
の
牡
牛
た
ち
は
手
放
さ
な
い
ぞ
。
こ
の
わ
し
が
罰
せ
ら
れ

る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
法
廷
に
召
喚
し
て
裁
く
べ
き
だ
」。
─
─
家
来
が
言
う
よ
う
「
百
姓
、
お
れ
が
す
る
こ
と
は
ご

主
人
の
お
指
図
な
の
だ
。
そ
の
理
由
は
ご
主
人
自
身
に
問
う
が
よ
い
。
お
ま
え
た
ち
百
姓
は
充
分
自
分
で
牡
牛
に
な
れ
る
で
は
な
い

か
。
自
分
で
犁
を
牽ひ

け
ば
よ
い
わ
さ
」。
─
─
こ
う
し
た
無
礼
な
言
い
種ぐ

さ

を
聞
い
た
老
人
の
息
子
で
ア
ル
ノ
ル
ト
と
い
う
青
年
は
す
ぐ
さ

ま
棍こ

ん
ぼ
う棒
を
手
に
取
り
、
ラ
ン
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
家
来
の
指
を
一
本
へ
し
折
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
牡
牛
の
解
き
放
ち
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
家
来
は
逃
れ
去
っ
て
こ
の
行
為
を
代
官
に
告
げ
、
一
方
メ
ル
ヒ
谷タ

ー
ル

の
ア
ル
ノ
ル
ト
青
年
は
ウ
ー
リ
目
指
し
て
落
ち
延
び
た
。
ラ

ン
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
す
ぐ
さ
ま
メ
ル
ヒ
谷タ

ー
ル

の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
自
分
の
許
に
連
行
さ
せ
、
こ
の
老
人
の
息
子
が
ど
こ
に
身
を
寄
せ
て
い

る
の
か
訊き

き
だ
そ
う
と
し
た
。
息
子
が
ど
こ
に
隠
れ
て
い
る
の
か
、
老
人
に
答
え
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
知
ら
な

か
っ
た
の
か
、
ラ
ン
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
老
人
の
両
の
目
を
抉え

ぐ

り
取
り
、
そ
の
土
地
を
没
収
、
不
幸
の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
し
た
。
ラ
ン

デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
ロ
ス
ベ
ル
ク
城
に
管
理
官
を
置
い
て
い
た
。
そ
の
名
は
フ
ォ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
と
い
っ
た
が
、
こ
の
男
も
迫
害
者

の
一
人
だ
っ
た
。
フ
ォ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
は
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
コ
ン
ラ
ー
ト
の
住
ま
い
に
や
っ
て
来
た
。
と
こ
ろ
で
遇あ

っ
た
の
は

─
─
実
は
百
も
承
知
の
上
だ
っ
た
の
だ
が
─
─
主
人
で
は
な
く
、
こ
や
つ
が
か
ね
て
か
ら
殊
の
外
情
欲
を
燃
や
し
て
い
た
そ
の
温
良
で

美
貌
の
妻
の
方
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
、
馬
か
ら
下
り
な
が
ら
こ
の
女
性
に
声
を
掛
け
、
浴ツ

ー

バ

ー

用
の
大
桶
を
探
し
て
風
呂
の
仕
度
を
し
て

く
れ
、
馬
で
強
行
軍
し
た
の
で
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
、
と
言
っ
た
。
さ
て
、
こ
う
し
て
風
呂
に
入
る
と
、
女
性
を
手
招
き
し
て
、
一
緒

に
入
浴
す
る
よ
う
誘
っ
た
。
こ
ち
ら
は
そ
れ
に
靡な

び

く
風ふ

ぜ
い情
を
見
せ
、
そ
の
前
に
下ス

カ
ー
ト裳
を
部
屋
の
外
で
脱
い
で
く
る
、
と
称
し
て
、
相
手

（　

）
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（　

）
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（　

）
 21
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を
桶お

け

の
中
に
坐
ら
せ
た
ま
ま
、
す
ぐ
さ
ま
夫
が
木
を
伐き

っ
て
い
る
近
く
の
森
へ
走
っ
た
。
亭
主
は
ち
ょ
う
ど
仕
事
じ
ま
い
を
し
た
と
こ

ろ
で
、
斧お

の

を
提
げ
て
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
妻
の
危
急
の
訴
え
を
聞
く
と
、「
風
呂
に
浸つ

か
っ
て
い
る
や
つ
の
た
め
に
風

呂
を
祝
福
し
て
や
ろ
う
」
と
言
い
─
─
近
道
を
取
り
─
─
女
房
を
待
ち
焦
が
れ
て
ま
だ
浴
槽
の
中
に
い
た
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
の
脳
天
目
掛

け
て
斧
を
振
り
下
ろ
し
た
の
で
、
頭
は
真
っ
二
つ
に
な
っ
た
。

　

ウ
ー
リ
駐
在
の
代
官
グ
リ
ス
ラ
ー
は
ア
ル
ト
ブ
ル
ク
を
見
下
ろ
す
丘
陵
の
上
に
「
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
ー
リ
・
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ィ
ー
・

シ
ュ
テ
ゲ
ン
」〔
＝「
ウ
ー
リ
を
叩
い
て
躾し

つ
け

し
ろ
」〕
と
命
名
さ
れ
る
は
ず
の
城
塞
を
新
た
に
着
工
、ま
す
ま
す
こ
の
地
の
民
を
苦
し
め
、

挑
発
し
始
め
た
。
そ
し
て
己お

の
れ

が
あ
ら
ゆ
る
民
に
憎
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
自
分
に
対
し
す
で
に
何
か
陰
謀
が
企
ま
れ
て

い
る
だ
ろ
う
、
と
推
量
し
て
い
た
の
で
、
だ
れ
も
が
通
り
過
ぎ
る
と
あ
る
広
場
に
高
い
棹さ

お

を
立
て
さ
せ
、
天
辺
に
帽
子
を
一
つ
掲
げ
、

こ
れ
が
代
官
そ
の
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
何な

ん
ぴ
と人
た
り
と
も
背
を
屈
め
脱
帽
し
て
、
こ
の
帽
子
に
敬
意
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
命

令
、
そ
う
せ
ず
に
敬
礼
を
拒
む
者
が
な
い
か
ど
う
か
、
ひ
そ
か
に
様
子
を
窺う

か
が

わ
せ
た
。
そ
の
後
彼
は
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
に
騎
馬
で
向
か

い
、
途
中
シ
ュ
タ
イ
ン
を
通
り
掛
か
っ
た
。
こ
こ
に
一
人
の
ご
く
実
直
な
男
が
住
ん
で
お
り
、
名
を
シ
ュ
タ
ウ
フ
フ
ァ
ッ
ハ
ー
の
ヴ
ェ

ル
ナ
ー
と
い
っ
た
。
古
い
家
の
あ
っ
た
場
所
に
新
宅
を
建
て
て
ま
だ
間
も
な
か
っ
た
。
さ
て
、
代
官
は
馬
で
こ
の
家
の
前
に
通
り
掛
か

り
、「
こ
の
家
は
だ
れ
の
も
の
だ
」
と
訊
ね
た
。
シ
ュ
タ
ウ
フ
フ
ァ
ッ
ハ
ー
の
男
は
、
大
い
に
鄭て

い
ち
ょ
う重
に
ふ
る
ま
お
う
、
と
考
え
、
自
分

の
家
だ
、
と
言
わ
ず
、
こ
う
返
答
し
た
も
の
で
あ
る
。「
我
が
皇
帝
陛
下
と
、
代
官
様
、
あ
な
た
様
の
も
の
で
す
。
わ
た
く
し
は
こ
れ

を
あ
な
た
様
か
ら
拝
領
し
て
お
り
ま
す
の
で
。
ど
う
か
お
入
り
に
な
り
ま
せ
ぬ
か
」
と
。
─
─
と
こ
ろ
が
代
官
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
フ
ァ
ッ

ハ
ー
の
男
に
向
か
っ
て
頭
ご
な
し
に
怒
鳴
り
つ
け
た
。「
余よ

は
当
地
に
あ
っ
て
は
皇
帝
の
ご
名
代
じ
ゃ
。
き
さ
ま
、
か
よ
う
な
家
を
建

て
る
許
し
を
求
め
お
っ
た
か
。
い
い
や
、
求
め
て
お
ら
ぬ
わ
。
い
い
か
、
余
は
そ
れ
を
き
さ
ま
に
禁
ず
る
ぞ
」。
─
─
こ
う
言
い
捨
て

る
な
り
、
傲ご

う
ぜ
ん然
と
駒こ

ま

を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
ウ
フ
フ
ァ
ッ
ハ
ー
の
男
は
こ
う
言
わ
れ
て
ひ
ど
く
悲
し
ん
だ
。
し
か
し
彼
の
賢

（　

）
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（　

）
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い
妻
は
こ
う
慰
め
励
ま
し
た
。
こ
の
土
地
の
そ
こ
か
し
こ
で
こ
ん
な
仕
打
ち
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
余よ

そ所
の
お
友
だ
ち

に
訊
き
合
わ
せ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
そ
し
て
事
態
が
変
わ
る
よ
う
に
皆
さ
ん
と
相
談
す
る
の
で
す
よ
、
と
。
そ
こ
で
シ
ュ
タ
ウ
フ

フ
ァ
ッ
ハ
ー
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
ウ
ー
リ
の
あ
る
友
人
の
許
へ
出
掛
け
た
。
そ
の
名
は
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
ュ
ル
ス
ト
と
い
っ
た
。
そ
こ
で

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
メ
ル
ヒ
谷タ

ー
ル

の
ア
ル
ノ
ル
ト
に
で
く
わ
し
た
。
ア
ル
ノ
ル
ト
は
ま
だ
逃
亡
中
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
人
は
協
議
し
て
、

更
に
何
人
か
他
の
誠
実
で
信
頼
で
き
る
男
た
ち
を
捜
し
出
し
、
代
官
連
の
圧
政
に
対
抗
す
る
同
盟
を
結
成
し
よ
う
、
と
一
決
し
た
。
こ

の
計
画
は
み
ご
と
に
成
功
、
秘
密
の
大
同
盟
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
に
は
騎
士
の
家
柄
に
属
す
る
者
た
ち
も
数
多
く
加
わ
っ
た
。
と
い
う

の
も
代
官
連
は
彼
ら
に
も
敵
対
的
態
度
を
示
し
、
百
姓
貴
族
、
乳
搾
り
騎
士
呼
ば
わ
り
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
次
い
で
同
盟
の
男

た
ち
は
仲
間
内
か
ら
十
二
人
を
頭
役
に
選
ん
だ
。
頭
役
た
ち
は
と
あ
る
草
原
に
集
ま
り
、
自
分
ら
の
案
件
を
討
議
し
た
。
こ
の
草
原
は

フ
ィ
ー
ア
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
湖ゼ

ー

湖
畔
の
リ
ュ
ト
リ
に
あ
る
の
が
そ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ

ン
の
衆
は
こ
う
勧
め
た
。
ま
だ
行
動
に
出
な
い
で
時
節
を
待
つ
べ
き
だ
。
ザ
ル
ネ
ン
や
ロ
ス
ベ
ル
ク
の
よ
う
な
要
害
堅
固
な
城
地
を
迅

速
に
占
拠
す
る
の
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
城
郭
を
包
囲
攻
撃
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
皇
帝
は
派
兵
の
た
め
の
時
間
稼
ぎ
が
で

き
て
、
そ
の
軍
勢
は
我
ら
全
て
を
撃
滅
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
城
は
計
略
を
用
い
て
手
に
入
れ
、
武
装
し
て
抗
戦
す
る
者
以
外
は
一

人
も
殺
さ
ず
、
他
の
者
た
ち
に
は
自
由
に
退
去
す
る
こ
と
を
認
め
、
し
か
る
の
ち
砦と

り
で

を
根
こ
そ
ぎ
破
壊
す
る
方
が
よ
い
、
と
。
男
た

ち
が
こ
の
よ
う
に
会
合
し
、
誓
い
を
立
て
て
大
同
盟
を
結
成
し
た
時
、
草
原
か
ら
幾
つ
も
聖
な
る
泉
が
湧
き
出
た
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
ウ
ー
リ
の
あ
る
男
で
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
な
る
者
が
数
回
う
っ
か
り
例
の
グ
リ

ス
ラ
ー
の
帽
子
の
傍
を
通
り
な
が
ら
、
こ
れ
へ
の
表
敬
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
代
官
が
彼
を
連
行
さ
せ

る
と
、
テ
ル
は
こ
う
言
っ
た
。「
わ
た
し
は
が
さ
つ
者
の
上
、
こ
の
帽
子
が
そ
ん
な
に
大
事
な
も
の
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
特
別
こ
れ
に
気
を
つ
け
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
て
」
と
。
─
─
代
官
は
か
っ
と
な
り
、
テ
ル
の
愛
児
を
連
れ
て
来
さ
せ
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て
、
い
わ
く
「
き
さ
ま
は
射
手
だ
な
。
そ
し
て
弩

い
し
ゆ
み

と
箭や

を
所
持
し
て
お
る
。
こ
の
き
さ
ま
の
子
ど
も
の
頭
か
ら
林り

ん
ご檎
を
射
落
と
し
て

み
よ
」
と
。
─
─
テ
ル
は
驚
愕
し
て
言
っ
た
。「
わ
た
し
は
射
た
り
は
し
な
い
。
わ
た
し
の
命
を
取
る
が
よ
か
ろ
う
」。
─
─
「
射
る
の

だ
、
テ
ル
」
と
代
官
は
叫
ん
だ
。「
さ
も
な
け
れ
ば
余
は
き
さ
ま
の
子
ど
も
を
刺
し
殺
さ
せ
、
そ
の
あ
と
で
き
さ
ま
も
そ
う
さ
せ
る
ぞ
」。

そ
こ
で
テ
ル
は
胸
の
裡う

ち

で
、
我
が
手
を
導
き
た
ま
え
、
加
え
て
我
が
愛い

と

し
子
の
頭こ

う
べ

を
護
り
た
ま
え
、
と
神
に
祈
っ
た
。
少
年
は
静
か

に
落
ち
着
い
て
立
ち
、
震
え
も
し
な
い
で
い
た
。
そ
し
て
テ
ル
は
箭
を
放
ち
、
林
檎
に
命
中
さ
せ
た
。
民
衆
は
高
ら
か
に
歓
呼
の
声
を

挙
げ
、
名
射
手
テ
ル
を
囲
ん
で
凱が

い
か歌
を
奏
し
た
。
そ
こ
で
ま
す
ま
す
憤
っ
た
グ
リ
ス
ラ
ー
は
、
袖
無
し
上
衣
の
背
に
も
う
一
本
箭
を
入

れ
て
い
た
テ
ル
に
こ
う
怒
鳴
り
つ
け
た
。「
き
さ
ま
、
も
う
一
本
箭
を
持
っ
て
お
る
な
。
も
し
子
ど
も
に
中あ

て
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う

し
た
か
、
申
せ
」。
─
─
テ
ル
は
「
こ
れ
は
射
手
の
慣な

ら

わ
し
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
た
。
─
─
「
い
い
や
、
そ
れ
は
逃
げ
口
上
だ
、

テ
ル
」
と
代
官
は
応
酬
。「
腹
蔵
な
く
申
せ
。
き
さ
ま
の
命
は
保
証
す
る
」。
─
─
「
さ
て
さ
て
、
ど
う
し
て
も
お
知
り
に
な
り
た
い
な

ら
」
と
テ
ル
は
言
っ
た
。「
ま
た
、
わ
た
し
の
命
を
請
け
合
っ
て
く
だ
さ
る
な
ら
、
そ
れ
な
れ
ば
お
聴
き
あ
れ
。
わ
た
し
が
子
ど
も
を

射
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ
れ
な
る
箭
が
殿
を
射
外
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
な
ん
だ
」。
─
─
「
い
や
、
こ
こ
な
大
悪
党
め
が
」
と
代
官
は
叫

ん
だ
。「
命
こ
そ
保
証
は
い
た
し
た
れ
ど
、
体
の
自
由
は
請
け
合
っ
て
お
ら
ぬ
ぞ
。
余
は
き
さ
ま
を
日
も
月
も
照
ら
し
て
く
れ
ぬ
と
こ

ろ
へ
ぶ
ち
こ
ん
で
く
れ
る
わ
」。
こ
う
言
い
放
つ
や
い
な
や
、
家
来
た
ち
に
、
テ
ル
を
縛い

ま
し

め
て
自
分
の
舟
に
運
ぶ
よ
う
命
じ
た
。
グ
リ

ス
ラ
ー
は
こ
の
舟
で
ウ
ル
ナ
ー
湖ゼ

ー

と
フ
ィ
ー
ア
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
湖ゼ

ー

を
渡
り
、
ヴ
ェ
ギ
ス
か
ら
キ
ュ
ス
ナ
ハ
ト
へ
騎
馬
で
行
く

つ
も
り
だ
っ
た
。
す
る
と
主し

ゅ

な
る
神
は
暴
風
と
猛
烈
な
雷
雨
を
起
こ
し
た
も
う
た
の
で
、
波
浪
が
ど
ん
ど
と
舟
に
打
ち
込
ん
で
来
た
。

舟ふ
な
び
と人
ら
は
代
官
に
、
テ
ル
が
舟
を
操
る
の
に
掛
け
て
は
こ
の
う
え
も
な
く
練
達
で
あ
り
、
ま
だ
助
か
る
も
の
な
ら
ば
彼
だ
け
が
一
同
を

救
え
る
、
と
告
げ
た
。
そ
こ
で
代
官
が
テ
ル
の
縄
目
を
解
か
せ
る
と
、
テ
ル
は
逞た

く
ま

し
い
両
腕
で
櫂か

い

を
漕こ

ぎ
、
小
舟
を
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ

の
土
地
が
だ
ら
だ
ら
下
り
に
な
っ
て
い
る
右
手
の
岸
辺
に
寄
せ
た
。
そ
こ
に
は
平
ら
な
巖い

わ

鼻
が
湖
に
突
き
出
し
て
い
た
。
テ
ル
は
自
分

（　

）
 23
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の
弩
と
箭
を
さ
っ
と
摑つ

か

み
取
る
な
り
不
意
に
こ
の
巖
の
上
へ
身
を
躍
ら
せ
、
小
舟
を
力
一
杯
突
き
放
し
、
浪
に
押
し
流
さ
れ
る
ま
ま
に

し
た
。
こ
れ
に
び
っ
く
り
仰
天
し
た
代
官
と
そ
の
部
下
た
ち
を
尻
目
に
、
テ
ル
は
勝
手
知
っ
た
る
小
径
を
辿た

ど

り
、
足
早
に
逃
げ
去
っ

た
。
舟
に
残
さ
れ
た
者
た
ち
が
ラ
ウ
ペ
ン
近
傍
ま
で
漂
っ
て
来
た
時
、
嵐
は
収
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
グ
リ
ス
ラ
ー
は
ブ
ル
ン
ネ
ン
に

舟
を
着
け
さ
せ
た
。
湖
の
猛
威
に
怯お

び

え
た
か
ら
で
あ
る
。
テ
ル
は
と
い
え
ば
、
湖
周
辺
の
幾
つ
も
の
峡
谷
を
一
望
で
き
る
高
み
の
山
の

小
径
を
あ
ち
こ
ち
歩
き
回
り
な
が
ら
、
代
官
一
行
が
ど
こ
へ
向
か
う
か
見
届
け
た
。
ア
ル
ト
と
キ
ュ
ス
ナ
ハ
ト
の
間
は
一
筋
の
狭
い

谷た
に
あ
い間
の
路
と
な
る
が
、
テ
ル
は
そ
こ
で
代
官
を
待
ち
伏
せ
し
た
。
そ
し
て
こ
の
隘あ

い
ろ路
を
代
官
が
騎
馬
で
や
っ
て
来
る
と
、
例
の
取
っ
て

お
い
た
箭
で
相
手
を
馬
か
ら
射
落
と
し
た
。
さ
な
が
ら
猟
師
が
山
猫
か
な
に
か
を
木
か
ら
射
落
と
す
よ
う
に
。
こ
れ
を
し
遂
げ
る
と
テ

ル
は
そ
っ
と
そ
こ
か
ら
姿
を
消
し
、
夜
の
闇
に
紛
れ
て
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
の
邦
は
シ
ュ
タ
イ
ン
な
る
か
の
シ
ュ
タ
ウ
フ
フ
ァ
ッ
ハ
ー
の
男

の
家
に
向
か
い
、
そ
れ
か
ら
山
並
み
を
抜
け
て
ウ
ー
リ
な
る
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
ュ
ル
ス
ト
の
許
に
急
ぎ
、
い
か
な
る
こ
と
が
い
か
よ
う

に
行
わ
れ
た
か
、
そ
し
て
今
こ
そ
戦
を
始
め
て
余
所
者
に
掛
け
ら
れ
た
軛く

び
き

を
か
な
ぐ
り
捨
て
る
時
で
あ
る
こ
と
を
、
一
同
に
語
っ
た
。

新
し
い
年
の
到
来
ま
で
も
は
や
さ
し
て
間
の
な
い
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
同
盟
が
リ
ュ
ト
リ
で
会
合
を
開
い
た
の
が
既
に

冬ふ
ゆ
づ
き月
だ
っ
た
の
で
。
さ
て
ま
ず
ロ
ス
ベ
ル
ク
城
が
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
の
衆
に
よ
っ
て
謀は

か

り
ご
と
を
用
い
て
占
拠
さ
れ
、
そ
れ
か
ら

ザ
ル
ネ
ン
が
刃や

い
ば

に
血
塗
る
こ
と
な
く
落
ち
、
代
官
た
ち
の
部
下
は
全
て
復ウ

ー

ア

フ

ェ

ー

デ

讐
断
念
誓
約
を
立
て
、
二
度
と
再
び
ス
イ
ス
の
地
に
足
を

踏
み
入
れ
な
い
、
と
宣
誓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
次
い
で
国
境
い
の
向
こ
う
ま
で
護
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
だ
竣し

ゅ
ん
こ
う工
し
て

い
な
か
っ
た
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
ー
リ
の
城
塞
は
前
記
二
城
と
同
様
破
却
さ
れ
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
フ
ァ
ッ
ハ
ー
は
湖
の
中
へ

突
き
出
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
ロ
ウ
ヴ
ェ
ル
ス
の
城
を
打
ち
壊
し
た
。

　

皇
帝
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
こ
う
し
た
顛て

ん
ま
つ末
に
つ
い
て
逐
一
報
告
を
受
け
る
と
、
激
怒
し
、
ス
イ
ス
人
を
膺よ

う
ち
ょ
う懲
せ
ん
も
の
と
軍
勢
を
編

成
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
行
軍
の
途
中
、
ア
ー
ル
ガ
ウ
を
抜
け
、
ブ
ル
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
た
時
、
実
の
甥
で
あ
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ー

（　

）
 24
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ベ
ン
公
ヨ
ー
ハ
ン
に
よ
っ
て
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
デ
ン
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
弑し

い
ぎ
ゃ
く逆
さ
れ
た
。か
く
し
て
ス
イ
ス
人
は
平
和
を

擁
護
し
た
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
自
由
を
保
有
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ス
イ
ス
の
盟
約
と
テ
ル
の
事
績
に
関
す
る
伝
説
で
あ
る
。
後

者
は
歴
史
の
花
冠
に
一
輪
の
アア

ル

ペ

ン

ロ

ー

ゼ

ル
プ
ス
石
楠
花
の
よ
う
に
編
み
込
ま
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
。
首
尾
良
い
結
果
に
終
わ
っ
た
矢
の
射

撃
に
つ
い
て
の
言
い
伝
え
は
デ
ン
マ
ー
ク
に
も
あ
り
、
昔
の
移
住
者
た
ち
が
北
国
か
ら
か
つ
て
持
ち
込
ん
だ
も
の
が
装
い
新
た
に
お
目

見
え
し
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
さ
よ
う
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
の
衆
、
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
の
衆
、
そ
れ
か

ら
ウ
ー
リ
の
衆
の
同
盟
─
─
次
い
で
こ
れ
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
、
ツ
ー
ク
、
ク
ラ
ー
ル
ス
〔
＝
グ
ラ
ー
ル
ス
〕、
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
〔
＝
フ
リ
ブ
ー
ル
〕、
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
が
加
わ
り
、
最
後
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
と
ア
ペ
ン
ツ
ェ
ル
が
続
い
た
─
─
の
最
初
の
三
人

の
設
立
者
は
昔
も
今
も
民
衆
に
三
人
の
テ
ル
と
し
て
通
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
な
る
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
や
ウ
ン
タ
ー

ス
ベ
ル
ク
な
る
皇
帝
カ
ー
ル
の
ご
と
く
、
と
あ
る
巖が

ん
く
つ窟
の
中
で
魔
法
を
掛
け
ら
れ
て
眠
っ
て
い
る
の
だ
。
万
一
祖
国
ス
イ
ス
が
危
急
に

陥
っ
た
ら
、
こ
の
三
人
の
テ
ル
は
そ
の
巖
窟
か
ら
現
れ
て
、
再
び
ス
イ
ス
を
解
放
す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
眠
る
洞
窟
へ
至
る
道
は
だ

れ
も
知
ら
な
い
。
た
だ
か
つ
て
迷
子
に
な
っ
た
山や

ぎ羊
を
捜
し
て
い
た
一
人
の
牧
人
が
た
ま
た
ま
と
あ
る
洞
窟
に
行
き
当
た
り
、
そ
こ
に

三
人
の
男
た
ち
を
見
つ
け
た
。
す
る
と
一
人
の
テ
ル
が
ま
ど
ろ
み
か
ら
覚
め
、
こ
う
訊
ね
た
。「
世
間
で
は
何
時
だ
ね
」
と
。
─
─

「
真
昼
刻ど

き

」
と
牧
人
は
答
え
た
。「
そ
れ
で
は
ま
だ
時
節
で
は
な
い
な
」
と
テ
ル
は
言
い
、
横
に
な
っ
て
再
び
眠
り
に
落
ち
た
。
そ
の
後

そ
の
洞
窟
を
発
見
し
た
者
は
い
な
い
。

七　

ル
ツ
ェ
ル
ン
の
ホ
ル
ン
と
殺
害
の
夜

　

ス
イ
ス
の
民
が
立
ち
上
が
り
、
抑
圧
者
に
対
し
闘
い
を
挑
ん
だ
時
、
彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
軍
用
の
楽
器
を
用
い
た
。
ウ
ー
リ
の
衆
に

（　

）
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）
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は
ウ
ー
リ
の
牡お

う
し牛
と
呼
ば
れ
る
男
が
い
た
が
、
彼
は
銀
の
箍た

が

が
付
い
て
い
る
巨
大
な
古ウ

ー

ア

ホ

ル

ン

式
ホ
ル
ン
を
吹
奏
し
た
。
こ
れ
は
歌
口
に
楔

く
さ
び

を

打
ち
込
む
と
、
大
酒
杯
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
衆
は
古
代
ロ
ー
マ
軍
が
使
っ
た
よ
う
な
青
銅
の
ホ
ル
ン
を
幾
つ
も
用

い
、
硬ハ

ル
シ
ュ雪
ホ
ル
ン
と
称
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
軍
勢
が
カ
ー
ル
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
王
と
と
も
に
、
英
雄
ロ
ー
ラ

ン
ト
〔
＝
ロ
ー
ラ
ン
〕
が
殪た

お

れ
た
あ
の
ロ
ン
ス
ヴ
ァ
ル
〔
＝
ロ
ン
ス
ヴ
ォ
ー
〕
の
会
戦
で
戦
っ
た
折
、
王
か
ら
貸
し
与
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

ス
イ
ス
が
蜂
起
し
た
頃
の
こ
と
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
に
は
い
ま
だ
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
に
好
意
を
抱
い
て
い
る
党
派
が
あ
り
、
彼
ら
は
短

上
衣
に
赤
い
袖
を
付
け
て
お
互
い
を
識
別
し
た
。
こ
の
者
た
ち
は
仕シ

ュ
ナ
イ
ダ
ー
ツ
ン
フ
ト
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

立
職
組
合
集
会
所
の
角
に
あ
る
大
き
な
飛と

び
り
ょ
う梁
の
下
で
集
会
し
、

真
夜
中
頃
盟
約
者
団
に
与く

み

す
る
者
全
て
を
不
意
打
ち
に
し
、
殺
し
て
し
ま
お
う
、
と
申
し
合
わ
せ
た
。
物
乞
い
の
少
年
が
一
人
こ
れ
を

聴
い
て
し
ま
っ
た
が
、
発
見
さ
れ
、
黙
っ
て
い
な
い
と
死
ぬ
こ
と
に
な
る
ぞ
、
と
脅
さ
れ
た
。
そ
こ
で
や
む
な
く
、
だ
れ
に
も
こ
の
計

画
を
し
ゃ
べ
っ
た
り
し
な
い
、
と
誓
い
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
少
年
が
肉メ

ッ
ツ
ガ
ー
ツ
ン
フ
ト
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

屋
組
合
集
会
所
に
行
く
と
、
そ
こ
で
は
ま
だ

数
多
く
の
職
人
た
ち
が
酒
盛
り
を
し
て
い
た
。
そ
こ
で
少
年
は
〔
陶
製
〕
煖だ

ん
ろ炉
〔
の
周
り
に
造
り
付
け
〕
の
腰
掛
け
に
寝
転
が
り
、

吐と
い
き息
を
つ
き
つ
き
、
こ
う
歌
っ
た
。

聴
い
て
く
れ
ろ
や
、
煖
炉
や
、
煖
炉
。
ど
し
て
も
、
お
ま
え
に
言
わ
ね
ば
な
ん
ね
。

お
い
ら
、
誓
い
を
立
て
た
で
よ
、
人
に
ゃ
あ
だ
れ
に
も
し
ゃ
べ
ら
ね
て
。

十
二
時
打
っ
た
ら
傭よ

う
へ
い兵
ど
も
が
だ
れ
か
れ
な
し
に
殺
す
だ
よ
。

み
ん
な
ぶ
っ
殺
し
て
し
ま
う
だ
よ
。
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杯
を
挙
げ
て
い
た
連
中
は
ぴ
ん
と
聴
き
耳
を
立
て
た
。
そ
れ
か
ら
一
人
が
す
ぐ
さ
ま
市
庁
へ
、
一
人
が
十
二
時
の
鐘
を
打
た
な
い
よ

う
に
鐘
撞つ

き
男
の
許も

と

へ
、
三
人
目
と
四
人
目
と
五
人
目
は
各
種
組ツ

ン
フ
ト合
に
走
っ
て
、
赤
外
套
た
ち
を
出
し
抜
い
た
。
そ
の
後
例
の
少
年
の

肖
像
画
が
肉メ

ッ
ツ
ガ
ー
ツ
ン
フ
ト
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

屋
組
合
集
会
所
の
煖
炉
の
後
ろ
側
に
描
か
れ
、
長
い
こ
と
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

八　

ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
の
殿
た
ち

　

ア
ル
ト
マ
ン
ベ
ル
ク
と
ホ
ー
エ
ン
ゼ
ン
テ
ィ
ス
の
近
傍
と
ラ
イ
ン
河タ

ー
ル谷
の
間
に
ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
男
爵
一
族
累
代
の
古
城
が
あ
る
。

男
爵
の
一
人
ハ
ン
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
雄
雄
し
い
英
傑
で
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
に
も
出
征
し
て
か
の
国
の
自
由
の
た

め
に
共
に
剣
を
執
っ
た
し
、
新
教
徒
で
あ
り
、
あ
の
異
端
迫
害
が
始
ま
っ
た
時
ち
ょ
う
ど
フ
ラ
ン
ス
に
居
合
わ
せ
た
。
パ
リ
の
血
み
ど

ろ
の
婚
礼
か
ら
や
っ
と
の
思
い
で
逃
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
男
爵
は
ス
イ
ス
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の

宮ミ

ン

ネ

ゼ

ン

ガ

ー

廷
恋
愛
歌
人
が
作
り
、
か
つ
歌
っ
た
古
謡
を
大
層
尊
び
、
そ
れ
ら
の
内
で
も
、
ド
イ
ツ
詩
歌
の
誇
り
で
あ
り
、
し
か
し
な
が
ら
今
は

フ
ラ
ン
ス
人
の
手
に
落
ち
て
い
る
か
の
貴
重
な
書
を
所
有
し
て
い
た
。
こ
の
書
は
以
前
に
フ
ラ
ン
ス
軍
が
ド
イ
ツ
か
ら
劫

き
ょ
う
り
ゃ
く掠

し
た
も
の

だ
が
、
二
度
と
再
び
返
し
て
よ
こ
す
こ
と
は
な
い
。
絶
好
の
機
会
が
あ
っ
た
の
に
、
取
り
戻
そ
う
と
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
件く

だ
ん

の
古
い
歌
書
を
大
層
尊
ん
で
い
た
ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
男
爵
だ
が
、
こ
の
人
を
─
─
信
教
の
ゆ
え
だ
、
と
い
う
者
が
少
な
く
な
い
─
─
そ

の
甥
ウ
ル
リ
ヒ
・
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
が
殺
害
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
一
五
五
九
年
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
後
こ
の
書
は
不
朽
の
古
き
ド
イ
ツ
の
歌
謡
蒐
集
と
共
に
プ
フ
ア
ル
ツ
選

ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
ト

帝
侯
の
入
手
・
愛
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
行
き
と
な
り
、
こ
の
地
か
ら
や
が
て
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
っ
て
奪
い
去
ら
れ
た
し
だ
い
。
と
こ
ろ
で
殺
害
さ
れ
た
男
爵
の

遺
骸
に
は
世
に
も
不
思
議
な
現
象
が
生
じ
た
。
ゼ
ン
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
教
会
に
葬
ら
れ
た
際
腐
敗
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

（　

）
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（　

）
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教
会
周
辺
の
住
民
は
常
な
ら
ぬ
徴し

る
し

と
見
な
し
、
故
人
が
全
く
の
新
教
徒
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
分
聖
者
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
、

と
考
え
た
。
彼
ら
は
先
ず
遺
骸
の
指
を
一
本
、
そ
れ
か
ら
更
に
何
本
も
手
に
入
れ
た
。
果
て
は
遺
骸
全
体
が
持
ち
去
ら
れ
た
。
故
人
の

昔
の
歌
謡
蒐
集
と
ま
さ
に
同
じ
く
。
た
だ
し
異
な
る
の
は
、
ゼ
ン
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
市
民
た
ち
が
ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
男
爵
の
遺
骸
返
還
の

訴
訟
を
起
こ
し
た
の
で
、
こ
れ
を
ま
た
元
へ
戻
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
。
今こ

ん
に
ち日
で
も
こ
の
町
の
教
会
に
は
遺
骸
が
木み

い

ら
乃
伊
と

な
っ
て
置
か
れ
て
い
る
。
─
─
こ
れ
よ
り
以
前
や
は
り
こ
の
高
貴
な
一
族
の
男
爵
が
一
人
ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
に
住
ん
で
い
た
。
彼
に
は

あ
る
代
物
が
く
っ
つ
い
て
い
た
。
こ
れ
は
あ
あ
し
た
巖い

わ

だ
ら
け
の
ア
ル
プ
ス
の
谷
谷
に
は
珍
し
く
な
い
一
件
で
、
こ
の
肉
体
の
一
部
は

男
爵
の
躓つ

ま
ず

き
の
種
〔
＝
癪し

ゃ
く

の
種
〕
だ
っ
た
。
し
か
し
な
ん
と
し
て
も
こ
れ
を
、
聖
書
の
命
ず
る
よ
う
に
、
抉え

ぐ

り
出
し
て
棄
て
て
し
ま

え
な
い
で
い
た
。
さ
て
彼
は
闘
い
に
お
も
む
き
、
猛
烈
な
合
戦
の
最
中
一
騎
打
ち
と
な
り
、
敵
に
剣
で
斬
り
つ
け
ら
れ
た
の
で
、
頸く

び

か

ら
鮮
血
が
淋り

ん
り漓
と
迸

ほ
と
ば
し

っ
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
敵
の
一
撃
は
こ
よ
な
く
あ
り
が
た
い
も
の
だ
っ
た
。
お
蔭か

げ

で
ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
男
爵
の

躓
き
の
種
だ
っ
た
肉
体
の
一
部
が
切
り
飛
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
─
─
彼
の
甲こ

う
じ
ょ
う
せ
ん
し
ゅ

状
腺
腫
が
。

九　

イ
ー
ダ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
ク

　

ボ
ー
デ
ン
湖
か
ら
ラ
イ
ン
上
流
へ
と
遡

さ
か
の
ぼ

る
と
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
ク
が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
名
を
名
乗
る
伯
爵
た
ち
の
往
古
の
居
城
で

あ
る
。
か
し
こ
に
イ
ー
ダ
な
る
敬け

い
け
ん虔
な
伯
爵
夫
人
が
住
ん
で
い
た
。
彼
女
は
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
の
伯
爵
の
一
族
の
出
で
あ
っ
た
。
あ
る
日

の
こ
と
、
こ
ん
な
椿ち

ん
じ事
が
起
こ
っ
た
。
奥
方
が
結
婚
指ゆ

び
わ環
を
開
い
た
窓
辺
に
置
い
た
と
こ
ろ
、
陽
の
光
が
こ
れ
に
当
た
っ
て
き
ら
き
ら

燦き
ら

め
い
た
。
一
羽
の
鴉か

ら
す

が
指
環
を
見
つ
け
、
さ
あ
っ
と
翔と

ん
で
来
て
、
嘴

く
ち
ば
し

に
く
わ
え
、
己お

の
れ

の
巣
へ
と
持
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。
伯

爵
の
奥
方
は
指
環
が
失
く
な
っ
た
の
に
気
づ
き
は
し
た
も
の
の
、
指
環
の
喪
失
を
告
げ
た
ら
、
気
性
の
激
し
い
夫
が
さ
ぞ
怒
る
だ
ろ

（　
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う
、
と
心
配
し
て
、
こ
れ
を
黙
っ
て
い
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
一
人
の
猟
師
あ
る
い
は
従
者
が
森
で
例
の
鴉
の
巣
を
見
つ
け
、
巣

の
中
に
奥
方
の
指
環
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
こ
の
男
は
、
指
環
が
だ
れ
の
も
の
か
知
ら
ぬ
ま
ま
、
自
分
の
指
に
そ
れ
を
嵌は

め
、
何
の

頓
着
も
せ
ず
身
に
着
け
て
い
た
。
伯
爵
は
そ
れ
を
目
に
し
、
下
僕
の
指
に
あ
る
の
が
自
分
自
身
が
妻
に
与
え
た
指
環
だ
、
と
分
か
っ

て
、
妻
が
不
義
を
働
い
た
、
と
思
い
込
ん
だ
。
そ
こ
で
す
ぐ
さ
ま
そ
の
罪
も
な
い
若
者
を
一
頭
の
悍か

ん
ば馬
の
尾
に
括く

く

り
つ
け
、
城
門
か
ら

下
る
巖い

わ

だ
ら
け
の
大お

お
て手
の
道
を
引
き
ず
ら
せ
て
死
に
至
ら
し
め
、
こ
れ
ま
た
同
様
全
く
無
実
で
あ
る
奥
方
を
居パ

ラ
ス館
の
張
り
出
し
か
ら
木

の
生
い
繁
っ
た
谷
底
へ
と
投
げ
落
と
し
た
。
し
か
し
天
使
た
ち
が
無む

く垢
潔
白
の
庇ひ

ご
し
ゃ

護
者
と
な
っ
た
の
で
、
イ
ー
ダ
は
目
に
は
見
え
ぬ
何

本
も
の
手
に
ふ
ん
わ
り
と
支
え
ら
れ
、
守
っ
て
く
れ
る
枝
枝
の
間
を
抜
け
て
柔
ら
か
い
苔
の
上
へ
と
着
地
し
た
。
彼
女
は
奇
蹟
的
に
助

か
っ
た
こ
と
に
熱
誠
籠
め
て
感
謝
を
捧
げ
る
と
、
城
を
遙
か
遠
く
離
れ
て
踏
み
馴
ら
し
た
径
も
な
い
森
林
に
彷さ

ま
よ徨
い
入い

っ
た
。
そ
こ
に

枝
を
組
み
合
わ
せ
て
小
屋
掛
け
を
し
、
隠
者
と
な
っ
て
ひ
た
す
ら
祈
祷
三ざ

ん
ま
い昧
で
暮
ら
し
た
。
水
が
イ
ー
ダ
の
飲
み
物
、
森
の
木
の
実
、

草
の
実
が
イ
ー
ダ
の
食
べ
物
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
あ
る
従
者
が
伯
爵
に
朋
輩
が
鴉
の
巣
の
中
に
指
環
を
見
つ
け
た
顛て

ん
ま
つ末
を

語
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
伯
爵
の
魂
に
は
自
ら
の
行
為
が
重
く
の
し
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
時
、
伯
爵
に
仕
え
る
猟
師
の
一
人
が

道
に
迷
っ
て
思
い
が
け
な
く
か
の
人
里
離
れ
た
森
の
一
隅
に
行
き
当
た
り
、
寂せ

き
り
ょ
う寥
の
中う

ち

に
暮
ら
す
女
人
イ
ー
ダ
に
巡
り
逢あ

っ
た
。
急

い
で
こ
の
こ
と
を
主
君
に
知
ら
せ
る
と
、
訊じ

ん
も
ん問
も
せ
ず
判
決
も
下
さ
ず
に
二
人
の
人
命
を
奪
っ
た
性
急
な
行
為
を
と
っ
く
に
後
悔
し
て

い
た
伯
爵
は
隠
者
暮
ら
し
の
妻
の
許も

と

に
馳は

せ
つ
け
、
元
通
り
城
へ
帰
っ
て
欲
し
い
、
と
頼
み
、
許
し
て
く
れ
る
よ
う
ひ
た
す
ら
懇
願
し

た
。
し
か
し
イ
ー
ダ
は
決
し
て
心
動
か
さ
れ
な
か
っ
た
。
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
は
十
字
軍
に
参
加
、
ス
イ
ス
一
円
の
家け

に
ん人
を
呼
集

し
、
彼
ら
を
率
い
て
、
己お

の

が
所
業
の
懺ざ

ん
げ悔
贖し

ょ
く
ざ
い罪
の
た
め
聖
地
で
不
信
の
輩

と
も
が
ら

と
戦
わ
ん
も
の
と
、
か
の
地
目
指
し
て
出
征
し
た
。
聖

地
で
伯
爵
は
幾
つ
も
の
大
会
戦
に
身
を
挺て

い

し
、
そ
の
名
を
畏い

ふ怖
の
的
と
し
た
。
─
─
し
か
し
な
が
ら
そ
の
胸
の
裡う

ち

の
強
い
憧
れ
が
繰
り

返
し
繰
り
返
し
故
郷
へ
と
引
き
戻
し
た
。
そ
し
て
伯
爵
は
、
イ
ー
ダ
が
再
び
自
分
と
添
い
遂
げ
て
く
れ
れ
ば
、
と
い
ま
だ
に
念
願
し
て

（　

）
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い
る
の
だ
っ
た
。
彼
は
な
ぜ
な
ら
妻
と
再
会
し
て
以
来
い
ま
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
妻
を
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
一
年
後
伯
爵
は
船
路
を
取
っ
て
故
国
へ
帰
還
し
た
。
が
、
イ
ー
ダ
の
消
息
を
訊た

ず

ね
る
と
、
聞
か
さ
れ
た
の
は
、
彼
女
が
フ
ィ
シ
ン

ゲ
ン
の
修
道
院
で
得と

く
ど度
し
て
尼
僧
に
な
り
、
そ
こ
で
静せ

い
ひ
つ謐
に
し
て
清

し
ょ
う
じ
ょ
う
浄
な
る
日
日
を
送
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
す
る
と

伯
爵
は
騎
士
の
装
具
を
悉

こ
と
ご
と

く
か
な
ぐ
り
捨
て
、
武
器
武
具
を
居
城
の
礼
拝
堂
に
吊
る
し
、
貧
寒
た
る
隠
者
の
身
な
り
で
フ
ィ
シ
ン
ゲ

ン
へ
と
巡
礼
し
て
行
き
、
修
道
院
の
近
く
に
と
あ
る
場
所
を
選
ん
で
、
そ
こ
で
暮
ら
し
、
懺
悔
し
、
祈
っ
た
。
そ
の
命
を
終
わ
る
ま

で
。

一
〇　

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
と
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人

　

ス
イ
ス
全
土
に
は
、
ベ
ル
ン
の
地
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
地
、
ハ
ス
リ
谷タ

ー
ル

、
そ
の
他
ほ
と
ん
ど
至
る
と
こ
ろ
で
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
や
山ベ

ル
ク
ガ
イ
ス
ト

の
精
─
─
こ

れ
ら
は
お
互
い
に
似
て
い
る
点
が
多
い
─
─
の
伝
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
し
げ
し
げ
語
ら
れ
る
の
は
高
い
山
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
と

い
つ
も
は
こ
の
山
の
地
下
の
洞ど

う
く
つ窟
に
住
ん
で
い
る
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
た
ち
の
話
で
あ
る
。
こ
の
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
た
ち
は
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
、
ス
イ
ス
の
本
家
本
元
の
ブ
ロ
ッ
ホ
山ベ

ル
ク

な
い
し
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山ベ

ル
ク

の
こ
と
で
、
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
ス

語
で
は
フ
ラ
ク
ス
モ
ン
（
モ
ン
ス
・
フ
ラ
ク
ト
ゥ
ス
）、
ラ
テ
ン
語
で
は
モ
ン
ス
・
ピ
レ
ア
ト
ゥ
ス
、
す
な
わ
ち
帽フ

ー
ト
ベ
ル
ク

子
山
と
呼
ば
れ
る
。

土
地
で
は
こ
う
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
言
い
回
し
が
聞
か
れ
る
か
ら
の
で
。

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
、
帽
子
か
ぶ
っ
た
ら
、

国
中
ど
こ
で
も
い
い
天
気
。

（　

）
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け
れ
ど
も
伝
説
は
こ
ん
な
具
合
。
我
ら
が
主し

ゅ

キ
リ
ス
ト
の
苦
し
み
と
死
と
復
活
の
後
、
か
の
ロ
ー
マ
の
総
督
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
は
こ
の
地

に
渡
来
し
た
の
だ
、
と
─
─
悪
魔
が
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
の
亡な

き
が
ら骸
を
当
地
へ
運
ん
で
来
た
の
だ
、
な
ど
と
す
る
者
さ
え
あ
る
が
─
─
。
そ
し
て

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
は
こ
こ
の
山さ

ん
ろ
く麓
で
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
湖
を
発
見
し
た
、
と
。
こ
の
湖
に
は
出
入
す
る
河
川
が
な
い
。
そ
し
て
底
知
れ
ぬ

深
さ
の
た
め
黒
く
て
お
ぞ
ま
し
い
外
観
を
呈
し
、
不
気
味
な
沼
沢
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
生
き
長
ら
え
て
い
た
も
の
だ
。

湖
に
何
か
を
投
げ
込
む
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
雹ひ

ょ
う

と
驟し

ゅ
う
う雨
を
と
も
な
う
凄
ま
じ
い
嵐
が
捲ま

き
起
こ
る
、
と
。
な
に
せ
事
実
洪
水
が
ク
リ

エ
ン
ス
の
土
地
と
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
町
を
一
三
三
二
年
と
一
四
七
五
年
に
大
災
厄
に
陥
れ
た
こ
と
だ
し
。
そ
れ
ゆ
え
か
つ
て
は
余よ

そ所
者
を

湖
に
行
か
せ
た
が
ら
ず
、
石
や
木
切
れ
を
そ
こ
に
投
げ
込
む
行
為
は
、
体
罰
お
よ
び
死
刑
に
処
す
る
、
と
し
て
禁
じ
ら
れ
た
。
ロ
ー
マ

の
総
督
は
、
良
心
の
咎
め
に
絶
え
ず
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
湖
に
身
を
投
じ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。
悪
魔
が
彼
を
放
り
込
ん

だ
の
だ
、
と
語
る
手
合
い
も
い
る
。
さ
て
、
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
だ
が
、
彼
ら
は
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
の
ず
っ
と
高
み
に
あ
る
、
深
い
、
お
ど
ろ
お

ど
ろ
し
い
洞
窟
に
何
層
に
も
何
層
に
も
な
っ
て
住
ん
で
い
た
。
人
間
に
ご
く
親
切
で
援
助
を
惜
し
ま
ず
、
牧
人
た
ち
の
言
い
方
を
借
り

れ
ば
ご
く
「
お
も
し
ょ
え
人ふ

と

た
ち
」
で
、
夜
毎
人
間
の
仕
事
を
片
付
け
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
山
か
ら
下
の
谷
谷
に
降
り
て
来
て
、

せ
っ
せ
と
家
事
や
ら
野
良
仕
事
を
や
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
も
一
人
の
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
が
、
下
男
ど
も
を
残
ら
ず
率
い
た
農
場
主
十
人
よ

り
も
多
量
の
作
業
を
。
け
れ
ど
も
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
が
人
間
の
前
に
姿
を
現
す
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
時
は
長
い
灰
色

の
上
っ
張
り
を
纏ま

と

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
足
が
決
し
て
見
え
な
い
よ
う
に
地
面
ま
で
垂
れ
下
が
っ
て
い
た
。
あ
る
牧
人
の
身
に
こ
ん
な

こ
と
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
男
は
山
麓
で
も
斜
面
の
上
の
方
に
枝
も
た
わ
わ
に
実
の
生な

る
桜
の
樹
を
一
本
持
っ
て
い
た
。
す
る
と
小
人
た

ち
が
か
い
が
い
し
く
桜さ

く
ら
ん
ぼ桃
を
も
い
で
は
、
後
で
上
等
の
桜

キ
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

桃
酒
が
醸
造
で
き
る
よ
う
に
、
果
物
用
簀す

の
子こ

の
上
に
並
べ
て
く
れ
る

の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
牧
人
は
む
ら
む
ら
と
好
奇
心
を
起
こ
し
た
。
わ
け
て
も
、
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
の
足
が
ど
ん
な
風
に
な
っ
て
い
る
の

か
検
分
し
た
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
翌
年
、
実
が
ま
た
熟
し
た
時
、
そ
こ
へ
出
掛
け
て
行
っ
て
、
樹
の
周
り
に
灰
を
撒ま

（　
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い
た
の
で
あ
る
。
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
は
や
っ
て
来
て
、
せ
っ
せ
と
桜
桃
を
も
い
だ
。
そ
こ
で
朝
に
な
る
と
牧
人
は
灰
の
中
に
小
人
た
ち
の

あ
ん
よ
の
跡
を
見
届
け
た
わ
け
。
こ
の
足
跡
と
き
た
ら
全
部
が
全
部
鵞が

ち
ょ
う鳥
の
ち
い
ち
ゃ
な
蹼

み
ず
か
き

の
形
を
し
て
い
た
。
牧
人
は
大
笑
い
す

る
と
、
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
の
足
が
ど
ん
な
恰か

っ
こ
う好
し
て
る
だ
か
分
か
っ
た
だ
よ
う
、
と
嬉
し
が
っ
て
仲
間
た
ち
に
し
ゃ
べ
り
ま
く
っ
た
。
一

方
、
小
人
た
ち
は
か
ん
か
ん
に
腹
を
立
て
、
牧
人
の
家
を
ぶ
ち
壊
し
、
飼
っ
て
い
る
家
畜
の
群
れ
を
追
い
散
ら
し
、
例
の
桜
の
樹
の
枝

を
一
本
ま
た
一
本
と
折
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
人
間
に
手
を
貸
す
た
め
に
山
か
ら
降
り
て
来
る
者
は
た
だ
の
一
人

も
な
く
、
小
人
た
ち
は
山
の
上
の
自
分
た
ち
の
住
ま
い
で
あ
る
深
い
洞
窟
、
巖い

わ

の
裂
け
目
に
留と

ど

ま
っ
た
き
り
に
な
っ
た
。
さ
て
牧
人
は

と
申
せ
ば
、
す
っ
か
り
気
が
塞ふ

さ

い
で
し
ま
い
、
青
い
顔
を
し
て
彷さ

ま
よ徨
い
歩
い
て
い
た
が
、
そ
う
長
く
は
生
き
な
か
っ
た
。

一
一　

獣
と
魚
を
守
る
山ベ

ル
ク
マ
ン
ド
リ

の
小
人

　

山
の
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
た
ち
は
ア
ル
プ
ス
羚か

も
し
か羊
を
大
事
に
し
、
可か

わ
い愛
が
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
猟
師
ら
が
羚
羊
を
殺
す
の
を
よ
く
思
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ま
で
ひ
ど
い
目
に
遭あ

っ
た
猟
師
ら
が
少
な
く
な
い
。
彼
ら
が
好
意
を
寄
せ
て
い
る
善
良
な
猟
師
ら
に
は
な
る
ほ
ど
時
時

一
頭
ま
た
一
頭
と
手
に
入
れ
さ
せ
て
や
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
山ベ

ル
ク
マ
ン
ド
リ

の
小
人
と
折
り
合
っ
た
数
以
上
撃
つ
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ

な
か
っ
た
。
さ
も
な
い
と
、
山ベ

ル
ク
マ
ン
ド
リ

の
小
人
に
巖い

わ

か
ら
投
げ
落
と
さ
れ
、
惨
め
に
も
命
の
燈
火
を
吹
き
消
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
あ
る

時
、
あ
ま
り
に
も
高
く
巖
登
り
を
し
た
一
人
の
猟
師
の
前
に
突
然
白
髪
の
山ベ

ル
ク
マ
ン
ド
リ

の
小
人
が
立
ち
ふ
さ
が
り
、「
お
ま
え
は
ど
う
し
て
わ
し

の
家
畜
を
追
う
の
か
」
と
怒
っ
て
語
り
か
け
た
。
─
─
猟
師
は
び
っ
く
り
仰
天
し
、「
だ
っ
て
お
れ
は
、
羚
羊
が
あ
ん
た
の
も
の
だ
な

ん
て
、
か
ら
き
し
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
」
と
答
え
た
。
─
─
山
の
精
の
言
う
よ
う
「
毎
週
お
ま
え
の
小
屋
の
前
に
あ
の
角
の
生
え
て
る

獣
を
一
頭
置
い
と
い
て
や
る
。
が
、
そ
の
代
わ
り
気
を
つ
け
て
他
の
は
撃
つ
で
な
い
ぞ
」。
─
─
こ
う
し
た
し
だ
い
で
猟
師
は
毎
週
来

（　

）
 38
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る
日
も
来
る
日
も
〔
塩
漬
け
で
な
い
〕
新
鮮
な
焙あ

ぶ

り
肉
に
あ
り
つ
い
た
。
で
も
そ
う
し
た
肉
を
食
べ
て
も
全
然
嬉
し
く
な
か
っ
た
。
彼

は
狩
り
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
ど
う
し
て
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
ま
た
し
て
も
山
と
森
の
高
み
へ
登
っ
て
行
き
、
間

も
な
く
群
れ
の
頭
領
格
の
牡
羚
羊
を
発
見
、
急
い
で
銃
を
構
え
、
狙ね

ら

っ
て
、
撃
っ
た
。
─
─
け
れ
ど
引
き
金
を
引
い
た
と
た
ん
、
背
後

の
地
面
の
中
か
ら
あ
の
山
の
精
が
出
現
、
下
で
猟
師
の
両
脚
を
ぐ
い
と
引
っ
張
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
転
落
、
深
い
谷
底
へ
墜お

ち
て
死

ん
だ
。

　

マ
ル
タ
ー
ス
に
副
代
官
が
駐
在
し
て
い
た
。
名
は
ハ
ン
ス
・
ブ
ー
ハ
ー
と
い
っ
た
。
こ
の
男
は
、
い
つ
か
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
に
会
い
た

い
も
の
だ
、
と
思
っ
て
い
た
。
熱
狂
的
な
釣
り
好
き
、
狩
り
好
き
だ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
点
で
は
実
直
な
人
間
だ
っ
た
。
あ
る
日
の
こ

と
、
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
の
麓
を
上
へ
と
登
っ
て
行
き
、
リ
ュ
ー
ム
リ
ヒ
川
に
沿
っ
て
歩
き
な
が
ら
、
虹に

じ
ま
す鱒
が
獲
れ
れ
ば
な
あ
、
と
考
え
て
い

る
と
、
不
意
に
一
人
の
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
が
後
ろ
か
ら
背
中
に
跳
び
乗
り
、
も
の
す
ご
い
力
で
彼
の
顔
を
小
川
の
中
に
押
し
つ
け
た
の

で
、
溺
れ
死
ぬ
に
違
い
な
い
、
と
思
っ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
そ
う
し
な
が
ら
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
は
が
み
が
み
と
こ
う
言
っ
た
。「
わ
し
の
可

愛
い
動
物
た
ち
の
獲
り
方
、
狩
り
方
を
き
さ
ま
に
教
え
て
く
れ
る
わ
」
と
。
─
─
帰
宅
し
た
時
、
副
代
官
は
も
う
半
死
半
生
の
て
い
た

ら
く
で
、顔
色
は
ま
る
で
イ
ー
ペ
ル
ン
の
死
神
の
よ
う
〔
＝
死
人
の
よ
う
に
蒼
白
〕
だ
っ
た
。
そ
し
て
顔
の
片
側
は
麻
痺
し
て
も
い
た
。

彼
は
も
う
二
度
と
山
で
狩
り
を
し
た
り
、
魚
を
釣
っ
た
り
し
な
か
っ
た
。

　

オ
プ
ヴ
ァ
ル
デ
ン
に
歳
を
取
っ
た
知

ラ
ン
ト
ア
マ
ン
事
が
い
た
。
名
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
イ
ム
リ
ン
と
い
っ
た
。
彼
は
自
身
こ
ん
な
こ
と
を
物
語
っ

た
。
自
分
は
あ
る
時
羚
羊
狩
り
を
し
よ
う
と
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
に
登
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
人
の

小
ツ
ヴ
ェ
ル
ク
マ
ン
ド
リ

人

に
出
く
わ
し
た
の
だ
が
、

こ
や
つ
は
、
あ
ん
た
、
さ
っ
さ
と
引
き
返
し
な
、
と
命
じ
た
の
だ
、
と
。
さ
て
、
知

ラ
ン
ト
ア
マ
ン
事
は
逞た

く
ま

し
く
恰か

っ
ぷ
く幅
の
よ
い
男
だ
っ
た
か
ら
、

小ツ
ヴ
ェ
ル
ク人
を
嘲あ

ざ
け

っ
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
お
い
、
お
ぬ
し
は
わ
し
が
何
か
す
る
の
を
止
め
る
だ
け
の
強
い
力
を
持
っ
と
る
の
だ
ろ
う
な
」。

そ
の
と
た
ん
、
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
は
彼
に
跳
び
掛
か
り
、
巖
に
押
し
つ
け
た
。
そ
の
重
い
こ
と
と
い
っ
た
ら
ま
る
で
馬
さ
な
が
ら
、
彼
は
魂
が
体

（　

）
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）
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か
ら
抜
け
そ
う
に
な
り
、
意
識
が
無
く
な
っ
た
。
半
時
間
ほ
ど
死
ん
だ
よ
う
に
横
た
わ
っ
て
い
る
と
、
家
人
ら
が
彼
を
見
つ
け
て
、
蘇

生
さ
せ
、
家
へ
連
れ
戻
し
た
。

一
二　

群ヘ
ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
の
退
去

　

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
の
ちベ

ル

ク

リ

ュ

ト

レ

ネ

ン

っ
こ
い
山
の
ふ
と
た
ち
が
善
良
な
人
間
ら
に
対
し
て
い
か
に
親
切
に
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
た
か
、
と
い
う
話
は
既
に

た
く
さ
ん
語
ら
れ
て
い
る
。
緑
か
灰
色
の
上
衣
を
纏ま

と

い
、
人
に
は
見
せ
な
い
足
を
持
ち
、
地
面
に
ま
で
垂
れ
下
が
っ
た
長
い
銀
色
の
髯ひ

げ

を
生
や
し
た
、
ち
っ
ぽ
け
で
、
二
脚フ

ィ
ー
ト尺
の
背
丈
の
小
人
た
ち
は
、
山
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
の
宝
石
の
守
護
者
で
あ
り
、
人
間

に
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
や
っ
て
来
る
と
、
食
べ
物
を
欲
し
が
っ
た
が
、
わ
け
て
も
の
大
好
物
は
豚
肉
で
、
こ
れ
を
彼
ら
に
食
べ

さ
せ
て
や
っ
た
者
は
安
楽
な
暮
ら
し
向
き
に
な
り
、
恩
恵
を
授
け
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
。
ア
ル
プ
ス
の
酪
農
婦
た
ち
が
彼
ら
の
た
め
に

乳
を
い
く
ら
か
取
っ
て
お
い
て
や
る
と
、
彼
ら
は
お
返
し
に
家
畜
の
乳
を
搾
り
、
家
畜
に
餌
を
与
え
る
作
業
を
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て

娘
た
ち
の
傍
で
し
ご
く
の
ん
び
り
く
つ
ろ
ぐ
の
だ
っ
た
。
小
人
た
ち
は
骨カ

ル
タ牌
占
い
を
し
た
り
手
相
を
見
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
と

に
か
く
そ
の
他
な
ん
に
で
も
巧
み
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
彼
ら
を
怒
ら
せ
て
は
い
け
な
か
っ
た
。
夏
、
彼
ら
に
干
し
草
作
り
を
手
伝
っ
て

も
ら
え
た
者
は
ご
満
悦
だ
っ
た
。
連
中
は
驚
く
ほ
ど
干
し
草
の
量
を
増
や
し
た
か
ら
だ
。
も
っ
と
も
干
し
草
作
り
を
眺
め
て
い
る
だ
け

で
、
手
を
貸
さ
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。
か
つ
て
あ
る
干
し
草
作
り
の
男
が
そ
れ
に
腹
を
立
て
た
。
こ
の
男
は
も
う
一
人
の
仲
間
と

一
緒
に
な
っ
て
、
仕
事
が
始
ま
る
前
に
、
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
た
ち
が
坐
り
込
ん
で
見
物
す
る
の
が
常
の
石
の
上
で
焚た

き
火び

を
し
、
そ
れ
か

ら
素
早
く
灰
と
炭
を
熱
く
な
っ
た
石
か
ら
綺
麗
に
掃
除
し
た
。
小マ

ン
ド
リ人
た
ち
が
や
っ
て
来
て
石
に
乗
る
と
、
足
に
火や

け
ど傷
し
て
し
ま
っ
た
。

彼
ら
は
途
方
も
な
く
大
き
な
声
で
「
な
ん
て
ひ
ど
い
、
な
ん
て
ひ
ど
い
」
と
叫
び
、
─
─
以
来
二
度
と
再
び
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
た
。

（　

）
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そ
う
、
そ
れ
か
ら
ま
た
、
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
の
山ベ

ル
ク
マ
ン
ド
リ

の
小
人
た
ち
が
、
干
し
草
作
り
の
者
た
ち
を
見
物
し
よ
う
、
と
山
の
断
崖
絶
壁
か
ら
ハ

ス
リ
谷

タ
ー
ル

へ
と
下
っ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら
は
こ
ん
も
り
と
葉
の
生
い
繁
っ
た
あ
る
楓か

え
で

の
樹
の
大
枝
小
枝
に
腰
掛
け
る
の
が
習
わ

し
だ
っ
た
。
こ
れ
に
気
づ
い
た
悪
戯
者
ど
も
が
枝
枝
に
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
鋸

の
こ
ぎ
り

を
入
れ
て
お
い
た
。
そ
こ
で
、
哀
れ
や
、
小マ

ン
ド
リ人
た
ち
は
ば

さ
り
と
落
っ
こ
ち
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
悲
痛
な
叫
び
声
を
挙
げ
て
、
こ
う
わ
め
い
た
。

や
れ
ま
あ
、
お
空
は
な
ん
と
も
高
い
。

や
れ
ま
あ
、
不
実
は
な
ん
と
も
で
か
い
。

今
日
は
来
た
け
ど
、
も
う
も
う
来
ぬ
ぞ
。

そ
う
し
て
そ
の
後
ハ
ス
リ
谷タ

ー
ル

に
は
決
し
て
一
人
も
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
た
。

一
三　

デ
ュ
ル
ス
ト

　

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
の
か
の
沼
沢
め
い
た
湖
の
周
辺
と
山
の
全
領
域
で
は
デ
ュ
ル
ス
ト
な
る
も
の
が
暴
れ
回
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
、
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
、
お
よ
び
ハ
ル
ツ
山
地
に
お
け
る
と
同
様
、
荒
れ
狂
う
夜
の
猟
師
で
あ
る
。
夜
の
猟
師
は
道
連
れ
と

し
て
こ
れ
も
物も

の

の
怪け

の
女
性
を
従
え
て
い
る
。
あ
の
ハ
ッ
ケ
ル
ベ
ル
ク
が
ト
ゥ
ー
ト
オ
ー
ゼ
ル
と
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
荒
れ
狂
う
猟

師
が
ホ
レ
夫
人
と
、
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
の
そ
れ
が
ベ
ル
ヒ
タ
夫
人
と
同
行
し
て
い
る
よ
う
に
。
こ
の
女
性
だ
が
、
山
の
下
の
、
山
塊

の
西
壁
の
す
ぐ
近
く
の
エ
ン
ト
リ
ブ
ー
フ
の
人
人
は
ポ
ス
テ
ル
リ
と
呼
び
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
で
は
シ
ュ
ト
レ
ッ
ゲ
レ
と
し
て
知
ら
れ
、
ホ

（　

）
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レ
夫
人
や
怖
い
ベ
ル
ヒ
タ
と
同
じ
く
怠
け
者
の
娘
た
ち
の
下ス

カ
ー
ト裳
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
し
て
し
ま
う
。
デ
ュ
ル
ス
ト
は
轟ご

う
ご
う轟
と
猛
り
狂
っ

て
高ア

ル

ム

原
放
牧
地
の
高
み
を
飛
び
過
ぎ
、
酪
農
小
屋
を
が
た
が
た
揺
さ
ぶ
り
、
大
き
な
木
の
幹
を
折
り
、
巖が

ん
か
い塊
を
谷
底
に
投
げ
込
み
、

牝め
う
し牛
た
ち
さ
え
空
中
高
く
舞
い
上
が
ら
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
牝
牛
た
ち
は
二
度
と
降
り
て
来
な
い
か
、
あ
る
い
は
半
死
半
生

と
な
り
、
乳
も
涸か

れ
果
て
て
、
や
っ
と
三
日
目
あ
た
り
に
落
ち
て
来
た
。
あ
る
牧
人
が
こ
れ
に
気
づ
き
、
高ア

ル

プ

ゼ

ー

ゲ

ン

原
牧
場
の
祝
福
の
祈
り
に

よ
っ
て
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
男
が
乳
搾
り
漏じ

ょ
う
ご斗
を
使
い
、
デ
ュ
ル
ス
ト
が
ち
ゃ
ん
と
聴
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
こ
れ
を
叫
ぶ

と
、
う
ま
く
間
に
合
っ
て
、
飛
ば
さ
れ
た
牝
牛
は
至
極
や
ん
わ
り
牧
草
地
に
再
び
着
地
し
た
。

　

ア
イ
ゲ
ン
谷タ

ー
ル

を
見
下
ろ
す
ブ
リ
ュ
ン
デ
ル
高ア

ル

プ

原
牧
場
で
は
今
日
で
も
な
お
酪
農
夫
た
ち
の
夕
べ
の
呼
び
掛
け
の
内
に
こ
の

高ア

ル

プ

ゼ

ー

ゲ

ン

原
牧
場
の
祝
福
の
祈
り
を
聴
き
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
夕
べ
の
呼
び
掛
け
は
自
然
の
仕
事
休
め
の
静
け
さ
の
中
を
風オ

ル
ガ
ン琴

の
調
べ
や
鐘
の
響
き
の
よ
う
に
こ
よ
な
く
素
晴
ら
し
く
響
き
渡
り
、
精
霊
た
ち
の
音
楽
の
ご
と
く
あ
ら
ゆ
る
山や

ま
か
い峡
か
ら
縺も

つ

れ
合
っ
た
音

の
塊
を
谺こ

だ
ま

さ
せ
る
。
こ
れ
は
呼
び
掛
け
で
あ
り
、
祝
福
の
祈
り
で
あ
る
。
い
わ
く
。
ホ
オ
─
─
ホ
オ
─
─
ホ
オ
─
─
エ
エ
─
─
ホ
オ
。

ホ
オ
─
─
ヒ
イ
─
─
ホ
オ
─
─
ホ
オ
。
ホ
オ
、
讃
え
よ
。
ホ
オ
、
讃
え
よ
。
諸も

ろ
び
と人
よ
、
歩
み
を
留と

ど

め
よ
、
神
の
御み

名
に
お
い
て
、
我
ら

が
聖
母
様
の
御
名
に
お
い
て
。
誉ほ

む
べ
き
か
な
、
イ
エ
ー
ズ
ス
、
イ
エ
ー
ズ
ス
、
イ
エ
ー
ズ
ス
・
ク
リ
ス
ト
。
ア
ー
ヴ
ェ
・
マ
リ
ー

ア
。
ア
ー
ヴ
ェ
・
マ
リ
ー
ア
。
ア
ー
ヴ
ェ
・
マ
リ
ー
ア
。
あ
あ
、
我
ら
が
主し

ゅ

イ
エ
ー
ズ
ス
・
ク
リ
ス
ト
様
、
高ア

ル

プ

原
牧
場
の
も
の
と
さ
れ

る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
肉
体
と
霊
魂
と
譽ほ

ま

れ
と
財
産
と
を
守
り
た
ま
え
。
こ
れ
を
、
神
よ
、
し
か
し
て
我
ら
が
い
と
愛
す
る
聖
母

様
よ
、
御
心
の
ま
ま
に
な
し
た
ま
え
。
こ
れ
を
、
神
よ
、
し
か
し
て
敬
虔
な
る
聖

ザ
ン
ク
ト

ヴ
ェ
ン
デ
ル
よ
、
御
心
の
ま
ま
に
な
し
た
ま
え
。

こ
れ
を
、
神
よ
、
し
か
し
て
敬
虔
な
る
聖

ザ
ン
ク
ト

ア
ン
ト
ン
よ
、
御
心
の
ま
ま
に
な
し
た
ま
え
。
こ
れ
を
、
神
よ
、
し
か
し
て
敬け

い
け
ん虔
な
る

聖
ザ
ン
ク
ト

ロ
イ
（
ア
ロ
イ
ジ
ウ
ス
の
こ
と
）
─
─
よ
、
御
心
の
ま
ま
に
な
し
た
ま
え
。

（　
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一
四　

有ド
ラ
ッ
ヘ

翼
龍
た
ち
と
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
た
ち
の
話

　

高
い
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
の
山
上
に
は
以
前
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
た
ち
と
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
た
ち
が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
い
た
も
の
だ
。
彼
ら
は
こ
の
巨
大
な
ア
ル
プ
ス

山
塊
の
到
達
不
能
な
洞ど

う
く
つ窟
や
峡
谷
に
巣
く
っ
て
い
た
。
湖
面
を
行
く
舟ふ

な
び
と人
ら
は
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
た
ち
が
か
っ
と
開
け
た
口
か
ら
火
を
噴
き
、
長

い
焰ほ

の
お

の
尾
を
振
っ
て
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
か
ら
リ
ギ
へ
と
飛
ん
で
行
く
の
を
し
ば
し
ば
目
に
し
た
。
こ
う
し
た
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
の
一
頭
が
あ
る
時
夜

に
リ
ギ
か
ら
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
に
飛
び
帰
っ
て
来
た
。
ホ
ル
ン
生
ま
れ
の
農
夫
が
、
畜
群
の
番
を
し
て
い
て
、
そ
の
姿
を
見
た
。
す
る
と
そ

の
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
は
石
を
一
つ
落
と
し
て
よ
こ
し
た
。
こ
れ
は
球
形
弾
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
て
、
燃
え
る
よ
う
に
熱
か
っ
た
。
こ
の
石
を
小

刀
の
先
に
乗
る
く
ら
い
の
量
搔か

き
取
っ
て
、
病
人
に
服の

ま
せ
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
に
効
き
目
が
あ
っ
た
。
ま
た
あ
る
時
に
は
、
ぞ
っ

と
す
る
ほ
ど
大
き
な
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
が
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
湖
か
ら
ロ
イ
ス
川
を
泳
ぎ
上
っ
て
行
く
の
が
目
撃
さ
れ
た
。

　

か
つ
て
あ
る
桶お

け

屋
だ
か
樽た

る

作
り
だ
か
が
ル
ツ
ェ
ル
ン
か
ら
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
へ
と
や
っ
て
来
た
。
樽
の
箍た

が

に
す
る
木
材
と
樽
板
の
原
料
を

探
す
た
め
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
道
に
踏
み
迷
い
、
日
は
と
っ
ぷ
り
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
突
然
深
い
谷
に
落
ち
た
。
谷
底
は
ぬ
か

る
ん
で
い
た
。
夜
が
明
け
る
と
男
に
は
こ
の
深
み
に
い
ず
れ
も
大
き
な
洞
窟
に
通
じ
る
二
つ
の
入
り
口
が
あ
る
の
が
見
え
た
。
そ
し
て

こ
の
洞
窟
の
ど
ち
ら
に
も
恐
ろ
し
げ
な
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
が
入
っ
て
い
た
。
そ
の
姿
に
男
は
た
ま
ら
な
く
怖
く
な
っ
た
が
、
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
た
ち
は
何
の

危
害
も
加
え
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
時
時
湿
っ
た
、
塩
気
の
あ
る
石
を
舐な

め
る
の
で
、
男
も
や
む
な
く
そ
う
し
て
み
る
と
、
な
ん
と
か
露

命
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
ま
る
一
冬
続
い
た
の
で
あ
る
。
春
が
こ
の
地
に
到
来
す
る
と
、
大
き
い
方
の
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
は
起
き
上
が

り
、
ざ
あ
っ
と
い
う
大
き
な
音
と
と
も
に
じ
め
じ
め
し
た
穴
か
ら
飛
び
去
っ
た
。
も
う
一
頭
の
小
さ
い
方
は
い
つ
ま
で
も
樽
作
り
の
周

囲
を
這は

い
回
り
、
ま
る
で
、
男
も
一
緒
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
よ
、
と
分
か
ら
せ
た
い
か
の
よ
う
に
、
好い

い
子
、
好
い
子
、

と
い
っ
た
素
振
り
を
し
た
。
哀
れ
な
男
は
、
神
と
聖
者
レ
オ
ダ
ー
ガ
ー
に
対
し
、
こ
の
龍
の
洞
窟
か
ら
逃
れ
出
る
こ
と
が
叶か

な

い
ま
す
な
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ら
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
な
る
ホ
ー
フ
の
司シ

ュ
テ
ィ
フ
ツ
キ
ル
ヒ
ェ

教
座
教
会
に
御ご

ミ
サ
用
の
素
晴
ら
し
い
祭
服
を
ご
寄
進
申
し
ま
す
、
と
誓
い
、
二
番
目
の
龍
が
飛

び
上
が
ろ
う
と
し
た
時
、
そ
の
尻し

っ
ぽ尾
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
、
と
も
に
空
中
に
上
が
っ
た
。
こ
う
し
て
再
び
日
の
当
た
る
場
所
に
出
る
と
、

手
を
放
し
、
家
族
の
許
に
帰
り
着
い
た
。
け
れ
ど
も
彼
は
そ
れ
か
ら
そ
う
長
く
は
生
き
な
か
っ
た
。
物
を
食
べ
る
習
慣
が
全
く
無
く

な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
が
、
約
束
と
誓
い
は
守
り
、
壮
麗
な
ミ
サ
用
祭
服
を
調
え
て
、
服
地
の
上
に
事
の
顛て

ん
ま
つ末
を
悉し

っ
か
い皆
刺し

し
ゅ
う繍
さ

せ
、
一
部
始
終
を
教
会
記
録
簿
に
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
奇
譚
は
一
四
一
〇
年
、
な
い
し
一
四
二
〇
年
に
起
こ
っ
た
由
で
、
そ
の

年
の
十
一
月
六
日
か
ら
翌
年
の
四
月
十
日
ま
で
樽
作
り
は
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
た
ち
の
と
こ
ろ
で
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

一
五　

ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
と
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍

　

ヴ
ュ
レ
ン
と
い
う
、
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
村
に
一
人
の
男
が
住
ん
で
い
て
、
そ
の
名
を
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
と
い
っ

た
。
さ
て
、
そ
の
近
く
、
山
の
麓ふ

も
と

の
上
の
方
に
一
頭
の
お
ぞ
ま
し
い
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
が
巣
く
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
人
間
や
ら
家
畜
や
ら
を
喰く

ら
い
、
そ
の
地
方
一
帯
を
荒
廃
さ
せ
た
の
で
、
周
辺
の
人
人
た
ち
は
こ
や
つ
を
ヴ
ュ
レ
ン
荒
し
と
呼
ん
だ
。
と
こ
ろ
で
住
民
ヴ
ィ
ン
ケ

ル
リ
ー
ト
は
か
ね
て
あ
る
殺
人
行
為
の
ゆ
え
に
死
刑
を
宣
告
さ
れ
、
逃
亡
中
だ
っ
た
の
だ
が
、
皆
が
こ
の
身
を
元
通
り
受
け
入
れ
て
く

れ
る
な
ら
、
あ
の
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
を
退
治
し
て
み
せ
よ
う
、
と
知
ら
せ
て
来
た
。
人
人
は
喜
ん
で
こ
の
闘
い
を
許
可
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
は

鋭
い
剣
を
得
物
と
し
、
左
手
に
は
盾
の
代
わ
り
に
茨い

ば
ら

の
束
を
携
え
た
。
龍
が
突
進
し
て
来
る
と
、
彼
は
相
手
の
か
っ
と
開
い
た
口
の

中
に
こ
の
茨
の
束
を
突
っ
込
ん
だ
。
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
に
と
っ
て
は
一
遍
に
な
ん
と
も
た
く
さ
ん
の
爪つ

ま
よ
う
じ

楊
枝
を
入
れ
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
。
ど
た

ん
ば
た
ん
と
の
た
う
ち
回
り
だ
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
隙
を
窺う

か
が

い
、
剣
を
し
っ
か
り
構
え
て
胴
中
を
貫
い
た
。
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
は
斃た

お

れ
て
死

に
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
の
剣
は
龍
の
血
に
ま
み
れ
た
。
勝
利
者
と
な
っ
た
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
は
喜
び
勇
ん
で
高
高
と
剣
を
打
ち
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振
っ
た
。
こ
う
し
て
命
を
拾
っ
た
わ
け
だ
が
、
し
か
し
、
結
局
す
ぐ
さ
ま
そ
れ
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
剣
か
ら
龍
の
毒

血
が
流
れ
落
ち
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
の
腕
と
手
に
滴し

た
た

り
、
こ
れ
が
地
獄
の
火
の
よ
う
に
す
ぐ
さ
ま
燃
え
上
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

勇
士
は
こ
の
火
傷
の
せ
い
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
お
蔭か

げ

で
こ
の
土
地
は
救
わ
れ
た
。
龍
の
洞ど

う
く
つ窟
は
今
日
も
な
お
、
あ
れ
が
そ
う
だ
、

と
示
さ
れ
る
。

　

ベ
ル
ン
の
地
の
真
ん
中
に
あ
る
ブ
ル
ク
ド
ル
フ
の
近
郊
に
ま
た
別
の
龍
の
洞
窟
な
る
も
の
が
あ
る
。
昔
二
人
の
レ
ン
ツ
ブ
ル
ク
の
公

爵
が
狩
り
に
出
掛
け
た
。
二
人
は
兄
弟
で
、
ジ
ュ
ン
ト
ラ
ム
と
ベ
ル
ト
ラ
ム
と
い
う
名
だ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
グ
ン
ト
ラ
ム
と
ヴ
ァ
ル

ト
ラ
ム
と
す
る
説
も
あ
る
。
で
、
彼
ら
は
深
い
森
に
分
け
入
り
、
と
あ
る
荒
涼
と
し
た
断
崖
の
畔ほ

と
り

に
や
っ
て
来
た
。
こ
こ
に
は
お
ぞ

ま
し
い
龍
が
棲す

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
や
つ
も
ま
た
周
辺
の
土
地
を
人
跡
稀
に
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
龍
は
若
い
猟
師
た
ち
を
目
に

す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
突
進
、
弟
の
ベ
ル
ト
ラ
ム
を
そ
の
で
か
い
口
で
ま
る
ご
と
ぐ
い
っ
と
呑
み
込
ん
だ
。
し
か
し
ジ
ュ
ン
ト
ラ
ム
は
勇

気
凛り

ん
り
ん凛
龍
に
打
っ
て
掛
か
り
、
そ
の
首
を
刎は

ね
、
胴
体
を
切
り
開
き
、
弟
を
助
け
出
し
た
。
弟
は
ま
だ
生
き
て
い
た
。
そ
の
後
兄
弟
は

こ
の
場
所
に
聖
女
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
を
記
念
し
て
礼
拝
堂
を
建
立
、
一
枚
の
絵
を
掲
げ
て
こ
の
事
績
を
末
代
ま
で
伝
え
た
。

一
六　

カ
ス
テ
レ
ン
高ア

ル

プ

原
牧
場

　

カ
ス
テ
レ
ン
高ア

ル

プ

原
牧
場
に
あ
る
豊
か
な
農
夫
が
住
ん
で
い
て
、
数
多
く
の
畜
群
と
数
多
く
の
牧
草
地
を
持
っ
て
い
た
。
山
の
下
の
ク

リ
エ
ン
ス
に
そ
の
貧
し
い
お
ば
が
い
た
。
お
ば
は
寡や

も
め婦
で
、
娘
が
一
人
し
か
お
ら
ず
、
こ
れ
と
一
緒
に
食
う
や
食
わ
ず
の
暮
ら
し
を
し

て
お
り
、
重
い
痛
風
で
寝
込
ん
で
も
い
た
。
そ
こ
で
女
の
子
は
高ア

ル

プ

原
牧
場
の
金
持
ち
の
従い

と
こ兄
の
と
こ
ろ
へ
登
っ
て
行
き
、
な
に
が
し
か

の
援
助
を
頼
も
う
、
と
決
心
し
た
。
こ
の
子
が
高ア

ル

プ

原
牧
場
に
到
着
し
た
時
、
恐
ろ
し
い
雷
雨
が
起
こ
っ
た
が
、
も
ら
え
た
の
は
慰
め
で
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）
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も
贈
り
物
で
も
な
く
、
嘲あ

ざ
け

り
と
罵の

の
し

り
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
上
嵐
が
ひ
ど
く
な
り
そ
う
な
の
に
、
山
の
上
で
追
い
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

娘
は
健け

な
げ気
に
も
嵐
を
つ
い
て
歩
き
、
や
っ
と
の
こ
と
で
あ
る
酪
農
夫
の
小
屋
に
辿た

ど

り
着
い
た
。
こ
れ
は
娘
の
恋
人
の
ア
ー
ロ
イ
ス
で
、

有
り
合
わ
せ
の
小
さ
な
乾チ

ー
ズ酪
を
彼
女
と
そ
の
母
親
の
た
め
に
く
れ
た
。
少
女
は
足
取
り
も
せ
わ
し
く
急
い
で
山
を
下
っ
た
が
、
滑
り
や

す
い
草
地
で
足
を
滑
ら
せ
、
転
倒
し
た
。
そ
の
拍
子
に
持
っ
て
い
た
乾チ

ー
ズ酪
が
谷
に
転
げ
、
止
め
る
間
も
な
く
行
き
着
き
よ
う
の
な
い
巖い

わ

の
裂
け
目
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
哀
れ
な
少
女
が
泣
き
な
が
ら
し
ょ
ん
ぼ
り
と
転
げ
落
ち
て
し
ま
っ
た
乾チ

ー
ズ酪
の
行
方
を
眺
め
て
い
る

と
、
何
か
が
手
を
ぎ
ゅ
っ
と
摑つ

か

ん
だ
の
で
死
ぬ
ほ
ど
び
っ
く
り
し
た
。
傍
に
立
っ
て
い
た
の
は
な
ん
と
も
ま
あ
ち
っ
ぽ
け
な
白
髪
の

群ヘ
ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
で
、
背
中
に
あ
の
失
く
し
て
し
ま
っ
た
高ア

ル

ペ

ン

チ

ー

ズ

原
牧
場
乾
酪
の
、
お
お
よ
そ
石
臼
四
分
の
一
く
ら
い
の
大
き
さ
の
塊
を
背
負

い
、
片
手
に
薬
草
の
小
さ
い
束
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
言
う
に
は
「
こ
の
乾チ

ー
ズ酪
を
家
へ
持
っ
て
帰
り
、
そ
れ
か
ら
母
さ
ん
に
こ
の
薬

草
で
茶
を
淹い

れ
て
や
る
と
い
い
。
も
う
、
だ
あ
れ
も
助
け
て
く
れ
や
し
な
い
、
と
泣
き
叫
ぶ
で
な
い
ぞ
」。
─
─
一
方
上
の
高
い
山
地

で
は
嵐
が
ま
だ
荒
れ
狂
い
続
け
て
お
り
、
途
方
も
な
く
恐
ろ
し
い
勢
い
で
、
さ
な
が
ら
こ
の
世
の
終
わ
り
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
ご

ろ
ご
ろ
、
ご
う
ご
う
、
ば
り
ば
り
、
と
音
が
し
て
い
た
。
女
の
子
が
母
親
の
許も

と

に
戻
る
と
、
例
の
乾チ

ー
ズ酪
は
ご
く
重
た
い
黄
金
の
塊
に
変

わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
薬
草
茶
を
飲
む
と
母
親
は
全
く
健
や
か
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
カ
ス
テ
レ
ン
高ア

ル

プ

原
牧
場
に
は
嵐
の
最
中
地
滑

り
が
襲
い
掛
か
り
、
牧
草
地
を
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
し
、
畜
群
を
殺
し
、
高ア

ル

ペ

ン

チ

ー

ズ

原
牧
場
乾
酪
く
ら
い
の
大
き
さ
の
石
が
吝け

ち

ん
坊ぼ

う

の
従
兄
の
片

足
を
打
ち
砕
い
た
。
そ
の
後
そ
れ
で
も
こ
の
男
は
お
ば
の
家
へ
び
っ
こ
を
引
い
て
や
っ
て
来
て
、
物
乞
い
を
し
た
。

一
七　

おブ
リ
ュ
ー
メ
リ
ス

花
の
高ア

ル

プ

原
牧
場

　

ベベ
ル
ナ
ー
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ト

ル
ン
州
高
地
帯
に
は
ク
ラ
リ
ー
デ
ン
と
呼
ば
れ
る
山
並
み
が
あ
る
が
、
そ
の
山
上
に
は
か
つ
て
素
晴
ら
し
い
牧
草
地
が
数
あ
り
、
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ど
れ
も
こ
れ
も
こ
の
上
な
く
効
き
目
の
あ
る
薬
草
や
花
で
一
杯
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
ど
の
牝め

う
し牛
も
毎
日
三
度
乳
を
搾
る
こ
と

が
で
き
、
搾
乳
の
た
び
に
乳
桶お

け

に
二
マ
ー
ス
半
も
採
れ
た
。
や
は
り
そ
こ
の
あ
る
高ア

ル

プ

原
牧
場
の
話
だ
が
、
こ
れ
は
殊
の
外
美
し
く
、
草

地
が
豊
か
で
、
一
面
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
おブ

リ
ュ
ー
メ
リ
ス

花
の
高ア

ル

プ

原
牧
場
と
も
呼
ば
れ
た
。
そ
こ
に
あ
る
裕
福
な
牧
人
が
家
を
構

え
て
い
た
が
、
こ
の
家
は
満
足
の
行
く
立
派
さ
と
は
ど
う
に
も
思
え
な
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
の
が
欲
し
く
な
っ
た
。
そ

こ
で
大
き
な
新
宅
を
建
て
、〔
家
の
出
入
り
口
に
通
じ
る
〕
階
段
を
そ
っ
く
り
乾チ

ー
ズ酪
だ
け
で
作
り
、
そ
こ
を
ご
く
好
い
仲
の
酪
農
婦
と

愛
犬
と
か
わ
い
が
っ
て
い
る
牝
牛
と
と
も
に
昇
り
降
り
し
た
。
乾チ

ー
ズ酪
の
階
段
が
汚
れ
る
と
、
乳
で
洗
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
下
の
谷
に
こ

の
牧
人
の
信
心
深
い
母
親
が
住
ん
で
い
た
。
彼
女
は
息
子
の
冒ぼ

う
と
く
ざ
た

瀆
沙
汰
と
神
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
所
業
に
つ
い
て
皆
目
知
ら
な
か
っ

た
。
あ
る
時
、
日
曜
日
の
こ
と
、
おブ

リ
ュ
ー
メ
リ
ス

花
の
高ア

ル

プ

原
牧
場
に
登
っ
て
行
き
、
酪
農
小
屋
を
訪
ね
よ
う
と
し
た
。
着
い
て
み
る
と
、
と
て
も

喉の
ど

が
渇
い
て
い
た
の
で
、
何
か
元
気
づ
け
の
飲
み
物
を
お
く
れ
、
と
頼
ん
だ
。
例
の
酪
農
婦
は
老
女
が
や
っ
て
来
る
の
が
厭い

や

で
厭
で

し
ょ
う
が
な
か
っ
た
し
、
息
子
も
そ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
に
二
人
は
、
老
女
に
あ
れ
こ
れ
咎
め
立
て
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配

だ
っ
た
。
そ
こ
で
老
女
を
す
ぐ
に
ま
た
下
へ
追
い
返
し
た
か
っ
た
。
で
、
老
女
が
飲
ん
で
み
る
と
、
な
ん
と
も
恥
知
ら
ず
な
こ
と
に
乳

の
上
に
砂
が
撒ま

か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
老
女
は
す
ぐ
さ
ま
く
る
り
と
向
き
を
変
え
て
立
ち
去
り
、
高ア

ル

プ

原
牧
場
を
歩
き
下
る

と
、
下
で
立
ち
止
ま
り
、
両
手
を
高
く
上
げ
て
、
神
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
者
ど
も
を
呪じ

ゅ
そ詛
し
た
。
た
ち
ど
こ
ろ
に
嵐
が
起
こ
り
、
最

後
の
審
判
の
日
が
到
来
し
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
事
実
おブ

リ
ュ
ー
メ
リ
ス

花
の
高ア

ル

プ

原
牧
場
と
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
た
生
き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
に

は
最
後
の
日
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
牧
人
と
酪
農
婦
、
牝
牛
と
犬
─
─
家
と
農
場
の
一
切
─
─
、
こ
れ
ら
全
て
が
滅
亡
し
、
高ア

ル

プ

原
牧
場

は
氷
河
氷ご

お
り

と
砕さ

い
せ
つ
が
ん

屑
岩
で
覆
わ
れ
た
。
そ
の
後
こ
の
荒
涼
と
し
た
曠こ

う
や野
を
例
の
牧
人
の
亡
霊
が
う
ろ
つ
き
回
り
、
こ
ん
な
嘆
き
の
唄
を

歌
っ
た
。
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お
い
ら
と
お
い
ら
の
カ
ト
リ
ー
ン
、

お
い
ら
の
牝
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
リ
ン
、

犬
の
リ
ー
ン
は
い
つ
ま
で
も

居お

ら
に
ゃ
あ
な
ら
ぬ
、
ク
ラ
リ
ー
デ
。

　

こ
ん
な
伝
説
が
あ
る
。
い
つ
か
聖カ

ー
ル
フ
ラ
イ
タ
ー
ク

金
曜
日
に
だ
れ
か
信
心
深
い
酪
農
夫
が
、
手
袋
に
茨い

ば
ら

の
棘と

げ

を
つ
け
て
、
一
切
無
言
で
か
の
幽
霊

牝
牛
の
乳
を
搾
り
終
わ
れ
ば
、
こ
の
う
ろ
つ
き
回
る
亡
霊
た
ち
は
救
済
さ
れ
る
の
だ
、
と
。
あ
る
時
、
そ
れ
を
や
っ
て
み
た
者
が
い

た
。
牝
牛
は
棘
の
せ
い
で
苛い

ら
い
ら苛
と
身
動
き
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
桶
を
も
う
半
分
一
杯
に
し
た
。
す
る
と
ど
こ
か
の
男
が
ぽ
ん
と
そ

の
肩
を
叩
い
て
、「
泡
立
ち
具
合
は
充
分
か
ね
」
と
訊
ね
た
。
─
─
酪
農
夫
は
口
を
利
か
な
い
と
い
う
条
件
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
、「
お

お
さ
、
よ
く
泡
だ
っ
て
ら
あ
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
─
─
と
、
突
然
牝
牛
は
体
を
振
り
放
し
、
足
で
桶
を
引
っ
繰
り
返
す
と
、
消
え

失
せ
た
。
か
く
し
て
おブ

リ
ュ
ー
メ
リ
ス

花
の
高ア

ル

プ

原
牧
場
の
亡
霊
た
ち
は
救
済
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
。

一
八　

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
現
れ
た
永
遠
の
ユ
ダ
ヤ
人

　

南
国
の
地
〔
＝
イ
タ
リ
ア
〕
と
、
そ
の
名
も
既
に
イ
タ
リ
ア
語
で
呼
ば
れ
る
高
峰
モ
ン
テ
・
ロ
ー
ザ
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ず
、
ア
ル
プ

ス
山
脈
に
突と

っ
こ
つ兀
と
聳そ

び

え
立
つ
巨
大
な
山
塊
は
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
と
い
う
名
で
、
そ
の
下
に
は
氷
河
を
一
つ
持
つ
マ
ッ
タ
ー
山ベ

ル
ク

が
あ
る
。

こ
の
氷
河
か
ら
流
れ
落
ち
る
水
は
フ
ィ
ス
パ
ー
川
と
な
る
。
こ
の
川
波
は
や
は
り
ド
イ
ツ
の
地
を
指
し
て
う
ね
り
下
っ
て
行
く
の
で
あ

る
。
そ
の
高
み
、
今
は
荒
涼
と
し
た
沈
黙
が
た
む
ろ
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
氷
河
の
氷
が
轟ご

う
ぜ
ん然
と
砕
け
る
だ
け
の
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場
所
に
、
そ
の
昔
繁
華
な
町
が
あ
っ
た
、
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。
そ
こ
へ
永と

こ
し
え久
に
休
息
す
る
こ
と
の
な
い
旅
路
の
途
中
、
か
の
永

遠
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
も
し
く
は
─
─
ス
イ
ス
で
の
言
い
方
だ
と
─
─
歩
き
づ
め
の
ユ
ダ
ヤ
人
も
ま
た
や
っ
て
来
た
、
と
の
こ
と
。
町
の
人

た
ち
は
彼
を
見
て
、
歩
き
づ
め
の
ユ
ダ
ヤ
人
だ
、
と
分
か
っ
た
が
、
家
へ
迎
え
入
れ
よ
う
と
す
る
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
歩
き
づ

め
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
人
人
の
無
情
さ
を
悲
し
ん
で
立
ち
去
り
な
が
ら
、
こ
う
言
っ
た
。「
今
わ
た
し
の
目
の
前
に
は
町
が
あ
る
。
し
か
し
、

わ
た
し
が
再
び
こ
の
地
に
来
る
時
に
は
、
こ
こ
に
は
牧
草
が
生
え
、
木
木
が
そ
こ
こ
こ
に
立
ち
、
大
き
な
巖い

わ

が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
も
は
や
家
家
も
、
幾
筋
も
の
通
り
も
、
市
壁
も
、
塔
の
数
数
も
見
ら
れ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

か
ら
そ
の
後
ま
た
し
て
も
わ
た
し
が
こ
の
地
に
至
る
時
に
は
、
牧
草
も
薬
草
も
、
木
木
も
石
も
も
は
や
見
ら
れ
ず
、
あ
る
の
は
た
だ
雪

と
氷
の
み
で
、
わ
た
し
が
今
後
彷さ

ま
よ徨
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
限
り
の
間
こ
れ
ら
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」。
─
─
そ
し
て
な
に
も
か

も
歩
き
づ
め
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
言
っ
た
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
歩
き
づ
め
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
こ
の
世
の
終
わ
り
ま
で
彷
徨
い
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
我
ら
が
救
世
主
が
死
へ
の
道
を
辿た

ど

ら
れ
た
折
、
自
分
の
家
の
前
で
主し

ゅ

が
休
息
な
さ
る
の
を
許
さ
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
百
歳
に
な
る
た
び
に
、
ゴ
ル
ゴ
タ
指
し
て
歩
ま
れ
た
我
ら
が
救
世
主
と
同
じ
若
さ
に
戻
る
の
だ
。

　

山
の
ず
っ
と
下
、
高
み
か
ら
ニ
コ
ラ
イ
谷タ

ー
ル

へ
と
入
る
フ
ィ
ス
パ
ー
谷タ

ー
ル

の
ヴ
ァ
イ
ス
ホ
ル
ン
の
下
に
村
が
一
つ
あ
っ
て
、
そ
の
名
を

テ
ー
シ
ュ
と
い
う
。
テ
ー
シ
ュ
の
右
手
上
方
の
日
当
た
り
の
良
い
牧
草
地
に
や
は
り
同
名
の
村
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
昔
裕
福
な
農
婦
が

い
て
、
ア
ン
ケ
（
乳ク

リ
ー
ム脂
の
こ
と
）
の
入
っ
た
鍋な

べ

を
火
の
上
に
掛
け
て
煮
て
い
た
。
上
等
の
牛バ

タ
ー酪
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
へ
貧
し
げ
な
老
人
が
入
っ
て
来
て
、
そ
の
ア
ン
ケ
を
ど
う
か
少
し
食
べ
さ
せ
て
欲
し
い
、
ひ
も
じ
く
て
た
ま
ら
な
い
、
と
頼
ん
だ
。

「
と
っ
と
と
行
っ
ち
ま
う
が
え
え
、
こ
の
ろ
く
で
な
し
」
と
女
は
言
っ
た
。「
お
ま
え
み
た
い
な
浮
浪
人
に
や
る
物
な
ん
ざ
、
こ
こ
に
ゃ

あ
何
も
あ
り
ゃ
し
ね
え
だ
」。
─
─
「
お
お
、
お
か
み
さ
ん
や
」
と
男
。「
あ
ん
た
が
な
ん
ぞ
わ
し
に
恵
ん
で
く
れ
て
い
た
ら
、
わ
し

は
、
決
し
て
空
に
な
ら
な
い
よ
う
に
こ
の
鍋
を
祝
福
し
て
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
た
が
、
こ
う
と
な
っ
た
ら
、
村
中
が
呪
わ
れ
る
が
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）
 57

（　

）
 58



158

武蔵大学人文学会雑誌　第 44 巻第 1・2 号

い
い
」。
─
─
す
る
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
高
み
の
ア
イ
マ
の
峰
と
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
が
凄す

さ

ま
じ
い
音
を
轟と

ど
ろ

か
せ
て
崩
れ
落
ち
、
巖が

ん
か
い塊
ま
た

巖
塊
を
ど
っ
と
ぶ
ち
ま
け
た
の
で
、
村
全
体
が
巖が

ん

屑せ
つ

の
下
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
村
の
教
会
の
祭
壇
の
表
面
の
他
は
何
も
見
え
な
く

な
っ
た
。
そ
し
て
今
は
、
村
を
覆
っ
て
い
る
プ
ラ
ボ
ー
ニ
ュ
氷
河
を
源
と
す
る
せ
せ
ら
ぎ
が
、
こ
の
祭
壇
を
越
え
、
狭
い
峡
谷
を
抜
け

て
テ
ー
シ
ュ
を
目
指
し
、
フ
ィ
ス
プ
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。

一
九　

巖い
わ
か
べ壁
の
聖
母

　

テ
ー
シ
ュ
の
下
方
、
聖

ザ
ン
ク
ト

ニ
コ
ラ
ウ
ス
村
が
ニ
コ
ラ
イ
谷タ

ー
ル

の
ど
ん
詰
ま
り
に
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
、
下
界
か
ら
山

に
登
っ
て
来
る
者
に
と
っ
て
は
谷
へ
の
入
り
口
に
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
聖

ザ
ン
ク
ト

ニ
コ
ラ
ウ
ス
村
を
睥へ

い
げ
い睨
し
て
レ
テ
ィ
山
が

屹き
つ
り
つ立
し
て
い
る
。
そ
の
険
し
い
巖
壁
が
一
つ
、
谷
に
面
し
て
い
る
。
こ
の
巖
壁
に
石
で
で
き
た
小
さ
な
聖
母
の
御お

像
が
立
っ
て
い
る
。

以
前
こ
れ
は
下
の
道
端
に
あ
っ
た
。
あ
る
男
が
こ
の
御
像
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
一
向
聴
き
届
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
次
に

や
っ
て
来
た
時
、
御
像
を
捉つ

か

ま
え
て
汚
物
を
投
げ
つ
け
た
。
す
る
と
御
像
は
泣
い
た
。
そ
れ
な
の
に
男
は
も
う
一
度
投
げ
つ
け
た
。
す

る
と
御
像
は
か
の
巖
壁
の
上
高
く
に
飛
び
上
が
り
、
今
度
は
そ
こ
に
立
っ
た
。
だ
れ
も
そ
こ
ま
で
行
き
着
け
な
か
っ
た
。
谷
の
住
人
は

こ
れ
を
嘆
い
た
。
こ
れ
ま
で
人
人
は
こ
の
可か

わ
い愛
ら
し
い
御
像
が
大
好
き
で
と
て
も
敬
っ
て
い
た
の
で
、
な
ん
と
か
ま
た
下
へ
降
り
て
来

て
欲
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
巖
壁
の
巖
は
嶮け

ん
そ岨
に
過
ぎ
、
こ
れ
を
攀よ

じ
登
る
こ
と
は
だ
れ
に
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
ん
な

高
さ
ま
で
届
く
梯は

し
ご子
な
ど
あ
り
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
聖

ザ
ン
ク
ト

ニ
コ
ラ
ウ
ス
村
の
村
会
で
一
同
は
衆
議
一
決
、上
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
大
勢
が
レ
テ
ィ
の
峰
に
登と

う
は
ん攀
、
あ
ら
か
じ
め
い
く
つ
も
目
印
を
つ
け
て
お
い
た
の
で
、
御
像
の
ち
ょ
う
ど
上

の
方
か
ら
男
が
一
人
、
強き

ょ
う
じ
ん靱
な
綱
で
吊
り
下
ろ
さ
れ
、
こ
れ
が
お
像
を
持
ち
上
げ
て
来
る
手
筈
だ
っ
た
。
早
く
も
男
は
も
う
ち
ょ
っ

（　

）
 59



159

『ドイツ伝説集』試訳（その一）　鈴木　滿　訳・注

と
で
御
像
だ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
降
り
、
御
像
が
ち
ゃ
ん
と
立
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
そ
の
時
、
綱
が
ど
ん
ど
ん
細
く
な
っ
て
細

引
き
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
、
こ
れ
は
保も

た
な
い
だ
ろ
う
、
自
分
は
無
惨
に
も
深
い
谷
底
へ
墜
落
す
る
だ
ろ
う
、
と
思
い
、

「
引
っ
張
り
上
げ
て
く
ん
ろ
、
引
っ
張
り
上
げ
て
く
ん
ろ
、
綱
が
細
く
な
っ
て
行
く
だ
よ
う
」
と
叫
ん
だ
。
─
─
け
れ
ど
も
皆
は
あ
い

か
わ
ら
ず
ど
ん
ど
ん
下
ろ
し
続
け
、
男
は
い
ま
や
御
像
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
こ
れ
な
ら
も
う
そ
れ
に
手
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
、

と
い
う
ま
で
に
な
っ
た
が
、
そ
の
時
綱
は
髪
の
毛
ほ
ど
の
細
さ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
男
は
も
う
一
度
怒
鳴
っ
た
。「
後

生
だ
か
ら
引
っ
張
り
上
げ
て
く
ん
ろ
、
さ
も
な
き
ゃ
わ
っ
ち
は
お
だ
ぶ
つ
だ
あ
」。
そ
こ
で
男
た
ち
は
彼
を
引
き
揚
げ
た
。
上
が
る
に

つ
れ
て
、
綱
は
元
通
り
ど
ん
ど
ん
太
く
強
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
聖

ザ
ン
ク
ト

ニ
コ
ラ
ウ
ス
村
の
衆
は
、
御
像
は
巖
壁
に
い
た
い
の
で
、
礼
拝
堂

に
は
入
り
た
く
な
い
の
だ
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
地
な
る
ミ
ル
ツ
ェ
山ベ

ル
ク

の
頂
き
に
あ
る
御
像
が
や
は
り
礼
拝
堂
の
中
に
安
置
さ
れ
た
が
ら

な
い
の
と
同
様
に
、
と
合
点
が
い
っ
た
し
だ
い
で
あ
る
。

二
〇　

動
物
た
ち
の
楽
園

　

マ
ッ
タ
ー
山ベ

ル
ク

の
高た

か
ね嶺
に
、
だ
れ
に
も
見
つ
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
め
っ
た
に
見
つ
か
ら
な
い
場
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
か
の
歩
き
づ

め
の
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
て
一
緒
く
た
に
呪じ

ゅ
そ詛
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
原
初
か
ら
神
に
よ
っ
て
禁
断
の
地
と
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
。
こ
こ
に
は
雪
も
氷
も
な
い
。
あ
る
の
は
陽
光
と
喜
び
、
忘
憂
と
牧
草
。
元
来
ま
ず
フ
ィ
ス
パ
ー
の
せ
せ
ら
ぎ
が
さ

ら
さ
ら
と
湧
き
出
る
の
は
こ
こ
な
の
で
あ
っ
て
、
や
が
て
し
ば
ら
く
し
て
ア
ル
プ
氷
河
の
下
か
ら
ま
た
地
表
に
流
れ
出
す
の
だ
。
こ
こ

に
動
物
た
ち
の
楽
園
が
あ
る
。
こ
こ
に
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
巖

シ
ュ
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク

山
羊
と
ア
ル
プ
ス
羚か

も
し
か羊
、〔
犬
〕
鷲わ

し

と
〔
髭ひ

げ

〕
禿は

げ
た
か鷹
、
雷
鳥
と
黒
雷

鳥
で
、
そ
れ
か
ら

山
ム
ル
メ
ル
テ
ィ
ー
ア

鼠

も
。
ど
れ
も
他
の
動
物
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
皆
平
和
に
共
存
し
て
い
る
。
た
だ
三
掛
け
る
七
年
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ご
と
に
一
度
だ
け
こ
の
ア
ル
プ
ス
動
物
界
の
山
の
楽
園
を
、
覗の

ぞ

き
見
す
る
こ
と
が
人
間
に
許
さ
れ
も
し
、
で
き
も
す
る
。
そ
こ
は
な
ん

と
も
至
福
に
満
ち
て
美
し
く
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
アア

ル

ペ

ン

ロ

ー

ゼ

ル
プ
ス
石
楠
花
や
龍

ゲ
ン
テ
ィ
ア
ー
ネ
胆
が
一
杯
に
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
覗
き
見
が
成
就
す
る

の
は
羚
羊
猟
師
二
十
人
の
う
ち
辛
う
じ
て
一
人
い
る
か
い
な
い
か
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
年
古
り
た
松
や
楓か

え
で

が
数あ

ま
た多
聳そ

び

え
立
っ
て
い
る
。

松
の
木
に
は
松
ぼ
っ
く
り
が
生な

っ
て
お
り
、
そ
の
仁じ

ん

は
扁ア

ー
モ
ン
ド桃
の
よ
う
に
甘
く
て
旨う

ま

い
。
す
な
わ
ち
松
の
実
で
あ
る
。
動
物
た
ち
の
楽

園
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
叶か

な

っ
た
者
は
、
こ
の
松
の
実
な
ら
心
行
く
ま
で
取
っ
て
賞
味
し
て
よ
い
。
た
だ
し
、
動
物
を
捉と

ら

え
、
殺

す
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
命
に
関か

か

わ
る
。
多
く
の
者
が
大
層
な
古
木
で
あ
る
神
神
し
い
篠プ

ラ
タ
ナ
ス懸
の
幹
に

自
分
が
こ
こ
に
来
た
印
と
し
て
名
前
を
刻
み
込
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
で
巖

シ
ュ
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク

山
羊
は
今
で
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
し
、

松
も
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
木
木
は
高
み
に
生
え
て
い
て
、
そ
こ
ま
で
行
く
の
は
難
し
い
。
と
い
う
の
も
こ
ん
な
言
い
伝

え
が
あ
る
の
で
。
な
る
ほ
ど
以
前
に
は
松
は
た
く
さ
ん
、
至
る
と
こ
ろ
に
生
え
て
い
た
の
だ
が
、
使
用
人
連
中
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
松
の

実
を
つ
ま
み
食
い
し
た
が
り
、
そ
う
し
て
は
仁
を
取
り
出
す
の
に
ご
大
層
な
時
間
を
費
や
し
、
の
ら
く
ら
怠
け
た
の
で
、
雇
い
主
側
は

こ
れ
ら
の
木
木
に
呪
い
を
掛
け
、
そ
の
結
果
今
で
は
木
は
実
を
付
け
な
く
な
っ
た
、
あ
る
い
は
、
木
の
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
け
な
く

な
っ
た
の
だ
、
と
。

二
一　

悪
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

魔
の
橋

　

聖
ザ
ン
ク
ト

ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
か
ら
さ
し
て
遠
か
ら
ぬ
ム
ル
ト
ホ
ル
ン
か
ら
奔ほ

ん
と
う騰
す
る
急き

ゅ
う
た
ん湍
と
な
っ
て
突
出
す
る
の
は
荒
荒
し
い
谷
川
の
ロ

イ
ス
で
あ
る
。
あ
る
高ア

ル

プ

原
牧
場
の
牧
人
が
一
人
の
酪
農
婦
に
惚ほ

れ
込
ん
で
、
し
ば
し
ば
そ
の
許も

と

を
訪
れ
た
が
、
こ
の
激
流
を
越
え
る
の

に
て
こ
ず
っ
た
。
そ
れ
に
向
こ
う
に
越
え
れ
ば
越
え
た
で
、
ま
た
、
自
分
の
小
屋
と
畜
群
へ
帰
る
の
に
川
を
こ
ち
ら
へ
渡
ら
な
け
れ
ば
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な
ら
な
か
っ
た
。
さ
て
、
あ
る
時
の
こ
と
、
ロ
イ
ス
の
水み

ず
か
さ嵩
が
ひ
ど
く
増
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
激
し
い
滝
津
瀬
と
な
っ
た
。
そ
こ
で

牧
人
は
、
川
越
し
を
し
て
恋
人
の
と
こ
ろ
へ
行
き
着
く
こ
と
は
で
き
っ
こ
な
い
、
と
看み

て
取
り
、
こ
う
叫
ん
だ
。「
え
え
、
ま
あ
、
こ

の
忌い

ま
い
ま忌
し
い
川
め
、
悪
魔
が
来
て
、
き
さ
ま
に
架
か
る
橋
を
作
っ
て
く
れ
り
ゃ
あ
な
あ
」。
─
─
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
悪
魔
が
巖い

わ
か
げ陰
か
ら

出
て
来
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
な
あ
、
お
い
、
わ
し
が
お
ま
え
の
た
め
に
橋
を
架
け
て
や
っ
た
ら
、
代
わ
り
に
何
を
く
れ
る
」。「
お
お

さ
、
お
い
ら
、
あ
ん
た
に
何
を
や
り
ゃ
あ
い
い
ん
だ
」
─
─
そ
う
牧
人
は
訊
ね
た
。「
そ
の
橋
を
真
っ
先
に
渡
る
生
き
物
の
魂
だ
よ
」

─
─
そ
う
悪
魔
は
答
え
た
。
牧
人
よ
り
早
く
渡
る
者
な
ん
ぞ
い
や
し
な
い
、
と
考
え
た
の
で
。「
お
い
ら
、
そ
れ
で
文
句
は
な
い
よ
」

と
牧
人
。
す
る
と
、「
よ
し
き
た
、〔
約
束
し
た
、
と
の
徴し

る
し

の
〕
手
打
ち
を
し
な
」
と
悪
魔
が
言
い
、
若
者
は
手
打
ち
を
し
た
。
そ
こ

で
悪
魔
は
手
下
の
地
獄
の
精
霊
ど
も
総
懸
か
り
の
助
け
を
借
り
て
、
ご
く
僅
か
な
間
に
橋
を
作
っ
た
。
で
、
そ
れ
が
で
き
あ
が
る
と
、

坐
り
込
ん
で
待
っ
た
。
け
れ
ど
も
牧
人
の
若
者
は
そ
れ
を
渡
り
な
ど
せ
ず
、
救ホ

ス
ピ
タ
ル

護
所
の
下
の
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
山
地
か
ら
一
頭
の
ア
ル
プ

ス
羚か

も
し
か羊
を
狩
り
出
す
と
、
こ
れ
を
ど
ん
ど
ん
ロ
イ
ス
の
方
へ
追
い
落
と
し
た
。
と
う
と
う
例
の
橋
ま
で
来
る
と
、
羚
羊
は
す
ば
や
く
橋

を
渡
っ
た
。
悪
魔
は
躍
り
か
か
っ
た
が
、
こ
ん
な
獲
物
だ
っ
た
の
で
〔
文
字
通
り
〕
悪
魔
の
よ
う
に
か
ん
か
ん
に
な
り
、
羚
羊
を
空
中

高
く
運
び
上
げ
る
と
、
ば
ら
ば
ら
に
引
き
裂
い
た
。
さ
て
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
牧
人
は
好
き
な
だ
け
た
び
た
び
、
の
う
の
う
と
橋

を
渡
っ
て
往
来
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
未
来
永
劫
悪

ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

魔
の
橋
と
呼
ば
れ
よ
う
に
な
っ
た
橋
に
は
別
段
大
し
て
不
気
味
な
こ
と
は

な
い
、
と
の
話
だ
し
、
ま
た
、
悪
魔
が
毎
年
そ
の
一
部
を
壊
す
の
で
、
い
つ
い
つ
ま
で
も
修
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
も
伝
え
ら

れ
る
。
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二
二　

牡シ
ュ
テ
ィ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

牛
の
小
川

　

ズ
ー
レ
ネ
ン
山ベ

ル
ク

と
そ
の
高ア

ル

プ

原
牧
場
の
草
地
か
ら
さ
さ
や
か
な
小
川
が
流
れ
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
牡シ

ュ
テ
ィ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

牛
の
小
川
と
い
う
名
だ
が
、

こ
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
エ
ン
ゲ
ル
山

ベ
ル
ク
ス
タ
ー
ル
谷
と
ウ
ル
ナ
ー
・
ラ
ン
ト
に
ま
こ
と
に
不
思
議
な
伝
説
が
あ
る
。
あ
る
高ア

ル

プ

原
牧
場
の
牧

人
だ
が
、
飼
っ
て
い
る
畜
群
に
お
気
に
入
り
の
仔こ

羊
が
い
て
、
ど
う
ま
あ
可か

わ
い愛
が
っ
て
や
っ
た
も
の
か
、
と
ん
と
分
か
ら
な
い
ほ
ど
。

そ
う
し
て
こ
の
仔
羊
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
と
い
う
名
さ
え
付
け
た
。
こ
れ
だ
け
だ
っ
た
ら
、
ま
あ
そ
ん
な
に
ひ
ど
い
話
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
牧
人
で
も
羊
飼
い
で
も
、
御
者
で
も
驢ろ

ば馬
追
い
で
も
、
自
分
の
動
物
を
、
そ
う
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
名

前
、
つ
ま
り
、
ハ
ン
ス
と
か
ミ
ヒ
ェ
ル
、
グ
レ
ー
ト
と
か
リ
ー
ゼ
の
よ
う
な
名
前
で
呼
ぶ
こ
と
は
よ
く
あ
る
か
ら
。
し
か
し
、
こ
の

ズ
ー
レ
ネ
ン
の
牧
人
は
仔
羊
を
溺
愛
す
る
こ
と
、
あ
ま
り
に
も
程
が
過
ぎ
て
、
ま
る
き
り
思
慮
分
別
を
失
く
し
て
し
ま
い
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
子
ど
も
に
す
る
よ
う
に
、
聖
な
る
三
位
一
体
の
御み

名
に
お
い
て
、
こ
の
仔
羊
に
洗
礼
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
神
様
は

嚇か
く
ど怒
し
、
仔
羊
を
お
ぞ
ま
し
い
怪
物
に
変
え
た
。
こ
の
怪
物
は
目
に
す
る
も
の
を
絶
え
ず
喰く

ら
い
続
け
、
他
の
家
畜
に
は
草
っ
葉
一
枚

見
当
た
ら
ぬ
ほ
ど
に
高ア

ル

プ

原
牧
場
全
体
を
す
っ
か
り
丸
坊
主
に
喰
い
尽
く
し
、
そ
れ
が
も
う
夜
昼
の
べ
つ
ま
く
な
し
と
い
う
有
様
。
間
も

な
く
エ
ン
ゲ
ル
山ベ

ル
ク

の
放
牧
地
は
す
っ
か
ら
か
ん
と
な
り
、
万
策
尽
き
果
て
た
。
す
る
と
近
隣
の
人
人
、
つ
ま
り
ウ
ー
リ
の
衆
の
許
に

一
人
の
遍
歴
学
生
が
や
っ
て
来
て
、
こ
れ
が
し
ま
つ
に
お
え
な
い
怪
物
を
駆
除
す
る
手
立
て
を
提
供
し
た
。
た
だ
し
こ
の
手
立
て
は

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
し
た
術
で
、
遂
行
さ
れ
る
前
に
ま
だ
ま
だ
少
な
か
ら
ぬ
草
が
高ア

ル

プ

原
牧
場
に
生
え
、
ま
だ
ま
だ
少
な
か
ら
ぬ
水
が
か

の
小
川
を
流
れ
落
ち
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
遍
歴
学
生
の
勧
め
は
こ
う
だ
っ
た
。「
皆
の
衆
、
牡お

す

の
仔
牛
を
一
頭
選
び
な
さ
れ
。

こ
れ
に
餌
と
し
て
与
え
る
の
は
絶
対
に
搾
り
た
て
の
乳
だ
け
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
最
初
の
年
は
一
頭
の
牝め

う
し牛
の
乳
を
、
二
年
目

に
は
二
頭
の
牝
牛
の
乳
を
、
と
い
っ
た
具
合
で
な
。
年
毎
に
牝
牛
の
乳
を
増
や
す
の
で
す
。
こ
う
し
て
九
年
が
き
ち
ん
と
終
わ
り
ま
し

（　
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た
ら
、
こ
の
牡お

う
し牛
を
汚
れ
を
知
ら
ぬ
生き

む
す
め娘
の
手
で
例
の
高ア

ル

プ

原
牧
場
に
連
れ
て
行
か
せ
な
さ
れ
。
さ
す
れ
ば
こ
の
牡
牛
は
か
の
怪
物
と

闘
っ
て
、
こ
れ
を
退
治
い
た
す
で
ご
ざ
ろ
う
」。
そ
こ
で
ウマ

マ
ル
ン
の
人
人
は
厩き

ゅ
う
し
ゃ舎
を
一
つ
建
て
、
そ
こ
で
牡
牛
の
仔
牛
を
一
頭
育
て
る

と
い
う
し
だ
い
に
な
っ
た
。
今
日
で
も
そ
の
場
所
は
そ
れ
と
示
さ
れ
る
し
、
こ
れ
は
牡シ

ュ
テ
ィ
ー
レ
ン
ガ
ー
デ
ン

牛
の
部
屋
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
て
、
九
年

が
き
ち
ん
と
終
わ
る
と
一
人
の
汚
れ
を
知
ら
ぬ
生
娘
が
こ
の
牡
牛
を
山
の
上
へ
と
連
れ
て
行
っ
て
放
し
た
。
す
ぐ
さ
ま
お
ぞ
ま
し
い
怪

物
が
出
現
、
牡
牛
は
こ
れ
目
掛
け
て
突
進
し
、
長
い
こ
と
、
き
わ
め
て
激
し
く
こ
れ
と
闘
っ
た
。
そ
し
て
遂
に
相
手
に
打
ち
勝
っ
て
突

き
殺
し
た
の
で
あ
る
。
闘
い
で
体
が
火ほ

て照
り
き
っ
た
牡
牛
は
小
川
へ
と
走
っ
て
行
き
、
際
限
も
な
く
水
を
飲
み
に
飲
み
、
と
う
と
う

が
っ
く
り
く
ず
お
れ
て
、
こ
れ
ま
た
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
小
川
は
牡シ

ュ
テ
ィ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

牛
の
小
川
な
る
名
を
授
か
っ
た
。
小
川
の
上
手
に
は

い
ま
だ
に
巖い

わ

に
刻
み
込
ま
れ
た
牡
牛
の
蹄ひ

づ
め

の
跡
が
見
ら
れ
る
。
恐
ろ
し
い
山
の
妖
怪
と
の
闘
い
の
最
中
、
牡
牛
は
こ
の
巌
に
〔
後
〕

足
を
突
っ
張
っ
た
の
で
あ
る
。

二
三　

よベ
ッ
サ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

り
良
き
石

　

ア
ー
ル
ガ
ウ
、
す
な
わ
ち
、
ロ
イ
ス
川
と
リ
マ
ー
ト
川
が
ア
ー
ル
川
に
、
そ
し
て
ア
ー
ル
川
が
ラ
イ
ン
に
流
れ
込
む
地ガ

ウ域
に
、
ガ
イ

ス
山ベ

ル
ク

が
聳
え
て
い
る
。
そ
の
頂
き
に
騎
士
の
城
塞
の
廃
墟
が
残
っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ン
ゲ
ン
の
さ
る
殿
が
こ
の
上
も
な
く
壮
麗
か
つ
堅

固
に
こ
の
城
を
建
て
、
心
底
こ
れ
を
喜
び
、
こ
こ
で
幸
せ
な
老
年
を
楽
し
も
う
、
そ
し
て
、
人
に
は
穏
や
か
か
つ
寛
容
に
ふ
る
ま
い
、

子
孫
た
ち
に
は
誠
実
な
父
た
ら
ん
、
と
考
え
た
。
築
城
主
の
子
息
た
ち
と
地ガ

ウ域
一
円
の
友
人
知
己
は
一
堂
に
会
し
、
把フ

ン

ペ

ン

手
付
き
の
大
杯

を
巡
ら
し
た
。
フ
ィ
リ
ン
ゲ
ン
の
騎
士
は
子
息
た
ち
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た
。「
さ
あ
、
見
る
が
よ
い
、
こ
こ
が
な
ん
と
住
み
心
地

が
よ
い
か
。
こ
の
地
方
は
す
ば
ら
し
く
、
我
ら
は
精
励
な
家
来
た
ち
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
ぐ
る
り
の
村
村
の
真
ん
中
に
こ
の
堂
堂
た
る

（　

）
 71



164

武蔵大学人文学会雑誌　第 44 巻第 1・2 号

城
塞
が
あ
る
。
こ
れ
は
敵
に
は
要
害
堅
固
、
味
方
に
は
自
由
開
放
、
迫
害
さ
れ
る
者
た
ち
に
は
避
難
の
場
、
困
窮
し
た
者
た
ち
に
は
救

護
所
な
の
だ
。
わ
し
は
、
か
く
あ
れ
か
し
、
と
望
ん
で
作
っ
た
」
と
。

　

─
─
「
さ
よ
う
、
父
上
」
と
子
息
た
ち
。「
こ
れ
は
ま
っ
こ
と
天あ

っ
ぱ晴
れ
な
防ぼ

う
ぎ
ょ禦
の
砦と

り
で

と
な
り
申
し
た
。
役
立
た
ず
の
民
ど
も
が
背
こ

う
が
背
く
ま
い
が
、
我
ら
は
こ
こ
か
ら
是
が
非
で
も
言
う
こ
と
を
聞
か
せ
、
や
つ
ら
の
項う

な
じ

を
脚
下
に
踏
ま
え
て
み
せ
ま
し
ょ
う
。
こ

こ
か
ら
な
ら
、
我
ら
、
こ
の
地
の
川
の
数
数
と
大
河
ラ
イ
ン
に
、
ま
た
大
小
の
道
筋
に
、
通
行
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
ま
す
る
。
地ガ

ウ域

全
土
が
我
ら
に
貢
納
の
義
務
を
負
う
に
違
い
あ
り
ま
せ
ぬ
。
さ
す
れ
ば
、
我
ら
の
所
領
は
増
大
し
、
我
ら
の
名
は
ラ
イ
ン
地
方
と
ス
イ

ス
の
地
で
畏い

ふ怖
さ
れ
ま
し
ょ
う
ぞ
」。
─
─
こ
う
し
た
子
息
た
ち
の
言
葉
を
聞
い
た
フ
ィ
リ
ン
ゲ
ン
の
殿
は
、
血
が
凍
り
、
心
臓
が
破

裂
せ
ん
ば
か
り
と
な
り
、
激げ

き
こ
う昂
し
て
怒
鳴
っ
た
。「
性
根
の
腐
っ
た
倅せ

が
れ

ど
も
め
が
。
き
さ
ま
ら
が
考
え
お
る
の
は
さ
よ
う
な
こ
と
か
。

見
て
お
れ
、
き
さ
ま
ら
を
叩
き
直
し
て
や
る
わ
」。
そ
し
て
な
み
な
み
と
酒
を
満
た
し
た
把フ

ン

ペ

ン

手
付
き
の
大
杯
を
地
に
投
げ
た
の
で
、
こ

れ
は
無
数
の
か
け
ら
に
砕
け
散
っ
た
。「
こ
こ
な
把フ

ン

ペ

ン

手
付
き
の
大
杯
が
木こ

っ

ぱ

み

じ

ん

っ
端
微
塵
と
な
っ
た
る
ご
と
く
、
こ
こ
な
城
は
、
わ
し
の
喜

び
、
わ
し
の
楽
し
み
は
、
瓦が

れ
き礫
の
山
と
化
す
る
の
だ
」。
か
く
て
、
家
来
た
ち
、
子
息
た
ち
、
領
民
全
て
を
呼
集
す
る
と
、
竣し

ゅ
ん
こ
う工
し
た

ば
か
り
の
城
を
壊
す
よ
う
に
命
じ
、
再
建
に
着
手
す
る
よ
う
な
者
は
呪
わ
れ
よ
、
と
言
っ
た
。「
民
草
と
地ガ

ウ域
の
苛か

れ
ん
ち
ゅ
う
き
ゅ
う

斂
誅
求
の
城
塞
と

な
る
よ
り
も
、
フ
ィ
リ
ン
ゲ
ン
一
族
の
高
貴
な
名
の
汚
辱
と
な
る
よ
り
も
、
よ
り
良
き
石
、
虚む

な

し
き
石
が
山
積
み
じ
ゃ
」
と
殿
は
叫
ん

だ
。
─
─
そ
う
し
て
そ
れ
以
来
ガ
イ
セ
ン
山ベ

ル
ク

の
頂
き
に
は
荒
れ
果
て
た
城
壁
の
残
骸
が
横
た
わ
り
、
民
間
ど
こ
で
で
も
よベ

ッ
サ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

り
良
き
石

の
名
で
通
っ
て
い
る
。
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二
四　

十ク
ロ
イ
ツ
リ
ベ
ル
ク

字
架
山

　

こ
れ
も
ま
た
ア
ー
ル
ガ
ウ
の
、
ボ
ー
デ
ン
湖ゼ

ー

か
ら
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
、
頂
き
に
城
塞
の
あ
る
城
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
一
人
の
王
女

が
住
ん
で
い
た
。
王
女
は
し
ば
し
ば
近
く
の
あ
る
丘
に
出
掛
け
た
。
彼
女
は
こ
の
丘
の
木こ

か
げ蔭
で
憩い

こ

い
、
美
し
い
眺
め
を
楽
し
ん
だ
。
け

れ
ど
も
彼
女
は
こ
の
丘
の
中
に
性
質
の
よ
ろ
し
く
な
い
〔
地
〕
霊
ど
も
が
巣
く
っ
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
日
王
女
が
ま
た

し
て
も
お
気
に
入
り
の
場
所
へ
と
や
っ
て
来
た
が
、
ど
こ
だ
か
ほ
と
ん
ど
見
当
も
つ
か
な
く
な
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
前
に
は
涼
し
い
木
蔭

の
ふ
か
ふ
か
し
た
苔
の
上
で
休
息
し
た
と
こ
ろ
な
の
に
、
峨が

が峨
た
る
断
崖
、
亀き

れ
つ裂
の
入
っ
た
地
面
が
行
く
手
を
塞ふ

さ

ぎ
、
急
な
下
り
傾
斜

の
穴
が
一
つ
、
遙
か
の
深
み
へ
と
ぽ
っ
か
り
大
口
を
開
い
て
い
た
。
け
れ
ど
も
乙
女
は
怖
い
物
し
ら
ず
の
気
性
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ

清
し
ょ
う
じ
ょ
う
浄
潔
白
、
天
真
爛ら

ん
ま
ん漫
だ
っ
た
の
で
。
そ
こ
で
中
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見
届
け
よ
う
と
、
陰い

ん
う
つ鬱
な
地
下
道
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
。

気
づ
い
た
の
は
、
そ
こ
が
巨
大
な
酒
蔵
だ
、
と
い
う
こ
と
。
数
数
の
樽た

る

ま
た
樽
が
積
み
重
な
っ
て
い
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
幾
つ
も

の
恐
ろ
し
い
恰か

っ
こ
う好
の
も
の
が
さ
っ
と
彼
女
の
傍
に
近
寄
り
、
両
手
で
む
ん
ず
と
摑つ

か

む
と
、
樽
ま
た
樽
の
上
を
ず
ん
ず
ん
ず
ん
ず
ん
深
み

へ
と
連
れ
去
っ
た
。
そ
こ
で
王
女
は
と
う
と
う
恐
怖
と
不
安
の
た
め
意
識
を
失
っ
て
し
ま
い
、
我
が
身
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
も
は
や

分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
さ
て
、
居
城
に
王
女
が
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
と
、
そ
の
行
方
を
求
め
て
人
人
が
送
り
出
さ
れ
、
周
辺
の
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
地
域
が
捜
索
さ
れ
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、〔
地
〕
霊
ど
も
の
丘
か
ら
さ
し
て
遠
く
な
い
小
さ
な
高
み
で
、
両
足
は
地

中
に
根
を
生
や
し
、
体
は
石
の
よ
う
に
強こ

わ
ば張
り
、
枝
に
変
化
し
た
両
腕
は
天
に
向
か
っ
て
伸
ば
さ
れ
、
ち
ょ
う
ど
異
教
の
寓
話
に
あ
る

乙
女
ダ
フ
ネ
の
ご
と
き
姿
で
彼
女
が
立
っ
て
い
る
の
を
、
あ
る
者
が
発
見
し
た
。
こ
れ
を
目
に
し
た
人
人
は
全
て
、
樹
木
へ
の
変
身
と

い
う
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
光
景
に
驚き

ょ
う
が
く愕
し
た
。
そ
こ
で
近
傍
の
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
修
道
院
へ
、
奇
蹟
の
御お

像
を
取
り
寄
せ
る
た
め

に
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
。
御
像
が
持
っ
て
来
ら
れ
る
と
、
王
女
を
呪
縛
し
て
い
た
不
気
味
な
魔
法
は
消
滅
し
、
彼
女
は
元
通
り
救
済
さ
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れ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
事
の
起
こ
っ
た
山
の
上
に
十
字
架
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
こ
の
山
は
十ク

ロ
イ
ツ
リ
ベ
ル
ク

字
架
山
と
呼
ば
れ
た
し
、
乙
女

が
数
数
の
樽
を
見
つ
け
た
が
、
ま
た
再
び
入
り
口
が
閉
ざ
さ
れ
た
か
の
丘
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ケ
ラ
ー

魔
の
酒
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

二
五　

骰
ヴ
ュ
ル
フ
ェ
ル
ヴ
ィ
ー
ゼ

子
が
原

　

ア
ー
ル
ガ
ウ
は
バ
ー
デ
ン
の
町
の
す
ぐ
近
く
に
草
原
が
ひ
と
つ
あ
る
が
、
こ
れ
は
骰

ヴ
ュ
ル
フ
ェ
ル
ヴ
ィ
ー
ゼ

子
が
原
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
悪

魔
が
し
ば
し
ば
賭と

ば
く博
を
や
ら
か
し
た
、
と
い
わ
れ
る
。
遙
か
大
昔
か
ら
そ
こ
で
骰さ

い
こ
ろ子
が
何
千
個
と
見
つ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
由

来
は
何
な
の
か
、
ロ
ー
マ
人
が
こ
こ
に
骰
子
工
場
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
ウ
ー
リ
ア
ン
親
方
が
や
っ
こ
さ
ん
の
お
気
に
入

り
の
道
具
を
地
面
の
中
で
育
て
て
い
る
の
か
、
だ
れ
に
も
分
か
ら
な
い
。
と
に
か
く
、
水
が
湧
き
出
る
よ
う
に
出
て
来
る
の
だ
。
ど
の

土も
ぐ
ら龍
の
盛
り
土
に
も
こ
れ
が
混
じ
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
い
ま
だ
か
つ
て
究
明
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

二
六　

バ
ー
ゼ
ル
の
時
の
鐘

　

昔
バ
ー
ゼ
ル
の
市
民
は
特
別
な
時
刻
の
数
え
方
を
し
た
。
時
の
鐘
が
余よ

そ所
よ
り
毎
回
一
時
間
早
く
撞つ

か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
い
ま
だ
に
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
伝
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
く
。
バ
ー
ゼ
ル
に
お
け
る
公コ

ン
キ
リ
ウ
ム

会
議
は
か
つ
て
下

ウ
ン
タ
ー

フ
ラ
ク
セ
ン

フ
ィ
ン
グ
の
地
方
議
会
よ
り
い
く
ら
か
長
く
続
い
た
。
つ
ま
り
丸
丸
十
三
年
。
こ
れ
は
一
四
三
一
年
か
ら
一
四
四
四
年
ま
で
の
こ
と
。

そ
こ
で
時
間
を
も
っ
と
早
め
た
い
、
と
思
い
、
一
時
間
時
計
を
進
め
た
の
だ
。
け
れ
ど
も
こ
ん
な
改
善
で
は
目
的
は
一
向
達
成
さ
れ
な

か
っ
た
の
だ
、
と
。
ま
た
、
こ
う
説
く
人
た
ち
も
い
る
。
い
わ
く
。
か
つ
て
バ
ー
ゼ
ル
の
あ
る
党
派
が
陰
謀
を
企
み
、
一
味
徒
党
は
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十
二
時
を
期
し
て
市
参
事
会
を
襲
撃
、
騙だ

ま

し
討
ち
で
殺
害
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
全
て
を
見
そ
な
わ
す
神
は
、
こ
の
町
の
あ
ら

ゆ
る
鐘
が
一
斉
に
十
二
時
の
代
わ
り
に
一
時
を
告
げ
る
と
い
う
奇
蹟
を
起
こ
し
て
、
こ
れ
を
妨
げ
た
。
そ
の
た
め
煽せ

ん
ど
う
し
ゃ

動
者
た
ち
は
な
ん

と
も
奇
妙
な
恐き

ょ
う
こ
う惶
を
き
た
し
、
計
画
は
水
泡
に
帰
し
た
。
彼
ら
自
身
は
密
告
さ
れ
、
一
人
残
ら
ず
始
末
さ
れ
た
。
そ
の
後
参
事
会
は
、

時
の
鐘
を
常
に
通
常
の
時
刻
よ
り
一
時
間
早
く
鳴
ら
す
よ
う
、
定
め
た
の
だ
、
と
。

二
七　

ア
ウ
グ
ス
ト
近
郊
な
る
異ハ

イ

デ

ン

ロ

ッ

ホ

教
徒
の
洞
窟
の
蛇
乙
女

　

バ
ー
ゼ
ル
と
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
デ
ン
の
間
に
き
わ
め
て
古
い
村
落
が
あ
り
、
そ
の
名
を
ア
ウ
グ
ス
ト
と
い
う
。
ロ
ー
マ
の
言
葉
ア
ウ
グ

ス
タ
が
元
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
皇
帝
た
ち
は
こ
こ
に
居
を
構
え
、
み
ご
と
な
水
道
設
備
を
作
り
上
げ
た
。
こ
の
水
道
設
備
に
は
一
つ
の
空

洞
と
い
う
か
地
下
へ
の
通
路
が
あ
り
、
こ
れ
は
地
中
遙
か
へ
続
い
て
い
て
、
そ
の
最
奥
部
を
見
た
者
は
一
人
も
い
な
い
。
こ
れ
は
民
間

で
は
異ハ

イ

デ

ン

ロ

ッ

ホ

教
徒
の
洞
窟
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
五
二
〇
年
の
こ
と
だ
が
、
バ
ー
ゼ
ル
に
一
人
の
仕
立
て
屋
が
住
ん
で
お
り
、
そ
の
名
を

レ
ー
オ
ン
ハ
ル
ト
と
い
っ
た
。
彼
は
こ
れ
ま
た
仕
立
て
屋
の
息
子
で
、
ま
あ
抜
け
作
に
程
近
か
っ
た
。
吃ど

も

り
吃
り
話
す
の
が
精
一
杯

で
、
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
の
け
ら
れ
る
の
は
ご
く
ご
く
僅
か
な
こ
と
だ
け
。
あ
る
日
好
奇
心
に
駈か

ら
れ
た
こ
の
男
は
、
例
の
洞
窟
の
道
は

い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い
地
面
の
下
ま
で
続
い
て
い
る
の
か
、
ど
う
し
て
も
試
し
て
み
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
〔
蜜み

つ
ろ
う蠟

の
〕
蠟ろ

う
そ
く燭
を
一
本
用
意
し
、
こ
れ
に
火
を
点と

も

す
と
丸
天
井
の
空
洞
に
入
り
込
ん
だ
。
と
こ
ろ
で
こ
の
蠟
燭
は
聖
別
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
地
霊
ど
も
だ
っ
て
、
十ク

ロ
イ
ツ
リ
ベ
ル
ク

字
架
山
近
く
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ケ
ラ
ー

魔
の
酒
蔵
で
の
か
の
王
女
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
男
に
何
か
手
出
し
を
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
わ
け
。
レ
ー
オ
ン
ハ
ル
ト
は
黒く

ろ
が
ね鉄
で
で
き
た
門
の
と
こ
ろ
ま
で
来
た
が
、
こ
の
門
は
彼
の
前
で
さ
あ
っ
と
開
い
た
。
そ
れ
か

ら
高
大
な
穹

き
ゅ
う
り
ゅ
う
窿
の
部
屋
を
一
つ
な
ら
ず
通
り
抜
け
、
な
ん
と
と
う
と
う
遊
歩
庭
園
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
辿た

ど

り
着
い
た
の
で
あ
る
。
そ
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こ
に
は
夥

お
び
た
だ

し
い
花
や
木
が
植
わ
っ
て
お
り
、
庭
園
の
真
ん
中
に
み
ご
と
な
建
築
の
宮
殿
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
あ
た
り
は
ど
こ
も
か

し
こ
も
森
閑
と
し
て
い
て
人
っ
子
一
人
い
な
か
っ
た
。
こ
の
堂
堂
と
し
た
遊
楽
の
館
へ
の
扉
は
開
け
っ
放
し
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

レ
ー
オ
ン
ハ
ル
ト
は
中
へ
入
っ
た
。
そ
し
て
と
あ
る
大
広
間
に
踏
み
込
む
と
、
そ
こ
に
魅
惑
的
な
麗
し
い
乙
女
が
い
る
の
が
目
に
つ
い

た
。
乙
女
は
頭
に
黄こ

が
ね金
の
小
さ
な
冠
を
戴い

た
だ

き
、
髪
を
靡な

び

か
せ
て
い
た
が
、
お
お
、
な
ん
と
も
厭い

と

わ
し
い
こ
と
に
、
体
の
真
ん
中
か
ら

下
は
お
ぞ
ま
し
い
蛇
の
姿
で
、
長
い
尾
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
た
。
乙
女
の
背
後
に
は
黒
鉄
の
櫃ひ

つ

が
一
つ
あ
り
、
そ
の
上
に
二
匹
の
黒

犬
が
寝
そ
べ
っ
て
い
た
が
、
こ
や
つ
ら
は
悪
魔
の
よ
う
な
外
見
で
、
猛た

け
だ
け猛
し
い
獅ラ

イ
オ
ン子
の
よ
う
に
唸う

な

っ
て
い
た
。
乙
女
は
レ
ー
オ
ン
ハ
ル

ト
に
向
か
っ
て
慇い

ん
ぎ
ん懃
に
挨あ

い
さ
つ拶
し
、
頸く

び

に
掛
け
て
い
た
鍵
束
を
外
す
と
、
こ
う
言
っ
た
。「
ね
え
、
わ
た
く
し
は
王
家
の
一
門
一
統
の
生

ま
れ
な
の
で
す
が
、
邪
悪
な
力
に
か
よ
う
に
呪
わ
れ
て
、
半
身
が
厭い

と

わ
し
い
怪
物
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
わ
た
く
し
は

ち
ゃ
ん
と
救
済
し
て
も
ら
え
る
の
で
す
。
も
し
、
純
潔
な
若
い
男
の
人
が
、
わ
た
し
の
醜
い
恰か

っ
こ
う好
を
気
に
し
な
い
で
三
度
わ
た
く
し
の

口
に
接く

ち
づ
け吻
し
て
く
れ
れ
ば
、
わ
た
く
し
は
以
前
の
人
間
の
姿
に
完
全
に
立
ち
返
れ
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
わ
た
く
し
の
莫
大
な
財
宝
は
全

部
そ
の
人
の
も
の
」。
─
─
そ
れ
か
ら
彼
女
は
櫃
に
近
寄
り
、
う
う
、
う
う
唸
っ
て
い
る
犬
ど
も
を
宥な

だ

め
、
中
央
の
蓋
を
持
っ
て
い
る

鍵
の
一
つ
で
開
き
、
ど
れ
ほ
ど
ど
っ
さ
り
黄
金
と
装
身
具
が
中
に
入
っ
て
い
る
か
ご
ら
ん
な
さ
い
、
と
レ
ー
オ
ン
ハ
ル
ト
に
見
せ
、
金

貨
と
銀
貨
を
何
枚
か
取
り
出
す
と
、
レ
ー
オ
ン
ハ
ル
ト
に
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
ほ
っ
と
吐
息
を
つ
き
、
至
極
優
し
い
目
つ
き
で
情
愛

籠
め
て
彼
を
眺
め
た
。
さ
あ
、
こ
う
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
生
涯
で
ま
だ
一
遍
も
女
の
子
に
接
吻
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
レ
ー
オ
ン
ハ

ル
ト
は
、
か
あ
っ
と
胸
が
熱
く
な
り
、
蛇
乙
女
の
美
し
い
口
に
接
吻
を
一
つ
し
た
。
す
る
と
乙
女
の
頬
は
紅
潮
し
、
目
は
燦き

ら

め
き
、

面お
も
て

は
喜
び
に
輝
き
、
彼
女
は
、
救
済
さ
れ
る
と
い
う
歓
喜
と
希
望
で
声
を
挙
げ
て
笑
っ
た
。
そ
う
し
て
激
し
い
熱
情
で
解
放
者
を

ぎ
ゅ
っ
と
胸
に
抱
き
締
め
た
。
二
度
目
の
接
吻
が
行
わ
れ
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に
蛇
の
尾
が
、
ま
る
で
永
遠
に
虜と

り
こ

に
し
よ
う
と
す
る

か
の
ご
と
く
、
相
手
の
体
に
き
つ
く
巻
き
付
き
、
乙
女
は
両
手
で
更
に
し
っ
か
と
レ
ー
オ
ン
ハ
ル
ト
を
捉つ

か

ま
え
、
声
を
挙
げ
て
笑
い
、
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歓
喜
の
あ
ま
り
そ
の
唇
に
咬か

み
つ
い
た
。
こ
う
し
た
激
烈
と
い
う
も
お
ろ
か
な
狂
お
し
い
愛
の
徴し

る
し

に
、
若
者
は
恐
れ
戦お

の
の

き
、

遮し
ゃ
に
む
に

二
無
二
身
を
も
ぎ
離
す
な
り
、
ま
だ
点
っ
て
い
た
持
参
の
蠟
燭
を
手
に
取
る
と
、
一
目
散
に
逃
げ
出
し
た
。
乙
女
は
そ
の
背
後
で
悲

嘆
の
叫
び
を
発
し
た
が
、
そ
の
叫
び
は
レ
ー
オ
ン
ハ
ル
ト
の
骨
髄
に
徹
し
た
の
で
あ
る
。
無
我
夢
中
で
や
っ
と
通
路
と
空
洞
か
ら
抜
け

出
し
は
し
た
が
。
さ
て
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
こ
の
若
者
は
接
吻
を
熱
烈
に
渇
望
し
て
止や

ま
な
か
っ
た
が
、
蛇
乙
女
と
の
接
吻
ほ
ど

強
烈
で
甘
美
な
接
吻
は
ど
ん
な
娘
、
ど
ん
な
女
と
も
経
験
で
き
ず
、
蛇
乙
女
救
済
の
事
業
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
彼
女
の
許も

と

に
戻
り
た

く
て
な
ら
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
他
の
女
性
た
ち
に
接
吻
し
て
し
ま
っ
た
今
と
な
っ
て
は
、
蛇
の
洞
窟
へ
の
入
り
口
を
再
発
見
す
る
こ

と
は
決
し
て
で
き
な
か
っ
た
し
、
彼
以
降
こ
れ
に
成
功
し
た
者
も
い
な
い
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

二
八　

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
公
誓
言
を
守
る

　

三
十
年
戦
争
に
お
い
て
、
ザ
ク
セ
ン
公
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
マ
ル
は
上オ

ー
バ
ー部
ラ
イ
ン
の
曠こ

う
や野
で
戦
闘
を
行
っ
た
。
こ
の

時
公
爵
は
バ
ー
ゼ
ル
と
ブ
ラ
イ
ザ
ッ
ハ
の
中
間
に
位
す
る
小
都
市
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
を
攻
囲
し
た
。
こ
の
町
は
依
然
と
し
て
皇
帝
に
忠

実
で
、
果
敢
に
持
ち
堪こ

た

え
た
。
長
引
い
た
攻
囲
と
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
市
民
の
頑
強
な
抗
戦
に
ほ
と
ほ
と
う
ん
ざ
り
し
た
ザ
ク
セ
ン
公
は

憤
激
し
、
天
国
と
地
獄
に
か
け
て
固
く
こ
う
誓
っ
た
。「
余よ

が
こ
の
町
の
残
骸
に
入
城
し
た
ら
、
犬
で
あ
ろ
う
と
猫
で
あ
ろ
う
と
生
か

し
て
は
お
か
ぬ
」。
─
─
そ
の
後
間
も
な
く
、
果
敢
な
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
市
民
で
は
あ
っ
た
が
、
攻
囲
戦
に
も
は
や
耐
え
ら
れ
な
く
な

り
、
降
伏
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
一
方
〔
攻
囲
軍
の
〕
暴ゾ

ル
ダ
テ
ス
カ

兵
ど
も
は
市
民
の
血
で
鬱う

っ
ぷ
ん憤
を
晴
ら
し
、
だ
れ
も
か
れ
も
殺
し
て
の
け

よ
う
、
と
逸は

や

っ
て
い
た
。
公
爵
は
自
分
の
立
て
た
不ふ

そ
ん遜
な
誓
い
を
後
悔
し
た
し
、
多
く
の
高
貴
な
、
そ
れ
に
ま
た
一
部
は
無む

こ辜
の
血
が

こ
こ
で
流
さ
れ
る
の
を
遺い

か
ん憾
に
思
っ
た
の
で
、
こ
う
言
明
し
た
。「
余
は
、
自
分
が
誓
言
し
た
こ
と
だ
け
は
守
る
。
そ
れ
以
上
で
も
以

（　

）
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下
で
も
な
く
。
犬
と
猫
は
容
赦
す
る
な
。
し
た
が
、
余
は
断
固
と
し
て
命
ず
る
。
人
間
は
い
た
わ
っ
て
と
ら
せ
よ
」
と
。
─
─
こ
う
し

た
し
だ
い
で
そ
う
な
っ
た
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
公
は
、
こ
の
偉
大
な
戦
の
英
雄
は
、
ブ
ラ
イ
ザ
ッ
ハ
を
も
攻
囲
か
つ
征
服
、
フ
ラ
イ
ブ
ル

ク
を
占
領
、
そ
し
て
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
デ
ン
近
郊
で
皇
帝
軍
を
撃
破
し
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
民
は
公
爵
に
大
き
な
希
望
を
託
し
た
。

エ
ル
ザ
ス
に
住
む
ド
イ
ツ
の
民
も
ま
た
し
か
り
で
、
彼
に
歓
呼
し
、
至
る
と
こ
ろ
で
救
済
者
と
し
て
彼
を
歓
迎
し
た
。
不
実
な
隣
国

〔
＝
フ
ラ
ン
ス
王
国
〕
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
庇ひ

ご
し
ゃ

護
者
と
し
て
の
よ
う
に
。
し
か
し
彼
は
、
虫
の
知
ら
せ
か
、
こ
う
語
っ
た
。「
余
は
偉
大

な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
グ
ス
タ
フ
・
ア
ー
ド
ル
フ
と
同
じ
運
命
を
辿
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
民
草
が
王
を
神
よ
り
も
崇あ

が

め
る
よ
う
に
な
る

と
、
た
ち
ま
ち
王
は
死
な
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
」。
そ
し
て
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
占
領
の
一
年
後
、
公
爵
は
人
道
的
に
支
配
し
た
そ

の
地
で
没
し
た
。
大
方
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
毒
害
に
よ
っ
て
。
そ
し
て
こ
の
犯
行
の
証
左
は
こ
と
ご
と
く
フ
ラ
ン
ス
を
指
し
た
。

二
九　

忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
の
話

　

ド
イ
ツ
の
古
い
英
雄
叙
事
詩
は
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
の
話
を
歌
い
か
つ
語
る
。
エ
ッ
カ
ル
ト
の
思
い
出
は
そ
の
実
直
、
篤
信
の
ゆ
え

に
長
く
ド
イ
ツ
人
に
偲し

の

ば
れ
続
け
た
。
彼
は
昔
日
の
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
の
英
雄
に
し
て
公
で
あ
り
、
エ
ル
ザ
ス
で
は
領
主
、
出
自
は
ハ
ル

ル
ン
グ
一
族
、
そ
し
て
二
人
の
ハ
ル
ル
ン
グ
の
公
子
た
ち
─
─
皇
帝
エ
ル
メ
ン
リ
ク
ス
の
弟
の
子
息
で
、
ま
た
、
か
の
有
名
な
ベ
ル
ン

の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
の
従
弟
に
当
た
る
─
─
の
後
見
人
か
つ
傅ふ

い
く
し
ゃ

育
者
だ
っ
た
。
エ
ッ
カ
ル
ト
は
常
に
忠
誠
を
貫
き
、
ハ
ル
ル
ン
グ
の
公
子

た
ち
の
父
に
と
っ
て
そ
の
生
前
忠
実
な
相
談
相
手
だ
っ
た
。
し
か
し
皇
帝
エ
ル
メ
ン
リ
ク
ス
に
は
ジ
ー
ビ
ヒ
な
る
相
談
役
が
い
た
が
、

世
に
広
ま
っ
た
不
実
な
助
言
は
全
て
彼
か
ら
出
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
皇
帝
を
唆

そ
そ
の
か

し
て
悪
し
き
所
業
を
犯
さ
せ
た
の
は
こ
の
男

だ
っ
た
。
そ
し
て
エ
ル
メ
ン
リ
ク
ス
は
ハ
ル
ル
ン
グ
の
公
子
た
ち
を
殺
害
し
た
。
し
か
し
エ
ッ
カ
ル
ト
は
、
他
の
数
人
の
英
雄
の
助
け

（　

）
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を
借
り
、
エ
ル
メ
ン
リ
ク
ス
を
こ
れ
ま
た
扼や

く
さ
つ殺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
子
た
ち
の
復ふ

く
し
ゅ
う讐
を
遂
げ
、
こ
の
行
為
の
ゆ
え
に
絶
賛
さ
れ

た
。
ハ
ル
ル
ン
グ
一
族
は
豊
か
な
財
宝
を
所
有
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
あ
る
山
の
内
部
に
呪
封
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
山
は
ブ
ラ
イ
ザ
ッ

ハ
近
郊
の
ビ
ュ
ル
グ
レ
ン
山ベ

ル
ク

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
ハ
ル
ル
ン
グ
の
宝
を
そ
の
後
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
の
霊
が
き
わ
め
て
細
心
に
守

り
、
こ
れ
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
す
る
人
間
が
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
戒
め
た
。
な
に
し
ろ
こ
の
財
宝
は
他
日
正
統
な
後こ

う
え
い裔
の
手
に
戻
り
、

そ
の
者
を
こ
の
地
の
強
大
な
君
侯
に
な
す
定
め
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
民
間
に
こ
ん
な
言
い
回
し
が
で
き
た
。
い
わ
く
「
あ

ん
た
は
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
。
だ
れ
で
も
戒
め
て
や
る
ん
だ
ね
」。
も
っ
と
も
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
地
で
、
ヘ
ル
ゼ
ル
山ベ

ル
ク

の
洞
窟
の

前
に
坐
っ
て
い
た
り
、
妖
魔
の
軍
勢
の
先
駆
け
を
し
て
〔
行
き
逢あ

う
者
た
ち
を
〕
戒
め
る
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
が
こ
れ
と
同
一
人
物
か

ど
う
か
は
、
古
き
伝
承
の
闇
の
裡う

ち

に
い
と
も
神
秘
に
包
み
隠
さ
れ
て
い
る
。

三
〇　

ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
家
の
起
源

　

あ
る
王
が
そ
の
領
国
を
追
わ
れ
て
、
妻
子
、
従
者
と
も
ど
も
逃
亡
、
う
ち
連
れ
て
あ
る
山
に
辿た

ど

り
着
い
た
が
、
露
命
を
繋
ぐ
の
が

や
っ
と
で
、
貧
寒
悲
哀
の
う
ち
に
た
っ
ぷ
り
時
を
送
っ
た
。
と
う
と
う
王
は
界か

い
わ
い隈
の
土
地
に
こ
う
布
告
を
さ
せ
た
。
い
わ
く
。
こ
の
身

の
領
国
を
再
び
回
復
す
る
た
め
に
助
力
し
て
く
れ
る
者
が
あ
れ
ば
、
皇
帝
の
息
女
の
夫
と
し
、
公
爵
の
位
を
授
け
よ
う
、
と
。
さ
て
、

こ
の
山
ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
向
こ
う
側
に
一
人
の
炭
焼
き
男
が
住
ん
で
い
て
、
森
の
繁
み
で
炭
を
焼
い
て
い
た
が
、
あ
る
時
、
炭
を
焼

い
た
跡
地
を
片
づ
け
て
い
る
と
、
溶
け
た
金
属
の
重
い
塊
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
は
良
質
の
銀
だ
っ
た
。
炭
焼
き
男
が
そ
の
後
炭
を
焼

い
て
い
る
と
、
ま
た
し
て
も
全
く
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
が
ず
っ
と
続
き
、
ま
る
で
こ
の
山
が
銀
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
な

あ
ん
ば
い
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
炭
焼
き
男
は
莫
大
な
財
宝
を
獲
得
し
た
。
さ
て
、
放
逐
さ
れ
た
王
の
布
告
を
耳
に
し
た
男
は
、
蓄
え
た
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銀
を
一い

っ
か荷
取
り
出
し
、
王
の
御
前
に
ま
か
り
出
て
、
こ
う
言
上
し
た
。
自
分
は
彼
の
〔
義
理
の
〕
息
子
と
な
り
、
姫
君
に
求
婚
し
、
自

分
の
銀
で
周
辺
一
帯
の
土
地
を
買
い
入
れ
て
我
が
物
と
し
た
い
。
そ
し
て
彼
、
す
な
わ
ち
王
に
も
そ
の
全
王
国
を
取
り
返
せ
る
だ
け
の

財
宝
を
差
し
上
げ
た
い
、
と
。
国
を
追
わ
れ
た
王
は
こ
れ
を
大
層
喜
び
、
炭
焼
き
男
を
騎
士
に
叙
任
し
、
息
女
を
妻
と
し
て
与
え
た
。

さ
て
そ
れ
か
ら
炭
焼
き
男
は
〔
な
お
も
〕
銀
を
精
錬
し
、
ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
城
塞
と
町
を
建
設
、
周
辺
の
土
地
を
購
入
し
た
。
か
く

し
て
王
は
彼
を
ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
公
爵
と
し
た
。
そ
の
後
王
は
婿
殿
の
財
産
を
使
っ
て
自
ら
の
土
地
と
民
を
回
復
、
再
び
強
大
な
君

公
に
し
て
皇
帝
と
な
っ
た
。
そ
し
て
王
〔
＝
皇カ

イ
ザ
ー帝
〕
が
逃
げ
込
ん
で
御
座
所
と
し
た
町
と
山
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
い
ま
だ
に

皇カ
イ
ザ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

帝
の
椅
子
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
家
は
と
い
え
ば
、
剛ご

う
き毅
な
一
族
と
な
り
、
全
地ガ

ウ域
に
亘
っ
て
大
層
敬
わ
れ
た
。

三
一　

巨
人
の
玩お

も
ち
ゃ具

　

エ
ル
ザ
ス
は
ブ
ロ
イ
シ
ュ
谷タ

ー
ル

近
傍
の
荒
荒
し
い
滝
の
畔ほ

と
り

に
古
い
巨
人
の
城
塞
の
廃
墟
が
あ
り
、
ニ
ー
デ
ッ
ク
城
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

あ
る
時
こ
の
城
か
ら
一
人
の
お
嬢
さ
ん
が
ハ
ー
ス
ロ
ッ
ホ
の
方
角
へ
と
山
を
下
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
女
の
子
は
城
主
の
姫
君
で
、
こ
れ

も
巨
人
。
こ
れ
ま
で
ま
だ
一
度
も
人
間
と
い
う
も
の
を
目
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
図
ら
ず
も
、
一
連
の
馬
で
畑
を
犁す

き

返
し
て
い
る
一
人
の
耕
作
者
に
気
が
つ
い
た
。
こ
の
ち
っ
ぽ
け
な
代
物
を
、
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
わ
あ
、
と
思
っ
た
こ
の
子
は
地
べ

た
に
し
ゃ
が
ん
で
、
か
わ
い
い
前エ

プ
ロ
ン

掛
け
を
拡
げ
る
と
、
片
手
で
農
夫
と
犁す

き

と
馬
た
ち
を
中
へ
さ
ら
い
込
み
、
腰
に
巻
き
付
け
た
前エ

プ
ロ
ン

掛
け

を
手
で
ぎ
ゅ
っ
と
押
さ
え
、
走
れ
る
だ
け
の
早
さ
で
急
ぎ
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
こ
山
を
登
っ
た
。
ほ
ん
の
何
歩
か
で
山
の
上
に
帰
り
着
く

と
、
見
つ
け
た
獲
物
に
歓
声
を
挙
げ
な
が
ら
、
父
親
の
巨
人
の
前
へ
と
や
っ
て
来
た
。
巨
人
は
ち
ょ
う
ど
卓テ

ー
ブ
ル子
に
つ
い
て
、
な
み
な
み

と
酒
を
満
た
し
た
把フ

ン

ペ

ン

手
付
き
の
大
杯
を
楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
娘
が
喜
色
満
面
で
部
屋
に
入
っ
て
来
た
の
を
見
る
と
、
こ
う



173

『ドイツ伝説集』試訳（その一）　鈴木　滿　訳・注

訊
ね
た
。「
お
ん
や
、
ま
あ
、
お
ま
え
の
前エ

プ
ロ
ン

掛
け
の
中
で
じ
た
ば
た
し
と
る
の
は
何
か
ね
。
さ
あ
さ
、
見
せ
て
ご
ら
ん
、
こ
の
わ
し
に
」。

─
─
「
あ
の
ね
、
父
様
」
と
巨
人
の
娘
が
叫
ん
だ
。「
と
っ
て
も
す
て
き
な
玩
具
を
あ
た
し
見
つ
け
た
の
」。
─
─
そ
う
し
て
前エ

プ
ロ
ン

掛
け
の

中
か
ら
、
農
夫
と
馬
た
ち
と
犁
を
引
っ
張
り
出
し
、
そ
れ
を
卓テ

ー
ブ
ル子
の
上
に
並
べ
た
。
そ
れ
か
ら
玩
具
が
生
き
て
い
て
、
う
ご
め
き
、
も

が
く
様
子
を
眺
め
て
大
喜
び
し
た
。「
い
や
は
や
、
娘
や
」
─
─
父
親
巨
人
は
言
っ
た
。「
お
ま
え
、
ほ
ん
と
に
ま
あ
け
っ
こ
う
な
こ
と

を
や
ら
か
し
て
く
れ
た
。
こ
り
ゃ
あ
な
、
玩
具
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
こ
れ
は
百
姓
の
一
人
な
の
だ
ぞ
。
全
部
運
ん
で
行
っ
て
、
お
ま
え

が
こ
れ
を
取
っ
て
来
た
、
お
ん
な
じ
場
所
に
戻
し
て
来
る
の
だ
」。
─
─
巨
人
の
お
嬢
さ
ん
は
、
見
つ
け
た
物
を
元
の
と
こ
ろ
へ
運
ん

で
行
け
、
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
通
り
に
な
ん
か
全
然
し
た
く
な
く
て
、
わ
ん
わ
ん
泣
い
た
。
け
れ
ど
も
巨
人
は
怒
っ
て
、
こ
う
叱
っ

た
。「
え
え
い
、
忌い

ま
い
ま忌
し
い
。
こ
の
わ
し
に
く
だ
く
だ
文
句
を
申
す
な
。
百
姓
と
い
う
も
の
は
玩
具
な
ど
で
は
な
い
の
だ
。
百
姓
た
ち

が
畑
を
耕
し
て
く
れ
な
ん
だ
ら
、
巨
人
た
ち
は
飢
え
死
に
し
て
し
ま
う
わ
」。
─
─
そ
こ
で
巨
人
の
お
嬢
さ
ん
は
、
自
分
が
、
玩
具
だ
、

と
勘
違
い
し
た
も
の
を
ま
た
運
ん
で
行
っ
て
、
何
も
か
も
元
通
り
畑
に
置
い
て
来
た
。

　

こ
の
伝
説
は
ド
イ
ツ
の
少
な
か
ら
ぬ
他
の
土
地
で
も
話
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
全
く
類
似
し
た
語
り
口
で
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方

の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
城
の
話
と
か
グ
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
話
、
そ
れ
か
ら
ま
た

オ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
話
な
ど
、
強
大
な
巨
人
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
で
も
。

三
二　

蟇ク
レ
ー
テ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

蛙
の
椅
子

　

エ
ル
ザ
ス
に
城
塞
が
あ
っ
て
、
ロ
ー
ト
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
と
い
っ
た
が
、
こ
こ
に
あ
る
公
爵
が
住
ん
で
い
た
。
公
爵
に
は
殊
の
外
綺
麗
な

息
女
が
一
人
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
姫
君
、
綺
麗
な
の
に
負
け
ず
劣
ら
ず
高
慢
ち
き
で
、
お
手
を
頂ち

ょ
う
だ
い戴
つ
か
ま
つ
ら
ん
と
や
っ
て
来
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る
、
い
と
も
大
勢
の
求
婚
者
た
ち
の
た
だ
の
一
人
だ
っ
て
お
気
に
召
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
姫
君
の
ご
愛
顧
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
か

ら
、
と
い
う
理
由
で
、
自
ら
の
命
を
絶
っ
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
や
っ
て
の
け
た
最
後
の
求
婚
者
は
、
こ
の
冷

酷
無
情
な
乙
女
が
〔
や
は
り
〕
無
情
な
巖が

ん
せ
き石
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
と
呪
っ
た
。
そ
し
て
、
金
曜
に
一
回
だ
け
人
目
に
触
れ

る
よ
う
出
現
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
し
か
し
、
乙
女
の
本
当
の
容
姿
で
は
三
週
間
毎
に
た
だ
の
一
度
、
二
度
目
は
蛇
、
三
度
目
は
醜

い
蟇ひ

き
が
え
る蛙
の
恰か

っ
こ
う好
で
だ
、
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
毎
週
金
曜
、
姫
君
は
現
れ
て
、
泉
の
傍
に
あ
る
そ
の
巖い

わ

の
上
で
体
を
洗
っ
た

り
、
水
浴
び
を
し
た
り
す
る
。
そ
し
て
自
分
を
救
済
し
て
く
れ
る
者
が
近
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
四
方
八
方
を
ぐ
る
り
と
見
渡
す
。

敢
え
て
救
済
に
挑
も
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
者
は
五い

つ
か日
の
金
曜
日
に
か
の
巖
に
登
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
巌
の
上
に
貝
殻
が
一
つ

見
つ
か
る
。
こ
の
中
に
三
つ
の
徴し

る
し

が
入
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
濃
い
黄
色
の
蛇
の
鱗う

ろ
こ

一
枚
、
黄き

み
ど
り緑
色
の
蟇
蛙
の
皮
一
片
、
そ
し
て

黄こ
が
ね金
色
の
巻
き
毛
一
筋
で
あ
る
。
救
い
手
は
こ
の
三
つ
の
品
品
を
懐
に
納
め
、
携
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
次
の
金
曜

の
真
昼
刻ど

き

に
ま
た
例
の
荒
れ
果
て
た
巖
に
攀よ

じ
登
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
も
三
回
も
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
回
目
に
は
蛇

と
、
二
回
目
に
は
蟇
蛙
と
接く

ち
づ
け吻
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
回
目
に
は
乙
女
と
で
あ
る
。
こ
の
、
逃
げ
を
打
っ
た
り
せ
ず
に
蛇
お
よ
び

蟇
蛙
と
接
吻
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
ア
ウ
グ
ス
ト
近
郊
な
る
異ハ

イ
デ
ン

教
徒
穴ロ

ッ
ホ

の
麗
し
の
蛇
乙
女
の
場
合
よ
り
も
要
求
が
大
き
い
の
だ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
や
っ
て
の
け
ら
れ
れ
ば
、
魔
法
を
掛
け
ら
れ
た
乙
女
の
救
済
者
に
な
り
、
彼
女
に
安
息
を
齎も

た
ら

し
、
そ
の
財
宝
を

授
か
っ
て
計
り
知
れ
ぬ
ほ
ど
豊
か
に
な
ろ
う
。
既
に
こ
れ
ま
で
こ
の
徴
を
見
つ
け
、
荒
涼
と
し
た
城
の
廃
墟
に
勇
気
を
振
る
っ
て
分
け

入
っ
た
者
は
少
な
く
な
い
が
、
二
度
と
再
び
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。
思
い
切
っ
て
接
吻
を
す
る
前
に
、
恐
怖
戦せ

ん
り
つ慄
し
て
死
に
至
っ
た
に

せ
よ
、
そ
れ
と
も
、
接
吻
を
敢
行
し
た
も
の
の
、
驚き

ょ
う
が
く愕
の
あ
ま
り
死
に
抱
擁
さ
れ
て
く
ず
お
れ
た
に
せ
よ
。
な
に
し
ろ
、
相
手
は
乙

女
の
姿
で
あ
れ
ば
常
に
若
く
、
決
し
て
歳
を
取
ら
な
い
で
、
な
ん
と
も
愛
ら
し
い
が
、
蟇
蛙
の
恰か

っ
こ
う好
だ
と
ど
う
に
も
お
ぞ
ま
し
く
、
普

通
の
麵パ

ン麭
焼
き
竈が

ま

ほ
ど
の
大
き
さ
が
あ
り
、
口
か
ら
火
を
吐
く
の
だ
か
ら
─
─
い
っ
た
い
だ
れ
が
接
吻
な
ど
で
き
よ
う
。
蛇
の
恰
好
で
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は
こ
の
上
も
な
く
お
ぞ
ま
し
く
、
干
し
草
締
め
付
け
柱
ほ
ど
の
長
さ
、
太
さ
と
来
て
い
る
の
だ
し
。
か
つ
て
あ
る
大
胆
不
敵
な
若
者
が

我
慢
に
我
慢
を
重
ね
て
蛇
に
接
吻
し
た
。
す
る
と
蛇
は
い
な
く
な
っ
た
。
次
に
蟇
蛙
が
来
た
。
こ
れ
は
法
外
に
い
ま
わ
し
い
姿
だ
っ

た
。
五ご

ぞ
う
ろ
っ
ぷ

臓
六
腑
が
体
の
中
で
ぐ
る
り
と
ひ
っ
く
り
か
え
っ
た
若
者
は
逃
げ
出
し
た
。
蟇
蛙
は
と
い
う
と
、
ど
っ
た
ん
ど
っ
た
ん
そ
の
後

か
ら
跳
ね
て
、
と
う
と
う
蟇ク

レ
ー
テ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

蛙
の
椅
子
ま
で
若
者
を
追
い
掛
け
て
来
た
─
─
そ
し
て
山
の
上
か
ら
下
へ
、
若
者
め
が
け
て
な
お
も
一

条
の
火
炎
を
吐
き
つ
け
た
。

三
三　

粉
挽ひ

き
小
屋
の
熊く

ま

　

エ
ル
ザ
ス
の
ニ
ー
ダ
ー
ブ
ロ
ン
と
グ
ン
タ
ー
ス
ド
ル
フ
地
方
に
粉
挽
き
小
屋
が
一
軒
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
か
つ
て
全
く
も
っ
て
面め

ん
よ
う妖

な
こ
と
が
起
こ
っ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
熊
の
化
け
物
が
出
没
し
た
の
だ
そ
う
だ
。
製
粉
装
置
修
理
人
が
巡
回
し
て
来
た
り
、
あ
る

い
は
ま
た
、
機
械
装
置
に
何
か
故
障
が
生
じ
た
の
で
呼
ば
れ
た
時
に
は
、
一
夜
以
上
小
屋
に
い
た
た
ま
れ
な
い
の
が
常
だ
っ
た
。
な
に

し
ろ
例
の
化
け
物
が
そ
う
い
う
連
中
を
嫌
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
粉
挽
き
小
屋
は
存
亡
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
、
粉
挽

き
は
落
ち
ぶ
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
下
働
き
の
若
い
衆
だ
っ
て
居
着
か
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
の

こ
と
、
ぴ
ち
ぴ
ち
し
た
威
勢
の
良
い
若
者
が
旅
修
業
で
や
っ
て
来
て
、
粉
挽
き
稼
業
の
専
門
用
語
を
す
ら
す
ら
並
べ
立
て
、
け
っ
こ
う

な
お
給
金
と
上
等
の
食
事
を
い
た
だ
け
り
ゃ
あ
、
奉
公
し
た
い
ん
で
、
と
申
し
出
た
。
粉
挽
き
は
、
ま
た
人
が
来
て
く
れ
た
の
を
嬉
し

が
り
、
喜
ん
で
若
者
を
雇
い
入
れ
、
次
の
日
の
夜
、
粉
を
挽
い
て
く
れ
、
と
言
い
付
け
た
。
新
参
の
若
い
衆
は
あ
ら
か
じ
め
粉
挽
き
小

屋
に
変へ

ん
げ化
が
出
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
込
ん
で
い
た
が
、
怖
が
り
も
せ
ず
、
真
夜
中
頃
呼ベ

ル
び
鈴
で
起
こ
し
て
も
ら
う
と
、
新
規
に
穀
粒

を
挽
き
臼う

す

に
放
り
込
み
、
壜び

ん

か
ら
た
っ
ぷ
り
一
口
ぐ
い
っ
と
や
ら
か
し
て
か
ら
、
何
枚
か
の
粉
袋
を
下
に
敷
き
、
横
に
な
っ
て
眠
ろ
う

（　

）
 84

（　

）
 85

（　

）
 86
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と
し
た
。
た
だ
し
、
脇
に
鋭
く
研
い
だ
粉
挽
き
小こ

お
の斧
を
置
い
て
お
い
た
。
ま
だ
す
っ
か
り
寝
入
ら
な
い
う
ち
に
、
主
人
の
部
屋
の
、
機

械
装
置
へ
と
通
じ
て
い
る
扉
が
開
き
、
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
真
っ
黒
け
な
熊
が
粉
挽
き
部
屋
へ
と
踏
み
込
ん
で
来
た
。
そ
い
つ
は
ふ
ん
ふ

ん
嗅
ぎ
回
り
、
ま
ず
唐と

う
み箕
の
ぐ
る
り
に
爪
を
立
て
、
そ
れ
か
ら
分セ

パ
レ
イ
タ
ー

離
器
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
階
段
を
鼓こ

り
ん輪
の
傍
ま
で
の
し
上
が
り
、
そ

の
時
よ
う
や
く
新
参
の
若
い
衆
に
気
づ
い
た
。
こ
ち
ら
は
斧
を
片
手
に
握
り
締
め
て
、
ず
う
っ
と
熊
の
行
動
を
見
守
っ
て
い
た
の
だ
。

角ラ
ン
タ
ン燈
が
明
る
く
燃
え
て
い
た
の
で
。
さ
あ
、
熊
は
し
き
り
に
唸う

な

り
な
が
ら
片
方
の
前
脚
を
若
い
衆
目
掛
け
て
さ
っ
と
伸
ば
し
て
来
た
。

若
者
は
す
ぐ
さ
ま
斧
を
振
り
上
げ
、
斬
り
つ
け
た
。
す
る
と
前
脚
が
床
に
落
ち
た
。
大
き
く
咆ほ

う
こ
う哮
し
た
熊
は
引
き
返
し
て
主
人
の
部
屋

へ
と
躍
り
込
ん
だ
。
翌
朝
の
朝
食
の
席
に
粉
挽
き
の
お
か
み
さ
ん
の
姿
が
見
え
な
か
っ
た
。
彼
女
は
床
に
就
い
た
ま
ま
で
、
右
の
前
腕

が
失な

く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
若
い
衆
が
例
の
前
脚
を
取
っ
て
来
る
と
、
そ
れ
は
〔
熊
の
前
脚
で
は
な
く
人
間
の
〕
前
腕
だ
っ
た
。
粉

挽
き
の
女
房
は
罰
当
た
り
の
魔
女
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
粉
挽
き
の
妻
─
─
時
と
し
て
牝め

猫
に
化
け
て
邪
な
悪
魔
の
所
業
を
働
く
こ
と
も

あ
る
─
─
に
関
わ
る
こ
う
し
た
魔
女
現
象
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
や
ザ
ク
セ
ン
で
も
数
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。

三
四　

司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
王

ケ
ー
ニ
ヒ

　

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
古
い
大
聖
堂
は
フ
ラ
ン
ク
族
の
王
ク
ロ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
〔
＝
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
〕
が
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
元
来
木
造
建
築
に
過
ぎ
ず
、
一
〇
〇
二
年
に
エ
ル
ザ
ス
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
公
爵
だ
っ
た
ヘ
ル
マ
ン
─
─
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ

と
帝
冠
を
争
っ
た
─
─
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
土
台
に
至
る
ま
で
焼
き
尽
く
さ
れ
た
。
カ
ー
ル
大
帝
の
作
っ
た
聖コ

ー

ル

堂
内
陣
は
残
っ
た
も

の
の
、
一
〇
〇
七
年
暴
風
雨
が
吹
き
込
み
、
建
造
物
の
残
余
は
崩
れ
て
瓦が

れ
き礫
と
な
っ
た
。
さ
て
、
一
〇
一
二
年
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世

が
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
へ
や
っ
て
来
て
、
大
聖
堂
の
衰
亡
を
嘆
き
、
司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
卿ヘ

ア

た
ち
の
修
規
を
閲
読
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
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ろ
、
こ
の
修
規
が
大
層
御
意
に
叶か

な

っ
た
の
で
、
王
冠
の
重
み
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、
我
ら
が
聖
母
様
に
捧
げ
ら
れ
た
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ

ル
ク
の
大
聖
堂
で
一
介
の
司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
卿ヘ

ア

と
な
ろ
う
、
と
決
心
し
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
全
て
の
臣
下
は
こ
れ
に
す
こ
ぶ
る
驚
倒
─
─
な

に
し
ろ
国
家
は
彼
を
必
要
と
し
て
い
た
の
だ
─
─
、
こ
う
し
た
企
て
を
撤
回
す
る
よ
う
説
き
つ
け
た
。
し
か
し
、
そ
の
志
の
敬け

い
け
ん虔
さ
と

修
道
院
お
よ
び
司
教
管
区
に
対
す
る
仁
慈
の
ゆ
え
に
聖
者
と
呼
ば
れ
て
い
た
─
─
彼
は
バ
ン
ベ
ル
ク
司
教
管
区
の
創
設
者
で
も
あ
っ
た

─
─
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
こ
と
、
決
し
て
意
図
を
翻
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
さ
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
に
は
司
教
が
お
り
、
そ
の

名
を
ヴ
ェ
リ
ン
ハ
ル
ト
と
い
っ
た
が
、
こ
の
御
仁
は
、
ど
う
説
得
し
て
も
皇
帝
に
計
画
を
思
い
切
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
看み

て

取
っ
て
、
謀は

か

り
ご
と
を
め
ぐ
ら
し
、
聖
職
者
と
し
て
の
宣
誓
、
と
り
わ
け
服
従
の
誓
い
を
彼
に
立
て
さ
せ
た
。
皇
帝
が
こ
れ
を
な
し
終

わ
る
と
、
ヴ
ェ
リ
ン
ハ
ル
ト
は
神
に
よ
り
、
ま
た
神
の
御み

名
に
お
い
て
彼
に
こ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
。
帝
冠
、
お
よ
び
、
彼
な
し
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
こ
の
国
家
の
支
配
統
治
権
を
保
持
し
続
け
る
よ
う
に
、
と
。
皇
帝
は
、
う
ま
く
し
て
や
ら
れ
た
、
と
悟
っ
た
が
、
命
令

に
服
従
し
た
。
か
く
し
て
そ
の
後
彼
の
代
わ
り
に
他
の
司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
卿ヘ

ア

が
一
人
、
聖
母
大
聖
堂
で
神
に
仕
え
、
聖
務
を
行
い
、
祭
壇
で

彼
の
分
を
歌
い
か
つ
祈
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
王

ケ
ー
ニ
ヒ

と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
か
ら
豊
か
な
聖
職
禄
が
こ
の
聖
堂
に
寄
進
さ

れ
た
。
こ
れ
な
ん
司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
王

ケ
ー
ニ
ヒ

聖
職
禄
で
あ
っ
て
、千
と
七
百
年
以
上
も
存
続
し
た
。
ま
た
、そ
の
後
一
〇
一
五
年
に
石
造
の
シ
ュ

ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
大
聖
堂
の
礎
石
を
置
い
た
の
は
ヴ
ェ
リ
ン
ハ
ル
ト
司
教
そ
の
人
で
あ
る
。

三
五　

聖
ザ
ン
ク
ト

オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
ア

　

そ
の
名
を
ア
ッ
テ
ィ
ヒ
殿
と
呼
ば
れ
る
あ
る
尊
大
な
伯
爵
が
ホ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
の
城
主
だ
っ
た
が
、
そ
の
奥
方
が
女
の
子
を
出
産
し

た
。
そ
の
子
は
目
が
見
え
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
ア
ッ
テ
ィ
ヒ
殿
は
激げ

き
こ
う昂
し
て
怒
鳴
っ
た
。「
め
く
ら
の
子
ど
も
な
ど
余よ

は
欲
し
く
な
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い
。
そ
の
ち
び
め
を
連
れ
去
っ
て
、
頭
を
ど
こ
ぞ
の
巖い

わ

に
叩
き
付
け
て
し
ま
え
」
と
。
そ
し
て
荒
れ
狂
い
続
け
た
。
け
れ
ど
も
母
親
は

す
ぐ
さ
ま
乳
母
を
誠
実
な
従
者
を
付
け
て
目
の
見
え
な
い
子
ど
も
と
と
も
に
遠
方
の
パ
ル
マ
に
送
り
出
し
た
。
こ
の
町
は
ア
ル
プ
ス
の

山さ
ん
れ
い嶺
の
彼か

な
た方
な
る
フ
リ
ウ
リ
に
あ
る
。
パ
ル
マ
に
は
聖
母
大
聖
堂
が
あ
り
、
ア
ッ
テ
ィ
ヒ
殿
の
い
と
け
な
い
息
女
は
そ
こ
へ
連
れ
て
来

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
地
に
エ
ア
ハ
ル
ド
ゥ
ス
と
い
う
司
教
が
い
た
が
、
彼
は
夢
の
中
で
こ
ん
な
声
を
聞
い
た
。

「
パ
ル
マ
の
司
教
座
聖
堂
へ
と
出
立
し
な
さ
い
。
そ
こ
で
盲め

し
い

の
女
児
が
見
つ
か
り
ま
す
。
そ
な
た
は
こ
の
子
に
洗
礼
を
施
し
、
オ
ッ

テ
ィ
ー
リ
ア
と
命
名
し
な
さ
い
」。
エ
ア
ハ
ル
ド
ゥ
ス
は
夢
の
中
で
耳
に
し
た
主し

ゅ

の
言
葉
に
遅
滞
な
く
従
い
、
パ
ル
マ
の
司
教
座
聖
堂

に
向
か
い
、
子
ど
も
を
見
つ
け
、
洗
礼
を
施
し
、
祝
福
を
与
え
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
洗
礼
し
て
い
る
間
に
子
ど
も
の
目
が
開
き
、

物
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
ア
は
パ
ル
マ
の
聖
母
大
聖
堂
に
留と

ど

ま
り
、
そ
こ
で
淑し

と

や
か
な
乙
女
に
成
長
、

風オ
ル
ガ
ン琴
を
上
手
に
弾
く
こ
と
を
習
い
、
花か

き卉
を
育
て
、
課
さ
れ
た
務
め
を
誠
実
に
果
た
し
た
。
─
─
一
方
ア
ッ
テ
ィ
ヒ
殿
は
天
罰
を
蒙こ

う
む

り
、
自
分
が
見
捨
て
た
子
ど
も
を
思
い
や
っ
て
悔
悟
懊お

う
の
う悩
し
、
子
ど
も
を
捜
そ
う
と
い
う
衝
動
に
駈か

ら
れ
て
南
国
〔
＝
イ
タ
リ
ア
〕
へ

巡
礼
の
旅
に
出
た
。
息
女
の
滞
在
地
は
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
、
誤
り
な
く
道
を
取
り
、
や
が
て
祈
祷
中
に
娘
の
身
に
起
こ
っ
た
か
の

奇
蹟
の
こ
と
を
聴
き
、
ホ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
へ
、
そ
し
て
母
親
の
胸
へ
と
彼
女
を
連
れ
帰
っ
た
。
こ
の
典
雅
に
し
て
信
仰
篤あ

つ

い
子
ど
も
は

栄
光
と
富
み
に
包
ま
れ
た
が
、
こ
う
し
た
も
の
は
全
て
彼
女
の
心
を
そ
そ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
姫
の
美
し
さ
、
愛

ら
し
さ
の
評
判
が
一
帯
に
広
ま
り
、
御お

手
を
頂ち

ょ
う
だ
い戴
つ
か
ま
つ
り
た
い
、
と
求
婚
者
た
ち
が
心
惹ひ

か
れ
て
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
だ
れ
を
も
顧
み
よ
う
と
せ
ず
、
た
だ
た
だ
救
世
主
の
花
嫁
で
あ
ろ
う
、
と
志
し
た
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
求
婚
者
の
中
に
こ
の
地ガ

ウ域

の
富
裕
な
伯
爵
が
い
た
の
で
、
ア
ッ
テ
ィ
ヒ
殿
は
我
が
子
を
こ
の
人
に
妻
と
し
て
与
え
よ
う
と
誓
約
し
、
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
ア
に
、
こ
れ

以
上
否
や
を
申
し
て
は
な
ら
ぬ
、
と
命
じ
た
。
敬け

い
け
ん虔
な
乙
女
は
こ
れ
に
頗す

こ
ぶ

る
驚き

ょ
う
が
く愕
し
、
ひ
た
す
ら
祈
り
を
捧
げ
て
慰い

し
ゃ藉
と
救
済
を

願
っ
た
。
そ
し
て
と
う
と
う
啓
示
を
授
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
他
で
も
な
い
、
急
い
で
逃
げ
よ
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
さ
て
、
花
婿
が
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朝
馬
に
乗
っ
て
参
着
す
る
と
、
花
嫁
は
お
ら
ず
、
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
騎
馬
や
徒か

ち歩
の
者
た
ち
が
急
派
さ
れ
て
ヴ
ォ
ゲ
ー

ゼ
ン
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
界か

い
わ
い隈
や
ラ
イ
ン
河
周
辺
を
あ
ち
こ
ち
隈く

ま

無
く
捜
索
し
た
が
、
ア
ッ
テ
ィ
ヒ
殿
の
息
女
は
だ
れ
に
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

や
っ
と
三
日
後
、
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
ア
は
小
舟
に
乗
っ
て
ラ
イ
ン
を
渡
っ
た
、
そ
れ
も
と
こ
と
ん
独
り
ぼ
っ
ち
で
、
多
分
天
使
が
渡
し
守

役
を
務
め
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
消
息
が
齎も

た
ら

さ
れ
た
。
そ
こ
で
姫
の
父
親
と
例
の
伯
爵
は
躍や

っ
き起
と
な
っ
て
彼
女
の
行
方
を
探
し
、
遙

か
遠
方
に
ま
で
及
ん
だ
。
そ
し
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
イ
ム
・
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
ま
で
来
て
、
そ
の
地
の
谷
間
を
騎
行
し
て
い
る
と
、
突
然

と
あ
る
山
の
高
み
を
乙
女
が
歩
い
て
い
る
の
を
目
に
し
、
そ
ち
ら
へ
向
か
っ
て
急
い
で
馬
を
疾
駆
さ
せ
た
。
追
跡
者
た
ち
が
我
が
身
の

間
近
に
迫
っ
た
の
に
気
づ
い
た
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
ア
は
、
激
し
く
驚
き
、
な
に
と
ぞ
ご
庇ひ

ご護
を
、
と
天
に
呼
び
掛
け
た
。
そ
し
て
と
あ
る

巖い
わ
か
べ壁
の
と
こ
ろ
に
来
た
が
、
こ
れ
に
行
く
手
を
全
く
阻
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
巖
壁
は
彼
女
の
前
で
さ
っ
と
開
き
、
彼
女
が
通
り
抜

け
る
と
そ
の
背
後
で
再
び
閉
じ
た
の
で
あ
る
。
巖
の
中
か
ら
清
ら
か
な
泉
が
滾こ

ん
こ
ん滾
と
湧
き
出
し
、
追
跡
者
た
ち
は
そ
の
前
に
立
ち
尽
く

し
て
、
自
分
た
ち
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
と
ん
と
分
か
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
改
め
て
そ
ぞ
ろ
改か

い
し
ゅ
ん悛
し
始
め
た
ア
ッ
テ
ィ
ヒ
殿
は
、
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
ア
を
思
い
や
っ
て
嘆
息
し
、
泉
の
畔ほ

と
り

に
佇た

た
ず

み
、

峻し
ゅ
ん
け
ん険
な
巖
に
向
か
っ
て
こ
ん
な
誓
言
を
叫
ん
だ
。
も
し
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
ア
が
再
び
己お

の
れ

の
許
に
戻
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
自
分
は
こ
の
場

所
に
礼
拝
堂
を
一
宇
建
立
し
、
自
分
の
城
を
修
道
院
に
変
え
よ
う
、
そ
し
て
こ
れ
に
多
大
な
資
産
を
寄
進
し
よ
う
、
と
。
こ
う
し
た
こ

と
は
こ
と
ご
と
く
実
行
さ
れ
、
巌
か
ら
迸

ほ
と
ば
し

る
泉
は
オオ

ッ
テ
ィ
ー
リ
エ
ン
ブ
ル
ン
ネ
ン

ッ
テ
ィ
ー
リ
ア
の
泉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
病
ん
だ
目
に
な
ん
と
も
素
晴

ら
し
い
効
き
目
を
及
ぼ
し
た
。
一
方
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
ア
は
新
た
に
で
き
た
修
道
院
の
修
道
院
長
に
就
任
、
病
人
た
ち
を
看
護
、
治
療

し
、
こ
の
地ガ

ウ域
全
体
の
守
護
天
使
の
よ
う
な
存
在
に
な
り
、
例
の
山
の
裾す

そ

に
も
う
一
つ
の
修
道
院
、
ニ
ー
ダ
ー
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
を
作
ら

せ
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
至
福
に
包
ま
れ
て
安
ら
か
に
こ
の
世
を
去
る
と
、
聖
女
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
目
の
守
護
聖
人
と

な
り
、
眼
病
を
患
う
人
人
か
ら
と
り
わ
け
願
を
掛
け
ら
れ
た
。
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三
六　

父
と
息
子

　

昔
上

オ
ー
バ
ー

エ
ル
ザ
ス
に
一
人
の
伯
爵
が
い
た
。
エ
ー
ギ
ス
ハ
イ
ム
の
フ
ー
ゴ
ー
殿
で
あ
る
。
そ
の
奥
方
が
子
息
を
生
ん
で
く
れ
、
こ
の

子
は
聖
な
る
洗
礼
を
受
け
て
ブ
ル
ー
ノ
と
命
名
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
伯
爵
の
胸
は
、
こ
の
坊
や
が
自
分
の
種
で
は
な
い
、
と
い
う
忌い

ま

わ
し
い
猜さ

い
ぎ疑
の
念
に
暗あ

ん
た
ん澹
と
閉
ざ
さ
れ
た
。
そ
こ
で
彼
は
一
人
の
従
者
に
、
赤
児
を
森
へ
運
ん
で
行
っ
て
、
殺
し
、
そ
の
証
拠
と
し
て

心
臓
を
持
っ
て
ま
い
れ
、
と
命
じ
た
。
け
れ
ど
も
従
者
は
罪
も
な
い
赤
ん
坊
が
か
わ
い
そ
う
で
た
ま
ら
ず
、
こ
ん
な
殺
人
を
や
っ
て
の

け
る
こ
と
な
ど
到
底
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
子
ど
も
を
安
全
に
匿か

く
ま

う
と
、
のレ

ー
ろ
鹿
の
仔こ

を
殺
し
て
、
そ
の
心
臓
を
残
酷
な
主
君
に

持
ち
帰
っ
た
。
少
年
は
成
長
し
て
、
大
層
偉
く
な
っ
た
。
歳
月
が
過
ぎ
、
年
老
い
た
伯
爵
は
悔
悟
の
念
に
駈か

ら
れ
た
。
と
い
う
の
は
、

自
分
が
以
前
妄
想
に
囚と

ら

わ
れ
て
、
こ
の
上
も
な
く
非
道
な
罪
を
犯
し
た
こ
と
が
明
明
白
白
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
は
や
こ

れ
以
上
故
郷
に
留
ま
っ
て
い
る
の
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
幾
つ
も
の
持
ち
城
と
領
国
を
捨
て
、
巡
礼
姿
で
ア
ル
プ
ス
を
越
え
、
聖
な

る
父
に
己お

の
れ

の
重
罪
を
告
白
し
、
贖し

ょ
く
ざ
い罪
を
課
し
て
も
ら
う
べ
く
、
ロ
ー
マ
へ
と
旅
し
た
。
そ
し
て
教
皇
の
許も

と

に
至
り
、
そ
の
足
元
に

跪
ひ
ざ
ま
ず

い
て
自
ら
の
罪ざ

い
ご
う業
を
懺
悔
、
深
く
打
ち
ひ
し
が
れ
て
罪
の
浄
め
を
懇
願
し
た
。
す
る
と
聖
な
る
父
は
高た

か
み
く
ら

御
座
か
ら
立
ち
上
が
り
、

こ
う
言
っ
た
。「
エ
ー
ギ
ス
ハ
イ
ム
の
伯
爵
フ
ー
ゴ
ー
。
い
と
も
憐
れ
み
深
き
神
は
、
あ
な
た
の
子
息
ブ
ル
ー
ノ
が
死
ぬ
の
を
望
ま
れ

ず
、
高
き
位
に
ま
で
昇の

ぼ

ら
せ
た
も
う
た
の
で
す
。
そ
し
て
神
は
、
わ
た
く
し
、
す
な
わ
ち
神
の
僕し

も
べ

の
う
ち
の
僕
を
通
じ
て
、
あ
な
た

の
残
酷
な
意
図
を
お
許
し
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
が
改か

い
し
ゅ
ん悛
し
た
こ
と
で
あ
な
た
の
贖
罪
は
済
み
ま
し
た
。
身
を
起
こ
し
な
さ
い
、フ
ー

ゴ
ー
伯
爵
。
そ
し
て
わ
た
く
し
を
抱
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
赦
免
を
告
げ
る
こ
の
わ
た
く
し
こ
そ
あ
な
た
の
子
息
ブ
ル
ー
ノ
、

聖
ザ
ン
ク
ト

ペ
ト
ル
ス
の
聖
な
る
御お

ざ座
に
就
い
て
レ
オ
九
世
と
名
乗
る
者
で
す
」
と
。
─
─
年
老
い
た
伯
爵
は
夢
見
心
地
で
、
ま
る
で
天
国
の

門
が
自
ら
に
開
か
れ
た
か
の
よ
う
な
気
が
し
た
。
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三
七　

大
聖
堂
の
時
計

　

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
な
る
大
聖
堂
に
は
貴
重
か
つ
驚
嘆
に
値
す
る
時
計
装
置
が
あ
り
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
は
全
世
界
に
な

い
。
数
数
の
像
で
飾
ら
れ
た
こ
の
す
ば
ら
し
い
工
作
物
は
高
く
、
ま
た
誇
ら
か
に
目
の
前
に
聳そ

び

え
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
ち

ら
と
同
じ
平
面
に
立
っ
て
い
る
し
、
そ
の
上
も
う
と
っ
く
の
昔
に
動
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
足
台
に
は
天
球
儀
の
隣
に
一
羽
の
伽ペ

リ
カ
ン

藍
鳥

の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
上
方
で
は
暦
が
見
下
ろ
し
て
い
る
。
そ
し
て
暦
の
中
央
に
認
め
ら
れ
る
の
は
地
球
で
、
そ
の
両
脇
に
は

太
陽
神
と
月
の
女
神
が
立
ち
、
持
っ
て
い
る
矢
で
昼
の
時
間
と
夜
の
時
間
を
示
す
。
暦
の
四
隅
の
盾
支
え
は
紋
章
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
上
方
で
は
、
か
つ
て
七
つ
の
惑
星
の
神
神
が
さ
ま
ざ
ま
な
連
獣
に
牽ひ

か
れ
る
車
に
乗
っ
て
曜
日
の
告
知
者
と
し
て
運
行
し
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
連
獣
が
静
か
に
進
み
な
が
ら
毎
曜
日
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
正
午
に
は
真
ん
中
で
動
か
な
く
な
り
、
そ
れ
か
ら
再
び
次
に

来
る
連
獣
に
徐
徐
に
場
所
を
明
け
渡
し
て
行
っ
た
。
ま
た
そ
の
上
方
に
は
大
き
な
十
五
分
針
が
あ
り
、
傍
ら
に
は
四
つ
の
形
象
、
す
な

わ
ち
、「
天
地
創
造
」、「
ヨ
シ
ャ
フ
ァ
ト
の
谷
」、「
最
後
の
審
判
」、
そ
し
て
「
永え

い
ご
う劫
の
罰
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
覧
者
の
右
手
に
は

時
計
装
置
に
沿
っ
て
壁
の
な
い
階
段
塔
が
あ
り
、
左
手
に
は
神
神
の
姿
で
飾
ら
れ
た
、
形
は
別
だ
が
同
様
の
も
の
が
あ
る
。
装
置
の
天

辺
に
は
大
き
な
雄お

ん
ど
り鶏
が
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
時
の
数
だ
け
啼な

き
、
羽
ば
た
き
を
し
た
。
二
つ
の
塔
の
基
底
部
に
は
二
頭
の

大
き
な
獅ラ

イ
オ
ン子
が
き
ち
ん
と
し
た
姿
勢
で
坐
っ
て
お
り
、
片
方
は
宝
石
を
鏤ち

り
ば

め
た
冑か

ぶ
と

を
、
他
方
は
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
紋
章
盾
を

保
持
し
て
い
る
。
中
央
部
右
手
に
あ
る
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
装
飾
を
施
さ
れ
、
精
巧
極
ま
り
な
い
駆
動
装
置
を
備
え
た
巨
大
な
時
計
文
字

盤
で
、
四
季
を
表
す
絵
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
はD

O
M

IN
V

S LV
X

 M
EA

 – Q
V

EM
 T

IM
EO

と
記
さ
れ
て
い
る
。
時

針
は
う
ね
り
く
ね
る
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
で
、
そ
の
矢
の
よ
う
に
突
き
出
さ
れ
た
舌
が
時
の
数
字
を
指
す
。
時
計
文
字
盤
の
上
方
に
は
も
っ
と
小
さ

い
円
盤
が
あ
り
、
こ
れ
は
月げ

つ
り
ん輪
を
用
い
て
移
り
変
わ
る
月
齢
を
か
つ
て
正
確
に
示
し
た
。
そ
の
上
方
で
は
幾
つ
も
の
盾
支
え
と
紋
章
の
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間
に
生
生
流
転
す
る
人
間
の
一
生
の
諸
相
が
か
つ
て
出
て
来
た
。
こ
れ
ら
の
諸
相
が
む
き
だ
し
で
吊
さ
れ
て
い
る
十
五
分
毎
の
鐘
を
叩

い
て
行
く
仕
掛
け
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
上
方
に
は
時
の
鐘
が
下
が
っ
て
い
る
。
十
五
分
の
鐘
が
打
た
れ
る
と
、
そ
の
つ
ど
死
神
が
姿

を
現
し
て
時
の
鐘
を
叩
こ
う
と
す
る
。
け
れ
ど
も
我
が
救
世
主
の
御み

姿
が
死
神
に
行
き
逢あ

い
、
死
神
が
そ
う
す
る
の
を
阻
む
。
死
神

は
、
一
時
間
が
経
過
し
て
初
め
て
、
そ
の
時
打
ち
の
仕
事
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
全
て
の
上
に
高
高
と
更
に
ゴ

シ
ッ
ク
式
冠
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
傍
ら
に
黙も

く
し示
の
動
物
た
ち
を
侍
ら
せ
た
四
人
の
福
音
史
家
の
む
き
だ
し
の
像
が
付
い
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
像
の
上
方
に
楽
を
奏
し
て
い
る
二
人
の
天
使
が
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
実
は
か
つ
て
美
し
い
、
響
き
豊
か

な

鉄
グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ル

琴

が
隠
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
大
聖
堂
の
時
計
に
は
ま
だ
ま
だ
少
な
か
ら
ず
精
妙
な
造
形
美
術
品
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら

に
は
意
味
深
い
箴し

ん
げ
ん言
の
数
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
壮
麗
な
製
作
物
を
仕
上
げ
た
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
そ
の
名
を
イ
ザ
ー
ク
・
ハ
ー
プ
レ
ヒ
ト

と
い
い
、
極
め
て
長
い
こ
と
思
索
に
明
け
暮
れ
、
そ
れ
か
ら
倦う

ま
ず
た
ゆ
ま
ず
働
い
て
、
遂
に
こ
れ
を
完
成
さ
せ
、
こ
の
装
置
は
そ
の

生
き
生
き
と
し
た
運
行
ぶ
り
に
よ
っ
て
全
世
界
を
驚
嘆
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
れ
が
竣し

ゅ
ん
こ
う工
す
る
と
、
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
、
他
の
土
地
で

も
自
分
の
比
類
な
い
伎ぎ

り
ょ
う倆
を
揮ふ

る

い
た
い
、
と
思
っ
た
。
す
る
と
か
の
邪

よ
こ
し
ま

な
敵
〔
＝
悪
魔
〕
が
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
参
事
会
の
面

面
の
胸
に
忌
ま
わ
し
い
妬ね

た

み
の
念
を
吹
き
込
ん
だ
。
こ
う
し
た
驚
異
の
作
品
は
独
り
我
ら
が
市
の
み
が
所
有
す
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
参
事
会
の
お
歴
歴
は
、
市
の
権
限
の
及
ぶ
領
域
か
ら
去
る
こ
と
を
親マ

イ
ス
タ
ー方
ハ
ー
プ
レ
ヒ
ト
に
禁
じ
た
と
し
て
も
、
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
シ
ュ

ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
を
見
限
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
の
で
、
彼
の
視
力
を
奪
っ
て
し
ま
お
う
、
と
衆
議
一
決
し
た
。
こ
れ
が
告
知
さ
れ
る

と
、
聞
い
た
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
震
え
上
が
っ
て
こ
う
言
っ
た
。「
も
う
一
度
だ
け
わ
し
は
わ
し
の
時
計
装
置
を
見
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ

い
く
ら
か
改
良
し
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
ら
、
後
で
は
も
う
そ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
で
な
」。
そ
れ

が
許
可
さ
れ
た
の
で
、
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
自
分
の
精
妙
な
製
作
物
に
登
り
、
内
部
に
入
り
込
み
、
し
ば
ら
く
中
で
何
か
を
し
た
。
そ
し
て
そ
れ

か
ら
市
庁
舎
で
親マ

イ
ス
タ
ー方
の
視
力
は
奪
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
─
─
そ
の
時
突
然
時
計
が
停
止
し
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
と
死
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神
と
人
間
の
一
生
は
も
は
や
動
か
な
く
な
り
、

鉄
グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ル

琴

は
沈
黙
、
雄
鶏
は
啼
か
ず
、
時
の
鐘
は
響
か
ず
、
時
針
の
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
は
時
の

数
字
を
指
さ
ず
、
神
神
は
車
で
運
行
し
な
く
な
り
─
─
何
も
か
も
止
ま
っ
た
ま
ま
に
な
っ
た
。
か
の
残
酷
な
所
業
が
加
え
ら
れ
て
か
ら

ほ
ど
な
く
、〔
天
国
に
召
さ
れ
た
〕
親マ

イ
ス
タ
ー方
ハ
プ
レ
ヒ
ト
の
盲め

し
い

に
さ
れ
た
両
眼
は
開
か
れ
て
久く

お
ん遠
の
光
を
見
た
─
─
が
、
市
参
事
会
は
、

時
計
装
置
を
再
び
動
か
し
て
く
れ
る
職た

く
み匠
を
求
め
て
八
方
へ
使
者
を
出
し
、
徒
労
に
終
わ
っ
た
。
昔
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、
再
三
再

四
、
た
く
さ
ん
の
者
が
や
っ
て
来
て
、
た
く
さ
ん
の
者
が
装
置
の
内
外
を
あ
ち
こ
ち
点
検
し
た
り
、
入
念
に
手
を
加
え
た
り
し
た
が
、

だ
れ
一
人
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
─
─
彼
ら
は
こ
の
装
置
を
直
す
と
い
う
よ
り
壊
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
大
聖
堂
の
時

計
装
置
は
今
日
な
お
止
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
す
ば
ら
し
い
見み

も
の物
で
は
あ
る
が
、
動
き
は
し
な
い
。
指
針
は
い
ま
だ
に
、
伎
倆
に
長
け

た
親マ

イ
ス
タ
ー方
に
あ
の
残
酷
で
恩
知
ら
ず
な
背
信
行
為
が
犯
さ
れ
た
そ
の
日
と
そ
の
時
刻
を
示
し
て
い
る
。

三
八　

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
射
撃
祭
と
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
粥か

ゆ

　

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
兵
器
庫
に
は
青
銅
で
で
き
た
深ふ

か
な
べ鍋
が
一
つ
陳
列
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
昔
チ
ュ
ー
リ
ヒ
市
が
粥
を

満
た
し
て
贈
呈
し
た
も
の
。
粥
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
こ
し
ら
え
ら
れ
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
に
着
い
た
時
に
は
ま
だ
暖
か
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
こ
れ
は
こ
う
い
う
し
だ
い
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
民
は
大
射
撃
祭
を
開
催
、
こ
れ
に
ラ
イ
ン
河
畔
、
ラ
イ
ン
プ

フ
ァ
ル
ツ
、
エ
ル
ザ
ス
、
お
よ
び
ス
イ
ス
の
近
隣
諸
都
市
を
全
て
招
待
し
た
。
こ
れ
ら
の
都
市
の
市
民
の
方
も
使
者
を
送
ら
れ
る
と

夥
お
び
た
だ

し
く
や
っ
て
来
て
、
祝
祭
に
参
加
し
た
。
最
も
遠
か
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
射
手
た
ち
で
、
三
日
の
旅
路
だ
っ
た
。

さ
て
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
一
人
あ
っ
ぱ
れ
な
好
漢
が
い
て
、
そ
の
名
を
ヴ
ェ
ー
ル
ト
の
ハ
ン
ス
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
が
愉
快
な
趣
向
を
考

え
出
し
た
。
い
わ
く
「
ど
う
だ
、
水
路
で
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
に
出
掛
け
よ
う
や
。
そ
う
す
り
ゃ
車
輪
も
馬
も
痛
め
ず
に
済
ま
あ
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な
。
そ
れ
も
、
首
尾
良
く
行
け
ば
、
一
日
で
や
っ
て
の
け
よ
う
。
そ
う
し
て
だ
な
、
ご
当
地
で
こ
し
ら
え
た
熱
熱
の
粥
か
な
ん
か
を

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
連
中
へ
の
土
産
に
す
る
の
よ
」。
こ
の
提
案
は
大だ

い
か
っ
さ
い

喝
采
を
浴
び
、
準
備
万
端
調
っ
た
。
そ
し
て
粥
が
夜
中
に

煮
ら
れ
、
青
銅
製
の
暖
か
い
深
鍋
に
移
さ
れ
、
こ
の
鍋
は
熱
い
砂
の
中
に
置
か
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
ま
だ
星
が
輝
い
て
い
る
内
に
、
一

行
は
急
い
で
乗
船
し
た
。
船
か
ら
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
徽き

し
ょ
く色
で
あ
る
白
と
青
の
三
角
旗
が
幾い

く
り
ゅ
う旒
も
陽
気
に
は
た
め
き
、
一
行
は
リ
マ
ー

ト
川
の
早
い
流
れ
の
上
を
飛
ぶ
よ
う
に
進
ん
だ
。
ご
機
嫌
上
上
の
ス
イ
ス
人
射
手
た
ち
は
、
少
な
か
ら
ぬ
難
所
を
や
り
過
ご
し
つ
つ
、

リ
マ
ー
ト
川
か
ら
ア
ー
ル
川
ヘ
、
ア
ー
ル
川
か
ら
ラ
イ
ン
河
ヘ
と
入
っ
た
。
地ヘ

レ
ン
ハ
ー
ケ
ン

獄
の
鉤
で
は
大
胆
に
早
瀬
と
砂
州
を
通
過
。
幸
多
き
こ

の
小
さ
な
船
が
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
デ
ン
指
し
て
や
っ
て
来
る
と
、
す
で
に
そ
の
航
行
の
知
ら
せ
が
到
達
し
て
い
た
の
で
、
市
壁
か
ら
朝
飯

の
際
の
飲
み
料
に
と
銘
酒
を
ぎ
っ
し
り
入
れ
た
籠か

ご

が
吊
り
下
ろ
さ
れ
、
て
き
ぱ
き
と
受
け
取
ら
れ
た
。
バ
ー
ゼ
ル
の
鐘
が
十
一
時
を

打
っ
た
時
─
─
時
刻
は
よ
う
や
く
十
時
と
い
う
わ
け
だ
が
─
─
チ
ュ
ー
リ
ヒ
人
た
ち
の
乗
っ
た
こ
の
め
で
た
い
船
は
早
く
も
橋
に
近
づ

い
た
。
そ
こ
に
整
列
し
た
兵
た
ち
と
ひ
し
め
く
群
衆
か
ら
心
か
ら
の
喜
び
を
籠
め
た
盟
邦
の
挨
拶
が
ど
っ
と
湧
き
起
こ
っ
て
こ
れ
を
迎

え
、
射
手
た
ち
は
轟ご

う
ぜ
ん然
と
答
礼
の
発
砲
を
し
た
。
し
か
し
船
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
交
替
す
る
屈
強
な
漕こ

ぎ
手
の
櫂か

い

捌さ
ば

き
に
ぐ
い
ぐ
い
進
め

ら
れ
、
ラ
イ
ン
を
ず
ん
ず
ん
矢
の
よ
う
に
下
っ
て
行
っ
た
。
船
の
前
部
、
舵か

じ

櫂
の
と
こ
ろ
で
懸
念
し
な
が
ら
見
張
り
に
立
っ
て
い
る
の

は
か
の
ヴ
ェ
ー
ル
ト
の
ハ
ン
ス
で
、
船
の
中
央
に
坐
っ
て
い
る
の
は
射
撃
祭
に
お
け
る
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
隊
長
か
つ
代
表
者
に
選
ば
れ
た

カ
ス
パ
ー
ル
・
ト
ー
マ
ン
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
先
へ
、
ま
た
先
へ
と
進
み
、
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
を
過
ぎ
、
ブ
ラ
イ
ザ
ッ
ハ
を
過
ぎ
、
ラ

イ
ン
の
何
百
も
の
島
島
と
河
洲
と
葦あ

し
は
ら原
を
抜
け
て
行
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
夕
暮
れ
が
深
ま
り
だ
し
、
確
か
に
、
燃
え
る
日
輪
が
ヴ
ォ

ゲ
ー
ゼ
ン
の
青
い
山
並
み
に
沈
み
だ
し
た
。
が
、
し
か
し
、
遙
か
、
遙
か
彼
方
の
、
限
り
な
い
河
谷
の
広
が
り
の
向
こ
う
で
燦き

ら

め
い
た

紅
く
れ
な
い

の
火
の
柱
は
何
か
。
太
陽
に
接く

ち
づ
け吻
さ
れ
て
我ウ

ン
ザ
ー
・
フ
ラ
ウ
エ
ン
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー

ら
が
聖
母
大
聖
堂
の
巨
大
な
塔
が
一
瞬
赤
赤
と
燃
え
上
が
っ
た
の
だ
。
船ふ

な
び
と人
た
ち
は

歓
呼
し
て
燦
め
く
遠
く
の
目
的
地
に
挨
拶
を
送
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
目
標
と
船
と
の
間
に
は
相
変
わ
ら
ず
数
時
間
が
横
た
わ
っ
て
い
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る
。
昼
は
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
、
夜
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
月
が
夕
空
に
明
る
く
丸
く
出
て
い
る
。
大
聖
堂
は
幽
霊
船
の
よ
う
に
浮
か
び

上
が
り
、
射
撃
が
行
わ
れ
る
草
地
か
ら
は
群
衆
の
く
ぐ
も
っ
た
ど
よ
め
き
が
聞
こ
え
て
来
た
。
今
や
船
の
者
た
ち
も
高
ら
か
に
ツ
ィ
ン

ク
や
喇ポ

ザ
ウ
ネ叭
、
笛

フ
レ
ー
テ

や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
吹
奏
を
始
め
た
。
─
─
さ
あ
、
遂
に
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
に
到
達
し
た
の
だ
。
そ
し
て
船
は

グ
ル
デ
ン
塔

ト
ゥ
ル
ム

で
接
岸
。
一
日
で
果
て
し
な
い
距
離
を
こ
な
し
、
深
鍋
の
粥
を
ま
だ
温
か
い
ま
ま
で
、
丁
度
う
ま
く
口
に
合
う
状
態
で

持
っ
て
来
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
壮
挙
を
成
し
遂
げ
た
、
疲
れ
を
知
ら
ぬ
河
下
り
人び

と

た
ち
を
歓
呼
の
叫
び
が
迎
え
た
。
こ
れ
は
全
く
荘

重
な
儀
式
で
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
か
ら
の
賓
客
た
ち
は
音
楽
と
旗
の
先
導
で
左マ

ウ
ラ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

官
業
組
合
集
会
所
に
案
内
さ
れ
、
心
か
ら
歓
待
さ
れ
、
楽
し

い
饗
宴
で
も
て
な
さ
れ
た
。
例
の
粥
が
平
ら
げ
ら
れ
た
後
で
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
人
ら
は
休
息
す
る
よ
う
黄ギ

ュ
ル
ド
ナ
ー
・
ヒ
ル
シ
ュ

金
牡
角
鹿
亭
へ
連
れ
て
行
か
れ

た
。
翌
日
の
射
撃
祭
で
は
彼
ら
は
あ
ら
ゆ
る
客
た
ち
か
ら
大
い
に
尊
敬
さ
れ
た
。
そ
し
て
か
の
深
鍋
は
永
久
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。三

九　

ブ
レ
ッ
テ
ン
の
小
犬

　
「
ブ
レ
ッ
テ
ン
の
小
犬
み
た
い
な
目
に
遭あ

う
」
と
は
ラ
イ
ン
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
表
現
だ
が
、
こ
れ
は
小
都
市
ブ
レ
ッ
テ
ン
の
象
徴
を
指

し
て
お
り
、
こ
の
言
い
回
し
は
、
信
義
を
尽
く
し
た
の
に
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
受
け
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
昔
ブ
レ
ッ
テ
ン
に
一
人

の
男
が
い
て
、
信
実
忠
義
な
小
犬
を
飼
っ
て
い
た
。
男
は
こ
の
小
犬
を
せ
っ
せ
と
躾し

つ

け
て
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
や
芸
当
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
特
に
使
っ
た
の
は
肉
を
買
い
に
や
ら
せ
る
こ
と
。
金
の
包
み
が
入
っ
て
、
そ
の
上
に
何
が
欲
し
い
か
を
書
い
た
紙
切
れ
が
乗
っ

か
っ
て
い
た
小こ

か
ご籠
に
、
肉
屋
で
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
と
肉
を
入
れ
て
も
ら
っ
た
小
犬
は
、
ち
ょ
っ
と
で
も
そ
れ
に
口
を
付
け
よ
う
と
し
な
い
で
持
っ

て
帰
り
、
肉
屋
に
は
毎
度
ど
っ
さ
り
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
銅
貨
を
提
供
し
た
も
の
。
と
こ
ろ
が
や
が
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
。
肉
屋
は
新
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た
に
職
人
を
一
人
置
い
た
が
、
こ
の
男
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
っ
た
。
一
方
〔
小
犬
の
飼
い
主
の
〕
男
の
方
は
新
教
徒
な
の
で
、
い
つ

も
の
よ
う
に
自
家
用
の
肉
あ
る
い
は
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
を
取
り
寄
せ
よ
う
と
、
金
曜
日
に
も
小
犬
を
肉
屋
に
使
い
に
出
し
た
。
肉
屋
の
職
人
は
こ

れ
に
腹
を
立
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
見
て
ろ
よ
、
邪
宗
徒
め
。
き
さ
ま
相
応
の
輪シ

ュ
リ
ュ
ン
カ
ー

型
腸
詰
め
を
送
り
付
け
て
や
る
わ
」。
─
─
そ
う
し
て

小
犬
を
捉と

ら

え
る
と
、
肉
捌さ

ば

き
台
に
載
せ
て
、
く
る
り
と
巻
い
た
そ
の
小
さ
な
尻
尾
を
無
情
に
も
叩
き
切
り
、
そ
れ
を
籠
に
入
れ
た
。
哀

れ
な
動
物
は
籠
を
く
わ
え
る
と
、
血
を
流
し
な
が
ら
家
へ
駈か

け
戻
り
、
主
人
の
前
に
籠
を
置
く
と
、
こ
ろ
り
と
倒
れ
、
く
ん
く
ん
啼な

く

と
、
四
肢
を
つ
っ
ぱ
ら
か
し
て
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
ブ
レ
ッ
テ
ン
は
全
市
を
挙
げ
て
こ
の
背
信
行
為
に
憤
激
、
職
人
は
即
刻
市
域
か

ら
追
放
さ
れ
、
尻
尾
の
な
い
小
犬
の
像
が
石
に
刻
ま
れ
て
市
門
の
上
に
掲
げ
ら
れ
た
。
更
に
そ
の
上
に
は
忠
誠
を
顕
彰
す
る
意
味
の
冠

が
掛
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ぞ
ブ
レ
ッ
テ
ン
の
象
徴
で
、
こ
の
小
都
市
は
か
の
偉
大
な
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
生
誕
の
地
で
あ

る
。　

四
〇　

ト
リ
フ
ェ
ル
ス

　

ラ
ン
ダ
ウ
近
郊
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ラ
ー
河タ

ー
ル谷
を
見
下
ろ
し
て
堂
堂
た
る
皇
帝
直
属
領
の
城
塞
ト
リ
フ
ェ
ル
ス
が
屹き

つ
り
つ立
し
て
い
た
。
巷
間
伝

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
獅ザ

・
ラ
イ
ア
ン
ハ
ー
ト

子
心
王
リ
チ
ャ
ー
ド
は
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
よ
っ
て
こ
こ
に
囚と

ら

わ
れ
て
い
た
。

と
の
こ
と
。
リ
チ
ャ
ー
ド
が
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
だ
れ
に
も
分
か
ら
ず
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
で
は
彼
の
帰
還
を
大
い
に

待
ち
望
ん
だ
。
さ
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
に
は
あ
る
忠
義
な
家
臣
が
い
た
が
、
こ
れ
は
宮ミ

ン

ネ

ゼ

ン

ガ

ー

廷
恋
愛
歌
人
で
歌
唱
と
音
曲
の
伎わ

ざ倆
に
殊
の
外
精

通
し
て
い
た
。
こ
の
者
は
実
直
な
兵
士
の
一
隊
を
引
き
連
れ
、
至
る
と
こ
ろ
隈く

ま

無
く
王
を
捜
索
し
よ
う
と
出
立
し
た
。
一
同
は
、
民
草

が
醵き

ょ
し
ゅ
つ出
し
た
黄
金
や
装
身
具
・
宝
石
類
な
ど
か
ら
成
る
豊
か
な
財
宝
を
、
身
代
金
と
し
て
携
え
た
。
リ
チ
ャ
ー
ド
王
自
身
も
ま
た
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宮ミ

ン

ネ

ゼ

ン

ガ

ー

廷
恋
愛
歌
人
だ
っ
た
。
ブ
ロ
ン
デ
ル
─
─
か
の
忠
義
な
家
臣
は
そ
う
い
う
名
だ
っ
た
─
─
は
王
の
作
っ
た
唄
の
数
数
を
心
得
て
い
た

し
、
ま
た
、
歌
う
こ
と
も
で
き
た
。
王
が
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
え
た
少
な
か
ら
ぬ
城
塞
の
外
で
、
ブ
ロ

ン
デ
ル
は
数
数
の
唄
を
歌
っ
た
。
も
し
王
が
自
分
の
歌
声
を
耳
に
し
た
ら
、
や
は
り
歌
っ
て
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
、
と

し
っ
か
り
予
測
し
て
。
け
れ
ど
も
堅
固
な
城
壁
の
背
後
は
ひ
っ
そ
り
か
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
既
に
彼
は
ド
ナ
ウ
沿
岸

を
上
下
し
、
ラ
イ
ン
河
周
辺
ど
こ
も
か
し
こ
も
探
し
、
か
つ
歌
っ
た
。
と
、
あ
る
時
こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
及
ん
だ
。
ラ
ン
ダ
ウ
の
町
─

─
当
時
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
装
身
具
・
宝
石
類
は
こ
こ
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
自
ら
が
暫
時
ト
リ
フ
ェ

ル
ス
に
運
び
上
げ
さ
せ
、
収
蔵
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
─
─
近
傍
の
三
つ
の
巖い

わ
か
ど角
〔
＝
三ト

リ
フ
ェ
ル
ス

つ
巖
〕
上
に
な
ん
と
も
巨
大
で
堂
堂
た
る
皇
帝

直
属
の
城
が
立
っ
て
い
る
、
と
。
そ
こ
で
ブ
ロ
ン
デ
ル
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
が
我
が
王
と
そ
の
諸
卿
を
虜と

り
こ

に
し
て
い
る
の
は
こ
の

よ
う
な
城
し
か
な
い
、
と
考
え
、
手
の
者
た
ち
を
従
え
て
そ
の
地
へ
お
も
む
い
た
。
そ
し
て
城
壁
の
周
囲
を
ひ
そ
や
か
に
探
り
歩
き
、

幾
つ
も
あ
る
頑
丈
で
高
い
塔
─
─
通
常
虜
囚
は
こ
う
し
た
塔
の
底
や
地
下
牢
で
苦
し
み
を
味
わ
わ
さ
れ
て
い
る
の
だ
─
─
の
基
部
で
リ

チ
ャ
ー
ド
王
し
か
知
ら
な
い
唄
の
数
数
を
歌
っ
た
。
す
る
と
─
─
や
れ
、
嬉
し
や
─
─
や
っ
と
の
こ
と
で
、
ト
リ
フ
ェ
ル
ス
の
塔
の
壁

の
内
側
か
ら
同
じ
調
べ
で
応
答
の
唄
が
洩
れ
出
た
の
で
あ
る
。
─
─
ブ
ロ
ン
デ
ル
の
胸
は
高
鳴
っ
た
。
我
が
リ
チ
ャ
ー
ド
、
我
が
王
が

見
つ
か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
後
間
も
な
く
王
は
拘
留
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
。

　

ド
ナ
ウ
河
畔
の
デ
ュ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
城
に
つ
い
て
も
同
じ
伝
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
廃
墟
の
累
累
た
る
巖が

ん
せ
き石
の
中
に

一
つ
の
穴
が
あ
る
の
を
見
せ
ら
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
レ
オ
ポ
ル
ト
が
か
の
勇
猛
果
敢
な
王
を
虜
に
し
て
お
い
た
の
は
こ
の
穴
の
中

だ
っ
た
の
だ
、
と
の
こ
と
。
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四
一　

カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
の

赤
デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭

　

カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
近
郊
に
計
り
知
れ
な
い
深
さ
の
巖が

ん
く
つ窟
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
民
間
に
は
一
般
に
こ
ん
な
伝
説
が
語
ら
れ

て
い
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

赤
デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭

帝
が
ト
ル
コ
に
お
け
る
虜
囚
か
ら
帰
還
す
る
と
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
に
居
を
定
め
た
、

と
。
こ
の
地
に
城
を
築
く
と
、
狩
猟
に
、
ま
た
、
そ
こ
の
美
し
い
湖
─
─
今
日
な
お
、
皇カ

イ
ザ
ー
ス
ヴ
ェ
ー
ル
タ
ー

帝
に
相
応
し
い
と
呼
ば
れ
て
い
る
─
─
で
は

魚
獲
り
に
耽ふ

け

っ
た
。
皇
帝
は
城
の
近
く
の
動
物
園
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
す
ば
ら
し
い
異
国
の
鳥
獣
を
飼
育
し
た
。
湖
で
彼
は
一
度
大
き

な
鯉こ

い

を
捕
ら
え
、
指
に
嵌は

め
て
い
た
黄
金
の
指ゆ

び
わ環
を
こ
れ
の
鰭ひ

れ

に
差
し
た
。
こ
の
魚
は
そ
の
時
か
ら
皇
帝
が
復
活
す
る
日
ま
で
捕
獲
さ

れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
と
う
と
う
皇
帝
は
去
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
か
を
言
え
る
者
は
な
か
っ
た
。
彼
は
長
い
間
か
の
深

い
穴
の
中
に
呪
封
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
そ
の
地
底
で
よ
り
良
き
時
節
の
到
来
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
の
だ
、
と
の
話
で
あ
る
。
城
中
に

は
長
い
こ
と
皇
帝
の
寝
台
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
四
本
の
鉄
の
鎖
に
吊
さ
れ
て
。
毎
夕
き
ち
ん
と
寝
具
が
整
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
毎
朝

そ
れ
が
乱
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
だ
れ
か
が
そ
こ
に
臥ふ

し
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
分
か
っ
た
。
か
つ
て
カ
イ
ザ
ー
ス

ヴ
ェ
ー
ル
タ
ー
で
二
匹
の
鯉
が
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
頸く

び

と
頸
を
幾
つ
も
の
指
環
と
一
本
の
黄き

ん金
鎖
で
結
ば
れ
て
い
た
。
記
念

に
そ
の
姿
は
メ
ッ
ツ
ラ
ー
門
の
石
に
刻
ま
れ
た
。

　

あ
る
時
一
人
の
男
が
、
皇
帝
が
呪
封
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
例
の
大
き
く
深
い
洞
窟
の
底
を
探
り
た
い
、
と
思
い
、
綱
で
下
へ
と
降

ろ
さ
れ
た
。
上
で
鈴
に
繋
が
っ
て
い
る
紐
を
一
本
携
え
て
。
下
に
降
り
る
と
、
皇
帝
が
お
そ
ろ
し
く
大
き
な
髭ひ

げ

を
生
や
し
て
黄
金
の
肘ひ

じ

掛
け
椅
子
に
坐
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
れ
か
ら
ぐ
る
り
を
眺
め
る
と
、
大
き
く
広
い
演
武
場
が
目
に
つ
い
た
。
そ
こ
に
は
た
く
さ
ん

の
武
装
者
が
立
っ
て
い
た
。
皇
帝
は
男
に
向
か
っ
て
頷う

な
ず

い
て
、
し
ゃ
べ
る
で
な
い
、
と
身
振
り
し
た
─
─
そ
こ
で
男
は
ぞ
っ
と
し
て

合
図
の
鈴
を
鳴
ら
し
、
す
ぐ
さ
ま
ま
た
引
き
揚
げ
ら
れ
た
。
洞
窟
か
ら
出
る
と
、
男
は
自
分
が
何
を
見
た
か
人
人
に
告
げ
た
が
、
以
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後
、
二
度
と
再
び
降
り
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

　

山
の
胎
内
に
い
る
魔
法
を
掛
け
ら
れ
た
皇
帝
の
話
は
ド
イ
ツ
の
地
一
円
に
広
く
流
布
し
て
い
る
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
で
最
も
盛

ん
な
の
は
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
に
纏ま

つ

わ
る
も
の
だ
し
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
近
郊
で
は
ウ
ン
タ
ー
ス
ベ
ル
ク
山
中
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
場
所

に
も
あ
る
。
た
だ
し
、
呪
封
さ
れ
て
い
て
、
い
つ
の
日
か
復
活
す
る
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
カ
ー
ル
大
帝
と
か
カ
ー
ル
五
世
の

こ
と
も
あ
る
。　

四
二　

舟
に
乗
る
修
道
士
た
ち

　

か
つ
て
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
で
一
人
の
漁
師
が
大
河
ラ
イ
ン
の
岸
辺
に
や
っ
て
来
て
、
夕
方
遅
く
に
網
を
水
中
に
入
れ
、
魚う

お
や
な梁
を
置
き
、

小
舟
に
乗
っ
て
岸
か
ら
岸
へ
と
行
き
来
し
て
い
た
。
す
る
と
褐
色
の
修
道
服
を
纏ま

と

っ
た
男
が
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
た
の
で
、
漁
師
は

挨
拶
し
た
。「
漁
師
よ
」
と
修
道
士
は
言
っ
た
。「
わ
た
し
は
遠
方
か
ら
ま
い
っ
た
使
い
の
者
。
向
こ
う
岸
へ
渡
り
た
い
の
だ
が
」。
─

─
「
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
ん
す
よ
」
と
漁
師
は
言
っ
て
、
修
道
士
を
渡
し
て
や
っ
た
。
漁
師
が
ま
た
元
の
岸
に
戻
る
と
、
そ
こ
に
五
人
の

別
の
修
道
士
が
佇た

た
ず

ん
で
彼
を
待
ち
受
け
て
お
り
、「
渡
し
て
く
れ
」
と
言
っ
た
。
─
─
「
あ
ん
た
が
た
、
な
ぜ
ま
あ
こ
ん
な
夜
遅
く
に

旅
を
な
さ
る
。
そ
れ
に
あ
ん
た
が
た
か
ら
骨
折
り
の
礼
を
い
た
だ
い
て
も
よ
か
り
そ
う
な
も
の
だ
」
と
こ
ち
ら
。
─
─
「
漁
師
よ
。
な

ん
と
も
是
非
も
な
い
仕
儀
で
な
」
と
修
道
士
た
ち
は
答
え
た
。「
我
ら
は
諸
人
に
憎
ま
れ
て
お
る
の
だ
。
ど
う
か
後
生
だ
か
ら
我
ら
を

向
こ
う
岸
へ
渡
し
て
く
れ
い
」。

　

そ
れ
ま
で
大
河
は
静
か
で
、
夜
空
は
明
る
か
っ
た
。
漁
師
は
男
た
ち
を
自
分
の
小
舟
に
乗
せ
、
水み

さ
お棹
を
突
い
て
岸
辺
か
ら
離
れ
た
。

す
る
と
辺
り
は
見
る
見
る
暗
く
な
り
、
空
は
暗あ

ん
た
ん澹
と
変
わ
り
、
大
河
は
波は

と
う濤
を
う
ね
ら
せ
、
嵐
が
轟ご

う
ご
う轟
と
吹
き
荒す

さ

び
、
泡
立
つ
激
浪
が
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船ふ
な
べ
り縁
を
越
え
て
中
に
打
ち
込
ん
で
来
た
。「
こ
り
ゃ
ま
あ
、
な
ん
て
こ
っ
た
」
と
漁
師
は
叫
ん
だ
。「
今
し
が
た
ま
で
空
は
綺
麗
に
晴
れ

て
い
た
の
に
よ
う
。
神
様
、
お
助
け
く
だ
さ
れ
」。
─
─
「
お
ぬ
し
、
何
を
わ
め
き
、
祈
っ
て
な
ど
お
る
。
漕こ

ぎ
も
せ
ん
で
」
と
修
道

士
の
一
人
が
舟ふ

な
び
と人
を
叱
り
飛
ば
し
、
彼
か
ら
櫂か

い

を
も
ぎ
取
る
と
、
打
ち
の
め
し
た
の
で
、
漁
師
は
く
ず
お
れ
た
。
修
道
士
た
ち
は
今
度

は
急
い
で
自
ら
流
れ
を
漕
ぎ
渡
り
、
対
岸
に
着
く
と
、
姿
を
消
し
去
っ
た
。
漁
師
が
我
に
返
る
と
、
も
う
夜
が
白
み
だ
し
て
い
た
。
そ

こ
で
や
っ
と
の
こ
と
で
、
も
う
一
度
河
を
渡
り
、
自
分
の
小
屋
へ
辿た

ど

り
着
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
修
道
士
た
ち
の
取
っ
た
道
筋
を
一
人
の
使
い
の
者
が
や
っ
て
来
た
。
こ
の
男
は
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
へ
と
志
し
て
い
た
の
だ

が
、
同
じ
修
道
士
た
ち
と
行
き
逢あ

っ
た
。
修
道
士
た
ち
は
一い

ち
り
ょ
う輛
の
車
に
乗
っ
て
お
り
、
そ
の
車
は
黒
い
布
で
覆
わ
れ
て
い
て
、
車
輪

が
三
つ
し
か
な
か
っ
た
。
車
を
牽ひ

い
て
い
る
馬
た
ち
に
は
足
が
三
本
し
か
な
く
、
御
者
は
悪
魔
の
鼻
を
し
て
い
て
、
焰ほ

の
お

の
鞭
を
持
っ

て
お
り
、
車
の
周
囲
に
は
焰
が
揺
ら
め
い
て
い
た
。
使
い
の
者
は
清
め
の
十
字
を
切
っ
て
神
の
ご
加
護
を
祈
り
、
目
撃
し
た
こ
と
を

シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
市
参
事
会
に
報
告
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
人
人
は
、
ド
イ
ツ
の
諸
侯
の
間
に
大
変
な
抗
争
が
勃ぼ

っ
ぱ
つ発
す
る
、
と
推
量
し

た
。
こ
う
し
た
抗
争
に
は
昔
も
今
も
決
し
て
不
足
は
な
い
。

四
三　

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
鉢

シ
ュ
ッ
セ
ル

　

シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
大
聖
堂
広
場
に
あ
る
、
切
石
で
で
き
た
三
段
の
大
き
な
台
座
の
上
に
、
大
き
く
、
深
く
、
丸
い
石
造
の
鉢
が
置
か

れ
て
い
る
。
遠
い
昔
の
洗
礼
盤
か
も
知
れ
な
い
。
パ
ウ
リ
ー
ネ
ン
ツ
ェ
レ
に
あ
る
修
道
院
所
属
教
会
の
廃
墟
の
前
に
そ
う
い
う
の
が
一

つ
あ
る
し
、
他
の
土
地
で
も
似
た
物
が
見
当
た
る
。
─
─
こ
の
鉢
の
縁
の
ぐ
る
り
は
黄
銅
で
鋳
た
ラ
テ
ン
語
の
詩
句
か
ら
成
る
銘
文
で

囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
水
盤
は
か
の
地
で
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
鉢

シ
ュ
ッ
セ
ル

と
呼
ば
れ
る
が
、
だ
れ
も
な
ぜ
な
の
か
知
ら
な
い
。
し
か
し
な
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が
ら
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
で
は
か
つ
て
こ
れ
を
風
変
わ
り
な
用
途
に
使
っ
た
。
新
た
に
選
ば
れ
た
司
教
が
こ
の
地
に
着
任
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
た
だ
ち
に
市
内
に
迎
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
市
門
の
外
に
控
え
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
も
、
こ
の
都
市
の
特
権
と
自
由
を

侵
害
し
な
い
、
い
い
や
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
、
堅
持
す
る
、
と
誓
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
文
書
と
印

章
で
誓
約
さ
れ
て
初
め
て
、
市
参
事
会
は
司
教
に
市
門
を
開
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
扈こ

じ
ゅ
う従
の
兵
の
う
ち
武
装
し
て
司
教
と

と
も
に
入
市
を
許
さ
れ
る
者
は
五
十
人
以
上
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
次
い
で
門
は
司
教
の
背
後
で
閉
ざ
さ
れ
た
。
そ
の

後
司
教
は
祭
服
を
着
用
、
市
参
事
会
員
た
ち
、
市
民
一
同
、
そ
れ
か
ら
自
分
の
伴
の
者
に
付
き
添
わ
れ
て
、
大
聖
堂
広
場
の
シ
ュ

ヴ
ァ
ー
ベ
ン
鉢

シ
ュ
ッ
セ
ル

の
と
こ
ろ
ま
で
行
く
。
そ
こ
で
一い

ち
ざ
ん山
の
僧
た
ち
が
新
た
な
司
教
を
迎
え
、
盛
大
な
儀
式
に
綺
羅
を
尽
く
し
、
天
蓋

を
か
ざ
し
て
司
教
を
大
聖
堂
の
中
に
導
く
の
だ
が
、
司
教
は
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
運
ん
で
来
さ
せ
、
入
る
だ
け
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
鉢

シ
ュ
ッ
セ
ル

に
注
ぎ

込
ま
せ
る
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
だ
れ
で
も
好
き
な
だ
け
飲
む
こ
と
が
で
き
た
。
飲
み
た
が
る
者
は
い
つ
も
夥

お
び
た
だ

し
か
っ
た
の
で
、

葡ワ

イ

ン
萄
酒
は
際
限
も
な
く
鉢
に
注
が
れ
、
そ
の
量
は
丸
丸
一
フ
ー
ダ
ー
、
あ
る
い
は
二
フ
ー
ダ
ー
に
も
及
ん
だ
。
民
衆
は
し
ば
し
ば
が
ぶ

飲
み
し
て
泥
酔
し
た
。
こ
れ
を
飲
む
た
め
に
は
る
ば
る
こ
こ
ま
で
旅
を
し
て
来
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
鯨
飲
し
た
あ
げ
く

な
ん
と
も
惨さ

ん
た
ん憺
た
る
気
分
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
ん
な
言
い
回
し
が
生
ま
れ
た
。
つ
ま
り
、
だ
れ
か
が
飲
み
過
ぎ
て
そ
の
報
い
を
痛
感

し
て
い
る
と
、「
や
っ
こ
さ
ん
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
へ
旅
し
て
ら
あ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
同
地
に
あ
っ
た
皇
室
裁

判
所
へ
の
旅
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
、
と
の
説
も
あ
る
。
つ
ま
り
そ
こ
へ
出
掛
け
た
連
中
は
─
─
〔
二
日
酔
い
の
場
合
と
同
じ
く
〕
哀

訴
嘆
願
こ
れ
し
き
り
だ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
。
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四
四　

シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
弔
鐘

　

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
は
ま
こ
と
に
悲
劇
的
な
最
期
を
遂
げ
た
。
彼
の
遺
骨
も
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
に
憩い

こ

う
て
い
る
が
、
そ
れ
は
死
後
す

ぐ
さ
ま
当
地
へ
来
た
わ
け
で
は
な
い
。
玉
座
と
領
国
か
ら
追
放
さ
れ
た
彼
は
、
自
分
の
聖
な
る
先
任
者
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
が
、
シ
ュ
ト

ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
大
聖
堂
で
世
を
終
わ
り
た
い
、
と
の
意
図
を
持
っ
た
よ
う
に
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
大
聖
堂
で
司
教
座
聖
堂
参
事
の
聖

職
禄
に
与あ

ず
か

り
た
い
、
と
考
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
聖
堂
を
建
立
し
、
豊
か
に
荘し

ょ
う
ご
ん厳
し
た
彼
で
は
あ
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
ハ

イ
ン
リ
ヒ
二
世
の
よ
う
に
聖
職
禄
を
一
つ
設
け
、
寄
進
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
司

教
の
ゲ
ー
プ
ハ
ル
ト
─
─
皇
帝
だ
っ
た
折
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
が
自
身
司
教
の
位
に
就
け
、
承
認
し
て
や
っ
た
男
─
─
は
彼
を
迎
え
入
れ

る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
皇
帝
は
嘆
息
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
神
の
御み

手
な
り
。
神
の
御
手
が
朕ち

ん

の
上
に
重
く
置
か
れ
て
い
る
」。
─
─
そ

し
て
嘆
き
悲
し
み
な
が
ら
立
ち
去
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
伝
説
が
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
で
は
語
ら
れ
て
い
る
。
老
い
た
皇
帝
が
貧
困
の

裡う
ち

に
と
う
と
う
マ
ー
ス
河
畔
の
リ
ュ
ッ
テ
ィ
ヒ
で
亡
く
な
っ
た
時
、
大
聖
堂
の
皇カ

イ
ザ
ー
グ
ロ
ッ
ケ

帝
の
鐘
が
ひ
と
り
で
に
鳴
り
始
め
、
他
の
全
て
の
鐘

も
同
調
し
て
響
き
豊
か
に
唱
和
し
た
、
と
。
民
衆
は
馳は

せ
集つ

ど

っ
て
叫
ん
だ
。「
皇
帝
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
だ
。
崩
御
さ
れ
た
の

だ
。
─
─
だ
が
、
ど
こ
で
で
あ
ろ
う
。
い
ず
こ
で
ご
逝
去
あ
そ
ば
し
た
の
か
」。
─
─
だ
れ
一
人
知
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
リ
ュ
ッ

テ
ィ
ヒ
の
司
教
は
、
恩
知
ら
ず
の
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
司
教
ほ
ど
冷
酷
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
故
人
を
相
応
の
敬
意
を
払
っ
て
埋
葬
し

た
。
し
か
し
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
ひ
と
で
な
し
の
息
子
、
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
は
こ
の
こ
と
を
聞
く
と
、
リ
ュ
ッ
テ
ィ
ヒ
の
司
教
に
、
埋

葬
さ
れ
た
者
の
柩ひ

つ
ぎ

を
自
身
の
手
で
掘
り
出
す
よ
う
宣
告
し
た
。
故
人
は
破
門
宣
告
を
受
け
て
お
り
、
破
門
宣
告
を
受
け
た
者
は
聖
別

さ
れ
た
土
で
覆
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
理
由
で
。
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
皇
帝
は
柩
に
入
れ
ら
れ
た
ま
ま
マ
ー
ス
川
の
あ
る
島
に
置

か
れ
、
だ
れ
も
香こ

う
げ華
を
手
向
け
ず
、
だ
れ
も
心
に
懸
け
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
、
な
ん
と
、
一
人
の
修
道
士
─
─
い
ず
れ
の
人
か
だ
れ
に
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も
分
か
ら
な
か
っ
た
─
─
が
そ
の
島
へ
渡
り
、
柩
の
上
で
祈
祷
を
し
、
死
者
へ
の
ミ
サ
を
執
り
行
い
、
鎮レ

ク
イ
エ
ム

魂
歌
を
歌
い
、
こ
れ
を
ず
っ

と
続
け
た
。
遂
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
が
そ
の
こ
と
を
耳
に
し
、
父
の
遺
骸
の
入
っ
た
柩
を
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
に
運
ば
せ
た
。
さ
て
、
柩
を

大
聖
堂
の
王ケ

ー
ニ
ヒ
ス
コ
ー
ル

の
内
陣
に
埋
葬
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
司
教
は
こ
れ
を
拒
ん
だ
。
ロ
ー
マ
な
る
教
皇
が
ド
イ
ツ
皇
帝
の
遺
骸
を

破
門
宣
告
か
ら
解
か
な
い
う
ち
は
、
と
。
こ
れ
が
五
年
続
い
た
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
の
柩
は
長
い
こ
と
埋
葬

さ
れ
ぬ
ま
ま
聖

ザ
ン
ク
ト

ア
ー
フ
ラ
礼
拝
堂
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
も
つ
い
に
神
の
御
手
が
い
ず
こ
に
あ
る
や

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
嗣
子
が
で
き
ず
に
終
わ
っ
た
し
、
父
と
同
じ
く
教
皇
か
ら
破
門
宣
告
を
受
け
た
か

ら
で
あ
る
。
彼
が
死
ん
だ
時
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
大
聖
堂
の
塔
か
ら
小
さ
な
鐘
が
一
つ
ひ
と
り
で
に
高
く
鋭
い
音
で
鳴
り
響
い
た
。
─
─

他
の
鐘
た
ち
は
唱
和
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
小
さ
な
鐘
が
な
ぜ
鳴
っ
た
の
か
、
だ
れ
に
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
民
衆
は
馳
せ
集
い
、

お
互
い
に
訝い

ぶ
か

り
合
っ
た
。
い
っ
た
い
ど
こ
の
だ
れ
が
〔
こ
の
世
か
ら
地
獄
へ
〕
連
れ
出
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
、
例
の
哀
れ
な
罪つ

み
び
と人
の

小こ
が
ね鐘
が
鳴
っ
て
い
る
と
は
な
あ
、
と
。

四
五　

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち

　

祝
福
さ
れ
た
ラ
イ
ン
河
の
畔ほ

と
り

に
あ
る
ヴ
ァ
イ
ン
ガ
ウ
お
よ
び
ヴ
ォ
ン
ネ
ガ
ウ
の
真
ん
中
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
中
枢
に
昔
の
数
数
の
民

族
が
い
と
古
き
ヴ
ォ
ル
ム
ス
を
建
設
し
た
。
か
し
こ
の
地
に
は
我
が
主し

ゅ

キ
リ
ス
ト
の
ご
生
誕
前
六
〇
〇
年
ほ
ど
の
時
代
す
で
に
ユ
ダ
ヤ

人
が
居
住
し
て
い
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
父
祖
の
土
地
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
と
交
流
し
て
い
た
の
だ
が
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
預
言
者
た
ち

が
彼
ら
に
対
し
、
男
た
ち
が
エ
ホ
ヴ
ァ
の
掟
に
従
っ
て
エ
ル
サ
レ
ム
で
の
三
つ
の
大
祭
を
と
も
に
祝
え
る
よ
う
、
そ
の
よ
う
な
僻へ

き
え
ん遠
の

地
か
ら
立
ち
去
っ
て
来
る
べ
き
だ
、
も
し
帰
っ
て
来
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
神
罰
が
当
た
る
で
あ
ろ
う
、
と
命
ず
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
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時
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
最
高
会
議
に
こ
う
返
書
を
認し

た
た

め
た
。
そ
な
た
ら
は
約
束
の
地
に
住
ん
で
い
る
。

し
て
我
ら
は
約
束
の
地
に
住
ん
で
い
る
。
そ
な
た
ら
は
神
殿
を
持
っ
て
い
る
。
し
て
我
ら
は
神
殿
を
持
っ
て
い
る
。
そ
な
た
ら
に
は
神

の
都
が
あ
り
、
我
ら
に
は
そ
れ
が
あ
る
、
と
。
─
─
こ
れ
ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
墓
地
は
聖

デ
ア
・
ハ
イ
リ
ゲ
・
ザ
ン
ト

な
る
砂
と
呼
ば
れ
た
。
そ
こ
に
は
エ
ル
サ
レ

ム
か
ら
ヴ
ォ
ル
ム
ス
へ
運
ば
れ
た
砂
が
分
厚
く
撒ま

か
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
富
な
ら
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
エ
ル
サ

レ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
救
世
主
を
磔

は
り
つ
け

に
し
よ
う
と
し
た
時
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
は
そ
ん
な
意
図
は
持
た
ず
、
む
し

ろ
真し

ん
し摯
な
書
簡
を
送
っ
て
そ
れ
を
諫か

ん
し止
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
後
に
善
果
を
結
ん
だ
。
と
い
う
の
は
皇
帝
た
ち
が
彼
ら
に
大
き

な
自
由
を
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
帝
国
に
は
こ
ん
な
諺

こ
と
わ
ざ

が
行
わ
れ
た
。
い
わ
く
「
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
い
い
ユ

ダ
ヤ
人
た
ち
」。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
中
か
ら
選
ん
だ
一
人
の
長
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
ユユ

ー
デ
ン
ビ
シ
ョ
ー
フ

ダ
ヤ
人
司
教
と
呼
ば
れ
た
。
彼
は
ド
イ

ツ
に
い
た
三
人
の
、
す
な
わ
ち
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
、
プ
ラ
ー
ク
〔
＝
プ
ラ
ハ
〕、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
な
る
最
上
席
の
師ラ

ビ

た
ち
の
第
一
人
者
だ
っ
た
。

四
六　

ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
一
族
の
話

　

ヴ
ォ
ル
ム
ス
を
発
祥
の
地
と
す
る
ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
一
族
も
い
と
古
き
家
柄
で
あ
る
。
そ
の
神
話
的
系
統
樹
の
根
は
太
古
の
昔
に
ま

で
、
エ
ッ
サ
イ
の
根
に
至
る
ま
で
深
く
延
び
て
い
る
。
一
人
の
ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
が
、
エ
ル
サ
レ
ム
が
テ
ィ
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ

た
後
、
第
二
十
二
ロ
ー
マ
軍
団
と
と
も
に
ヴ
ォ
ル
ム
ス
に
来
た
っ
て
、
そ
こ
で
新
た
な
一
家
を
創
設
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
町
の
市
民
軍
隊

長
と
も
な
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
た
く
さ
ん
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
奴
隷
と
し
て
連
行
、
そ
の
う
ち
三
十
人
を
銀
貨
一
枚
で
ヴ
ォ
ル

ム
ス
の
町
に
売
っ
た
。
中
世
の
時
代
、
ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
一
族
の
当
主
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
財ケ

メ

ラ

ー

宝
管
理
官
と
い
う
尊
称
を
受
け
た
。
そ
し
て
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彼
ら
は
自
分
た
ち
一
族
の
い
と
古
き
系
譜
を
真
剣
に
擁
護
し
た
。
か
つ
て
ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
一
族
の
女
性
の
一
人
が
ヴ
ォ
ル
ム
ス
近
郊
の

我ウ
ン
ザ
ー
・
リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
エ
ン
・
ベ
ル
ク

ら
が
聖
母
の
お
山
に
あ
る
修
道
院
へ
馬
車
で
行
こ
う
と
し
た
。
こ
こ
で
は
聖

リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
・
ミ
ル
ヒ

母
の
乳
と
い
う
極
上
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
が
で
き
る
。
さ
て
、

御
者
は
こ
の
ご
婦
人
が
ど
こ
へ
行
き
た
い
の
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
お
伺
い
を
立
て
た
。
す
る
と
相
手
は
大
層
誇
ら
か
に
こ
う
言
っ

た
。「
リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
エ
ン
の
お
ば
様
の
と
こ
ろ
へ
よ
」。
─
─
「
お
ば
様
」
と
い
う
の
は
処
女
マ
リ
ア
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
一
族
は
大
い
に
繁
栄
し
た
の
で
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
で
は
あ
る
小ガ

ッ
セ路
が
彼
ら
に
因
ん
で
財ケ

メ

ラ

ー

宝
管
理
官
小ガ

ッ
セ路
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど

だ
っ
た
。
こ
れ
ら
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
財ケ

メ

ラ

ー

宝
管
理
官
に
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
宮カ

ン
マ
ー
ク
ネ
ヒ
ト

廷
使
丁
、
す
な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
人
が
直
属
し
て
い
た
。
そ
し

て
ド
イ
ツ
王
や
皇
帝
が
そ
の
戴
冠
後
貴
族
の
子
弟
を
騎リ

ッ
タ
ー
シ
ュ
ラ
ー
ク

士
叙
任
式
に
よ
っ
て
騎
士
に
昇
進
さ
せ
る
た
び
、
伝
令
官
が
参
列
者
全
て
の
前

で
「
ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
は
こ
れ
な
き
や
」
と
声
を
張
り
上
げ
て
問
う
の
が
恒
例
だ
っ
た
。

四
七　

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
象
徴

　

ヴ
ォ
ル
ム
ス
な
る
い
と
古
き
我

ウ
ン
ザ
ー
・
リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
エ
ン
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー

ら
が
聖
母
大
聖
堂
の
西
側
正ポ

ル

タ

ー

ル

面
入
り
口
の
と
こ
ろ
に
、
城
壁
冠
を
被か

ぶ

り
、
奇
妙
な
四
本
足
の
動

物
に
乗
っ
て
い
る
女
性
の
か
な
り
小
さ
い
像
が
見
ら
れ
る
。
─
─
こ
れ
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
象
徴
の
一
つ
と
称
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
由
来

に
は
諸
説
あ
る
。
こ
の
女
人
像
は
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
の
か
の
バ
ビ
ロ
ン
の
女
を
表
し
て
い
る
、
と
言
う
者
が
少
な
く
な
い
し
、
凱が

い
か歌
を
挙

げ
る
キ
リ
ス
ト
教
会
だ
、
と
す
る
者
も
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ぞ
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
王
ジ
ー
ク
ベ
ル
ト
の
妻
で
、
齢よ

わ
い

八
十
歳
を
閲け

み

し
た

後
、
そ
の
権
勢
欲
の
た
め
に
恐
ろ
し
い
懲
罰
を
科
さ
れ
た
ブ
ル
ン
ヒ
ル
ト
な
り
、
と
唱
え
る
連
中
も
あ
る
。
ブ
ル
ン
ヒ
ル
ト
は
三
日
の

間
拷
問
さ
れ
た
あ
げ
く
、
一
頭
の
駱ら

く
だ駝
の
背
に
乗
せ
ら
れ
、
全
て
の
民
衆
の
前
を
嘲あ

ざ
け

り
の
的
と
し
て
引
き
回
さ
れ
、
最
後
に
牡お

す

の

悍か
ん
ば馬
の
尾
に
縛
り
付
け
ら
れ
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
引
き
ず
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
象
徴
は
奇
妙
な
石
像
と
し
て
大
聖
堂
の
外
に
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あ
る
。
こ
れ
は
悪
魔
と
悪
魔
の
祖ば

あ母
様
を
表
し
て
お
り
、
し
か
も
可
愛
ら
し
い
小
天
使
が
祖
母
様
の
頭
か
ら
、
そ
の
名
を
挙
げ
る
の
は

憚は
ば
から

れ
る
物
を
取
り
の
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

更
に
大
聖
堂
か
ら
西
、
聖

ザ
ン
ク
ト

ア
ン
ド
レ
ア
ス
門
に
向
か
う
広
広
と
し
た
通
り
に
巖が

ん
か
い塊
が
一
つ
あ
る
が
、
こ
れ
は
ラ
イ
ン
の
島
で
、
昔

の
英ヘ

ル

デ

ン

ブ

ー

フ

雄
叙
事
詩
集
に
よ
っ
て
名
高
い
薔ロ

ー
ゼ
ン
ガ
ル
テ
ン

薇
の
園
か
ら
、
あ
る
勇
士
が
町
の
中
へ
と
投
げ
込
ん
だ
も
の
。
そ
こ
か
ら
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に

か
つ
て
一
本
の
棒
が
保
管
さ
れ
て
い
て
、
長
い
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
は
織
り
機
の
巻
軸
く
ら
い
の
太
さ
で
、
先
が
尖
っ
て

い
て
、
二
十
三
ヴ
ェ
ル
ク
シ
ュ
ー
の
長
さ
で
あ
る
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
角
肌
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
が
龍
を
打
ち
殺
し
た
織
り
機

の
巻
軸
の
由
。
仔
細
は
民

フ
ォ
ル
ク
ス
ブ
ー
フ

衆
本
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
昔
は
ま
だ
他
に
六
十
六
ヴ
ェ
ル
ク
シ
ュ
ー
の
長
さ
の
巨
大
な
棒
が
大

聖
堂
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
大
火
に
至
る
ま
で
長
年
の
間
角
肌
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
墓
も
見
物
で

き
た
。

四
八　

ラ
イ
ン
の
王
女

　

遙
か
な
昔
、
古
き
ヴ
ォ
ル
ム
ス
は
ブ
ル
グ
ン
ト
王
国
の
首
都
で
も
あ
っ
た
そ
う
な
。
あ
る
漂ジ

プ

シ

ー

泊
の
民
の
女
が
薔ロ

ー
ゼ
ン
ガ
ル
テ
ン

薇
の
園
の
島
か
ら
小

さ
な
浴
槽
ご
と
一
人
の
王
女
を
盗
み
出
し
、
ラ
イ
ン
を
越
え
て
運
ん
で
行
っ
た
。
こ
の
子
が
い
ず
こ
へ
連
れ
去
ら
れ
た
か
、
だ
れ
に
も

分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
子
の
父
親
は
悶も

ん
し死
し
、
こ
の
子
の
母
親
は
心
痛
の
あ
ま
り
危
う
く
亡
く
な
り
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら

十
八
年
が
過
ぎ
去
っ
た
。
ブ
ル
グ
ン
ト
の
王
子
〔
＝
攫さ

ら

わ
れ
た
王
女
の
兄
〕
が
騎
馬
で
と
あ
る
森
を
通
っ
て
い
る
と
、
一
軒
の
旅は

た
ご籠
屋

を
見
つ
け
た
の
で
、
立
ち
寄
っ
た
。
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
所
望
し
た
と
こ
ろ
、
麗
し
い
乙
女
が
そ
れ
を
持
っ
て
来
た
。
王
子
は
こ
の
乙
女
が
至
極

お
気
に
召
し
た
。
そ
れ
か
ら
王
子
が
洗
足
の
た
め
の
湯
を
頼
む
と
、
娘
は
摘
み
立
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
緑
の
薬
草
を
入
れ
た
湯
を
仕
度
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し
、
そ
れ
を
小
さ
な
浴
槽
に
入
れ
て
持
っ
て
行
っ
た
。
と
こ
ろ
で
旅
籠
屋
の
女
主
人
は
醜
い
顔
を
し
た
年
寄
り
で
、
褐
色
の
肌
を
し
た

女
だ
っ
た
が
、
娘
に
が
み
が
み
と
ひ
ど
い
物
言
い
を
し
、
だ
れ
と
は
知
ら
ぬ
こ
の
騎
馬
の
青
年
に
向
か
っ
て
、
あ
の
小
娘
は
た
だ
の
拾

い
子
で
、
こ
の
あ
た
し
が
も
う
何
年
も
何
年
も
前
に
引
き
取
っ
て
育
て
上
げ
て
、
女
中
に
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
、
と
し
ゃ
べ
っ

た
も
の
。
し
か
し
、
王
子
が
小
さ
な
浴
槽
を
つ
ら
つ
ら
眺
め
る
と
、
そ
れ
に
ブ
ル
グ
ン
ト
王
国
の
紋
章
盾
が
刻
ま
れ
て
い
た
の
で
び
っ

く
り
し
、
心
中
こ
う
独
り
ご
ち
た
。
我
が
一
族
の
紋
章
の
付
い
た
こ
の
小
さ
な
浴
槽
が
い
っ
た
い
な
に
ゆ
え
か
よ
う
な
い
ぶ
せ
き
旅
籠

屋
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
。
そ
し
て
心
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
何
年
も
前
に
自
分
の
ち
い
ち
ゃ
な
妹
が
沐も

く
よ
く浴
し
て
い
た
小
さ
な
湯
船
も

ろ
と
も
薔ロ

ー
ゼ
ン
ガ
ル
テ
ン

薇
の
園
か
ら
消
え
失
せ
た
、
と
聴
か
さ
れ
た
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
も
思
い
だ
し
た
。
母
君
が
し
げ
し
げ
こ
う
物
語
っ
た

こ
と
を
。
そ
な
た
の
ち
い
ち
ゃ
な
妹
は
頸く

び

筋
に
徴し

る
し

が
あ
る
、
と
。
そ
し
て
同
じ
徴
を
王
子
は
す
ぐ
さ
ま
こ
の
婢は

し
た
め女
の
頸
筋
に
見
つ
け

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
愛い

と

し
い
妹
よ
、
と
声
を
掛
け
、
抱
擁
し
た
。
そ
し
て
女
主
人
が
部
屋
に
入
っ
て
来
る
と
、
そ
も
何な

ん
ぴ
と人
か

ら
、
し
て
、
い
ず
く
か
ら
、
こ
の
高
貴
な
姫
の
身
を
引
き
取
り
た
る
ぞ
、
と
問
い
質た

だ

し
た
。
女
主
人
は
ひ
ど
く
愕が

く
ぜ
ん然
と
し
、
震
え
上
が

り
、
蒼
ざ
め
、
が
っ
く
り
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
た
。
こ
の
女
は
、
侍
女
が
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
間
そ
の
場
を
離
れ
た
隙
に
、
子
ど
も
と
小
さ
な
浴
槽

を
持
ち
逃
げ
し
、
小
舟
に
乗
っ
て
急
い
で
ラ
イ
ン
を
渡
っ
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
王
子
は
剣
を
抜
き
、
そ
の
す
こ
ぶ
る
鋭
利
な
剣
で
、
邪

よ
こ
し
ま

な
女
主
人
の
片
耳
を
刺
し
貫
い
た
の
で
、
切
っ
先
が
も
う
片
方
の

耳
か
ら
突
き
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
王
子
は
乙
女
を
小
さ
な
浴
槽
も
ろ
と
も
愛
馬
に
乗
せ
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
な
る
母
君
の
許も

と

へ
と
駒こ

ま

を
進
め

た
。
王
妃
は
、
こ
の
一
組
が
な
ん
と
も
奇
妙
な
様
子
で
こ
ち
ら
へ
向
か
っ
て
来
る
の
を
目
に
す
る
と
、
子
息
に
こ
う
こ
と
ば
を
掛
け

た
。「
そ
な
た
が
連
れ
て
ま
い
っ
た
の
は
ど
う
い
う
娘
御
な
の
で
す
か
。
そ
の
娘
御
は
小
さ
な
湯
船
を
携
え
て
お
い
で
だ
ね
。
ま
る
で

赤
ち
ゃ
ん
で
も
い
る
よ
う
に
」
と
。
─
─
「
母
上
、
わ
た
し
が
運
ん
で
ま
い
っ
た
の
は
そ
の
辺
の
娘
で
は
な
く
、
母
上
が
失
く
さ
れ
た

御お

こ子
、
わ
た
し
の
い
と
し
い
ち
い
ち
ゃ
な
妹
。
そ
れ
か
ら
こ
の
子
が
入
っ
た
ま
ま
十
八
年
前
母
上
の
御お

ん
も
と許
か
ら
盗
ま
れ
た
か
の
湯
船
も
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と
も
に
こ
れ
に
」。
─
─
こ
う
言
わ
れ
て
王
妃
が
歓
喜
の
あ
ま
り
失
神
し
、
そ
れ
か
ら
再
び
二
人
の
子
ら
に
抱
か
れ
て
意
識
を
取
り
戻

す
と
、
三
人
は
揃そ

ろ

っ
て
主し

ゅ

を
誉
め
讃
え
た
。

四
九　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
近
郊
の
スシ

ュ
ヴ
ェ
ー
デ
ン
ゾ
イ
レ

ウ
ェ
ー
デ
ン
柱

　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
リ
ー
ト
の
町
の
ラ
イ
ン
河
畔
だ
が
、
石
段
の
上
の
台
座
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
四
個
の
球
に
支
え

ら
れ
て
方オ

ベ
リ
ス
ク

尖
塔
の
形
を
し
た
高
い
柱
が
聳そ

び

え
て
い
る
、
と
い
う
か
、
聳
え
て
い
た
。
そ
の
先
端
に
は
、
頭
に
は
冑か

ぶ
と

を
被か

ぶ

り
そ
の
上
に
王

冠
を
載
せ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
紋
章
で
あ
る
獅ラ

イ
オ
ン子
が
、
坐
っ
た
姿
勢
で
前
脚
の
そ
れ
ぞ
れ
に
剣
と
十ラ

イ

ヒ

ス

ア

プ

フ

ェ

ル

字
架
の
付
い
た
地
球
儀
を
握
っ
て

い
る
の
が
載
っ
て
い
た
。
国
王
グ
ス
タ
フ
・
ア
ー
ド
ル
フ
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
経
由
で
山

ベ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

街
道
に
沿
っ

て
ラ
イ
ン
河
へ
と
行
軍
、
四
人
の
忠
勇
な
部
下
と
と
も
に
一
隻
の
小
舟
に
身
を
託
し
、
ロ
ッ
ク
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
船
出
し
て
一
帯
を
検

分
す
る
た
め
に
ラ
イ
ン
を
航
行
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
た
ち
は
間
も
な
く
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
周
囲
に
陣
を
張
っ

て
い
た
イ
ス
パ
ニ
ア
軍
の
前
か
ら
引
き
返
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
大
胆
不
敵
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
は
ラ
イ
ン
右
岸
沿
い

の
村
村
の
納
屋
の
門
を
外
さ
せ
、
筏い

か
だ

の
代
わ
り
に
こ
れ
ら
の
納
屋
の
門
に
乗
せ
て
同
勢
を
渡
河
さ
せ
、
諸
陣
営
を
攻
撃
、
オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ
ム
を
急
襲
、
奪
取
し
た
。
こ
の
勝
利
の
記
念
と
し
て
国
王
グ
ス
タ
フ
・
ア
ー
ド
ル
フ
は
獅ラ

イ
オ
ン子
像
を
戴

い
た
だ
く

く
柱
を
建
て
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
さ
て
、
後
に
こ
の
剛ご

う
き毅
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
英
雄
が
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
で
斃た

お

れ
る
と
、
皇
帝
軍
が
再
び
こ
の
地
方
を
占
領
し
た
。

そ
こ
で
皇
帝
軍
の
あ
る
士
官
が
、
危
険
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
か
の
剣
を
獅ラ

イ
オ
ン子
の
前
脚
か
ら
も
ぎ
取
ろ
う
と
、
こ
の
高
い

方オ
ベ
リ
ス
ク

尖
塔
に
攀よ

じ
登
り
、
次
い
で
後
に
こ
れ
を
勝
利
の
証あ

か
し

と
し
て
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
二
世
の
許も

と

に
持
参
し
た
。
大
層
な
褒
美
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
〔
頸く

び

に
掛
け
る
〕
黄き

ん金
鎖ぐ

さ
り

で
も
頂ち

ょ
う
だ
い戴
で
き
よ
う
か
、
と
期
待
し
て
。
し
か
し
な
が
ら
皇
帝
は
こ
の
献
上
品
に
殊
の

（　

）
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外
逆げ

き
り
ん鱗
し
て
、
こ
の
士
官
に
こ
う
申
し
渡
し
た
。「
偉
大
で
剛
毅
な
英
雄
の
記
念
碑
か
ら
何
か
を
奪
い
、
こ
れ
を
辱
め
よ
う
な
ど
と
、

そ
の
ほ
う
、
よ
く
も
ま
あ
企
め
た
も
の
よ
の
う
。
そ
の
ほ
う
に
相
応
な
の
は
そ
も
そ
も
〔「
頸
に
掛
け
る
」
と
は
い
っ
て
も
〕
盗
賊
に

遣
わ
す
頸
絞
め
縄
じ
ゃ
」。
─
─
か
く
し
て
スシ

ュ
ヴ
ェ
ー
デ
ン
ゾ
イ
レ

ウ
ェ
ー
デ
ン
柱
の
獅ラ

イ
オ
ン子
は
も
う
一
度
剣
を
持
た
せ
て
も
ら
い
、
スシ

ュ
ヴ
ェ
ー
デ
ン
ゾ
イ
レ

ウ
ェ
ー
デ
ン
柱
も
、

そ
の
後
ラ
イ
ン
の
波
浪
と
流
氷
が
傍
に
迫
っ
て
ど
う
に
も
危
う
く
な
っ
た
時
、
撤
去
さ
れ
て
、
も
っ
と
安
全
に
内
陸
へ
移
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

五
〇　

ジ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ム

　

マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
近
く
、
同
市
か
ら
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
へ
向
か
う
街
道
沿
い
に
ゼ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
村
が
あ
る
。
以
前
は
勝ジ

ー
ゲ
ン
ハ
イ
ム

利
邑
で
、

そ
の
名
は
無

デ
ア
・
ジ
ー
ク
ハ
フ
テ

敵
侯
と
添
え
名
さ
れ
た
選

ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
ト

帝
侯
に
し
て
宮

プ
フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
が
主し

ゅ

の
ご
生
誕
後
一
四
五
二
年
ジ
ー
ゲ
ン
ハ

イ
ム
の
野
で
嬴か

ち
え
た
大
勝ジ

ー
ク利
に
因ち

な

む
。
当
時
戦
場
に
記
念
の
碑
銘
を
刻
ん
だ
比
較
的
小
さ
な
十
字
架
が
立
て
ら
れ
た
。
碑
銘
に
い
わ

く
。
選

ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
ト

帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
メ
ッ
ツ
の
司
教
ゲ
オ
ル
ク
、
バ
ー
デ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
カ
ー
ル
お
よ
び
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
ウ
ル
リ
ヒ

を
相
手
に
勝
利
し
た
、
と
。
そ
の
際
若
き
勇
敢
な
勝
利
者
は
敵
の
全
て
、
す
な
わ
ち
、
バ
ー
デ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
カ
ー
ル
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
公
ウ
ル
リ
ヒ
お
よ
び
メ
ッ
ツ
の
司
教
ゲ
オ
ル
ク
、
そ
れ
か
ら
二
百
と
四
十
人
を
下
ら
ぬ
伯
爵
や
貴
族
を
、
夥

お
び
た
だ

し
い
軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵
ど
も

と
と
も
に
捕
虜
に
し
た
。
屍

し
か
ば
ね

と
な
っ
て
血
み
ど
ろ
の
戦
場
を
累
累
と
覆お

お

っ
た
兵
た
ち
は
勘
定
に
入
れ
ず
に
。
こ
れ
ぞ
確
か
に
勝ジ

ー
ク利
と

申
せ
よ
う
。
宮

プ
フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
は
虜と

り
こ

た
ち
を
全
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
へ
連
行
さ
せ
、
敵
か
ら
奪
取
し
た
数
数
の
軍
旗
で

聖
ハ
イ
リ
ゲ
・
ガ
イ
ス
ト
・
キ
ル
ヒ
ェ

霊
教
会

を
飾

ら
せ
た
。
捕
ら
え
ら
れ
た
諸
侯
は
と
い
う
と
、
地
位
に
相ふ

さ
わ応
し
く
処
遇
さ
れ
、
き
ち
ん
と
世
話
を
さ
れ
、
夕
方
に
は
彼
ら
の
た
め
に
豪

華
な
饗
宴
が
用
意
さ
れ
た
。
食
卓
に
は
猟
獣
猟
鳥
肉
、
魚
、
添
え
料
理
、
葡ワ

イ

ン
萄
酒
が
満
ち
溢
れ
て
い
て
、
何
不
足
な
か
っ
た
─
─
あ
る

（　

）
 142
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一
品
を
除
い
て
は
。
選

ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
ト

帝
侯
は
捕
虜
た
ち
の
許も

と

に
歩
み
寄
り
、「
さ
さ
、
ご
遠
慮
な
く
、
ご
存
分
に
召
し
上
が
ら
れ
い
、
か
く
も
せ

わ
し
な
い
一
日
を
過
ご
さ
れ
た
後
と
あ
っ
て
は
、
皆
様
の
お
口
に
合
う
こ
と
で
ご
ざ
ろ
う
」
と
勧
め
た
。
し
か
し
、
だ
れ
も
食
べ
よ
う

と
せ
ず
、
一
人
が
こ
う
言
っ
た
。「
選せ

ん
て
い
こ
う

帝
侯
閣
下
、
麵パ

ン麭
が
来
て
お
り
ま
せ
ぬ
」
と
。
─
─
「
ほ
ほ
う
」
と
選

ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
ト

帝
侯
は
応
じ
た
。「
そ

れ
は
お
気
の
毒
に
。
我
が
臣
民
と
同
様
の
ご
境
涯
よ
の
。
皆
様
が
た
と
皆
様
が
た
の
軍
兵
ど
も
が
、
麵パ

ン麭
と
す
る
穀
物
を
悉

こ
と
ご
と

く
我
が

臣
民
か
ら
奪
い
、
燃
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
畑
に
あ
っ
た
穀
類
す
ら
容
赦
す
る
こ
と
な
く
。
さ
れ
ば
、
い
ず
こ
か
ら
麵パ

ン麭
が
手
に
入

り
ま
し
ょ
う
や
」。

　

捕
虜
た
ち
は
莫
大
な
額
の
身
代
金
を
積
ん
で
解
放
さ
れ
た
が
、
だ
れ
も
が
ジ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ム
近
傍
で
の
あ
の
一
日
と
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
に
お
け
る
饗
宴
を
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

五
一　

イイ
ェ
ッ
テ
ン
・
ビ
ュ
ー
エ
ル

ェ
ッ
タ
の
丘
と
王

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

の
椅
子

　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
近
郊
に
丘
が
一
つ
あ
っ
て
、
そ
の
名
を
イイ

ェ
ッ
テ
ン
・
ビ
ュ
ー
エ
ル

ェ
ッ
タ
の
丘
と
い
い
、
ガ
イ
ス
山ベ

ル
ク

の
一
部
を
形
成
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
の
町
と
谷
を
高
み
か
ら
見
下
ろ
す
王

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

の
椅
子
か
ら
遠
く
な
い
。
こ
の
山
、
王

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

の
椅
子
か
ら
ラ
イ
ン
河
下
流
を
ケ
ル
ン
ま
で
見

晴は
る

か
す
こ
と
が
で
き
る
。
王

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

の
椅
子
山
上
で
は
キ
リ
ス
ト
ご
生
誕
前
か
ら
既
に
あ
る
ド
イ
ツ
王
が
御
座
所
を
構
え
て
お
り
、
そ
の

城
塞
は
エ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
と
い
っ
た
。
さ
て
イイ

ェ
ッ
テ
ン
・
ビ
ュ
ー
エ
ル

ェ
ッ
タ
の
丘
の
上
に
は
か
つ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
古
城
が
建
っ
て
い
た
。〔
そ
こ
の
〕

い
と
古
き
礼
拝
堂
に
イ
ェ
ッ
タ
な
る
名
の
老
女
が
住
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
予
言
者
で
、
僅
か
な
人
の
前
に
し
か
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

先
の
こ
と
を
占
っ
て
も
ら
お
う
と
や
っ
て
来
る
者
た
ち
に
は
、
開
い
た
窓
の
中
か
ら
答
え
を
告
げ
た
。
彼
女
は
こ
ん
な
予
言
を
し
た
。

こ
の
わ
た
し
の
丘
に
は
王
家
の
男
た
ち
─
─
そ
の
名
を
彼
女
は
歌
い
な
が
ら
挙
げ
た
─
─
が
い
つ
か
住
む
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
丘
の
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下
の
谷
に
は
勤
勉
な
民
草
が
ひ
し
め
く
こ
と
だ
ろ
う
、
と
。
あ
る
日
イ
ェ
ッ
タ
は
ガ
イ
ス
山ベ

ル
ク

の
麓
に
下
り
、
小
川
の
シ
ュ
リ
ー
ア
バ
ッ

ハ
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
泉
が
湧
い
て
い
て
、
そ
こ
を
訪
れ
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
一
頭
の
牝
狼
が
横
に
な
っ
て

仔こ

狼
に
乳
を
や
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
イ
ェ
ッ
タ
を
嚙か

み
裂
い
て
喰く

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
泉
は
い
ま
だ
に
今
日
に
至
る
ま
で

狼
ヴ
ォ
ル
フ
ス
ブ
ル
ン
ネ
ン

の
泉

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
イイ

ェ
ッ
テ
ン
・
ビ
ュ
ー
エ
ル

ェ
ッ
タ
の
丘
上
の
城
、
古
い
宮プ

フ

ァ

ル

ツ

中
伯
居
城
は
一
五
三
六
年
聖

ザ
ン
ク
ト

マ
ル
コ
の
祝
日
に
雷
に
撃
た
れ
て

火
を
発
し
、
そ
の
際
火
薬
樽だ

る

が
爆
発
し
た
の
で
城
の
一
部
が
粉
砕
さ
れ
た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
選

ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
ト

帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
、
皇
帝
か

ら
追
放
刑
を
受
け
た
の
で
、
堅
固
な
塔
を
一
つ
造
営
。
こ
の
塔
を
皇ト

ル
ッ
ツ
・
カ
イ
ザ
ー

帝
打
倒
と
命
名
し
た
も
の
。

　

皇カ
イ
ザ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

帝
の
椅
子
に
向
き
合
っ
て
、
ネ
カ
ー
川
の
対
岸
に
、
一
つ
の
山
が
あ
り
、
そ
の
名
を

万

ア
ラ
ー
・
ハ
イ
リ
ゲ
ン
・
ベ
ル
ク

聖
山

、
あ
る
い
は
聖

ハ
イ
リ
ゲ
ン
・
ベ
ル
ク

人
山
と

い
う
。
こ
の
山
に
は
た
く
さ
ん
の
洞ど

う
く
つ窟
と
地
下
ヘ
通
ず
る
割
れ
目
が
あ
る
。
既
に
ロ
ー
マ
時
代
、
山
上
に
は
神
殿
が
ひ
と
つ
建
立
さ
れ

て
い
た
由
。
異
教
徒
の
万パ

ン
テ
オ
ン

神
殿
で
あ
る
。
そ
し
て
地
下
の
洞
窟
は
神
託
に
使
わ
れ
た
、
と
の
話
。
こ
れ
は
い
ま
だ
に
異ハ

イ

デ

ン

ロ

ッ

ホ

教
徒
の
洞
窟
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
地エ

ー
ル
ト
ツ
ヴ
ェ
ル
ク

下
の
小
人
た
ち
の
棲す

み
か処
で
あ
る
。
も
っ
と
も
聖

ハ
イ
リ
ゲ
ン
・
ベ
ル
ク

人
山
の
名
は
決
し
て
異
教
徒
の
神
殿
に
由
来
す
る
わ
け
は
な

く
、
後
世
こ
こ
に
数
数
の
教
会
や
修
道
院
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
。
キ
リ
ス
ト
教
が
こ
の
地
方

に
入
っ
て
来
た
時
、
ド
イ
ツ
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
（
在
位
八
七
七
─
七
九
）
が
近
在
の
ロ
ル
ヒ
修
道
院
に
贈
っ
て
そ
の
所
有
と
し
、

そ
こ
に
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
聖
者
を
顕
彰
し
て
教
会
が
建
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
教
会
は
や
が
て
衰
亡
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
派
の
修
道
院

が
繰
り
返
し
二
つ
で
き
た
が
、
次
次
に
衰
亡
、
ス
テ
パ
ノ
聖
者
に
捧
げ
ら
れ
た
教
会
が
で
き
た
が
、
こ
れ
ま
た
衰
亡
。
も
う
一
つ
、
ラ

ウ
レ
ン
テ
ィ
ス
聖
者
に
教
会
が
捧
げ
ら
れ
た
が
─
─
ま
た
し
て
も
衰
亡
。
ど
う
も
こ
れ
は
古
代
の
異
教
の
神
神
が
、
昔
祀ま

つ

ら
れ
て
い
た

山
の
上
で
キ
リ
ス
ト
教
と
目
に
は
み
え
ぬ
が
熾し

れ
つ烈
な
闘
い
を
繰
り
広
げ
、
そ
の
居
所
に
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
る
の
は
容
認
し
難

い
、
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
る
。
今
で
も
こ
の
聖
な
る
場
所
は
荒
涼
た
る
も
の
。
異ハ

イ

デ

ン

ロ

ッ

ホ

教
徒
の
洞
窟
の
数
数
は
い
ま
だ
に
存
在
す

る
。
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五
二　

聖
ザ
ン
ク
ト

カ
タ
リ
ー
ナ
の
手

ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
袋

　

ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
フ
ス
ハ
イ
ム
一
族
の
高
貴
な
殿
た
ち
は
紋
章
に
纏ま

つ

わ
る
ま
こ
と
に
素
晴
ら
し
い
言
い
伝
え
を
持
っ
て
い
た
。
ハ
ン
ト

シ
ュ
ー
フ
ス
ハ
イ
ム
家
の
末ま

つ
え
い裔
は
一
六
〇
〇
年
に
死
ん
だ
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン
が
衆

人
環
視
の
裡う

ち

で
彼
に
致
命
傷
を
負
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
家
系
の
始
祖
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
人
は
信
仰
篤あ

つ

い
青
年
騎
士
で
、
熱
心
に
教
会
に
通
っ
て
い
た
。
そ
し
て
あ
る
時
、
聖
処
女
と
殉
教
者
カ
タ
リ
ー
ナ
の
祭

壇
の
前
で
祈
り
を
捧
げ
て
い
て
、
ふ
と
ま
ど
ろ
ん
だ
。
す
る
と
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ぬ
麗
し
い
三
人
の
乙
女
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。
も
っ
と
も
、
三
人
の
う
ち
で
真
ん
中
の
乙
女
が
一
番
綺
麗
だ
っ
た
が
、
こ
の
乙
女
が
こ
う
言
っ
た
。「
わ
た
し
た
ち
が
ま
い
っ
た

の
は
、
そ
な
た
を
観み

る
た
め
。
そ
な
た
の
目
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
わ
た
し
た
ち
を
御
覧
な
さ
い
。
そ
し
て
妻
を
選
ぶ
お
気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
三
人
の
う
ち
の
一
人
を
お
選
び
な
さ
い
」
と
。
そ
こ
で
青
年
騎
士
は
、
こ
う
自
分
に
語
り
掛
け
た
の
が
聖

ザ
ン
ク
ト

カ
タ
リ
ー
ナ
自
身
で
あ
る
こ
と
を
、
棕し

ゅ
ろ櫚
と
焰ほ

の
お

に
包
ま
れ
て
い
る
鋸

の
こ
ぎ
り

状
の
車
か
ら
看み

て
取
り
、
満ま

ん
こ
う腔
の
喜
び
を
も
っ
て
彼
女
に
身

を
捧
げ
た
。
聖
女
は
騎
士
の
頭こ

う
べ

に
薔ば

ら薇
の
花は

な
わ環
を
載
せ
、
こ
の
薔
薇
は
天
の
楽
園
の
花
花
の
よ
う
に
馥ふ

く
い
く郁
と
香
っ
た
。
そ
し
て
聖
女

の
姿
は
消
え
た
の
で
あ
る
。
騎
士
は
夢
か
ら
覚
め
る
と
、
本
当
に
薔
薇
の
花
環
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
恭
し
く
保
存
し
た
が
、
薔
薇
が
一

向
に
萎し

お

れ
な
い
の
に
気
づ
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
さ
て
、
青
年
の
親
族
た
ち
は
、
彼
を
結
婚
さ
せ
よ
う
と
、
も
う
以
前
か
ら
あ
る
ご
く
淑し

と

や
か
な
貴
族
の
乙
女
を
選
ん
で
お
り
、
騎
士
は
縁
組
み
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
心
の
裡う

ち

で
天
界
の
花
嫁
に
仕
え
続

け
た
。
そ
の
う
ち
騎
士
の
妻
は
、
夫
が
折
折
、
と
り
わ
け
朝
方
、
自
分
を
置
き
去
り
し
て
教
会
の
方
へ
行
く
こ
と
に
気
づ
き
、
厭
わ
し

い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
、
と
猜さ

い
ぎ疑
の
念
に
駈か

ら
れ
、
小
間
使
い
の
娘
に
、
旦
那
様
は
い
つ
も
ど
こ
へ
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
、

と
問
い
質た

だ

し
た
。
娘
は
、
ど
う
も
ご
主
人
様
は
坊
さ
ん
の
妹
の
と
こ
ろ
に
忍
ん
で
お
い
で
の
よ
う
に
思
え
ま
す
、
と
答
え
て
、
奥
方
の
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疑
い
を
搔
き
立
て
た
。
そ
こ
で
奥
方
は
な
ん
と
も
言
い
よ
う
も
な
く
嘆
き
悲
し
み
、
泣
き
に
泣
い
た
。
そ
し
て
夫
が
、
な
ぜ
泣
く
の

だ
、
と
訊
ね
る
と
、
自
分
の
疑
惑
と
苦
悩
を
訴
え
た
。
─
─
「
そ
な
た
は
愚
か
だ
」
と
騎
士
は
答
え
た
。「
わ
た
し
が
心
で
想お

も

っ
て
い

る
か
た
は
、
坊
主
の
妹
な
ど
で
は
な
い
。
ず
っ
と
ず
っ
と
高
貴
で
ず
っ
と
ず
っ
と
麗
し
い
女
人
だ
」。
そ
う
し
て
妻
に
背
を
向
け
て
立

ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
返
答
に
奥
方
の
胸
は
張
り
裂
け
そ
う
に
な
っ
た
。
こ
と
に
懐
妊
し
て
い
る
身
で
も
あ
っ
た
し
。
そ
こ

で
嫉し

っ
と妬
に
我
を
忘
れ
て
小
刀
を
手
に
取
る
と
、
そ
れ
で
喉の

ど

を
突
い
た
の
で
あ
る
。

　

お
祈
り
か
ら
帰
宅
し
た
騎
士
は
こ
の
災
厄
を
見
て
心
臓
が
凍
り
つ
く
ほ
ど
驚き

ょ
う
が
く愕
し
、
人
事
不
省
に
陥
っ
た
。
そ
れ
か
ら
我
に
返
る

と
、
髪
の
毛
を
か
き
む
し
り
、
罪
は
全
て
己お

の
れ

に
あ
る
、
と
か
き
く
ど
き
、
涙
を
と
め
ど
も
な
く
流
し
な
が
ら
、〔
教
会
の
祭
壇
の
前
で
〕

崇
め
る
聖
女
に
庇
護
と
助
け
を
求
め
た
。
す
る
と
彼
の
前
に
聖

ザ
ン
ク
ト

カ
タ
リ
ー
ナ
が
二
人
の
乙
女
を
従
え
て
再
び
姿
を
現
し
、
こ
う
言
っ

た
。「
そ
な
た
の
祈
り
と
わ
た
し
の
執
り
成
し
が
叶か

な

え
ら
れ
、そ
な
た
の
妻
は
甦

よ
み
が
え

り
ま
し
た
よ
。
そ
し
て
女
の
御お

子
を
産
み
ま
し
た
」。

そ
れ
か
ら
騎
士
の
上
に
身
を
屈
め
、
片
手
で
涙
の
溢
れ
る
そ
の
目
を
さ
っ
と
撫
で
た
の
で
、
手
は
し
と
ど
に
濡
れ
た
。
す
る
と
、
な
ん

と
、
涙
の
潤
い
が
卵
の
薄
膜
の
よ
う
に
白
く
あ
え
か
な
手
袋
と
な
っ
た
。
聖

ザ
ン
ク
ト

カ
タ
リ
ー
ナ
は
そ
の
手
袋
を
そ
っ
と
外
し
、
二
人
の
お

伴
と
と
も
に
姿
を
消
し
た
。
騎
士
は
我
が
手
の
中
に
そ
の
手
袋
を
見
出
し
た
。
そ
の
う
ち
使
い
の
者
が
や
っ
て
来
て
、
彼
を
捜
し
当

て
、
こ
う
叫
ん
だ
。「
殿
、
奥
方
は
ご
息
災
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
し
て
お
嬢
様
を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
」
と
。
─
─
そ
こ
で

騎
士
は
有
頂
天
で
帰
宅
し
、
妻
と
子
を
抱
い
て
接く

ち
づ
け吻
し
た
。
夫
妻
は
二
人
し
て
神
と
聖

ザ
ン
ク
ト

カ
タ
リ
ー
ナ
を
誉ほ

め
讃た

た

え
た
。
奥
方
は
修
道

院
を
一
つ
建
立
さ
せ
、
騎
士
は
聖
地
へ
贖し

ょ
く
ざ
い罪
の
旅
を
行
い
、
帰
国
す
る
と
、
か
の
薔
薇
の
花
環
と
手
袋
─
─
彼
は
こ
れ
ら
を
冑か

ぶ
と

に
結

び
付
け
て
携
え
て
行
き
、
お
蔭か

げ

で
あ
ら
ゆ
る
危
険
か
ら
不
思
議
に
も
護
ら
れ
た
─
─
と
を
記
念
に
教
会
に
保
管
し
て
も
ら
い
、
更
に
手

袋
の
図
柄
を
自
家
の
紋
章
に
入
れ
、
一
族
と
居
城
を
手

ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
フ
ス
ハ
イ
ム

袋
の
家
と
命
名
し
た
。
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五
三　

ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
進
発

　

オ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
に
、
と
い
う
か
、
そ
の
近
く
に
、
廃
墟
と
な
っ
た
城
塞
が
二
つ
あ
る
。
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
と
シ
ュ
ネ

ラ
ー
ト
城
で
、
相
互
に
二
時
間
隔
た
っ
て
い
る
。
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
殿
た
ち
は
強
大
な
騎
士
の
家
柄
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一

人
だ
が
、
こ
れ
が
大
変
な
戦
好
き
で
狩
猟
好
き
。
楽
し
み
と
い
え
ば
闘
い
と
狩
り
だ
っ
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
馬
上
槍
試
合
で
恋
を

知
り
初
め
、
美
し
い
妻
を
嬴か

ち
え
る
ま
で
は
。
と
は
い
う
も
の
の
、
居
城
で
の
平
穏
な
愛
の
生
活
に
長
い
こ
と
安
住
は
で
き
な
か
っ

た
。
近
隣
と
の
確
執
か
ら
そ
ぞ
ろ
血
み
ど
ろ
の
闘
い
に
跳
び
込
み
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
妻
は
し
き
り
と
厭い

や

な
予
感
が
し
、
わ

た
し
を
置
き
去
り
に
し
な
い
で
、
わ
た
し
は
妊
娠
し
て
い
ま
す
し
、
出
産
の
時
も
間
近
で
す
か
ら
、
と
頼
み
、
懇
願
し
た
が
、
徒
労

だ
っ
た
。
彼
は
出
陣
し
て
し
ま
い
、
妻
の
懇
願
な
ど
無
視
し
た
。
─
─
妻
に
は
こ
れ
が
ひ
ど
い
衝
撃
に
な
っ
た
の
で
、
陣
痛
が
早
ま
り

─
─
男
の
子
を
産
ん
だ
が
死
産
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
女
も
亡
く
な
っ
た
。
騎
士
の
方
は
敵
方
に
近
づ
こ
う
と
シ
ュ
ネ
ラ
ー
ト
城
へ
と
進

軍
し
て
い
た
が
─
─
そ
の
地
で
夜
明
け
方
妻
の
幽
霊
が
現
れ
て
、
彼
に
対
す
る
こ
ん
な
呪
い
を
口
に
し
た
。「
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」

と
彼
女
は
言
っ
た
。「
あ
な
た
は
わ
た
し
を
い
た
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ご
自
身
も
い
た
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
な

た
に
と
っ
て
は
戦
が
愛
よ
り
大
事
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、
今
後
、
最
後
の
審
判
の
日
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
ず
っ
と
戦
を
告
げ
知
ら
せ
る

使
者
に
お
な
り
な
さ
い
」。

　

そ
の
後
す
ぐ
に
闘
い
が
始
ま
り
、
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
斃た

お

れ
、
シ
ュ
ネ
ラ
ー
ト
城
で
埋
葬
さ
れ
た
。
休
ら
う
こ
と
の
な
い
彼
の

亡
霊
は
時
時
進
発
し
、
こ
の
地
方
に
と
っ
て
災
厄
の
使
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
こ
か
で
戦
が
勃ぼ

っ
ぱ
つ発
し
そ
う
だ
と
、
も
う
そ

の
半
年
も
前
に
家
の
子
郎
党
を
従
え
た
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
狩
り
の
喚
声
、
駒こ

ま

の
嘶い

な
な

き
、
角
笛
と
喇ら

っ
ぱ叭
の
吹
鳴
と
と
も
に
姿

を
現
す
。
こ
れ
は
も
う
何
百
も
の
人
人
が
耳
に
し
て
い
る
こ
と
。
い
や
、
耳
に
し
た
ど
こ
ろ
か
、
オ
ー
バ
ー
カ
イ
ン
ス
バ
ッ
ハ
村
の
あ
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る
農
場
で
は
、
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
部
下
た
ち
を
連
れ
て
そ
こ
を
轟ご

う
ご
う轟
と
通
り
抜
け
、
次
い
で
ブ
レ
ン
ス
バ
ッ
ハ
と
フ
レ
ン
キ
ッ

シ
ュ
・
グ
ル
ム
バ
ッ
ハ
を
通
り
、
最
後
に
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
ま
で
達
し
た
こ
と
さ
え
知
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

で
幽
鬼
の
軍
勢
は
次
の
和
平
ま
で
留
ま
り
、
そ
れ
か
ら
進
発
し
て
─
─
も
っ
と
も
前
よ
り
も
騒
が
し
く
は
な
い
が
─
─
シ
ュ
ネ
ラ
ー
ト

城
に
戻
っ
て
行
く
。
前
世
紀
〔
＝
十
八
世
紀
〕、
エ
ア
バ
ッ
ハ
伯
爵
領
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
ス
ハ
イ
ム
の
役
所
で
は
、
自
分
の
耳
で
こ
の
夜
の

怪
異
を
聴
い
た
、
と
い
う
大
層
多
く
の
人
人
が
公
に
訊じ

ん
も
ん問
さ
れ
、
そ
の
供
述
を
調
書
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

か
よ
う
に
憩い

こ

う
こ
と
な
く
ま
か
り
通
る
の
は
リ
ン
デ
ン
シ
ュ
ミ
ー
ト
の
亡
霊
だ
、
と
唱
え
る
者
も
確
か
に
多
い
。
こ
の
男
に
つ
い
て

は
ラ
イ
ン
河
畔
で
古
い
歌
謡
が
幾
つ
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
リ
ン
デ
ン
シ
ュ
ミ
ー
ト
は
カ
ス
パ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ

ロ
イ
ン
ツ
ベ
ル
ク
が
捕
ら
え
た
追お

い
は
ぎ剥
で
あ
っ
て
、
こ
や
つ
の
生
涯
よ
り
ず
っ
と
前
か
ら
も
う
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
出
陣
し
、
戦
の

布ふ
れ
や
く

告
役
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
最
後
の
審
判
の
日
ま
で
呪
わ
れ
て
。

五
四　

エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
と
エ
マ

　

カ
ー
ル
大
帝
に
は
エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
と
い
う
名
の
年
若
な
宮
廷
礼
拝
堂
付
き
司
祭
が
い
た
が
、
こ
れ
は
秘
書
と
し
て
も
忠
実
に
役
目

を
果
た
し
て
い
た
。
か
の
偉
大
か
つ
権
勢
あ
る
皇
帝
の
生
涯
が
記
録
さ
れ
た
の
は
彼
の
お
蔭か

げ

で
あ
る
。
こ
の
青
年
は
皇
帝
の
息
女
イ
マ

な
い
し
エ
マ
に
焦
が
れ
て
お
り
、
あ
ち
ら
も
彼
を
慕
っ
て
い
た
。
し
か
し
二
人
は
権
勢
あ
る
支
配
者
カ
ー
ル
が
自
分
た
ち
の
熱
愛
に
気

が
つ
く
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
な
に
し
ろ
イ
マ
は
既
に
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
王
と
婚
約
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
ん
な
こ
と
が

起
こ
っ
た
。
あ
る
夜
エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
が
イ
マ
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
恋
を
語
ら
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
と
う
と
う
暁
を
迎
え
そ
う
に
な
っ

た
。
と
こ
ろ
で
、
恋
人
た
ち
が
忍
び
逢あ

い
を
し
て
い
る
間
に
大
雪
が
降
り
、
エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
が
愛
す
る
相
手
の
許も

と

か
ら
立
ち
去
ろ
う
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と
し
た
時
、
こ
の
話
の
舞
台
、
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
な
る
皇
帝
の
城
の
中
庭
を
突
っ
切
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
二
人
は
ひ
ど
く
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
た
。
男
の
足
跡
が
姫
の
部
屋
か
ら
出
て
い
れ
ば
間
違
い
な
く
秘
め
事
の
証あ

か
し

と
な
る
に
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で

イ
マ
は
策
略
を
一
つ
案
じ
出
し
た
。
帯
を
ぎ
ゅ
っ
と
締
め
る
と
、
愛い

と

し
い
男
を
背
負
い
、
雪
を
踏
み
分
け
て
城
の
中
庭
を
横
切
り
、
安

全
な
場
所
ま
で
運
び
、
そ
れ
か
ら
自
分
の
踏
み
跡
を
注
意
深
く
辿た

ど

っ
て
引
き
返
し
た
の
で
あ
る
。
ど
こ
も
か
し
こ
も
し
ん
と
し
て
、
だ

れ
も
か
れ
も
眠
っ
て
い
た
。
だ
が
大
帝
だ
け
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
カ
ー
ル
は
目
覚
め
て
い
て
、
自
室
の
窓
か
ら
城
の
中
庭
を
見
下

ろ
し
て
い
た
。
そ
し
て
他
な
ら
ぬ
息
女
に
気
づ
い
て
懊お

う
の
う悩
し
た
─
─
が
、
黙
っ
て
い
た
。
さ
て
若
い
秘
書
官
は
と
い
う
と
不
安
に
耐
え

き
れ
な
く
な
っ
て
、
皇
帝
の
宮
廷
を
退
去
し
よ
う
、
と
堅
く
決
心
し
、
主
君
の
前
に
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
て
、
お
暇い

と
ま

を
た
ま
わ
り
と
う
存
じ
ま
す
、

と
願
っ
た
。
皇
帝
が
そ
う
し
た
願
い
の
理
由
を
問
う
と
、
エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
は
不
満
を
口
実
と
し
、
わ
た
く
し
め
の
ご
奉
公
は
相
応
の

報
酬
を
戴い

た
だ

い
て
お
り
ま
せ
ぬ
、
他
に
い
か
よ
う
な
申
し
立
て
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
や
、
と
答
え
た
。
皇
帝
は
若
者
に
対
し
て
、
す
ぐ

に
沙さ

た汰
を
下
そ
う
、
と
約
束
し
た
が
、
一
方
審
問
会
を
設
置
、
こ
れ
に
最
も
賢
明
な
相
談
役
ら
と
裁
判
官
た
ち
を
招
集
し
た
。
そ
し
て

彼
ら
に
、
何
が
起
こ
っ
た
か
、
何
を
自
分
が
見
届
け
た
か
を
語
っ
て
聞
か
せ
、
そ
し
て
、
か
よ
う
に
こ
の
身
に
関
わ
る
問
題
で
は
朕ち

ん

は

裁
き
手
に
は
な
り
と
う
な
い
、
と
し
て
、
彼
ら
の
助
言
と
意
見
を
求
め
た
。
す
る
と
相
談
役
ら
と
裁
判
官
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
同
時
に
寛

容
と
宥ゆ

う
じ
ょ恕
を
勧
め
た
。
大
王
は
、
心
中
憤
っ
て
い
た
が
、
結
局
は
一
同
に
賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
カ
ー
ル
は
自
分

の
書
記
を
呼
び
出
し
、
こ
う
言
っ
た
。「
そ
ち
が
も
っ
と
早
く
に
そ
ち
の
不
満
を
朕
に
打
ち
明
け
て
い
た
な
ら
、
も
う
と
っ
く
に
そ
ち

の
奉
公
に
ず
っ
と
良
く
報
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
に
。
さ
て
、
朕
は
そ
ち
に
息
女
イ
マ
を
妻
と
し
て
与
え
る
所
存
じ
ゃ
。
あ
れ
は
帯
を
高

高
と
締
め
、
自
ら
進
ん
で
雪
を
踏
み
分
け
、
そ
ち
を
運
ん
だ
の
だ
か
ら
の
う
」。
そ
し
て
姫
君
を
呼
び
出
し
に
人
を
や
り
、
頬
を
真
っ

赤
に
染
め
て
参
上
し
た
イ
マ
は
、
た
だ
ち
に
こ
よ
な
く
愛
し
い
恋
人
に
娶め

あ
わ

さ
れ
た
。
皇
帝
は
息
女
夫
妻
に
数
数
の
町
、
森
、
耕
地
を

ふ
ん
だ
ん
に
下
賜
し
、
エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
を
心
か
ら
大
切
に
し
た
。
け
れ
ど
も
大
帝
が
薨こ

う
き
ょ去
す
る
と
、
エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
は
い
と
し
い
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イ
マ
と
と
も
に
宮
廷
か
ら
去
っ
て
静せ

い
ひ
つ謐
な
暮
ら
し
に
入
り
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
カ
ー
ル
の
子
息
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
敬け

い
け
ん虔
王
は

彼
に
、
オ
ー
デ
ィ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
二
つ
の
王
領
の
村
、
ミ
ヒ
リ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
と
ミ
ュ
ー
レ
ン
ハ
イ
ム
を
与
え
た
。
何
年
も
何
年
も
幸

せ
に
過
ご
し
た
あ
と
、
結
ば
れ
た
二
人
の
心
は
し
だ
い
に
天
に
向
け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
ミ
ヒ
リ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
そ
の
名
も
高
き
ロ
ル

シ
ュ
修
道
院
に
寄
贈
し
た
。
こ
の
修
道
院
か
ら
、
後
に
帝ラ

イ
ヒ
ス
グ
ラ
ー
フ

国
直
参
伯
爵
と
な
っ
た
エ
ア
バ
ッ
ハ
献シ

ェ

ン

ク

酌
侍
従
一
族
が
こ
れ
を
も
ら
い
受
け

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
二
人
は
聖
職
者
の
生
活
を
し
た
。
兄
と
妹
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
は
い
た
が
。
エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
は
僧
職
叙じ

ょ
ほ
ん品
を

受
け
、
上

オ
ー
バ
ー

ミ
ュ
ー
ル
ハ
イ
ム
に
僧
房
が
幾
つ
も
あ
る
教
会
を
建
立
、
そ
こ
へ
ロ
ー
マ
か
ら
幾い

く
は
し
ら柱
も
の
聖
人
の
遺
体
を
取
り
寄
せ
、

愛
す
る
イ
マ
が
亡
く
な
る
と
、
自
分
が
初
代
院
長
と
な
っ
た
修
道
院
に
埋
葬
し
た
。「
そ
な
た
が
憩い

こ

い
、
我
ら
が
至
福
の
愛
の
う
ち
に

過
ご
し
た
こ
の
場
所
が
至ゼ

ー
リ
ヒ福
な
ら
ん
こ
と
を
」
と
彼
は
信ま

こ
と実
を
捧
げ
た
愛
し
い
人
の
灰
を
傍
ら
に
し
て
そ
う
唱
え
た
。
そ
う
い
う
し
だ

い
で
こ
の
村
は
以
後
至ゼ

ー
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

福
の
場
所
と
呼
ば
れ
た
。

　

異
説
も
あ
る
。
カ
ー
ル
大
帝
は
愛
し
合
う
二
人
を
御
前
か
ら
放
逐
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
か
の
地
ゼ
ー
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
取
り

巻
く
寂
し
い
森
の
中
で
と
も
に
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
時
皇
帝
は
狩
り
の
途
中
ひ
ょ
っ
こ
り
二
人
に
再
会
し
、
嬉
し
さ
か
ら
そ
の
土
地

を
自
身
至ゼ

ー
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

福
の
場
所
と
命
名
し
た
の
だ
、
と
。
エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
修
道
院
長
が
死
去
す
る
と
、
そ
の
遺
骨
は
い
と
し
い
イ
マ
の
遺
骨
と

並
ん
で
埋
葬
さ
れ
、
次
い
で
二
人
が
憩
う
豪ご

う
し
ゃ奢
な
装
飾
石
棺
が
造
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
エ
ア
バ
ッ
ハ
な
る
エ
ア
バ
ッ
ハ
伯
爵
閣
下
一

族
は
そ
の
系
譜
が
か
の
高
貴
な
夫
妻
か
ら
発
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
古
い
装
飾
石
棺
は
や
ん
ご
と
な
い
君
侯
の
御お

手
か
ら
彼
ら
に
下
し

置
か
れ
、
こ
の
上
も
な
く
貴
重
な
昔
の
遺
物
と
し
て
今
も
な
お
エ
ア
バ
ッ
ハ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
ゼ
ー
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
で
は
、
こ
の
地
の
教
会
を
建
立
し
た
二
人
の
遺
骨
が
入
っ
て
い
る
壮
麗
な
別
の
大
理
石
の
装
飾
石
棺
が
、
や
は
り
そ
の
教
会
に
安
置

さ
れ
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
と
エ
マ
〔
＝
イ
マ
〕
の
柩ひ

つ
ぎ

は
二
つ
の
異
な
っ
た
場
所
で
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら

両
者
の
い
ず
れ
が
本
物
や
ら
。
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五
五　

ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
一
族

　

山
ベ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

街
道
沿
い
の
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ
ム
の
町
を
見
下
ろ
し
て
ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
城
の
廃
墟
が
聳そ

び

え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
幾
つ
も

の
伝
説
が
語
ら
れ
る
。
か
つ
て
─
─
ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
城
は
そ
の
頃
既
に
滅
び
て
い
た
─
─
あ
る
大
胆
不
敵
な
騎
士
が
逃
げ
る
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
を

狩
っ
て
い
た
。
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
は
ま
っ
し
ぐ
ら
に
古
城
の
廃
墟
の
真
ん
中
に
逃
げ
込
み
、
見
え
な
く
な
っ
た
。
騎
士
は
と
い
う
と
、
し
ん
と
静

ま
り
か
え
っ
た
荒
涼
と
し
た
場
所
に
ぽ
つ
ね
ん
と
取
り
残
さ
れ
た
の
に
気
づ
い
た
。
暑
い
日
だ
っ
た
の
で
、
喉の

ど

が
渇
い
て
な
ら
な
か
っ

た
。
ど
う
や
ら
彼
は
、
ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
が
埋
も
れ
た
幾
つ
も
の
酒
蔵
の
中
に
ま
だ
少
な
か
ら
ず
け
っ
こ
う
な
飲
み
物
を
蓄
え
て
い
る
の

で
は
、
な
ど
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
真
っ
白
な
衣
装
を
纏ま

と

っ
た
乙
女
が
一
人
、
自
分
の
前
に
立
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。
彼
女
は
縁
ま
で
な
み
な
み
と
満
た
さ
れ
た
見
事
な
角
型
杯
を
手
に
し
て
お
り
、
そ
れ
を
、
召
し
上
が
れ
、
と
彼
に
差
し
出
し

た
。
騎
士
は
飲
ん
だ
。
す
る
と
そ
の
麗
し
い
乙
女
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
相
手
は
酒
杯
を
取
り
戻
す

と
、
姿
を
消
し
た
。
そ
れ
以
来
騎
士
は
ず
っ
と
ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
城
の
廃
墟
に
呪
縛
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
目
、
そ
の
飲
み
物
で
自
分

に
魔
法
を
掛
け
た
あ
の
す
ば
ら
し
い
女
人
が
ま
た
姿
を
現
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
絶
え
ず
憧
れ
な
が
ら
。
け
れ
ど
も
騎
士
が

も
う
一
度
乙
女
を
目
に
し
た
か
ど
う
か
、
だ
れ
に
も
言
え
は
し
な
い
。
な
に
せ
、
と
う
と
う
死
ん
で
し
ま
っ
て
か
ら
も
、
そ
の
亡
霊
が

休
ら
う
こ
と
な
く
廃
墟
の
中
を
彷さ

ま
よ徨
い
歩
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
の
末ま

つ
え
い裔
の
一
人
の
亡
霊
も
、
そ
の
両
腕
を
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
方
角
に
恋
い
慕
う
様
子
で
差
し
伸
べ
て
い
る
姿

を
、
時
折
こ
の
ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
の
古
城
の
塔
の
上
で
目
撃
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
女
性
が
彼

の
妻
だ
っ
た
の
だ
が
、
故
郷
に
惹ひ

か
れ
る
あ
ま
り
彼
女
は
彼
の
腕
か
ら
去
り
、
か
の
地
の
大
聖
堂
で
お
祈
り
を
し
、
大
聖
堂
の
中
で
死

に
、
大
聖
堂
の
中
に
そ
の
墓
が
あ
る
。
彼
女
を
慕
っ
て
夫
の
心
臓
は
破
れ
、
夫
は
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
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ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
一
族
と
い
う
高
貴
な
家
系
の
最
後
の
櫱

ひ
こ
ば
え

た
ち
の
心
臓
は
こ
の
騎
士
の
そ
れ
と
は
別
の
作
り
だ
っ
た
。
な
ん
と
も
言

い
よ
う
の
な
い
貪
欲
こ
そ
こ
の
連
中
の
唯
一
の
幸
せ
だ
っ
た
。
こ
の
兄
弟
は
若
く
し
て
た
だ
二
人
、
崩
れ
た
城
塞
で
暮
ら
し
て
い
た
。

こ
れ
を
住
め
る
よ
う
に
維
持
す
る
に
は
金
が
掛
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
兄
弟
は
金
を
と
て
つ
も
な
く
可か

わ
い愛
が
っ
て
い
た
の
で
、
自
分

た
ち
の
金か

ね
び
つ櫃
か
ら
と
げ
と
げ
し
く
邪

よ
こ
し
ま

な
世
間
に
追
い
出
す
な
ん
て
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
。
奉
公
人
は
お
祓は

ら

い
箱
に
な
っ
て
い
た
。

な
に
せ
召
使
い
な
ど
は
物
入
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
食
い
扶ぶ

ち持
と
、
か
て
て
加
え
て
給
金
が
必
要
な
の
だ
。
果
て
は
犬
猫
で
さ
え
こ
の

兄
弟
に
と
っ
て
は
、
餌
代
が
多
過
ぎ
る
わ
い
、
と
あ
い
な
っ
た
。
─
─
そ
れ
か
ら
、
四
つ
脚
の
家
畜
を
飼
う
の
は
費
用
の
嵩か

さ

む
こ
と
、

と
悟
っ
た
。
こ
と
に
ろ
く
す
っ
ぽ
乳
も
羊
毛
も
採
れ
や
せ
ん
し
な
あ
、
と
。
そ
れ
で
も
こ
の
二
人
、
共
有
で
小
さ
い
動
物
を
ま
だ
一
つ

飼
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
四し

じ
ゅ
う
か
ら

十
雀
─
─
必
要
な
も
の
は
大
し
て
な
い
─
─
で
、
彼
ら
は
毎
日
胡く

る
み桃
の
実
を
一
個
や
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
あ
る
時
兄
弟
の
一
人
が
夜
眠
れ
ず
に
い
た
。
吝け

ち

ん
坊
と
い
う
者
は
眠
れ
な
い
夜
に
は
金
勘
定
を
す
る
の
が
常
。
さ
て
そ
こ
で
、

ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
の
殿
は
勘
定
を
し
て
、
こ
う
集
計
し
た
。
一
年
は
三
六
五
日
、
ま
あ
三
六
六
日
の
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
そ
れ
だ

け
の
胡
桃
の
実
は
取
り
も
直
さ
ず
六
シ
ョ
ッ
ク
と
い
く
ら
か
に
な
る
わ
け
だ
。
そ
う
し
て
一
シ
ョ
ッ
ク
の
胡
桃
は
、
山

ベ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

街
道
沿
い

の
よ
う
に
安
値
の
場
合
で
─
─
他ほ

か

場
所
じ
ゃ
あ
も
っ
と
す
る
な
あ
─
─
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
銅
貨
三
枚
に
つ
く
の
だ
か
ら
、
こ
り
ゃ
あ
毎
年

十
八
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
と
も
っ
と
と
い
う
計
算
に
な
る
わ
い
。
一
羽
の
四
十
雀
の
値
打
ち
の
六
倍
だ
て
、
と
。
─
─
翌
日
ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク

殿
は
弟
に
こ
の
試
算
を
報
告
。
相
手
は
こ
れ
を
聞
い
て
び
っ
く
り
仰
天
し
、
し
ば
し
物
思
い
に
沈
み
込
ん
だ
。
や
っ
と
の
こ
と
で
い
わ

く
「
な
あ
、
兄あ

に
じ
ゃ者
、
六
シ
ョ
ッ
ク
に
ゃ
あ
実
の
入
っ
て
な
い
や
つ
も
ど
っ
さ
り
あ
る
っ
て
こ
と
を
考
え
に
い
れ
る
と
、
七
シ
ョ
ッ
ク
と

見
積
も
っ
て
い
い
。
こ
ん
な
役
立
た
ず
の
大お

お

喰ぐ

ら
い
に
餌
を
や
っ
て
、
水
を
や
っ
て
、
鳥
籠か

ご

を
掃
除
し
て
や
る
っ
て
な
骨
折
り
仕
事
を

抜
き
に
し
て
だ
ぞ
」。
─
─
「
い
か
に
も
の
う
、
弟
」
と
こ
ち
ら
は
溜
息
を
一
つ
つ
い
て
ま
た
言
っ
た
。「
わ
し
ら
は
こ
の
あ
ほ
ら
し
い

生
き
物
、
飼
い
鳥
の
四
十
雀
に
お
人
好
し
に
も
情
を
懸
け
た
せ
い
で
う
か
う
か
と
許
し
難
い
浪
費
を
し
て
し
も
う
た
。
い
や
も
う
考
え

（　

）
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て
も
み
や
れ
、
も
う
何
年
こ
こ
な
役
立
た
ず
の
代
物
を
喰く

わ
せ
て
お
る
こ
と
か
。
ま
っ
こ
と
前
代
未
聞
じ
ゃ
わ
」。
─
─
そ
れ
か
ら
兄

弟
は
即
座
に
、
鳥
籠
を
開
け
て
、
役
立
た
ず
で
費
用
の
嵩
む
穀ご

く
つ
ぶ潰
し
を
、
ど
こ
へ
で
も
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
飛
ん
で
行
け
、
と
ば
か
り

放
し
ち
ま
お
う
、
と
一
決
し
た
。
け
れ
ど
も
無
駄
遣
い
に
気
づ
い
た
の
が
あ
ま
り
に
も
遅
過
ぎ
た
と
い
う
苦
悩
に
兄
弟
の
心
臓
は
蝕む

し
ば

ま
れ
た
。
彼
ら
は
お
互
い
こ
う
い
う
浪
費
を
大
目
に
見
る
こ
と
も
で
き
ず
、
こ
の
苦
悩
を
克
服
す
る
こ
と
も
な
ら
ず
、
次
の
日
に
な
る

と
、
無
駄
遣
い
に
対
す
る
恨
み
つ
ら
み
の
た
め
兄
弟
の
心
臓
は
同
時
に
破
れ
て
し
ま
っ
た
。

五
六　

ロ
ル
シ
ュ
の
タ
ッ
シ
ロ

　

カ
ー
ル
大
帝
が
、
そ
の
ご
く
近
親
で
あ
る
剛ご

う
き毅
な
バ
イ
エ
ル
ン
公
タ
ッ
シ
ロ
と
闘
争
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
タ
ッ
シ
ロ
は

カ
ー
ル
の
敵
た
ち
を
嗾

そ
そ
の
か

す
と
い
う
大
悪
行
を
働
い
た
の
で
、
カ
ー
ル
は
恐
る
べ
き
報
復
を
行
い
、
タ
ッ
シ
ロ
に
途
方
も
な
い
処
罰
を

与
え
た
。
カ
ー
ル
は
こ
の
ア
ギ
ロ
フ
ィ
ン
グ
家
の
タ
ッ
シ
ロ
を
盲
目
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
。
タ
ッ
シ

ロ
は
、
両
眼
間
近
に
置
か
れ
た
灼し

ゃ
く
ね
つ熱
の
盾
を
、
視
野
が
暗
く
な
り
、
果
て
は
全
く
失
明
す
る
ま
で
見
る
よ
う
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
長

い
髪
は
玉
座
の
前
で
彼
か
ら
切
り
取
ら
れ
、
修
道
士
の
剃て

い
は
つ髪
を
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
、
全
生
涯
を
懺ざ

ん
げ悔
と
祈
祷
に
捧
げ
る
よ
う
、
勅
命
に

よ
り
修
道
士
と
し
て
あ
る
修
道
院
に
入
れ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
長
い
歳
月
が
経
ち
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
っ

た
。
あ
る
時
皇
帝
カ
ー
ル
は
ラ
ウ
レ
ス
ハ
イ
ム
に
向
か
っ
た
。
こ
れ
ぞ
ロ
ル
シ
ュ
で
、
例
の
修
道
院
だ
っ
た
。
カ
ー
ル
は
タ
ッ
シ
ロ
公

な
ど
と
っ
く
に
忘
れ
果
て
て
い
た
の
だ
が
、
夜
、
か
し
こ
の
修
道
院
聖
堂
で
過
ご
し
、
祈
り
を
捧
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
気
持
ち
に
駈か

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
一
人
の
盲
目
の
修
道
士
が
修
道
院
の
回
廊
を
お
ぼ
つ
か
な
い
足
取
り
で
歩
い
て
い
た
が
、
傍
ら
に

光
明
に
包
ま
れ
た
神
の
御み

使
い
が
付
き
添
っ
て
導
い
て
い
る
さ
ま
を
目
に
し
て
驚
い
た
。
そ
の
老
人
の
相
貌
は
皇
帝
に
は
旧
知
の
も
の

（　
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の
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
ど
う
し
て
も
名
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
修
道
士
は
祭
壇
か
ら
祭
壇
へ
と
導
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

で
祈
祷
し
、
そ
れ
か
ら
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ぬ
案
内
者
と
と
も
に
静
か
に
引
き
返
し
て
行
っ
た
。
翌
朝
皇
帝
は
ロ
ル
シ
ュ
修
道
院
の
院

長
を
呼
び
に
や
り
、
そ
ち
の
修
道
院
で
天
使
が
奉
仕
し
て
い
る
修
道
士
は
だ
れ
か
、
と
訊
ね
た
。
修
道
院
長
は
驚き

ょ
う
が
く愕
し
て
、
何
一
つ

言
え
な
か
っ
た
が
、
次
の
夜
自
分
と
一
緒
に
か
の
修
道
士
を
待
ち
受
け
る
よ
う
、
と
の
皇
帝
の
命
令
に
従
っ
た
。
す
る
と
前
夜
と
全
く

同
じ
こ
と
が
起
こ
り
、
盲
目
の
修
道
士
が
ま
た
や
っ
て
来
て
、
天
使
が
導
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
修
道
士
の
祈
り
が
終
わ
る
と
、
皇
帝

は
院
長
を
従
え
て
修
道
士
と
そ
の
案
内
者
の
跡
を
追
い
、
修
道
士
が
独
り
き
り
で
そ
の
僧
坊
に
い
る
の
に
遇あ

っ
た
。
し
か
し
院
長
は
そ

の
修
道
名
の
下
で
の
修
道
士
の
こ
と
は
心
得
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
彼
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
。
さ
て
院
長
が
修
道
士
に
向

か
っ
て
、
以
前
世
俗
の
暮
ら
し
を
し
て
い
た
折
に
は
何
で
あ
っ
た
か
申
し
述
べ
よ
、
隠
し
立
て
し
た
り
、
黙
っ
た
ま
ま
で
い
た
り
し
て

は
な
ら
ぬ
、
な
に
し
ろ
そ
な
た
の
前
に
お
ら
れ
る
の
は
ご
主
君
の
皇
帝
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
、
と
告
げ
る
と
、
盲
目
の
修
道
士
は
皇
帝
の

足
元
に
く
ず
お
れ
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
お
お
、
殿
、
わ
た
く
し
は
数
数
の
罪
を
あ
な
た
に
対
し
て
犯
し
ま
し
た
。
わ
た
く
し
の
懺
悔

は
い
つ
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
し
ょ
う
。
わ
た
く
し
は
以
前
タ
ッ
シ
ロ
と
申
し
ま
し
た
」。
─
─
す
る
と
皇
帝
は
慈
悲
深
く
相
手
を
立
た

せ
て
い
わ
く
「
そ
ち
は
重
い
贖し

ょ
く
ざ
い罪
を
果
た
し
た
。
朕ち

ん

の
考
え
よ
り
苛
酷
に
の
う
。
そ
ち
の
罪
が
全
て
許
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
。
盲
目

の
老
人
は
皇
帝
の
手
に
接く

ち
づ
け吻
し
、
そ
れ
か
ら
ば
っ
た
り
倒
れ
て
身み

ま
か罷
っ
た
。
そ
の
遺
骸
は
ロ
ル
シ
ュ
修
道
院
に
憩い

こ

う
て
い
る
。
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五
七　

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火

　

山
ベ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

街
道
一
帯
の
人
人
、
そ
れ
か
ら
と
り
わ
け
ロ
ル
シ
ュ
や
ヘ
ン
ラ
イ
ン
の
町
周
辺
で
は
、
惑イ

ル
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

わ
せ
火
の
こ
と
を
昔
も
今
も

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火

と
呼
ん
で
お
り
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
が
待ア

ト
ヴ
ェ
ン
ト

降
節
期
間
に
出
現
す
る
と
、
こ
ん
な
風
に
呼
び
掛
け
る
嘲あ

ざ
け

り
文
句
を

持
っ
て
い
る
。

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火

、
ほ
う
ほ
う
、

燕え
ん
ば
く
わ
ら

麦
藁
み
た
い
に
燃
え
と
る
の
。

青あ
お
あ
ざ痣
残
る
よ
に
打
つ
が
い
い
。

　

け
れ
ど
も
こ
い
つ
の
せ
い
で
ひ
ど
い
目
に
遭あ

っ
た
者
が
こ
れ
ま
で
既
に
一
人
な
ら
ず
い
る
。
三
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
だ
が
、
あ
る

若
い
娘
が
夕
暮
れ
時
ヘ
ン
ラ
イ
ン
近
く
の
沼
の
畔ほ

と
り

を
通
っ
た
と
こ
ろ
、

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火

が
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
て
い
る
の
を
見
た
の
で
、

向
こ
う
見
ず
に
も
大
声
で
例
の
嘲
り
文
句
を
叫
び
掛
け
た
。
す
る
と

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火

は
す
ぐ
さ
ま
沼
の
上
を
ふ
わ
ふ
わ
娘
の
方
へ
や
っ
て
来

た
。
娘
は
怖
く
な
っ
て
、
両
親
の
家
へ
と
で
き
る
だ
け
急
い
だ
。
で
も

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火

は
跡
を
ど
ん
ど
ん
追
っ
て
来
た
し
、
焰ほ

の
お

の
よ
う
な

翼
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
翼
で
と
て
も
大
き
な
沼
地
の
野
鳥
の
よ
う
に
娘
を
ば
っ
さ
ば
っ
さ
と
打
ち
叩
い
た
。
そ
し
て
死
ぬ
ほ
ど
怯お

び

え

た
娘
が
家
に
辿た

ど

り
着
い
て
中
に
跳
び
込
む
と
、

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火

も
一
緒
も
入
り
込
ん
で
玄
関
を
煌こ

う
こ
う煌
と
照
ら
し
出
し
、
部
屋
中
を
娘
に
く
っ

つ
い
て
回
り
、
行
く
手
に
い
る
者
を
だ
れ
か
れ
な
く
そ
の
ふ
ら
ふ
ら
火
で
打
ち
の
め
し
た
。
そ
れ
か
ら
煙
突
を
上
が
っ
て
行
き
、
煙
出

し
か
ら
火
龍
の
よ
う
に
外
へ
飛
び
出
す
と
、
そ
こ
い
ら
じ
ゅ
う
の
屋
根
と
い
う
屋
根
の
上
を
踊
り
回
っ
た
の
で
、
皆
び
っ
く
り
仰
天
し

（　

）
 155

（　

）
 156

（　

）
 157



214

武蔵大学人文学会雑誌　第 44 巻第 1・2 号

た
。
翌
日
に
な
る
と
一
同
だ
れ
も
が
、
あ
の
娘
は
殊
に
だ
が
、

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火

に
打
た
れ
た
痕
が
青
痣
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火

な

い
し
惑イ

ル
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

わ
せ
火
お
よ
び
火

フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン
男
ど
も
は
死
者
の
亡
霊
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
生
前
犯
し
た
悪
行
の
ゆ
え
に
永と

わ遠
の
安
ら
ぎ
を
見

出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
、
い
ん
ち
き
土
地
測
量
師
、
土
地
の
境
界
標
石
を
移
し
た
者
、
そ
れ
か
ら
隣
人
の
畑
を
耕
し
奪
っ
た
農
夫

─
─
こ
う
し
た
連
中
は
火

フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン
男
と
し
て
贖し

ょ
く
ざ
い罪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
、
と
全
ド
イ
ツ
で
見
な
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
北
部
で
は

惑イ
ル
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

わ
せ
火
は
洗
礼
を
受
け
な
い
ま
ま
死
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
魂
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
は
こ
ん
な
言
い
回
し
が
あ

る
。
だ
れ
か
が
と
て
も
急
い
で
走
っ
て
い
る
と
、「
燃フ

ォ
イ
リ
ガ
ー
・
マ
ン

え
る
男
み
た
い
に
走
っ
て
る
」
と
言
う
の
だ
。

五
八　

草
地
の
乙
女
と
く
し
ゃ
み

　

ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
近
郊
、
ロ
ル
シ
ュ
か
ら
一
哩マ

イ
ル

の
緑
の
草
地
で
一
人
の
牧
童
が
父
親
の
牝
牛
た
ち
の
番
を
し
て
い
た
。
ぼ
う
っ
と

突
っ
立
っ
て
、
頭
の
中
は
す
っ
か
ら
か
ん
。
す
る
と
突
然
頬ほ

ほ

を
そ
っ
と
叩
か
れ
た
。
そ
れ
も
柔
ら
か
な
手
で
。
び
っ
く
り
仰
天
し
て
振

り
返
る
と
、
目
の
前
に
立
っ
て
い
た
の
は
す
ば
ら
し
く
美
し
い
乙
女
で
、
真
っ
白
し
ろ
の
衣
装
を
纏ま

と

っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
ち
ら
に
語

り
掛
け
よ
う
と
口
を
開
い
た
。
と
こ
ろ
が
男
の
子
の
方
は
お
っ
か
な
く
て
た
ま
ら
ず
、
槍
で
突
き
刺
さ
れ
た
み
た
い
に
、
う
っ
、
と
一

声
唸う

な

る
な
り
、
ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
指
し
て
逃
げ
出
し
て
、
行
き
着
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
こ
の
男
の
子
は
ま
た
も
や
例
の
草
地
で
番
を

し
て
お
り
、
暑
い
真
昼
刻ど

き

、
森
の
縁
に
ぼ
ん
や
り
立
っ
て
い
た
。
す
る
と
太
陽
の
照
り
つ
け
る
そ
の
辺
り
で
か
さ
こ
そ
か
さ
こ
そ
、

蜥と
か
げ蜴
か
な
ん
ぞ
が
茨い

ば
ら

の
繁
み
に
潜
り
込
む
よ
う
な
音
が
し
た
。
少
年
が
そ
ち
ら
を
見
や
る
と
、
目
に
し
た
の
は
小
さ
な
蛇
。
口
に
青

い
花
を
く
わ
え
て
、
こ
う
言
っ
た
の
だ
。「
い
い
子
だ
か
ら
、
わ
た
し
を
救
っ
て
。
救
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
。
こ
の
花
で
も
っ
て
あ
の
山

の
上
の
ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
の
古
い
お
城
に
あ
る
崩
れ
た
穴
蔵
を
開
け
る
の
。
樽た

る

と
い
う
樽
が
黄き

ん金
で
一
杯
よ
。
全
部
そ
な
た
の
も
の
。

（　

）
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こ
の
花
を
取
っ
て
。
取
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
」。
─
─
で
も
男
の
子
は
も
う
も
う
気
味
が
悪
い
は
、
ぞ
お
っ
と
す
る
は
、
こ
れ
ま
で
蛇
が

し
ゃ
べ
る
の
を
聞
い
た
こ
と
な
ん
か
な
か
っ
た
し
─
─
荒
れ
狂
う
猟
師
に
後
を
追
っ
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
雲
を
霞か

す
み

と
逃
げ
出
し

た
。
晩
秋
の
こ
と
、
こ
の
同
じ
男
の
子
は
た
ま
た
ま
ま
た
同
じ
場
所
で
家
畜
の
番
を
し
て
い
た
。
す
る
と
ま
た
し
て
も
頬
を
そ
っ
と
叩

か
れ
た
。
振
り
向
く
と
例
の
白
衣
の
乙
女
で
、
縋す

が

る
よ
う
に
こ
う
話
し
掛
け
た
。「
わ
た
し
を
救
っ
て
。
救
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
。
わ
た

し
は
そ
な
た
を
お
金
持
ち
に
、
幸
せ
に
し
て
あ
げ
る
。
そ
な
た
だ
け
が
で
き
る
の
。
そ
な
た
し
か
で
き
な
い
の
。
わ
た
し
は
呪
わ
れ

て
、
待
ち
続
け
、
彷さ

ま
よ徨
い
続
け
る
定
め
。
至
福
の
安
ら
ぎ
に
就
け
な
い
の
で
す
。
ど
こ
ぞ
の
小
鳥
が
こ
の
草
地
に
落
と
す
桜さ

く
ら
ん
ぼ桃
の
種

か
ら
桜
の
木
が
生
え
て
、
大
き
く
し
っ
か
り
し
た
樹
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
伐き

り
倒
さ
れ
て
、
そ
れ
で
揺
り
籠か

ご

が
こ
し
ら
え
ら
れ
る
ま
で

は
。
そ
の
揺
り
籠
で
揺
す
ら
れ
た
初
め
て
の
子
が
、
こ
こ
に
わ
た
し
が
手
に
し
て
い
る
青
い
花
を
持
っ
て
お
城
へ
上
が
っ
て
行
き
、
地

下
の
宝
を
運
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
な
た
こ
そ
そ
う
し
た
揺
り
籠
で
揺
す
ら
れ
た
子
」。
─
─
こ
の
話
を
聞
い
た
男
の
子

は
震
え
上
が
り
、
背
筋
が
ぞ
く
ぞ
く
し
た
。
な
に
し
ろ
こ
の
子
に
は
性
根
が
な
か
っ
た
の
で
。
性
根
の
な
い
人
間
な
ん
て
腑ふ

抜
け
の

阿あ
ほ
う呆
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
い
つ
は
十
字
を
切
っ
て
お
祓は

ら

い
を
し
、
い
や
だ
、
い
や
だ
、
と
頭
を
振
っ
た
。「
あ
あ
、
悲
し
や
、

悲
し
や
」
と
乙
女
は
叫
ん
だ
。「
そ
れ
で
は
こ
の
身
は
ま
た
し
て
も
百
年
の
間
待
ち
続
け
、
彷さ

ま
よ徨
い
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
性
根
を
持
ち

合
わ
せ
ぬ
そ
な
た
に
災
い
あ
れ
。
そ
な
た
、
今
後
も
性
根
を
持
つ
こ
と
は
あ
る
ま
い
ぞ
」。
─
─
そ
し
て
苦
悩
の
絶
叫
を
挙
げ
る
と
消

え
失
せ
た
。

　

さ
て
男
の
子
は
と
い
え
ば
、
こ
の
日
以
降
黙
り
こ
く
っ
て
蒼あ

お

ざ
め
た
顔
で
う
ろ
つ
き
回
る
よ
う
に
な
り
、
長
く
は
生
き
な
か
っ
た
。

　

救
済
の
望
み
と
結
び
つ
い
て
い
る
桜
桃
の
種
、
樹
、
そ
れ
か
ら
揺
り
籠
に
関
す
る
似
た
よ
う
な
伝
説
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ラ
ウ
エ
ン

エ
ッ
ク
城
の
廃
墟
に
つ
い
て
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
に
は
他
に
も
怪
し
げ
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
を
流
れ
る
さ
さ
や
か

な
川
、
す
な
わ
ち
ア
ウ
ア
ー
川バ

ッ
ハ

に
小
さ
な
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
あ
る
時
た
れ
や
ら
が
こ
れ
を
渡
っ
て
い
た
折
、
水
の
中
で
く
し
ゃ

（　
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み
を
す
る
音
が
聞
こ
え
た
。
そ
れ
も
三
度
も
。
そ
し
て
こ
の
人
は
三
度
と
も
「
神
の
ご
加
護
を
」
と
唱
え
て
や
っ
た
。
す
る
と
水
の
中

か
ら
少
年
の
姿
が
現
れ
て
、「
神
様
が
あ
な
た
に
報
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
あ
な
た
は
ぼ
く
を
救
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
三
十
年

と
い
う
も
の
、
ぼ
く
は
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
の
で
す
」
と
叫
ん
だ
。
ま
た
別
の
者
が
こ
の
橋
の
上
手
で
や
は
り
三
度
く
し
ゃ
み
を
耳
に

し
た
。
こ
の
人
、
二
度
ま
で
は
「
神
の
ご
加
護
を
」
と
叫
ん
だ
が
、
だ
れ
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
返
し
て
よ
こ
さ
な
か
っ
た
の
で
、
三

度
目
の
く
し
ゃ
み
の
時
に
「
悪
魔
に
攫さ

ら

わ
れ
や
が
れ
」
と
怒
鳴
っ
た
。
─
─
す
る
と
水
中
で
だ
れ
か
が
激
し
く
転
げ
回
っ
た
よ
う
な
泡

が
ご
ぼ
ご
ぼ
っ
と
出
て
来
た
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
た
。

五
九　

沈
ん
だ
修
道
院

　

オ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
ノ
イ
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ
ン
村
か
ら
遠
か
ら
ぬ
静
か
で
人
気
の
な
い
草
地
の
谷
に
小
さ
な
湖
沼
が
あ
る
が
、
流
れ

込
む
川
も
流
れ
出
る
川
も
な
い
。
そ
こ
に
は
昔
女
子
修
道
院
が
建
っ
て
い
た
。
こ
の
修
道
院
に
ま
だ
修
道
誓
願
を
し
て
い
な
い
年
若
な

修
練
女
が
い
た
。
彼
女
の
修
道
院
入
り
は
強
い
ら
れ
た
も
の
で
、
近
隣
の
城
の
一
つ
の
さ
る
騎
士
を
愛
し
て
い
た
。
こ
の
騎
士
は
し
ば

し
ば
夜
、
だ
れ
も
が
休
ら
っ
て
い
る
時
に
、
こ
っ
そ
り
修
道
院
の
庭
に
入
り
、
い
と
し
い
女
性
と
逢あ

っ
て
語
ら
っ
た
。
あ
る
日
の
暮
れ

方
、
一
人
の
疲
労
困こ

ん
ぱ
い憊
し
た
白
髪
の
巡
礼
が
修
道
院
の
門
に
来
て
、
中
に
入
る
許
し
と
一
夜
の
宿
り
を
求
め
た
。
し
か
し
、
門
番
の
修

道
女
と
全
修
道
女
会
は
門
前
払
い
を
食
わ
せ
た
。
か
の
修
練
女
だ
け
が
、
お
爺
さ
ん
の
願
い
を
聴
い
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
、
と
頼

ん
だ
が
、
彼
女
は
ま
だ
修
道
女
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
意
見
を
述
べ
る
権
利
は
な
く
、
修
道
院
の
門
は
こ
の
巡
礼
に
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま

だ
っ
た
。
巡
礼
は
呪じ

ゅ
そ詛
の
言
葉
を
呟つ

ぶ
や

き
、
杖
を
振
り
上
げ
、
そ
れ
で
三
度
門
扉
を
叩
い
た
。
す
る
と
、
修
道
院
は
附
属
教
会
お
よ
び

修
道
女
会
会
堂
も
ろ
と
も
音
も
な
く
地
底
に
沈
み
、
そ
れ
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
静
か
な
水
面
が
謎
を
秘
め
て
広
が
っ
た
。
巡
礼
が
立

（　

）
 161



217

『ドイツ伝説集』試訳（その一）　鈴木　滿　訳・注

ち
去
る
と
、
代
わ
り
に
恋
人
の
若
い
騎
士
が
や
っ
て
来
た
─
─
そ
し
て
修
道
院
が
影
も
形
も
な
い
の
で
、
我
と
我
が
目
を
信
ず
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
周
囲
の
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
荒
涼
と
し
た
静し

じ
ま寂
を
縫
い
、
大
声
で
愛い

と

し
い
女
性
の
名
を
呼
ん
だ
。
す
る
と
深
み
か

ら
こ
ん
な
こ
と
ば
が
響
い
て
来
た
。「
明
日
こ
の
時
刻
に
ま
た
こ
の
場
所
に
戻
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
そ
し
て
水
の
上
に
浮
か
ん

で
い
る
は
ず
の
赤
い
糸
を
摑つ

か

ん
で
」。

　

騎
士
は
次
の
夜
言
わ
れ
た
通
り
に
し
、
赤
い
糸
を
摑
ん
で
引
き
寄
せ
た
。
す
る
と
愛
す
る
恋
人
が
目
の
前
に
立
ち
、
接く

ち
づ
け吻
を
し
、
こ

う
語
っ
た
。「
わ
た
し
は
罪
が
な
い
の
に
他
の
人
た
ち
と
一
緒
に
罪
を
贖あ

が
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
で
も
わ
た
し
は
こ
の
夜
の

時
刻
に
あ
な
た
に
逢
う
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
最
後
の
鐘
が
鳴
っ
て
か
ら
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
わ
た
し
を
引
き
揚

げ
る
こ
の
赤
い
糸
は
わ
た
し
の
玉
の
緒お

。
で
す
か
ら
時
が
過
ぎ
る
ま
で
わ
た
し
を
引
き
留
め
な
い
で
」。
─
─
ほ
と
ん
ど
夜
ご
と
長
い

こ
と
恋
人
同
士
は
逢あ

い
び
き引
し
た
が
、
終
わ
り
が
来
た
。
あ
る
時
胸
と
胸
を
合
わ
せ
て
休
ら
っ
た
時
間
が
長
過
ぎ
た
の
だ
─
─
騎
士
が
恋
人

を
腕
に
抱
い
た
の
は
そ
れ
が
最
後
だ
っ
た
。
次
の
夜
騎
士
が
再
び
来
て
、
糸
を
摑
む
と
、
そ
れ
は
も
う
赤
く
な
く
─
─
切
れ
て
い
た
。

代
わ
り
に
湖
全
体
が
赤
か
っ
た
。
愛
し
い
女
性
の
血
で
染
め
ら
れ
て
。
そ
う
で
は
な
い
、
修
道
女
た
ち
の
妬ね

た

み
で
糸
が
切
ら
れ
た
の

だ
、
と
言
う
人
た
ち
も
い
る
が
。
恋
人
は
悄

し
ょ
う
ぜ
ん然

と
湖
に
見
入
り
、
自
身
も
深
み
に
身
を
投
じ
た
。
月
の
明
る
い
夜
に
は
時
折
沈
め
ら
れ

た
修
道
女
た
ち
が
ざ
わ
ざ
わ
と
浮
か
び
上
が
っ
て
来
て
、
肩

ス
カ
プ
ラ
リ
オ
衣
と
頸ス

ト
ー
ラ

垂
帯
を
つ
け
た
姿
で
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
ら
と
緑
の
岸
辺
で
陽
気
な
輪

舞
を
踊
る
。
そ
し
て
惑イ

ル
リ
ヒ
ト

わ
せ
火
ど
も
が
そ
う
し
た
輪
舞
に
混
じ
る
。

　

湖
か
ら
上
っ
て
来
て
、
恋
の
抱
擁
あ
る
い
は
踊
り
の
喜
び
の
せ
い
で
定
め
の
刻
限
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
そ
の
血
で
湖
沼
が
赤

く
染
ま
る
の
を
目
撃
さ
れ
た
乙
女
た
ち
の
伝
説
は
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
に
は
何
千
も
あ
ろ
う
。

（　
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六
〇　

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍

　

ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
二
時
間
の
行
程
に
あ
る
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
村
を
見
下
ろ
し
て
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
広
大

な
廃
墟
が
あ
る
。
こ
の
城
に
は
か
つ
て
ハ
ン
ス
─
─
い
や
、
ゲ
オ
ル
ク
だ
、
と
も
言
わ
れ
る
─
─
と
い
う
名
の
騎
士
が
住
ん
で
い
た
。

城
山
の
下
の
村
に
は
泉
が
湧
き
出
て
い
て
、
農
夫
た
ち
は
そ
こ
か
ら
使
い
水
を
汲
ん
で
い
た
し
、
上
の
城
へ
も
こ
こ
の
水
を
運
び
上
げ

た
。
泉
の
傍
に
は
一
頭
の
お
ぞ
ま
し
い
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
が
巣
く
っ
て
お
り
、
だ
れ
も
泉
に
近
づ
け
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
そ
ん
な
に
小

さ
く
な
い
動
物
─
─
羊
、
犬
、
仔こ

牛
、
豚
な
ど
で
、
こ
や
つ
は
何
で
も
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
平
ら
げ
た
─
─
を
生い

け
に
え贄
に
し
、
こ
や
つ
が

喰く

ら
っ
て
い
る
間
は
だ
れ
で
も
泉
に
行
け
た
。
し
か
し
、
何
も
も
ら
え
な
い
と
、
龍
は
泉
に
来
る
人
間
を
喰
ら
う
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
騎
士
は
村
と
一
帯
の
土
地
を
こ
の
有
害
な
怪
物
か
ら
解
放
し
よ
う
、
と
決
意
し
、
武
装
し
て
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
と
闘
っ

た
。
龍
も
あ
っ
ぱ
れ
身
を
防
ぎ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
火
を
吐
い
た
。
け
れ
ど
も
騎
士
は
と
う
と
う
敵
の
頭
を
す
ぱ
り
と
刎は

ね
た
。

が
、
龍
の
先
の
尖
っ
た
矢
の
よ
う
な
尻
尾
が
騎
士
に
巻
き
付
き
、
後
ろ
か
ら
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
に
覆
わ
れ
て
い
な
い
膕

ひ
か
が
み

を
突
き
刺
し
た
。
こ
の

無リ
ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
、
外
皮
も
中
身
も
有
毒
だ
っ
た
か
ら
、
勇
猛
果
敢
な
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
騎
士
は
龍
の
毒
に
中あ

て

ら
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
彼
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一
族
が
数
数
の
美
し
い
墓
石
を
持
っ
て
い
る
下

ニ
ー
ダ
ー

ベ
ー
ア
バ
ッ
ハ

（
上

オ
ー
バ
ー

ベ
ー
ア
バ
ッ
ハ
と
す
る
者
も
あ
る
）
の
教
会
の
そ
の
父
祖
た
ち
の
許も

と

に
埋
葬
さ
れ
、
や
は
り
壮
麗
な
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

鎧よ
ろ
い

に
身
を
固
め
、
剣
と
戦せ

ん
つ
い鎚
を
携
え
て
い
る
等
身
大
の
も
の
。
尻
尾
を
膕
に
向
け
て
い
る
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
を
踏
み
つ
け
、
天
使
た
ち
が
冠
を

被か
ぶ

せ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
殉
教
者
で
あ
り
聖
者
で
あ
る
騎
士
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
ク
の
典
型
的
な
像
で
あ
る
。
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訳
注

（1） 
聖

ザ
ン
ク
トゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト　

St. Gotthart.　

普
通St. Gotthard

と
綴
る
。
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
の
山
脈
の
起
点
。
ス
イ
ス
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
通
じ
る
峠
の
名

（
イ
タ
リ
ア
語
で
は
「
サ
ン
・
ゴ
ッ
タ
ル
ド
」）。「
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
」
は
古
高
ド
イ
ツ
語
で
「
厳ハ

ル

ト
し
いhart 

＋ 

神ゴ
ッ
トGott

（
た
だ
し
「
神
に
お
い
て
強
き
者
」

の
意
ら
し
い
）」
の
意
（
も
っ
と
も
峠
の
名
称
の
由
来
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
イ
タ
リ
ア
に
至
る
ほ
と
ん
ど
全
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
尊
崇
さ
れ
た
ヒ

ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
聖

ザ
ン
ク
トゴ

ー
デ
ハ
ル
ト
。）。
一
応
「
前フ

ォ
ル
ダ
ー方

ラ
イ
ン
」
の
源
と
さ
れ
る
ト
ゥ
ー
マ
湖
は
こ
の
近
く
に
あ
る
。「
前フ

ォ
ル
ダ
ー方

ラ
イ
ン
」
は
も
っ
と
南
寄
り

の
「
後ヒ

ン
タ
ー方
ラ
イ
ン
」
と
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
で
合
流
、
や
が
て
は
ボ
ー
デ
ン
湖
に
注
ぐ
「
ア
ル
ペ
ン
ラ
イ
ン
」
と
な
る
。

（2） 

高ホ
ー
エ
ン地

ラ
エ
テ
ィ
ア　

H
ohenrhätien.　

「
ラ
エ
テ
ィ
ア
」
あ
る
い
は
「
レ
テ
ィ
ア
」
は
古
代
ロ
ー
マ
の
属
州
名
。
今
日
の
ス
イ
ス
の
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン

州
。

（3） 

〔
＝
灰グ

ラ
ウ色
の
人
た
ち
〕　
「
灰グ

ラ
ウ色
の
人
た
ち
」
は,die Grauen

,

の
直
訳
。 

（4） 

科リ

ン

デ
の
木　

Linde.　

日
本
で
も
そ
の
名
が
耳
慣
れ
て
い
る
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム
の
こ
と
。
科し

な

の
木
科
の
落
葉
喬
木
。
た
だ
し
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム
は
中
国
原
産
の

科
の
木
（
こ
れ
は
樹
高
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
）
と
は
同
属
別
種
。
か
つ
て
は
菩ぼ

だ
い
じ
ゅ

提
樹
と
も
訳
さ
れ
た
が
、
そ
の
場
合
、
洋
種

0

0

菩
提
樹
と
で
も
す
べ
き
か
。

リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム
に
は
樹
高
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
そ
の
樹
齢
も
長
く
、
全
く
健
や
か
に
四
〇
〇
─
五
〇
〇
年
も
繁
茂
す
る
。
稀

に
だ
が
千
年
以
上
の
寿
命
を
保
つ
こ
と
も
あ
る
。

（5） 

同ブ
ン
ト盟　

Bund.　

約
束
、
連
合
。

（6） 

皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン　

K
aiser M

axim
ilian.　

ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
五
六
二
─
七
六
）・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
二
世
（
在
位
一
五
六
四

─
七
六
）。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
の
弟
で
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
位
を
譲
ら
れ
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
の
子
息
。
カ
ト
リ
ッ
ク
を
擁
護
す
べ
き

立
場
の
皇
帝
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
新
教
、
す
な
わ
ち
改
革
派
に
共
感
を
示
し
た
。

（7） 

ス
イ
ス　

ド
イ
ツ
語
「
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
」Schw

eiz

、
フ
ラ
ン
ス
語
「
ス
イ
ス
」Suisse

、
イ
タ
リ
ア
語
「
ズ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ラ
」Svizzera

、
レ
ト
ロ
マ
ン

語
「
ズ
ヴ
ィ
ー
ツ
ラ
」Svizra

、 

ラ
テ
ン
語
「
ヘ
ル
ウ
ェ
テ
ィ
ア
」H

elvetia

。
公
式
国
称
は
「
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
リ
シ
ェ
・
ア
イ
ト
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ

ト
」 Schw

eizerische Eidgenossenschaft 

（
直
訳
「
ス
イ
ス
の
誓
い
の
仲
間
た
ち
」。
ス
イ
ス
盟
約
者
団
＝
ス
イ
ス
同
盟
＝
ス
イ
ス
連
邦
）。「
原
初
三

邦
」（
後
掲
注
参
照
）
の
一
つ
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
が
「
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
」
の
由
来
。

（8） 

そ
の
名
は
こ
う
だ
っ
た　

以
下
に
挙
げ
ら
れ
る
六
人
と
後
段
ス
イ
ス
開
拓
に
そ
の
名
が
出
る
五
人
は
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
な
い
。

（9） 

オ
ー
ム　

O
hm

.　

昔
の
ド
イ
ツ
の
液
量
単
位
。
一
三
〇
─
一
六
〇
リ
ッ
ト
ル
。



220

武蔵大学人文学会雑誌　第 44 巻第 1・2 号

（10） 

シ
ュ
テ
ュ
ッ
ク
樽　

Stückfaß.　

一
二
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
大
樽
。

（11） 

主テ

ー

・

デ

ウ

ム

・

ラ

ウ

ダ

ー

ム

ス

な
る
神
よ
、
我
ら
汝
を
讃
え
ん　

T
e D

eum
 laudam

us.　

ラ
テ
ン
語
に
よ
る
神
へ
の
讃
美
。

（12） 
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
の
修
道
院
長
と
皇
帝
の
三
つ
の
質
問
に
関
す
る
「
世
に
も
お
ど
け
た
小こ

ば
な
し噺

」　„das M
ährlein gar schnurrig

,, vom
 A

bt von St. Gallen 
und dem

 K
aiser m

it drei Fragen.　

ド
イ
ツ
啓
蒙
主
義
時
代
（
疾

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ

風
怒
濤
時
代
を
含
む
）
の
文
人
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ビ
ュ

ル
ガ
ー
（
一
七
四
七
─
九
四
）
の
滑
稽
な
物バ

ラ
ー
デ

語
詩
「
皇
帝
と
修
道
院
長
」Gottfried A

ugust Bürger: D
er K

aiser und der A
bt. 

を
指
す
。「
話
し
て

あ
げ
よ
う
、
皆
の
衆
、
世
に
も
お
ど
け
た
小
噺
を
。Ich w

ill euch erzählen ein M
ärchen, gar schnurrig: 

」
で
始
ま
る
。

（13） 

ダ
ゴ
バ
ー
ト　

D
agobert.　

フ
ラ
ン
ク
王
国
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
第
四
代
国
王
ダ
ゴ
バ
ー
ト
一
世
（
六
〇
三
─
三
九
）。
ク
ロ
タ
ー
ル
二
世
（
五
八
四
─

六
二
九
。
大
王
）
の
長
男
。
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
（
フ
ラ
ン
ク
王
国
東
部
の
分
王
国
）
と
ブ
ル
グ
ン
ト
を
戦
い
の
結
果
領
有
、
か
く
し
て
フ
ラ
ン
ク
王
国
を

統
一
し
た
父
王
か
ら
六
二
三
年
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
王
に
任
命
さ
れ
る
。
世
継
ぎ
は
ク
ロ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
）
二
世
。

（14） 

テ
ル　

T
ell.　

ド
イ
ツ
語
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
」W

ilhelm
 T

ell

。
日
本
で
は
長
ら
く
英
語
「
ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ル
」W

illiam
 T

ell 

な
る
呼
称
が
一

般
的
だ
っ
た
が
、
テ
ル
伝
説
の
舞
台
で
あ
る
ス
イ
ス
中
央
部
の
ウ
ー
リ
は
当
時
も
現
在
も
ド
イ
ツ
語
圏
。
な
お
、
テ
ル
が
実
在
し
た
と
い
う
文
献
証
拠
は

な
い
が
、
ス
イ
ス
人
の
過
半
は
信
じ
て
い
る
由
。

（15） 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
皇
帝　

K
aiser A

lbrecht von Ö
sterreich.　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
、
ド
イ
ツ
王
・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
二
九
八

─
一
三
〇
八
。
た
だ
し
皇
帝
に
戴
冠
＝
即
位
は
し
て
い
な
い
）
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
（
一
二
五
五
─
一
三
〇
八
）。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
出
身
の
ド
イ
ツ
王
・

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
と
し
て
二
代
目
。
初
代
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
（
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
父
）
は
ア
ー
ル
ガ
ウ
（
ス
イ
ス
北
部
）
を
拠
点
と
し
、
エ
ル
ザ
ス
か
ら

中
央
ス
イ
ス
に
か
け
て
し
だ
い
に
支
配
力
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
は
い
た
が
、
弱
小
の
一
地
方
領
主
（
伯
爵
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

「
大イ

ン
テ
レ
グ
ヌ
ム

空
位
時
代
」（
一
二
五
四
？
五
六
？
─
七
三
）
の
後
、
ド
イ
ツ
王
・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
二
七
三
─
九
一
。
た
だ
し
皇
帝
に
戴
冠
＝
即
位
は
し

て
い
な
い
）
に
選
出
さ
れ
、
更
に
、
帝
位
対
立
候
補
だ
っ
た
ボ
ヘ
ミ
ア
王
兼
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
オ
タ
カ
ル
二
世
と
決
戦
、
こ
れ
を
敗
死
さ
せ
た
（
一
二
七
八
）

結
果
、
一
二
八
二
年
ま
で
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
方
面
に
広
大
な
領
土
を
獲
得
、
や
が
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
一
族
は
ウ
ィ
ー
ン
に
勢
力
の
中
心
を
置
く
に
至
る
。

ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
没
後
、
す
な
わ
ち
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
時
代
に
ス
イ
ス
の
所
領
は
大
方
喪
失
さ
れ
る
。
一
三
〇
八
年
五
月
一
日
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
デ
ン
近

郊
で
実
の
甥
ヨ
ー
ハ
ン
（
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
弟
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
の
子
息
。
一
二
九
〇
─
一
三
一
三
？
）
に
よ

り
殺
害
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
ヨ
ー
ハ
ン
は
こ
の
所
業
の
た
め
「
ヨ
ー
ハ
ン
・
パ
リ
ツ
ィ
ー
ダ
」（
尊
属
殺
し
の
ヨ
ー
ハ
ン
）
と
綽
名
さ
れ
、
ロ
ー
マ
教
皇
か

ら
破
門
さ
れ
、
一
三
一
三
年
以
降
消
息
を
絶
つ
。

（16） 

代
官　

V
ogt.　

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
そ
の
直
属
領
に
置
い
た
官
吏
。

（17） 

三
つ
の
ス
イ
ス
の
町
と
周
辺
地
方　

drei Schw
eizerstädte und Landschaften.　

い
わ
ゆ
る
「
原
初
三
邦
」。
ウ
ー
リ
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
、
ウ
ン
タ
ー
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ヴ
ァ
ル
デ
ン
（
厳
密
に
は
ニ
ー
ト
ヴ
ァ
ル
デ
ン
）。

（18） 
牡お

う
し牛

た
ち
を
犁す

き

か
ら
解
き
放
て　

耕
作
は
一
頭
な
い
し
一
連
の
牡
牛
（
体
躯
は
大
き
く
、
力
が
強
い
が
、
去
勢
し
て
あ
る
の
で
お
と
な
し
い
）
を
犁
に
繋

ぎ
、
こ
れ
を
耕
作
者
が
操
縦
し
て
行
っ
た
。
牡
牛
は
広
い
耕
地
を
深
く
犁
き
返
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
生
産
手
段
だ
っ
た
。

（19） 

お
ま
え
た
ち
百
姓
は
充
分
自
分
で
牡
牛
に
な
れ
る
で
は
な
い
か　

前
掲
注
に
記
し
た
よ
う
に
、
耕
作
用
の
牡
牛
は
去
勢
し
て
あ
る
。
去
勢
牡
牛
は
「
鈍
感

な
大
男
」
の
代
名
詞
で
も
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
ひ
ど
い
罵
言
。

（20） 

管
理
官　

Pfleger.　
「
手
代
」、「
下
役
」
と
も
訳
せ
よ
う
が
、
一
応
こ
う
し
て
置
く
。
識
者
の
ご
教
示
を
俟
つ
。

（21） 

風
呂
に
浸つ

か
っ
て
い
る
や
つ
の
た
め
に
風
呂
を
祝
福
し
て
や
ろ
う　

dem
 Bader w

ill ich das Bad w
ohl gesegnen.　

「
あ
る
人
の
入
浴
を
祝
福
す
る
」

einem
 das Bad segnen 

な
る
慣
用
句
は
今
日
で
は
「
あ
る
人
を
し
た
た
か
に
叩
き
の
め
す
」
く
ら
い
の
意
味
だ
が
、
語
源
は
こ
の
伝
説
の
一ひ

と
こ
ま齣
に
あ
る
。

シ
ラ
ー
は
そ
の
戯
曲
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
』
の
中
（
第
一
幕
第
一
場
）
で
「
…
…
そ
し
て
お
れ
は
斧
で
や
つ
の
入
浴
を
祝
福
し
て
や
っ
た „ ... und 

m
it der A

xt hab ,ich ihm
,s Bad gesegnet! ,,　

と
書
い
て
い
る
の
で
、
ド
イ
ツ
人
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（22） 

「
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
ー
リ
・
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ィ
ー
・
シ
ュ
テ
ゲ
ン
」　„ Zw

ing U
ri unter die Stegen ,,.　

「
シ
ュ
テ
ゲ
ン
」
は
「
シ
ュ
テ
ッ
ケ
ン
」

Stecken 

（
棒
）
の
訛
。「
ウ
ー
リ
を
棍
棒
で
ぶ
ん
な
ぐ
っ
て
、
い
う
こ
と
を
聞
か
せ
ろ
」。
シ
ラ
ー
の
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
』
に
も
「
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
・

ウ
ー
リ
」
と
し
て
登
場
す
る
。

（23） 

ウ
ル
ナ
ー
湖ゼ

ー　

U
rnersee.　

フ
ィ
ー
ア
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
湖ゼ

ー

の
一
部
。

（24） 

冬
月　

W
interm

ond.　

冬
期
の
月
で
あ
る
十
一
月
、
十
二
月
、
一
月
。
ド
イ
ツ
で
は
特
に
十
二
月
を
指
す
が
、
ス
イ
ス
で
は
十
一
月
。

（25） 

実
の
甥
…
…
弑し

い
ぎ
ゃ
く逆
さ
れ
た　

前
掲
注
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
皇
帝
」
を
参
照
の
こ
と
。

（26） 

アア

ル

ペ

ン

ロ

ー

ゼ

ル
プ
ス
石
楠
花　

A
lpenrose.　

躑つ
つ
じ躅

属
。
ア
ル
プ
ス
山
地
に
群
生
し
て
赤
い
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る
。

（27） 

赤
外
套
た
ち　

Rotm
änteln.　

先
に
「
短
上
衣
の
赤
い
袖
」
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
家
に
好よ

し
み誼
を
通
じ
る
者
た
ち
の
合
い
印
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
文
の
ま
ま
。

（28） 

パ
リ
の
血
み
ど
ろ
の
婚
礼　

die Pariser Bluthochzeit.　
「
聖サ

ン

バ
ル
テ
ル
ミ
の
虐
殺
」
の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
新
教
徒
（
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
蔑
称
で
は
「
ユ

グ
ノ
ー
」huguenot

）
の
頭
領
格
ナ
バ
ラ
王
ア
ン
リ
・
ド
・
ブ
ル
ボ
ン
（
後
の
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
四
世
）
と
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
妹

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ド
・
ヴ
ァ
ロ
ア
の
婚
礼
（
一
五
七
二
年
八
月
十
七
日
）
を
祝
う
た
め
パ
リ
に
参
集
し
て
い
た
新
教
徒
貴
族
た
ち
（
そ
の
中
心
は
コ
リ
ニ
ー

提
督
）
を
、
八
月
二
十
四
日
（
聖サ

ン

バ
ル
テ
ル
ミ
の
祝
日
）、
摂
政
で
あ
る
母
后
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
に
強
請
さ
れ
た
国
王
シ
ャ
ル
ル
九
世
の
命

令
で
カ
ト
リ
ッ
ク
派
が
襲
い
、
提
督
を
始
め
多
数
を
殺
害
し
た
事
件
。
殺
害
は
貴
族
の
み
な
ら
ず
パ
リ
市
民
に
も
、
ま
た
パ
リ
の
み
な
ら
ず
地
方
へ
も
波

及
、
犠
牲
に
な
っ
た
「
ユ
グ
ノ
ー
」
は
全
体
で
一
万
か
ら
三
万
と
い
わ
れ
る
。
ナ
バ
ラ
王
ア
ン
リ
は
捉
え
ら
れ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
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（29） 

聖
書
の
命
ず
る
よ
う
に　

die Schrift gebeut.　
「
も
し
汝な

ん
ぢ

の
眼
、
な
ん
ぢ
を
躓つ

ま
づ

か
せ
ば
抜
き
て
棄
て
よ
」（
新
約
聖
書
マ
タ
イ
伝
十
八
章
九
節
）。

（30） 

甲こ
う
じ
ょ
う
せ
ん
し
ゅ

状
腺
腫　

K
ropf.　

こ
の
場
合
大
陸
内
陸
部
で
見
ら
れ
る
ヨ
ー
ド
欠
乏
に
よ
る
甲
状
腺
腫
。
頸
部
が
瘤
状
に
肥
大
す
る
。
大
陸
内
陸
部
で
あ
る
ア
ル
プ

ス
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア
ン
デ
ス
山
地
に
多
い
。

（31） 
居パ

ラ
ス館　

Palas.　

本
丸
。
平
時
に
城
主
と
そ
の
家
族
が
暮
ら
す
、
他
よ
り
い
く
ら
か
居
心
地
の
良
い
城
郭
の
一
画
。
中
世
も
次
第
に
過
ぎ
て
行
く
と
、
こ
こ

に
は
煖ケ

メ

ナ

ー

テ

炉
を
備
え
た
部
屋
が
設
え
ら
れ
、
城
主
の
奥
方
や
息
女
は
そ
こ
で
暮
ら
せ
た
。
イ
ー
ダ
は
夫
と
と
も
に
寝
起
き
し
て
い
た
こ
こ
の
居
室
の
張
り
出

し
（
一
種
の
露バ

ル
コ
ニ
ー台
）
か
ら
眼
下
の
谷
へ
投
げ
出
さ
れ
た
わ
け
。

（32） 

群ヘ
ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人　

H
erdm

anndli.　

ヘ
ー
ル
デH

erde 

（
群
れ
）
＋ 

マ
ン
ド
リM

anndli 

（= M
ännlein =M

ännchen

。
小
人
）。
口
承
文
芸
に
お
け
る

小
人
た
ち
の
多
く
と
同
様
、
群
れ
を
な
し
て
山
や
丘
陵
の
内
部
に
住
み
、
日
頃
は
鎚つ

ち

や
火
を
用
い
て
鍛
冶
の
仕
事
に
い
そ
し
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（33） 

フ
ラ
ク
ス
モ
ン
（
モ
ン
ス
・
フ
ラ
ク
ト
ゥ
ス
）　Fraxm

ont 

（m
ons fractus

）.　
「
モ
ン
ス
・
フ
ラ
ク
ト
ゥ
ス
」
は
ラ
テ
ン
語
。「
で
こ
ぼ
こ
の
山
」
く
ら

い
の
意
。

（34） 

モ
ン
ス
・
ピ
レ
ア
ト
ゥ
ス　

m
ons pileatus.　

ラ
テ
ン
語
。
た
だ
し
、m

ons pilleatus 

が
正
し
い
。「
ピ
レ
ウ
スpilleus

（
頭ス

カ

ル

キ

ャ

ッ

プ

蓋
だ
け
を
覆
う
縁
な
し
帽
）

を
被
っ
た
山
」
の
意
。

（35） 

か
の
ロ
ー
マ
の
総
督
ピ
ラ
ト
ゥ
ス　

der röm
ische Landpfleger Pilatus.　

ロ
ー
マ
帝
国
属
州
ユ
ダ
ヤ
の
総
督
ポ
ン
テ
オ
・
ピ
ラ
ト
（
ポ
ン
テ
ィ
ウ
ス
・

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
）。
キ
リ
ス
ト
に
磔
刑
を
宣
告
し
た
。

（36） 

「
お
も
し
ょ
え
人ふ

と

た
ち
」　„ gespässige Lüeth

,,.　

ス
イ
ス
方
言
。「
お
も
し
ろ
い
（
＝
愉
快
な
）
人
た
ち
」gespäßige Leute

。

（37） 

桜キ
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

桃
酒　

K
irschw

asser.　

桜
桃
で
作
る
蒸
留
酒
。
桜
桃
の
香
り
が
高
い
透
明
な
強
い
酒
。

（38） 

ア
ル
プ
ス
羚か

も
し
か羊　

Gem
se.　

体
長
一
、一
─
一
・
三
メ
ー
ト
ル
、
体
高
平
均
七
五
セ
ン
チ
、
体
重
三
〇
─
五
〇
キ
ロ
。
こ
の
動
物
は
険
し
い
山
稜
や
岩
場
を

恐
れ
な
い
の
で
、
狩
猟
は
骨
が
折
れ
る
し
、
か
つ
危
険
で
あ
る
。
現
在
狩
猟
可
能
な
猟
区
は
ご
く
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
肉
は
美
味
で
高
く
評
価
さ
れ
、

皮
革
は
美
し
く
、
丈
夫
。

（39） 

副
代
官　

U
ntervogt.　

前
掲
注
「
代
官
」V

ogt

の
補
佐
官
。

（40） 

顔
色
は
ま
る
で
イ
ー
ペ
ル
ン
の
死
神
の
よ
う
だ
っ
た　

sah im
 Gesicht aus, w

ie der T
od von Y

pern.　
「
イ
ー
ペ
ル
ン
の
死
神
の
よ
う
に
見
え
る
」

aussehen w
ie der T

od von Y
pern 

は
「
非
常
に
悪
い
顔
色
で
あ
る
」
の
意
の
慣
用
句
。
中
世
以
来
の
大
都
市
イ
ー
ペ
ルIeper

（
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
。

現
ベ
ル
ギ
ー
西
部
）
の
中
央
教
会
に
あ
る
黒ペ

ス

ト
死
病
流
行
追
悼
の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
死
神
の
像
と
関
係
あ
る
か
。
し
か
し
、
イ
ー
ペ
ル
の
代
わ
り
に
リ
ュ

ベ
ッ
ク
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
バ
ー
ゼ
ル
の
ご
と
く
他
の
都
市
の
名
が
使
わ
れ
て
も
同
じ
意
。
特
に
最
後
の
場
合
は
、
同
市
に
保
存
さ
れ
て
い
る
名
高
い
一
連

の
絵
「
死ト

ー
テ
ン
タ
ン
ツ

の
舞
踏
」T

otentanz

─
─
こ
れ
は
「
バ
ー
ゼ
ル
の
死
神
」D

er T
od von Basel

な
る
名
称
で
も
知
ら
れ
て
い
る
─
─
に
由
来
す
る
。
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（41） 

知ラ
ン
ト
ア
マ
ン事　

Landam
m

an.　

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
直
属
と
な
っ
た
山
岳
農
民
共
同
体
が
選
ん
だ
長
。
現
代
で
は
ス
イ
ス
の
特
定
の
州
の
長
官
。「
郡
長
」
と
の

邦
訳
も
あ
る
。

（42） 
ちベ

ル

ク

リ

ュ

ト

レ

ネ

ン

っ
こ
い
山
の
ふ
と
た
ち　

Berglütlenen.　
「
小
さ
い
山
の
人
た
ち
」kleine Bergleute

の
こ
と
。
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

の
類
を
「
小
さ
な
衆
」

kleines V
olk

の
よ
う
に
言こ

と
あ挙
げ
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
婉
曲
な
表
現
で
い
さ
さ
か
の
敬
意
が
籠
も
っ
て
い
る
。

（43） 

フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト　

V
oigtland.　

現
在
で
は
「
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
」V

ogtland

の
表
記
が
普
通
。

（44） 

荒
れ
狂
う
夜
の
猟
師　

der w
ilde N

achtjäger.　
「
デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
」der W

ilde Jäger

と
も
。
普
通
、
嵐
の
夜
死
者
の
霊
を
率
い
て

狩
り
を
す
る
と
い
う
魔
王
〔
＝
北
欧
神
話
の
主
神
「
オ
ー
デ
ィ
ン
」O

din 

＝
ド
イ
ツ
語
「
ヴ
ォ
ー
ダ
ン
」W

odan

〕
と
さ
れ
る
が
、
伝
説
に
よ
っ
て
は
、

呪
わ
れ
た
あ
る
猟
師
が
そ
う
な
っ
た
、
と
の
説
（
た
と
え
ば
Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
一
参
照
）
も
。
い
ず
れ
も
、
冬
の
凄
ま
じ
い
嵐
が
天
空
を
渡
っ
て
行
く
こ
と
か
ら
、

怯
え
る
人
人
の
間
で
創
ら
れ
、
語
ら
れ
た
伝
承
で
あ
ろ
う
。

（45） 

ホ
レ
夫
人　

Frau H
olle. 　

働
き
者
の
娘
た
ち
に
は
優
し
く
、
恵
み
を
与
え
、
怠
け
者
の
娘
た
ち
に
は
厳
し
く
、
時
と
し
て
ひ
ど
い
罰
を
与
え
る
超
自
然

的
存
在
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
四
「
ホ
レ
の
お
ば
さ
ん
」（「
ホ
レ
様
」「
ホ
レ
の
奥
方
」）
で
有
名
。
概
ね
中
部
ド
イ
ツ
の
民
間
信
仰
に
登
場
か
。
ベ
ル
ヒ
タ
夫
人
と

と
も
に
太
古
の
大
地
母
神
を
偲
ば
せ
る
。

（46） 

ベ
ル
ヒ
タ
夫
人　

Frau Berchta.　

ペ
ル
ヒ
タPerchta

と
も
。
南
ド
イ
ツ
か
ら
ア
ル
プ
ス
地
方
に
懸
け
て
の
民
間
信
仰
に
お
け
る
超
自
然
的
存
在
。
ホ

レ
夫
人
に
似
た
属
性
を
持
ち
、
優
し
く
美
し
い
容
姿
と
、
怖
く
恐
ろ
し
い
容
姿
の
二
面
性
が
あ
る
。
洗
礼
を
受
け
ず
に
死
ん
だ
幼
児
た
ち
の
霊
魂
を
統
率

し
て
い
る
、
と
も
さ
れ
る
。

（47） 

縺も
つ

れ
合
っ
た
音
の
塊　

Flichbanden.　

こ
の
訳
は
類
推
に
過
ぎ
な
い
。
識
者
の
ご
教
示
を
俟
つ
。

（48） 

有ド
ラ
ッ
ヘ

翼
龍　

 D
rache.　

ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
り
し
た
爬
虫
類
あ
る
い
は
両
棲
類
の
体
に
蝙
蝠
の
よ
う
な
翼
と
長
い
尻
尾
が
付
い
て
い
る
。
足
は
四
本
あ
る
い
は

二
本
。
残
忍
で
火
炎
や
毒
気
を
吹
き
出
す
。

（49） 

無リ
ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍　

Lindw
urm

.　

蛇
の
仲
間
に
入
る
の
だ
ろ
う
が
、
足
が
あ
る
点
が
異
な
る
。
残
忍
で
毒
気
を
吹
き
出
す
。

（50） 

聖
者
レ
オ
ダ
ー
ガ
ー　

der heilige Leodager.　

 

普
通
「
聖
者
レ
オ
デ
ガ
ー
ル
」der heilige Leodegar

。

（51） 

ル
ツ
ェ
ル
ン
な
る
ホ
ー
フ
の
司シ

ュ
テ
ィ
フ
ツ
キ
ル
ヒ
ェ

教
座
教
会　

die Stiftskirche im
 H

of zu Luzern.　

ル
ツ
ェ
ル
ン
の
名
高
い
「
宮ホ

ー
フ廷

教キ
ル
ヒ
ェ会

」
の
こ
と
。

（52） 

周
辺
の
人
人
た
ち
は
こ
や
つ
を
ヴ
ュ
レ
ン
荒
し
と
呼
ん
だ　

ihn die U
m

w
ohner O

ed=W
yler nannten.　

Ｄ
Ｓ
二
一
八
で
は
「
こ
の
土
地
そ
の
も
の

が
『
荒
れ
果
て
ヴ
ュ
ー
ラ
ー
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」der O

rt selbst davon den N
am

en Ö
dw

yler em
pfing

と
あ
る
。
ま
た
、
村
の
名
は

「
ヴ
ュ
レ
ン
」
で
は
な
く
「
ヴ
ュ
ー
ラ
ー
」
で
あ
る
。

（53） 

高ア

ル

プ

原
牧
場　

A
lp.　

原
題
で
は
「
ア
ル
ペ
」A

lpe

と
な
っ
て
い
る
が
、
以
下
「
ア
ル
プ
」
で
統
一
す
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
両
者
を
混
在
さ
せ
て
お
り
、
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表
記
に
は
無
頓
着
。

（54） 

マ
ー
ス　

M
aas.　

普
通 ,M

aß

, 

と
綴
る
。
昔
の
容
量
単
位
で
、
地
方
に
よ
り
異
な
る
が
一
─
二
リ
ッ
ト
ル
。
仮
に
二
リ
ッ
ト
ル
と
す
れ
ば
「
二
マ
ー
ス

半
」
は
五
リ
ッ
ト
ル
に
も
な
る
。

（55） 
そ
れ
ゆ
え
おブ

リ
ュ
ー
メ
リ
ス

花
の
高ア

ル

プ

原
牧
場
と
も
呼
ば
れ
た　

desw
egen hieß m

an sie auch die Blüm
m

elis=alp.　

Ｄ
Ｓ
九
三
「
ブ
リ
ュ
ー
メ
リ
ス
ア
ル
プ
」

Blüm
elisalp 

に
は
こ
の
名
称
の
由
来
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（56） 

聖カ
ー
ル
フ
ラ
イ
タ
ー
ク

金
曜
日　

K
arfreitag.　

キ
リ
ス
ト
受
難
の
記
念
日
で
、
復
活
祭
直
前
の
金
曜
日
。

（57） 

永
遠
の
ユ
ダ
ヤ
人　

Ew
iger Jude.　

伝
説
に
よ
れ
ば
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
靴
屋
ア
ハ
シ
ュ
エ
ロ
ス
は
、
キ
リ
ス
ト
が
処
刑
場
ゴ
ル
ゴ
タ
へ
の
道
を
歩
む
途

中
、
戸
口
で
休
も
う
と
し
た
の
を
、
無
情
に
も
追
い
払
っ
た
。
そ
こ
で
、
最
後
の
審
判
ま
で
休
息
す
る
こ
と
な
く
彷
徨
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
死
に
た
く
て

も
、
火
や
水
や
戦
争
や
疫
病
に
体
を
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

（58） 

歩
き
づ
め
の
ユ
ダ
ヤ
人　

der laufende Jude.　

直
訳
す
れ
ば
「
歩
く
ユ
ダ
ヤ
人
」。

（59） 

フ
ィ
ス
プ　

V
isp.　

話
の
冒
頭
で
は
「
フ
ィ
ス
パ
ー
」V

isper

と
な
っ
て
い
る
。

（60） 

巖シ
ュ
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク

山
羊　

Steinbock.　

ア
ル
プ
ス
ア
イ
ペ
ッ
ク
ス
。
ア
ル
プ
ス
に
棲
息
す
る
野
生
山
羊
。
体
重
一
〇
〇
キ
ロ
に
達
す
る
。
畝
の
入
っ
た
大
き
な
角
を
持

ち
、
こ
の
角
は
最
終
的
に
は
一
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
。

（61） 

〔
犬
〕
鷲わ

し　

A
dler.　

原
文
で
は
た
だ ,A

dler ,

（
鷲
）
と
あ
る
が
、
ア
ル
プ
ス
に
棲
息
す
る
鷲
で
あ
れ
ば
、
犬
鷲Steinadler

と
思
わ
れ
る
。
翼
開
長
は
二

メ
ー
ト
ル
余
（
牝
）
に
及
ぶ
。
棲
息
地
と
し
て
は
、
標
高
一
五
〇
〇
─
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
視
界
の
開
け
た
場
所
を
好
む
。
小
動
物
を
襲
う
。
屍
肉
は

喰
わ
な
い
。

（62） 

〔
髭ひ

げ

〕
禿は

げ
た
か鷹　

Geier.　

原
文
で
は
た
だ ,Geier ,

（
禿
鷹
）
と
あ
る
が
、
ア
ル
プ
ス
に
棲
息
す
る
禿
鷹
で
あ
れ
ば
、
髭
禿
鷹
と
思
わ
れ
る
。
犬
鷲
よ
り
更
に

大
き
く
、
翼
開
長
は
二
・
六
七
メ
ー
ト
ル
（
牝
）
に
も
達
す
る
。
嘴
の
周
り
に
黒
い
剛
毛
が
生
え
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
十
九
世
紀
後
半
に
は
ア
ル

プ
ス
で
は
絶
滅
し
た
が
、
二
十
世
紀
末
ア
ル
プ
ス
周
辺
諸
国
の
連
繋
で
繁
殖
計
画
が
進
み
、
棲
息
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
餌
は
屍
肉
と
骨
で
、
巖
壁
に

営
巣
す
る
。

（63） 

雷
鳥　

Schneehuhn.　

雉
目
雷
鳥
科
雷
鳥
属
。
雷
鳥
の
仲
間
で
は
最
も
寒
冷
地
に
適
応
し
て
い
る
。
ア
ル
プ
ス
雷
鳥A

lpenschneehuhn

は
体
長
三
五

セ
ン
チ
、
翼
開
長
六
〇
セ
ン
チ
。
氷
河
期
の
遺
物
で
あ
る
。
色
は
場
所
と
時
期
に
よ
っ
て
大
い
に
変
化
す
る
。
冬
は
黒
い
尾
羽
根
を
除
き
白
。
ア
ル
プ
ス
、

ピ
レ
ネ
ー
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
高
地
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
比
較
的
高
い
山
岳
地
帯
な
ど
に
棲
息
。

（64） 

黒
雷
鳥　

Birkhahn.　

ア
ル
プ
ス
の
一
二
〇
〇
─
二
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
棲
息
。
羽
は
青
黒
く
、
尾
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

（65） 

山
ム
ル
メ
ル
テ
ィ
ー
ア
鼠 M

urm
eltier.　

栗り

す鼠
科
。
ア
ル
プ
ス
マ
ー
モ
ッ
ト
。
六
箇
月
も
の
冬
眠
を
す
る
。
夏
、
秋
に
は
冬
眠
に
備
え
て
食
い
溜
め
を
し
、
直
前
に
は
体
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重
八
キ
ロ
に
も
な
る
。
体
長
五
〇
─
八
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
。
毛
色
は
褐
色
で
、
顔
か
ら
背
に
掛
け
て
は
黒
っ
ぽ
い
。

（66） 
アア

ル

ペ

ン

ロ

ー

ゼ

ル
プ
ス
石
楠
花　

A
lpenrose.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
注
参
照
。

（67） 
龍

ゲ
ン
テ
ィ
ア
ー
ネ

胆　
Gentiane.　

龍り
ん
ど
う胆

科
龍
胆
の
一
種
。
青
く
美
し
い
鐘
型
の
花
を
咲
か
せ
る
。
こ
れ
と
アア

ル

ペ

ン

ロ

ー

ゼ

ル
プ
ス
石
楠
花
と
地
味
で
小
さ
く
は
あ
る
が
白
い
花
の

エ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
イ
スEdelw

eiß

が
ア
ル
プ
ス
の
三
大
名
花
と
い
え
よ
う
か
。

（68） 

ウ
ル
ナ
ー
・
ラ
ン
ト　

U
rner Land.　

お
そ
ら
く
「
ウ
ル
ナ
ー
・
ボ
ー
デ
ン
」U

rner Boden 

の
こ
と
。
政
治
的
に
は
ウ
ー
リ
に
属
す
る
、
高ア

ル

プ

原
牧
場
に

富
む
標
高
一
三
〇
〇
─
一
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
域
。

（69） 

一
人
の
遍
歴
学
生　

ein fahrender Schüler.　
「
シ
ョ
ラ
ー
ル
」Scholar

と
も
。
中
世
、
大
学
で
神
学
を
学
ぶ
学
生
た
ち
は
、
と
り
わ
け
授
業
が
行
わ

れ
な
い
夏
、
遍
歴
の
旅
を
し
た
。
彼
ら
は
や
が
て
聖
職
禄
を
得
て
聖
職
者
に
な
る
可
能
性
の
高
い
身
分
だ
し
、
ラ
テ
ン
語
を
心
得
た
学
者
の
卵
な
の
で
、

途
次
で
出
逢
う
人
人
は
彼
ら
を
敬
い
、
彼
ら
の
祈
祷
や
助
言
、
場
合
に
よ
っ
て
は
医
師
と
し
て
の
施
術
な
ど
と
引
き
替
え
に
、
な
に
が
し
か
の
布
施
や
一

夜
の
宿
り
を
与
え
て
く
れ
た
。

（70） 

牡シ
ュ
テ
ィ
ー
レ
ン
ガ
ー
デ
ン

牛
の
部
屋　

Stierengaden.　
「
牡
牛
」Stier 

＋
「
ガ
ー
デ
ン
」Gaden

。「
ガ
ー
デ
ン
」
は
ス
イ
ス
で
は
「
部
屋
」K

am
m

er 

の
こ
と
。

（71） 

ガ
イ
セ
ン
山ベ

ル
ク　

Geißenberg.　

話
の
冒
頭
で
は
「
ガ
イ
ス
山ベ

ル
ク

」Geißberg

と
な
っ
て
い
る
。

（72） 

霊
ど
も　

Geister.　

こ
こ
で
は
「
大
地
の
精
霊
ど
も
」Erdgeister

の
こ
と
。
地
霊
。
山
や
丘
の
内
部
に
棲
息
す
る
小
人
た
ち
。

（73） 

乙
女
ダ
フ
ネ　

die Jungfrau D
aphne.　

ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
あ
る
河
神
の
娘
ダ
プ
ネ
ー
の
こ
と
。
愛
神
エ
ロ
ス
の
悪
戯
で
彼
女
に
対
す
る
狂
お

し
い
恋
に
落
ち
た
太
陽
神
ア
ポ
ロ
ン
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
あ
げ
く
、
父
の
河
神
に
祈
っ
て
木
に
変
身
し
た
。
こ
の
木
は
月
桂
樹
で
あ
り
、
月
桂
樹
は
古
典

ギ
リ
シ
ア
語
で
「
ダ
プ
ネ
ー
」Δ

áφνη

と
い
う
。

（74） 

ウ
ー
リ
ア
ン
親
方　

M
eister U

rian.　

悪
魔
の
婉
曲
な
呼
び
方
。

（75） 

バ
ー
ゼ
ル　

Basel.　

チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
次
い
で
ス
イ
ス
第
三
の
都
市
。
大
型
船
舶
が
遡
航
で
き
る
ラ
イ
ン
河
最
終
遡
航
地
点
に
あ
る
。
市
域

は
ラ
イ
ン
河
の
両
側
に
ま
た
が
る
。
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
接
点
に
位
す
る
。

（76） 

バ
ー
ゼ
ル
に
お
け
る
公コ

ン
キ
リ
ウ
ム

会
議　

ein Concilium
 zu Basel. 

「
バ
ー
ゼ
ル
公
会
議
」
の
こ
と
。
一
四
三
一
年
バ
ー
ゼ
ル
に
招
集
さ
れ
た
公
会
議
は
教
皇
と
公

会
議
首
位
説
信
奉
派
と
が
対
立
、
教
皇
が
散
会
を
宣
言
（
二
年
後
公
に
散
会
宣
言
を
撤
回
）
し
た
が
、
急
進
的
公
会
議
主
義
者
は
同
地
に
残
留
し
続
け
た
。

公
会
議
は
そ
の
後
イ
タ
リ
ア
の
フ
ェ
ラ
ー
ラ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
そ
の
場
所
を
移
し
た
の
で
「
バ
ー
ゼ
ル
・
フ
ェ
ラ
ー
ラ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
」
と

も
呼
ば
れ
る
が
、
公
会
議
史
上
で
は
第
一
七
公
会
議
（
バ
ー
ゼ
ル
公
会
議
。
一
四
三
一
─
四
五
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
四
四
三
年
ロ
ー
マ
へ
更
に
移
転
、

一
四
四
九
年
教
皇
ニ
コ
ラ
ウ
ス
五
世
が
閉
会
を
宣
言
し
た
こ
と
に
重
き
を
お
け
ば
一
四
三
一
─
四
九
年
が
こ
の
公
会
議
の
会
期
と
な
る
。

（77） 

ア
ウ
グ
ス
タ　

A
ugusta.　

ロ
ー
マ
皇
帝
の
最
高
の
称
号
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」（「
威
厳
あ
る
者
」「
尊
厳
な
る
者
」）
の
女
性
形
。
皇
妃
。
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（78） 

ザ
ク
セ
ン
公
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
マ
ル　

der Sachsen H
erzog Bernhard von W

eim
ar.　

 

ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
ベ
ル
ン
ハ

ル
ト
（
一
六
〇
四
─
三
九
）。
三
十
年
戦
争
時
代
の
最
も
著
名
な
将
帥
の
一
人
。

（79） 
暴ゾ

ル
ダ
テ
ス
カ

兵
ど
も　

Soldateska.　

三
十
年
戦
争
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
側
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
双
方
で
夥
し
い
傭
兵
が
活
躍
し
た
。
彼
ら
は
、
攻
囲
戦
で
都
市
が

陥
落
し
た
場
合
、
降
伏
条
件
で
そ
れ
が
禁
止
さ
れ
て
い
れ
ば
別
だ
が
、
略
奪
（
暴
行
・
放
火
・
殺
人
も
こ
れ
に
当
然
附
随
す
る
）
を
一
定
期
間
指
揮
官
か

ら
許
さ
れ
た
。
傭
兵
で
な
く
て
も
同
様
。
こ
の
よ
う
に
一
時
規
律
を
失
っ
た
陸
軍
兵
を
「
暴ゾ

ル
ダ
テ
ス
カ

兵
ど
も
」
と
い
う
。
兵
に
し
て
み
れ
ば
、
日
頃
の
惨
め
な
給

与
・
待
遇
の
せ
め
て
も
の
補
償
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（80）  

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
グ
ス
タ
フ
・
ア
ー
ド
ル
フ　

Schw
edenkönig Gustav A

dolph.　

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
グ
ス
タ
ヴ
二
世
ア
ー
ド
ル
フ
（
一
五
九
四

─
一
六
三
二
）。
ヴ
ァ
ー
サ
朝
第
六
代
。
王
国
最
盛
期
の
国
王
。「
北
方
の
獅
子
」
と
の
異
名
を
も
取
っ
た
。
三
十
年
戦
争
の
大
立
て
者
の
一
人
。 

（81） 

「
あ
ん
た
は
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
。
だ
れ
で
も
戒
め
て
や
る
ん
だ
ね
」　du bist der treue Eckart, du w

arnest Jederm
ann.　

不
利
益
を
蒙
ら
な
い

よ
う
他
の
者
を
戒
め
て
や
る
人
を
賞
讃
す
る
場
合
、
こ
の
言
い
回
し
が
用
い
ら
れ
る
。

（82） 

皇
帝
の　

des K
aisers.　

こ
の
「
王
」
は
「
ド
イ
ツ
王
」
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
王
は
（
皇
帝
に
戴
冠
＝
即
位
は
し
て
い
な
く
て
も
）「
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
」

を
名
乗
っ
た
の
で
。
ち
な
み
に
、
ド
イ
ツ
王
が
対
立
候
補
と
戦
い
、
そ
の
地
位
を
失
っ
た
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。

（83） 

炭
を
焼
い
た
跡
地　

M
eilerstätte.

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
木
炭
製
造
法
の
一
つ
は
こ
の
よ
う
だ
っ
た
。
森
の
空
き
地
に
高
い
柱
を
立
て
、
周
り
に
乾
い
た

細
い
薪
を
積
む
。
そ
れ
を
更
に
、
炭
に
焼
く
、
充
分
乾
燥
さ
せ
た
丸
太
を
組
ん
だ
山
で
覆
う
。
こ
の
山
全
体
を
草
や
木
の
葉
な
ど
で
し
っ
か
り
包
み
、
そ

の
上
に
土
を
盛
り
上
げ
て
こ
れ
を
密
閉
す
る
。
そ
れ
か
ら
山
の
中
央
の
柱
を
抜
く
。
柱
を
抜
い
て
で
き
た
孔
に
燃
え
た
石
炭
を
投
げ
込
み
、
中
心
の
薪
に

点
火
す
る
。
次
い
で
こ
の
通
気
孔
を
塞
ぐ
。
密
閉
状
態
が
数
日
（
十
日
く
ら
い
掛
か
る
こ
と
も
あ
る
）
維
持
で
き
れ
ば
、
丸
太
は
高
温
乾
留
さ
れ
て
木
炭

と
な
る
。
こ
う
し
た
炭
焼
き
法
で
は
、
煉
瓦
な
ど
耐
熱
材
で
構
築
さ
れ
、
何
度
で
も
使
用
さ
れ
る
炭
焼
き
窯が

ま

で
は
な
く
、
代
わ
り
に
一
回
限
り
で
大
量
の

近
く
の
土
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
伝
説
で
は
、
こ
の
土
に
銀
鉱
石
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
て
、
炭
焼
き
の
熱
で
精
錬
さ
れ
た
の
だ
、
と
し
て
い
る

わ
け
。

（84） 

干
し
草
締
め
付
け
柱　

H
eubaum

.　

干
し
草
を
荷
車
に
満
載
し
て
運
ぶ
際
、
干
し
草
の
山
の
上
に
縦
長
に
置
か
れ
る
長
大
な
支
柱
。
こ
れ
を
綱
で
馬
車
の

車
台
に
縛
り
付
け
て
、
干
し
草
が
ず
れ
た
り
、
落
ち
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

（85） 

と
う
と
う
蟇ク

レ
ー
テ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

蛙
の
椅
子
ま
で
若
者
を
追
い
掛
け
て
来
た　

verfolgt , ihm
 bis zum

 K
rötenstuhl.　

こ
れ
は
奇
妙
で
あ
る
。
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

蟇ク
レ
ー
テ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

蛙
の
椅
子
と
い
う
巖
は
、
乙
女
が
呪
封
さ
れ
て
い
る
例
の
巖
で
、
こ
の
上
に
蛇
、
蟇
蛙
が
出
現
し
た
は
ず
だ
か
ら
。
城
の
廃
墟
の
あ
る
城
山
上
に
あ
る

の
だ
ろ
う
が
。

（86） 

製
粉
装
置
修
理
人　

M
ühlarzt. 

水
車
・
風
車
に
よ
る
製
粉
装
置
を
修
理
し
た
り
、
再
調
整
し
た
り
す
る
技
術
者
。
機
械
工
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
水
車
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の
場
合
は
水
力
技
師
で
も
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

（87） 
粉
挽
き
小こ

お
の斧　

M
ühlbarte.　

「
バ
ル
テ
」Barte

は
「
幅
の
広
い
小
斧
」。
た
だ
し
、「
ミ
ュ
ー
ル
バ
ル
テ
」M

ühlbarte

が
具
体
的
に
何
に
用
い
る
道
具

か
不
明
。
識
者
の
ご
教
示
を
俟
つ
。

（88） 

唐と
う
み箕　

 Beutelkasten.　

 

製
粉
原
料
に
混
じ
っ
て
い
る
葉
や
茎
、
石
な
ど
を
除
去
し
た
り
、
脱
穀
し
た
籾
殻
を
風
力
選
別
す
る
装
置
。,W

indfege ,

と
も
。

（89） 

分セ
パ
レ
イ
タ
ー

離
器　

 Scheidekasten.　

セ
パ
レ
イ
タ
ーseparator

。
製
粉
原
料
よ
り
大
き
い
、
あ
る
い
は
小
さ
い
異
物
を
除
く
装
置
。

（90） 

鼓こ
り
ん輪　

T
rom

m
el.　

回
転
軸
の
周
り
に
装
着
さ
れ
る
太
い
円
筒
形
の
も
の
。
脱
穀
機
の
一
部
か
。
識
者
の
ご
教
示
を
俟
つ
。

（91） 

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク　

Straßburg.　

フ
ラ
ン
ス
北
東
部
ア
ル
ザ
ス
（
ド
イ
ツ
語
で
は
エ
ル
ザ
スElsass, Elsaß 

）
地
域
の
首
邑
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
。

言
語
的
に
も
文
化
的
に
も
ド
イ
ツ
語
圏
と
言
え
よ
う
。
か
つ
て
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
直
属
都
市
。
大
同
盟
戦
争
（
一
六
八
八
─
九
七
）
終
結
時
レ
イ
ス
ウ
ェ

イ
ク
条
約
（
一
六
九
七
）
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
領
と
な
る
。

（92） 

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ　

K
aiser H

einrich.　

ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
〇
〇
二
─
一
〇
二
四
）・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
〇
一
四
─
一
〇
二
四
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ

二
世
（
九
七
三
─
一
九
二
四
）。
極
め
て
信
仰
心
の
篤
い
人
物
だ
っ
た
。

（93） 

司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
卿ヘ

ア　

Chorherrr.　

,K
anoniker , 

と
も
。
通
常
「
司
教
座
聖
堂
参
事
」
と
邦
訳
さ
れ
る
。
司
教
座
聖
堂
の
成
員
。
中
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

に
お
い
て
は
、
け
っ
こ
う
な
聖
職
禄
を
享
受
す
る
貴
人
だ
っ
た
。
あ
る
修
規
─
─
た
い
て
い
は
ヒ
ッ
ポ
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
聖
者
の
二
つ
の
修
規
の
一

つ
─
─
に
従
っ
て
生
活
し
、
司
祭
と
し
て
叙
階
さ
れ
て
お
り
、
修
道
会
加
入
の
宣
誓
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
修
道
士
で
は
な
い
。
彼
ら
の
主
務
は

本
来
聖
祭
の
際
聖コ

ー

ル

堂
内
陣
の
所
定
の
席
に
就
い
て
聖
務
共
唱
の
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
今
日
で
は
彼
ら
の
多
く
は
実
際
の
司
牧
を
主
務
と
考
え

て
い
る
由
）。

（94） 

王
冠　

K
önigskrone.　

ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
が
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
帝
冠
を
受
け
る
の
は
一
〇
一
四
年
の
こ
と
で
、
一
〇
一
二
年
に
は
ま
だ
ド
イ
ツ
王
だ
か

ら
、
こ
れ
は
正
し
い
。
後
で
「
帝
冠
」K

aiserkrone

と
あ
る
の
は
正
し
く
な
い
。
ド
イ
ツ
王
は
事
実
上
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
で
は
あ
っ
た
が
。

（95） 

千
と
七
百
年
以
上
も
存
続
し
た　

hat bestanden w
eit über tausend und siebenhundert Jahre.　

「
西
暦
一
七
〇
〇
年
以
降
ま
で
」
の
意
か
。

（96） 

フ
リ
ウ
リ　

Friaul.　

ド
イ
ツ
語
フ
リ
ア
ウ
ル
は
イ
タ
リ
ア
語
で
は
フ
リ
ウ
（
ー
）
リFriuli

。
イ
タ
リ
ア
東
北
部
の
地
方
。
現
在
、北
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

東
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
に
接
す
る
フ
リ
ウ
（
ー
）
リ
＝
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
特
別
自
治
州
に
属
す
る
。
残
念
な
が
ら
パ
ル
マ
は
こ
こ
に
は
な
い
。

（97） 

救
世
主
の
花
嫁　

des H
eilands Braut.　

「
キ
リ
ス
ト
の
花
嫁
」
と
も
。
修
道
女
を
指
す
。

（98） 

ヴ
ォ
ゲ
ー
ゼ
ン
山ゲ

ビ
ル
ゲ地　

V
ogesengebirge.　

フ
ラ
ン
ス
語
「
山マ

ッ
ス
ィ
フ地
・
ド
・
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
」M

assif des V
osges

。
エ
ル
ザ
ス
（
＝
ア
ル
ザ
ス
）・
ロ
ー
ト

リ
ン
ゲ
ン
（
＝
ロ
レ
ー
ヌ
）
両
地
方
に
ま
た
が
り
、
ラ
イ
ン
河
に
平
行
し
て
北
北
東
か
ら
南
南
西
に
連
な
る
。

（99） 

聖
な
る
父
に　

dem
 heiligen V

ater.　

す
な
わ
ち
「
ロ
ー
マ
教
皇
に
」dem

 H
eiligen V

ater

。
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（100） 

時
計
装
置　

U
hrw

erk.　

こ
れ
は
「
天
文
時
計
」astronom

ische U
hr

で
あ
る
。
天
文
時
計
と
は
、
時
刻
の
他
に
、
天
動
説
に
基
づ
き
、
地
球
を
中
心

と
し
た
太
陽
と
月
の
位
置
、
月
齢
、
黄
道
十
二
宮
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
天
文
学
的
情
報
を
示
す
も
の
。
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
〔
＝
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
〕

の
時
計
は
大
聖
堂
の
南
の
翼
廊
に
あ
り
、
高
さ
一
八
メ
ー
ト
ル
で
、
世
界
最
大
の
天
文
時
計
の
一
つ
。
一
五
四
七
年
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヘ
ア
リ
ー
ン

Christian H
erlin 

ら
が
製
作
を
開
始
、
そ
の
後
中
断
さ
れ
、
一
五
七
一
年
か
ら
七
四
年
に
掛
け
て
、
天
文
学
者
に
し
て
数
学
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ダ
ジ
ポ

デ
ィ
ウ
スConrad D

asypodius 

（
一
五
三
一
─
一
六
〇
一
）
の
設
計
、
時
計
師
イ
ザ
ー
ク
（
一
五
四
四
─
一
六
二
〇
）
と
ヨ
シ
ア
ス
（
一
五
五
二
─

七
五
）
の
ハ
ー
プ
レ
ヒ
ト
兄
弟Isaac und Josias H

abrecht

の
製
作
に
よ
っ
て
完
成
。
そ
の
後
次
第
に
各
部
が
動
か
な
く
な
り
、
一
七
八
八
年
か
八
九

年
に
完
全
に
止
ま
っ
た
。
そ
の
後
一
八
三
八
─
四
三
年
、
外
装
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
中
の
装
置
が
修
復
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
な
お
、
こ
の
伝
説
に
お
け

る
時
計
装
置
外
装
の
詳
細
な
描
写
、
お
よ
び
、
過
去
こ
の
よ
う
に
動
い
た
、
と
い
う
伝
聞
は
、
多
分
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
が
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
に

旅
行
し
た
折
の
見
聞
に
よ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

（101） D
O

M
IN

V
S LV

X
 M

EA
 – Q

V
EM

 T
IM

EO

　

ヴ
ル
ガ
タ
旧
約
聖
書
詩
編
二
十
七
篇
ダ
ヴ
ィ
デ
の
歌
の
冒
頭
「
主
は
我
が
光
り
、（
我
が
救
い
な
り
。）

我
誰た

れ

を
か
恐
れ
ん
」D

om
inus lux m

ea 

（et salutare m
eum

;

）quem
 tim

ebo

で
あ
る
。
原
文 ,T

IM
EO

, 

と
あ
る
の
は
誤
植
か
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン

の
書
き
間
違
い
。

（102） 

生
生
流
転
す
る
人
間
の
一
生
の
諸
相　

w
andelnde Gestalten der M

enschenalter.　

お
そ
ら
く
四
つ
、
す
な
わ
ち
、
幼
年
、
青
年
、
壮
年
、
老
年
の

姿
で
あ
ろ
う
。
老
年
が
十
五
分
鐘
を
打
ち
終
わ
る
と
、
一
時
間
が
経
過
し
た
の
で
、
次
い
で
死
神
が
時
の
鐘
を
打
つ
わ
け
で
あ
る
。

（103） 

傍
ら
に
黙
示
の
動
物
た
ち
を
侍
ら
せ
た
四
人
の
福
音
史
家　

vier Evangelisten, die T
hiere der O

ffenbarung neben sich.　

四
人
の
福
音
史
家
と

そ
の
象
徴
的
生
き
物
は
、
マ
ル
コ
・
獅
子
、
マ
タ
イ
・
人
（
天
使
）、
ル
カ
・
牡
牛
、
ヨ
ハ
ネ
・
鷲
。

（104） 

チ
ュ
ー
リ
ヒ　

Zürich.　

ス
イ
ス
北
部
に
あ
る
ス
イ
ス
最
大
の
都
市
。
市
内
を
リ
マ
ー
ト
川
が
貫
流
し
て
い
る
。
リ
マ
ー
ト
川
は
ラ
イ
ン
河
の
支
流
ア
ー

ル
川
に
注
ぐ
。

（105） 

バ
ー
ゼ
ル
の
鐘
が
十
一
時
を
打
っ
た
時
─
─
時
刻
は
よ
う
や
く
十
時
と
い
う
わ
け
だ
が
─
─A

ls die Basler Glocke elf schlug, w
ar es erst um

 
zehn U

hr,　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
六
参
照
。

（106） 

船
の
前
部
、
舵か

じ

櫂
の
と
こ
ろ
で　

vorn im
 Schiff am

 Steuer.　

こ
の
船
は
前
部
の
漕
ぎ
手
が
舵
取
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（107） 

我ウ
ン
ザ
ー
・
フ
ラ
ウ
エ
ン
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー

ら
が
聖
母
大
聖
堂　

unser Frauenm
ünster.　

リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
エ
ン
ミ
ュ
ン
ス
タ
ーLiebfrauenm

ünster 

と
も
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
カ
テ
ド
ラ
ー

ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ー
ムCathédrale N

otre-D
am

e 

で
あ
る
。

（108） 

ツ
ィ
ン
ク　

Zink.　

十
五
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
使
用
さ
れ
た
木
製
ま
た
は
象
牙
・
角
製
の
管
楽
器
。
六
つ
の
指
穴
と
カ
ッ
プ
状
の
歌
口
を
持
つ
。
コ
ル

ネ
ッ
ト
の
前
身
。
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（109） 

金
曜
日
に
も　

auch am
 Freitag.　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
か
つ
て
精
進
（
素
食
）
期
間
（
獣
肉
や
ほ
と
ん
ど
の
鳥
肉
を
食
べ
な
い
期
間
。
動
物
性
蛋
白
質

と
し
て
は
卵
、
魚
介
類
や
ご
く
一
部
の
鳥
肉
し
か
許
さ
れ
な
い
）
を
多
く
設
け
て
お
り
、
金
曜
日
は
必
ず
精
進
日
だ
っ
た
。

（110） 
輪シ

ュ
リ
ュ
ン
カ
ー

型
腸
詰
め　

 Schlünker.　

シ
ュ
ル
ン
カ
ーSchlunker

、
も
し
く
は
シ
ュ
リ
ュ
ン
カ
ー
は
輪
の
形
を
し
た
粗
悪
な
ソ
ー
セ
ー
ジ
。

（111） 

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン　

Philippus M
elanchton.　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ンPhilipp M

elanchton　
（
元
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
エ
ー
ル

ト
」Schw

arzerd

〔「
黒
土
」
の
意
〕。「
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
」M

elanchton 

は
こ
れ
と
同
義
の
ギ
リ
シ
ア
語
）。
一
四
九
七
─
一
五
六
〇
年
。
教
会
改
革
派

の
神
学
者
、
人
文
主
義
者
。
盟
友
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
を
助
け
て
、
そ
の
神
学
の
体
系
化
に
貢
献
し
た
。

（112） 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
獅ザ

・
ラ
イ
ア
ン
ハ
ー
ト

子
心
王
リ
チ
ャ
ー
ド　

K
önig Richard Löw

enherz von England.　

リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
（
一
一
五
七
─
九
九
）。
プ
ラ
ン
タ
ジ

ネ
ッ
ト
朝
第
二
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
（
在
位
一
一
八
九
─
九
九
）。
生
涯
の
大
部
分
を
戦
闘
に
捧
げ
、
そ
の
勇
猛
さ
か
ら
獅ザ

・
ラ
イ
ア
ン
ハ
ー
ト

子
心
王
リ
チ
ャ
ー
ド

Richard the Lionheart
と
の
添
え
名
を
得
た
。
第
三
次
十
字
軍
に
参
加
、
一
一
九
一
年
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
レ
オ
ポ
ル

ト
五
世
と
と
も
に
ア
ッ
カ
ー
（
現
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ア
ッ
コ
ー
。
英
語
名
ア
ク
レ
、
フ
ラ
ン
ス
語
名
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
ダ
ー
ク
ル
）
を
攻
め
、
占
領
。
し
か

し
、
こ
の
際
リ
チ
ャ
ー
ド
の
家
臣
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
を
激
昂
さ
せ
る
事
件
が
起
こ
り
、
公
は
帰
国
し
た
。
そ
の
前
か
ら
リ
チ
ャ
ー
ド
と
不
仲
に
な
っ
て

い
た
フ
ラ
ン
ス
王
も
間
も
な
く
帰
国
。
リ
チ
ャ
ー
ド
は
そ
の
後
単
独
で
、
エ
ジ
プ
ト
・
シ
リ
ア
を
版
図
と
し
た
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の
始
祖
に
し
て
勇
将
サ
ラ
ー

フ
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
率
い
る
イ
ス
ラ
ム
軍
と
戦
っ
た
が
、
一
一
九
二
年
休
戦
条
約
を
締
結
、
帰
国
の
途
に
就
い
た
。
し
か
し
、
帰
路
船
が
難
破
し
た
の

で
、
身
を
窶
し
、
陸
路
を
辿
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
戻
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
通
過
中
正
体
を
見
破
ら
れ
、
レ
オ
ポ
ル
ト
の
捕
虜
と
な

り
、
ド
ナ
ウ
河
畔
の
デ
ュ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ンD

ürnstein

に
監
禁
さ
れ
た
（
現
在
廃
墟
が
残
っ
て
い
る
同
城
塞
に
か
、
城
山
下
の
町
に
か
、
今
は
存
在
し

な
い
傍わ

き
じ
ろ城
に
か
は
不
明
）。
一
一
九
二
年
十
二
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
こ
と
。
一
一
九
三
年
に
は
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
六
世
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

皇
帝
は
リ
チ
ャ
ー
ド
を
ト
リ
フ
ェ
ル
ス
に
収
容
。
虜
囚
状
態
は
一
一
九
四
年
二
月
に
終
わ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
拘
留
者
側
に
支
払
っ
た
身
代
金
は
総
額

銀
十
五
万
マ
ル
ク
で
あ
り
、
ケ
ル
ン
・
マ
ル
ク
（
銀
二
三
三
グ
ラ
ム
）
と
し
て
計
算
す
る
と
、
銀
三
四
・
九
五
ト
ン
と
な
り
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
室

歳
入
の
ほ
ぼ
三
倍
に
当
た
る
。

（113） 

デ
ュ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

D
ürrenstein.　

こ
こ
で
は
こ
う
綴
ら
れ
て
い
る
。

（114） 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤

デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
帝　

K
aiser Friedrich der Rotbart.　

そ
の
赤
み
が
か
っ
た
金ブ

ロ
ン
ド色

の
髭
の
た
め
、
五
回
に
亘
っ
て
遠
征
を
行
っ
た
イ
タ
リ
ア

で
バ
ル
バ
ロ
ッ
サBarbarossa

（
ド
イ
ツ
語
で
は
赤

デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト
髭

der Rotbart
）
と
綽
名
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
通
り
名
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
王
（
在
位

一
一
五
二
─
九
〇
）・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
一
五
五
─
九
〇
）
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
一
一
二
二
？
─
一
一
九
〇
）。
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
家
の
一
族

で
元
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
六
世
の
父
。
一
一
八
九
年
総
司
令
官
と
し
て
第
三
次
十
字
軍
に
参
加
、
キ
リ
キ
ア
王
国
の
サ

レ
フ
川
（
現
ト
ル
コ
）
で
溺
死
（
異
説
も
あ
る
）。
中
世
ド
イ
ツ
の
民
間
信
仰
に
お
い
て
は
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
は
生
き
続
け
て
い
る
。
彼
が
眠
っ
て
い
る
場
所
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は
、
ト
リ
フ
ェ
ル
ス
だ
っ
た
り
、
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
だ
っ
た
り
、
ウ
ン
タ
ー
ス
ベ
ル
ク
だ
っ
た
り
、
こ
の
伝
説
の
よ
う
に
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
だ
っ

た
り
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ド
イ
ツ
の
地
に
国
難
が
迫
る
時
に
は
、
眠
り
か
ら
覚
め
て
、
山
を
出
、
家
臣
と
と
も
に
武
器
を
取
っ
て
外
敵
と
戦
う
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
一
五
二
─
六
〇
年
、
実
際
彼
は
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
に
城
を
築
い
て
拠
点
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（115） 
シ
ュ
パ
イ
ア
ー　

Speier.　

普
通 ,Speyer , 

と
綴
る
。
上
部
ラ
イ
ン
の
歴
史
的
文
化
的
に
重
要
な
都
市
。
ロ
ー
マ
人
が
建
設
し
た
も
の
で
、
ド
イ
ツ
最
古

の
都
市
の
一
つ
。
中
世
、
帝
国
直
属
自
由
都
市
と
な
り
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
最
重
要
都
市
の
一
つ
だ
っ
た
。
現
在
の
住
民
数
は
六
万
ほ
ど
。

（116） 

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
鉢

シ
ュ
ッ
セ
ル　

Schw
abenschüssel.　

今
日
現
地
で
は
普
通
、
大ド

ー

ム
聖
堂
鉢ナ

プ
フD

om
napf 

と
呼
ば
れ
、
稀
に
、
大ド

ー

ム
聖
堂
鉢

シ
ュ
ッ
セ
ルD

om
schüssel

と
唱

え
る
。
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
皇カ

イ
ザ
ー
ド
ー
ム

帝
大
聖
堂
（
公
式
名
称
「
聖
マ
リ
ア
聖
ス
テ
パ
ノ
大
聖
堂
」）
西
側
正ポ

ル

タ

ー

ル

面
入
り
口
前
に
あ
る
。
司
教
が
新
た
に
選
ば
れ
た
際
、

「
全
て
の
民
衆
の
た
め
に
」
ワ
イ
ン
が
満
た
さ
れ
る
。
こ
の
鉢
に
は
一
五
八
〇
リ
ッ
ト
ル
入
る
。

（117） 

フ
ー
ダ
ー　

Fuder.　

昔
の
容
量
単
位
。
酒
類
の
場
合
は
地
方
に
よ
っ
て
七
五
〇
リ
ッ
ト
ル
か
ら
一
九
五
〇
リ
ッ
ト
ル
ま
で
と
い
ろ
い
ろ
。
本
来
は
馬
二

頭
が
牽
く
荷
車
に
積
載
で
き
る
干
し
草
な
ど
の
量
。

（118） 

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世　

K
aiser H

einrich IV
. 

一
〇
五
〇
─
一
一
〇
六
年
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
の
長
男
。
ド
イ
ツ
王
（
在
位

一
〇
五
六
─
一
一
〇
五
）。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
一
〇
八
四
─
一
一
〇
五
）。
高
位
聖
職
者
の
叙
任
権
を
巡
り
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
と
争
い
、
破
門

さ
れ
、
許
し
を
乞
う
た
、
い
わ
ゆ
る
「
叙
任
権
闘
争
」
と
「
カ
ノ
ッ
サ
の
屈
辱
」
で
有
名
。
そ
の
後
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
を
ロ
ー
マ
か
ら
追
い
、
こ
ち
ら

と
の
闘
い
で
は
勝
利
し
た
が
、
後
継
の
教
皇
た
ち
と
の
対
決
は
続
き
、
ド
イ
ツ
諸
侯
の
叛
乱
も
終
わ
ら
ず
、
更
に
は
長
男
コ
ン
ラ
ー
ト
の
離
反
（
こ
れ
は

コ
ン
ラ
ー
ト
の
急
死
で
終し

ゅ
う
そ
く熄
）、
次
男
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
と
し
て
一
一
〇
六
年
ド
イ
ツ
王
、
一
一
一
一
年
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
即
位
）
の

叛
逆
に
遭
い
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
彼
を
支
持
す
る
ド
イ
ツ
諸
侯
に
よ
っ
て
一
一
〇
五
年
廃
位
さ
れ
、
翌
一
一
〇
六
年
失
意
の
内
に
死
去
し
た
。

（119） 

ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世　

H
einrich II.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
四
参
照
。

（120） 

破
門
宣
告
を
受
け
た
者
は
聖
別
さ
れ
た
土
で
覆
わ
れ
て
は
な
ら
な
い　

einen Gebannten die gew
eihte erde nicht decken dürfe.　

カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
か
ら
破
門
宣
告
を
受
け
た
者
は
、
教
会
に
よ
っ
て
聖
別
さ
れ
た
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

（121） 

王ケ
ー
ニ
ヒ
ス
コ
ー
ル

の
内
陣　

K
önigschor.　

大
聖
堂
内
陣
、
聖
餐
台
正
面
の
中
央
通
路
に
七
人
も
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
や
ド
イ
ツ
王
、
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
が
葬
ら
れ
た
。

（122） 

ヴ
ォ
ル
ム
ス　

W
orm

s.　

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
南
東
部
、
ラ
イ
ン
左
岸
に
あ
る
宗
教
都
市
。『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
に
も
登
場
す
る
古

都
。
ユ
ダ
ヤ
人
と
も
歴
史
的
に
結
び
つ
き
が
深
く
、
十
二
世
紀
半
ば
に
ユシ

ナ

ゴ

ー

グ

ダ
ヤ
会
堂
が
建
て
ら
れ
た
し
、
ド
イ
ツ
最
古
の
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
も
あ
る
。
現
在

の
住
民
数
は
八
万
ほ
ど
。

（123） 

エ
ル
サ
レ
ム
の
最
高
会
議
に　

an den hohen Rath zu Jerusalem
.　

「
長サ

ン
ヘ
ド
リ
ン

老
会
議
」（
最
高
法
院
）
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（124） 

師ラ
ビ　

Rabiner.　

今
日
で
は
普
通 ,Rabbi ,

と
表
記
す
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
我
が
師
」
の
意
。
ユ
ダ
ヤ
の
法
律
学
者
、
司
牧
者
に
対
す
る
尊
称
。
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（125） 

エ
ッ
サ
イ
の
根　

W
urzel Jesse. 

「
エ
ッ
サ
イ
の
樹
」
と
も
い
う
。
と
り
わ
け
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
普
及
し
た
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
の
造
形
モ
テ
ィ
ー
フ
の

一
つ
。
た
と
え
ば
、
横
た
わ
っ
て
い
る
老
人
〔
＝
エ
ッ
サ
イ
〕
の
臍
か
ら
樹
が
伸
び
上
が
っ
て
、
一
番
上
に
幼
子
イ
エ
ス
が
い
る
、
と
い
っ
た
図
形
。
イ

エ
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
ダ
ヴ
ィ
デ
の
父
エ
ッ
サ
イ
の
後
裔
で
あ
る
、
と
の
考
え
に
基
づ
く
。
そ
の
典
拠
は
「
エ
ッ
サ
イ
の
株
よ
り
一
つ
の

芽
い
で
、
そ
の
根
よ
り
一
つ
の
枝
は
え
て
実
を
む
す
ば
ん
。
そ
の
上
に
ヱ
ホ
バ
の
霊
と
ど
ま
ら
ん
（
後
略
）」（
旧
約
聖
書
イ
ザ
ヤ
書
十
一
章
一
─
二
節
）

で
あ
る
。

（126） 

テ
ィ
ト
ゥ
ス T

itus.　

テ
ィ
ト
ゥ
ス
・
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
（
三
九
─
八
一
）。
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位
七
九
─
八
一
）。

（127） 

宮カ
ン
マ
ー
ク
ネ
ヒ
ト

廷
使
丁　

K
am

m
erknecht.　

中
世
、
多
額
の
献
金
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
皇
帝
・
王
侯
の
保
護
を
受
け
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
こ
と
。

（128） 

騎リ
ッ
タ
ー
シ
ュ
ラ
ー
ク

士
叙
任
式　

Ritterscchlag.　

皇
帝
・
王
侯
が
剣
で
騎
士
候
補
者
の
肩
を
軽
く
打
っ
て
騎
士
に
任
ず
る
儀
式
。

（129） 

城
壁
冠　

M
auerkrone.　

矢
狭は

ざ
ま間
の
あ
る
城
壁
を
象か

た
ど

っ
た
冠
。

（130） 

ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
の
か
の
バ
ビ
ロ
ン
の
女　

die Babylonierin der A
pocalypse.　

緋
色
の
獣
に
乗
っ
た
大
淫
婦
。
新
約
聖
書
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
第
十
七
章

参
照
。

（131） 

ブ
ル
ン
ヒ
ル
ト　

Brunhild.　

五
六
七
年
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
は
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
、
ネ
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
、
ブ
ル
グ
ン
ト
の
三
王
国
に
分
裂
。

ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
と
ネ
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
は
常
に
係
争
し
て
い
た
が
、
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
王
妃
ブ
ル
ン
ヒ
ル
ト
と
ネ
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
王
妃
フ
レ
デ
グ
ン
ト
の

代
に
頂
点
に
達
す
る
。
六
一
三
年
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
の
貴
族
ら
が
ブ
ル
ン
ヒ
ル
ト
に
対
し
叛
乱
を
起
こ
し
、
彼
女
を
捕
ら
え
て
、
そ
の
敵
で
あ
り
、
ま
た

甥
で
あ
る
ネ
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
王
ク
ロ
タ
ー
ル
二
世
（
そ
の
長
男
が
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
に
登
場
す
る
ダ
ゴ
バ
ー
ト
一
世
）
に
引
き
渡
し
た
。

（132） 

悪
魔
と
悪
魔
の
祖ば

あ母
様
を　

den T
eufel m

it seiner Großm
utter.　

「
悪
魔
の
祖
母
」
な
ど
神
学
的
に
あ
り
得
な
い
存
在
だ
が
、
ド
イ
ツ
民
話
・
伝
説

の
世
界
で
は
珍
し
く
な
い
。
民
話
で
の
役
回
り
は
ま
ず
ま
ず
人
間
に
親
切
。
古
代
に
お
い
て
は
悪
魔
の
配
偶
者
だ
っ
た
よ
う
だ
。
キ
リ
ス
ト
教
時
代
に
な

る
と
、
結
婚
の
秘
蹟
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
悪
魔
の
妻
な
ど
と
い
う
存
在
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
、
悪
魔
の
祖
母
と
さ
れ
た
か
。
十
三
─
十
五
世
紀
に
は

こ
れ
と
並
ん
で
「
悪
魔
の
母
」des T

eufels M
utter 

な
る
も
の
も
現
れ
る
。

（133） 

そ
の
名
を
挙
げ
る
の
は
憚は

ば
か

ら
れ
る
物　

etw
as, w

as m
an nicht gerne nennt.　

は
て
、
こ
の
場
合
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な

い
。
男
性
器
か
。
ど
な
た
か
ご
教
示
を
。「
そ
の
名
を
挙
げ
る
の
は
憚
ら
れ
る
者4

」
な
ら
悪
魔
だ
が
、
こ
の
場
合
そ
う
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
。

（134） 

ヴ
ェ
ル
ク
シ
ュ
ー　

W
erkschuh.　

昔
の
尺
度
。
約
三
〇
セ
ン
チ
。

（135） 

角
肌
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト　

der hörnerne Siegfried.　

斃
し
た
龍
の
血
を
肌
に
塗
り
、（
背
の
真
ん
中
を
除
き
）
肌
が
角
の
よ
う
に
硬
く
な
っ
た
の
で
、

こ
の
名
が
あ
る
。

（136） 

ラ
イ
ン
の
王
女　

K
önigstochter vom

 Rhein.　

鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
説
「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

集
』
試
訳
（
そ
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武蔵大学人文学会雑誌　第 44 巻第 1・2 号

の
二
）」（「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
一
巻
第
一
号
、
平
成
二
十
一
・
七
月
）
所
収
「
一
九　

椋
鳥
と
小
さ
な
湯
船
」
本
文
お
よ
び
解
題
参
照
。

（137） 

聳そ
び

え
て
い
る
、
と
い
う
か
、
聳
え
て
い
た　

steht oder stand.　

結
び
に
あ
る
よ
う
に
場
所
を
移
し
て
現
存
。

（138） 
十ラ

イ

ヒ

ス

ア

プ

フ

ェ

ル

字
架
の
付
い
た
地
球
儀　

Reichsapfel.　

直
訳
「
帝
（
王
）
国
の
林り

ん
ご檎

」。
皇
帝
な
い
し
国
王
の
権
力
の
標
章
。
地
球
儀
か
ら
十
字
架
が
突
き
出
て
い

る
。

（139） 

国
王
グ
ス
タ
フ
・
ア
ー
ド
ル
フ　

K
önig Gustav A

dolph.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
八
注
参
照
。

（140） 

山ベ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

街
道　

Bergstraße.　

オ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
山
裾
を
巡
り
上

オ
ー
バ
ー

ラ
イ
ン
低
地
を
通
る
、ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
経
て
ヴ
ィ
ー

ス
ロ
ッ
ホ
に
及
ぶ
六
七
キ
ロ
の
街
道
。
ラ
イ
ン
右
岸
か
ら
い
く
ら
か
距
離
を
置
い
て
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
平
行
に
走
っ
て
い
る
。
右
の
町
町
は
こ
う
し
た
通
商

路
の
お
蔭
で
繁
栄
し
た
が
、
三
十
年
戦
争
で
は
し
ば
し
ば
こ
こ
を
通
っ
て
軍
隊
が
移
動
し
た
の
で
、
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
、
激
甚
な
被
害
を
蒙
っ
た
。

（141） 

納
屋
の
門　

Scheunenthore.　

 

「
広
く
大
き
な
入
り
口
」
の
譬
え
に
も
使
わ
れ
る
。
こ
の
門
扉
な
ら
軍
隊
を
運
ぶ
筏
代
わ
り
に
充
分
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。

（142） 

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
公
ウ
ル
リ
ヒ　

H
erzog U

lrich von W
ürtem

berg. 　

先
に
は
「
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯4

ウ
ル
リ
ヒ
」G

raf U
lrich von 

W
ürtem

berg

と
あ
る
。

（143） 

皇カ
イ
ザ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

帝
の
椅
子　

K
aiserstuhl.　

王ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

の
椅
子K

önigsstuhl

の
間
違
い
。
皇カ

イ
ザ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

帝
の
椅
子
山
は
同
じ
く
現
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
も
ず
っ
と

南
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
イ
ム
・
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
の
近
く
に
あ
る
。
小
さ
い
死
火
山
で
上
等
の
ワ
イ
ン
の
産
地
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
〇
参
照
。

（144） 

殉
教
者
カ
タ
リ
ー
ナ　

M
ärtyrerin K

atharina.　

聖
者
伝
説
に
よ
れ
ば
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
カ
タ
リ
ー
ナ
聖
女
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
迫
害
し
た

ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ク
セ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
命
に
よ
り
、
鋭
い
釘
を
植
え
ら
れ
た
四
つ
の
鉄
の
車
で
死
に
至
ら
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
主
の
天

使
の
一
人
が
こ
の
車
装
置
を
破
壊
し
た
。
結
局
剣
で
首
を
刎は

ね
ら
れ
た
が
、
噴
き
出
し
た
の
は
血
で
は
な
く
ミ
ル
ク
だ
っ
た
〔
処
刑
さ
れ
た
者
が
全
く

無む

こ辜
で
あ
る
証
〕。
当
時
十
八
歳
で
、
そ
の
美
貌
の
た
め
皇
帝
か
ら
、
自
分
の
求
愛
を
受
け
入
れ
れ
ば
、
皇
后
に
次
ぐ
処
遇
を
与
え
よ
う
、
と
言
わ
れ
た
由
。

（145） 

騎
士
は
聖
地
へ
贖
罪
の
旅
を
行
い　

der Ritter that eine Bußfahrt in das heilige Land.　

パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
へ
赴
き
、
そ
の
地
で
十
字
軍
に
参
加
し

た
の
で
あ
る
。

（146） 

馬
上
槍
試
合　

T
urnier.　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
層
好
ま
れ
た
騎
士
同
士
の
公
式
試
合
。
重
武
装
し
て
騎
乗
し
た
騎
士
が
左
手
に
盾
を
構
え
て
突
進
、
右

手
で
構
え
た
長
大
な
槍
で
、
向
こ
う
か
ら
こ
ち
ら
の
左
側
を
や
は
り
突
進
し
て
来
た
相
手
の
騎
士
を
突
く
、
と
い
う
の
が
代
表
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ば

か
り
で
な
く
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
武
器
も
用
い
ら
れ
た
。
一
騎
打
ち
と
団
体
戦
と
あ
り
、
複
雑
な
競
技
規
則
の
下
で
行
わ
れ
た
。

（147） 

カ
ス
パ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ
ロ
イ
ン
ツ
ベ
ル
ク　

K
aspar von Freundsberg.　

高
名
な
傭
兵
隊
長
カ
ス
パ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ
ル
ン
ツ
ベ
ル
ク

K
aspar von Frundsberg （

一
五
〇
一
─
三
六
）
か
。
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（148） 

カ
ー
ル
大
帝　

K
arl der Große.　

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
第
二
代
国
王
（
在
位
七
六
八
─
八
一
四
）・
西
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
八
〇
〇
─
一
四
）。

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
初
代
国
王
ピ
ピ
ン
（
小
ピ
ピ
ン
）
の
子
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュCharlesm

agne

。
最
終
的
に
は
、
ブ
リ

テ
ン
諸
島
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
、
イ
タ
リ
ア
半
島
南
端
部
を
除
く
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
支
配
下
に
置
き
、
政
治
的
統
一
を
達
成
し
た
。

（149） 

イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム　

Ingelheim
.　

　

イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
・
ア
ム
・
ラ
イ
ン　

Ingelheim
 am

 Rhein

。
ラ
イ
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
の
都
市
。
ラ
イ
ン

左
岸
に
あ
る
。
八
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
に
至
る
ま
で
こ
こ
に
ド
イ
ツ
王
や
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
居
城
が
置
か
れ
、
宮
廷
が
開
か
れ
、
行
政
の
中
心
と

な
っ
た
。

（150） 

エ
ア
バ
ッ
ハ
献シ

ェ

ン

ク

酌
侍
従
一
族　
　

die Schenke von Erbach.　

後
の
エ
ア
バ
ッ
ハ
伯
爵
家
。
こ
の
家
系
は
ラ
イ
ン
＝
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
の
古
い
貴
族
。

元
来
は
下ミ

ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

級
貴
族
だ
っ
た
が
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
宮プ

フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
に
よ
っ
て
一
二
二
〇
年
頃
世エ

ル

プ

シ

ェ

ン

ク

襲
献
酌
侍
従
に
任
じ
ら
れ
た
。

（151） 

幾
柱
も
の
聖
人
の
遺
体　

heilige Leiber.　

中
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
、
キ
リ
ス
ト
に
関
わ
る
品
（
磔
に
架
け
ら
る
前
に
纏
っ
て
い
た
着
衣
、
十
字

架
の
破
片
、
茨
の
冠
の
棘
、
等
等
）
の
他
、
諸
聖
人
の
遺
骸
（
全
体
や
そ
の
一
部
）
が
奉
安
さ
れ
て
い
る
と
、
大
祭
日
に
は
夥
し
い
巡
礼
者
、
参
詣
人
が

訪
れ
た
。
従
っ
て
、
新
た
に
建
立
し
た
教
会
を
崇
敬
の
対
象
に
す
る
た
め
に
は
、
聖
遺
物
獲
得
が
迅
速
・
有
効
な
手
段
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（152） 

山ベ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

街
道　

Bergstraße.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
九
注
参
照
。

（153） 

シ
ョ
ッ
ク　

Schock.　

数
の
単
位
で
、
六
〇
の
こ
と
。

（154） 

タ
ッ
シ
ロ　

T
hassilo.　

,T
assilo ,

と
も
綴
る
。
ア
ギ
ロ
フ
ィ
ン
グ
朝
最
後
の
バ
イ
エ
ル
ン
公
タ
ッ
シ
ロ
三
世
（
七
四
一
─
九
六
？
）。
カ
ー
ル
大
帝
の
従

弟
。
フ
ラ
ン
ク
王
国
年
代
記
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
七
五
七
年
以
来
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
忠
誠
義
務
が
あ
っ
た
、
と
い
う
タ
ッ
シ
ロ
は
、
七
六
三
年
ア
ク
ィ
タ

ニ
ア
遠
征
に
際
し
フ
ラ
ン
ク
軍
に
従
軍
す
る
こ
と
を
拒
否
、
従
っ
て
戦
列
離
脱
の
罪
を
犯
し
た
由
（
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
疑
わ
し
い
よ
う
だ
）。

タ
ッ
シ
ロ
は
依
然
バ
イ
エ
ル
ン
公
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
七
八
七
年
政
治
的
諸
理
由
か
ら
カ
ー
ル
に
よ
っ
て
封
臣
の
地
位
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
七
八
八
年
イ

ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
な
る
カ
ー
ル
の
宮
廷
に
お
け
る
封
建
法
裁
判
に
よ
り
七
六
三
年
の
諸
件
と
ア
ヴ
ァ
ー
ル
族
と
の
同
盟
の
廉
で
死
刑
の
判
決
を
受
け
、
次
い

で
恩
赦
さ
れ
、
最
終
的
に
は
遙
か
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
ジ
ュ
ミ
エ
ー
ジ
ュ
大
修
道
院
に
追
放
さ
れ
た
。
七
九
四
年
タ
ッ
シ
ロ
は
修
道
院
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
の
王
国
会
議
に
引
き
出
さ
れ
、
そ
こ
で
自
ら
も
子
孫
も
バ
イ
エ
ル
ン
を
究
極
的
に
放
棄
す
る
旨
、
公
に
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
実
は
没

年
は
確
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
生
涯
の
最
後
の
数
年
を
一
介
の
修
道
士
と
し
て
ロ
ル
シ
ュ
修
道
院
で
過
ご
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
。

（155） 

山ベ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

街
道　

 Bergstraße.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
注
参
照
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
五
に
も
名
が
出
る
。

（156） 

惑
わ
せ
火　

Irrw
isch.　

「
イ
ル
リ
ヒ
ト
」Irrlicht 

が
一
般
的
。
地
面
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
、
す
ぐ
消
え
て
し
ま
う
か
、
数
秒
は
続
く
、
小
さ
な
青
み
が
か
っ

た
、
あ
る
い
は
黄
赤
色
が
か
っ
た
炎
を
上
げ
て
燃
え
る
光
学
現
象
。
と
り
わ
け
晩
秋
、
静
か
な
夜
に
沼
沢
地
で
見
ら
れ
る
。

（157） 

待ア
ト
ヴ
ェ
ン
ト

降
節　

A
dvent.　

降ク
リ
ス
マ
ス

誕
祭
を
迎
え
る
た
め
の
四
週
間
の
準
備
期
間
。
四
回
の
日
曜
日
を
含
み
、
そ
の
第
一
日
曜
日
か
ら
始
ま
る
。
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（158） 

火
フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン
男
ど
も　

Feuerm
änner.　

単
数
形 ,Feuerm

ann

,

。「
燃フ

ォ
イ
リ
ガ
ー
・
マ
ン

え
る
男
」feuriger M

ann 

と
も
。
火

フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン
男
お
よ
び
類
似
の
名
称
の
登
場
形
態
は
ド
イ

ツ
語
圏
の
伝
承
で
周
知
の
存
在
。
こ
れ
は
（
煉
獄
で
）
生
前
犯
し
た
罪
業
を
償
っ
て
い
る
彷さ

ま
よ徨

え
る
死
者
と
さ
れ
る
。
俗
信
に
よ
れ
ば
、
煉
獄
＝
浄
罪
界

で
は
、
火
で
罪
を
浄
め
る
、
と
さ
れ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で
た
ま
た
ま
こ
の
世
に
出
て
来
る
そ
う
し
た
亡
霊
が
か
っ
か
と
燃
え
熾さ

か

っ
て
い
て
も
当
然

な
わ
け
。
こ
の
よ
う
な
罰
を
受
け
る
の
は
と
り
わ
け
、
土
地
の
境
界
標
石
を
動
か
し
た
罪
、
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
説
「
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

集
』
試
訳
（
そ
の
一
）」（「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
巻
第
四
号
、
平
成
二
十
一
・
三
月
）
所

収
「
六　

悪
魔
が
お
っ
放ぱ

な

さ
れ
た
［
＝
さ
あ
、
こ
と
だ
］、
あ
る
い
は
、
悪
魔
が
火

ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
を
発
明
し
た
話
」
本
文
お
よ
び
注
参
照
。
専
門
書
と
し
て
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化
学
科
嶋
内
博ひ

ろ
え愛

教
授
の
ご
労
作
『「
燃
え
る
人
」
伝
承
と
西
洋
の
死
生
観
』（
言
叢
社
、
二
〇
一
二
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
邦
に
お
い
て
こ
の

伝ザ
ー
ゲ
ン
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト

説
形
態
を
徹
底
的
に
紹
介
・
解
明
し
た
嚆
矢
と
い
う
べ
き
研
究
文
献
で
あ
る
。

（159） 

荒
れ
狂
う
猟
師　

der w
ilde Jäger.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
三
参
照
。

（160） 

く
し
ゃ
み　

N
iesen.　

だ
れ
か
が
身
近
で
く
し
ゃ
み
を
し
た
場
合
、
そ
れ
が
見
知
ら
ぬ
人
で
あ
っ
て
も
、
思
い
や
り
（
＝
厄
払
い
）
の
こ
と
ば
を
掛
け
る

習
わ
し
が
欧
米
に
は
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
「
おゲ

ズ
ン
ト
ハ
イ
ト

大
事
に
」Gesundheit!

（
こ
れ
は
英
語
圏
や
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
）、
英
語

圏
で
は
「
神ゴ

ッ
ド
・
ブ
レ
ス
・
ユ
ウ

の
祝
福
を
」God bless you! 

と
い
っ
た
具
合
。
言
わ
れ
た
人
間
は
感
謝
の
こ
と
ば
を
返
す
の
が
礼
儀
で
あ
る
。
ち
な
み
に
日
本
で
も
か
つ

て
は
、
く
し
ゃ
み
を
し
た
当
人
、
な
い
し
身
近
の
者
が
「
く
さ
め
」（「
く
っ
さ
め
」
と
も
。「
糞
食は

め
」
＝
「
糞
喰
ら
え
」
か
）
と
唱
え
て
厄
払
い
を
し
た
。

（161） 

女ニ

ク

セ

の
水
の
精　

N
ixe.　

「
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
フ
ラ
ウ
」W

asserfrau

と
も
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
河
川
や
湖
、
池
に
棲
む
、
多
く
長
い
髪
を
し
た
美
し
い
女
で
あ
る
。

人
間
の
若
い
男
を
水
中
に
引
き
込
ん
だ
り
す
る
の
も
い
る
し
、
な
に
せ
水み

ず

性し
ょ
う

だ
か
ら
気
紛
れ
、
か
つ
奔
放
で
は
あ
る
が
、
男
の
水
の
精
と
は
違
っ
て
ど
こ

か
憎
め
な
い
存
在
。
陸
に
上
が
っ
て
人
間
の
青
年
な
ど
と
踊
り
に
興
じ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
そ
の
裳
裾
は
常
に
水
で
濡
れ
て
い
る
。
男
性
形
「
ニ

ク
ス
」N

ix

＝
「
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
マ
ン
」W

asserm
ann

は
こ
れ
に
反
し
て
醜
く
、
肌
は
ぬ
ら
ぬ
ら
し
て
緑
色
で
、
人
間
の
女
性
を
攫
い
、
こ
れ
に
児
を
産

ま
せ
、
更
に
そ
の
児
を
喰
う
な
ど
す
る
。

結
び
に
一
言
。

　

お
読
み
く
だ
さ
っ
て
忝
う
存
じ
ま
す
。
今
後
数
年
に
亘
り
、「
人
文
学
会
雑
誌
」
に
分
載
さ
せ
て
戴
こ
う
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
当
は
、
年
来
ご
知
遇
を
忝
う
し
た
古
橋
さ
ん
の
記
念
号
に
め
で
た
く
そ
の
第
一
回
を
収
録
、
贐

は
な
む
け

と
や
ら
の
真
似
事
に
し
た
か
っ
た

の
で
す
が
、「
古
橋
信
孝
教
授
記
念
号
」
は
第
三
号
で
す
の
で
、
順
序
は
い
か
ん
と
も
し
難
く
、
こ
ち
ら
の
第
一
・
二
号
合
併
号
に
試
訳
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（
そ
の
一
）
を
寄
稿
い
た
し
ま
し
た
。
幸
い
に
ご
愛
顧
戴
け
ま
す
な
ら
、
続
き
の
試
訳
（
そ
の
二
）
を
第
三
号
で
是
非
ど
う
ぞ
。

　

末
筆
な
が
ら
、
人
文
学
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
学
科
踊
共
二
教
授
─
─
ち
な
み
に
、
踊
さ
ん
の
ご
著
書
『
図
説
ス
イ
ス
の
歴
史
』（
河

出
書
房
新
社
、
二
〇
一
一
）
に
は
拙
訳
の
冒
頭
、
ス
イ
ス
の
と
こ
ろ
で
随
分
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
─
─
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
伝
説
集
を
訳
し
て
み
た
ら
ど
う
か
、
と
お
勧
め
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
昨
年
、
二
〇
一
一

（
平
成
二
十
三
）
年
の
十
二
月
四
日
、
教
授
ご
企
画
の
「
根
津
記
念
館
」
探
訪
に
お
誘
い
く
だ
さ
っ
た
帰
り
の
貸
切
バ
ス
の
中
。
当
方
、

実
は
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
集
』L. Bechstein: D

eutsches M
ärchenbuch 

（1857

） 

の
試
訳
・
注
・
解
題
は
、

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
三
月
か
ら
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
十
二
月
に
掛
け
て
の
「
人
文
学
会
雑
誌
」（
第
四
十
巻
第
四

号
〜
第
四
十
二
巻
第
二
号
）
六
回
分
戴
で
完
結
し
て
い
た
の
で
す
が
、
大
部
な
伝
説
集
ま
で
は
、
と
諦
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
て
ね
。

こ
の
ご
慫
慂
で
勇
気
づ
け
ら
れ
、
す
ぐ
に
テ
キ
ス
ト
を
発
注
、
そ
れ
か
ら
三
週
間
ほ
ど
後
、
大
晦
日
近
く
に
テ
キ
ス
ト
（
初
版
リ
プ
リ

ン
ト
版
。
い
わ
ゆ
る
髭
文
字
＝
亀
の
甲
文
字
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ク
ト
ゥ
ー
アFraktur

。
そ
の
上
、
現
代
ド
イ
ツ
語
と
は
異
な
る
綴
り
、

お
よ
び
誤
植
散
見
）
が
届
い
た
時
、
こ
れ
で
翻
訳
が
で
き
る
、
と
わ
く
わ
く
い
た
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
雨
降
り
風か

ざ
ま間
と
や
ら
を
勘

考
せ
ず
と
も
よ
い
居い

じ
ょ
く職
の
身
な
が
ら
、
相
応
に
怠
け
る
と
し
た
ら
、
訳
・
注
作
業
と
活
字
化
が
一
応
終
わ
る
に
は
五
、六
年
掛
か
り
ま

し
ょ
う
か
。
こ
の
十
月
に
七
十
三
歳
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
五
、六
年
を
加
算
し
ま
す
と
、
最
後
ま
で
頭
と
体
が
保
つ
か
ど
う
か
。

と
ま
れ
「
い
ざ
さ
ら
ば
雪
見
に
こ
ろ
ぶ
所
ま
で
」
と
な
む
。

　

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
長
月
下
浣 

鈴
木　

滿　

謹
識




